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つ 評 つり 6 ぐ 緊 父 選 町 G 曽 明久 川 据 ( 明 ・ 越 ・ 編 ) 対生 つり うお 演 夫 叶 護 移 記 療 う ? 6 つ 避 総 1 慰 抽 葉 ぐ 1l 抽 半 
訟 つい ひひ" WS 訳 量 対 細 シ 3 尽 寅 境 つ 宮入 ぐ 7 球 葵 尽 避 意 G 昭 肛 対 秋 鶴 つり うお る 途上 昭 大 *7 JJG 革 時 瑞 
知っ うべ 全 6 順 党 つ う 心 で の の 首 撰 の つう 必 史 大多 つう 旦 責 的 四 OG の 4Sh07 

償 く ぜ % 生 ペレ 提 う の” 細 凍 課 の 起 淫 G 首 窒 朋 枯 か )y@ 95 リリ 4QG 選 所 窒 @ 親 穫 対 軍 引 つつ 守 
明 玉 洪 QG 財 也 訴 急 つじ う 交 お ろう ? 


注 | 后 『 品 条 編 』『 四 円 講 編 』 ぐ 滝 定 貞 


『 屋 円 概 運 』 衝 RS リッ ー ミ 現 羽 @ 給 | 応 十 筐 中 か 9 癌 固く ヒト ( 明 散 ) り (TP 賠 徹 因 境 時 @ 四 人) 尺 


。 指 釣 家 お 編 碑 や 和 SG7 胃 面 叶 較 対 下 卓史 『 語 所 編 』 記 の 直 りう 必 ” り Q1 1 答 叶 償 赦 @ 卿 調和 ざ つり 陣地 つ ”『 六 円 
折 指 擬 早 』 宜 1 1R 郊 避 統 貴 0 応 じ う 05 り G 心 多 症 り 『 円 構 祝 』 計 うっ 才 測 十 作詩 下 4Q 誠 りう 召 う て ふ > 
中 辿 ざ 失 @ 曲 也 称 胡 窒 本) へ ぷー 農 史 軍 承 上 康 移 玩 球 和 か YO U の 余人 玄 大 届 生 1 7 116 暑 家計 容 対 源 う り 泡 生 
つつ 避 短 り 鍛 包 叶 庶 玉 人 0 り うろ 0 うろ 当 お うろ? りり 昼 性 税 記紀 て )@11 11G 舞 作品 如 琶 釣 尊 生じ 押 記 記 


長 ぷ や" 


| 『 皿 円 園 礼 』 力 密 G 二 昌 

北 半 川 所 当 『 柚 円陣 祝 』 計 針 吊 つ だ SG 8 『 皿 選 補 上 J り 46 完 押 G 届 王国 (人 K 国 1) | 形 | 還 計 4Q 常 胃 田 邊 (人 
国 還 ) や 下 1 O つ ロ PS ぐ 北 て] 中世 丁稚 お 9 や つて 四 計 宮東 ひ 栄 醒 1 1 時 (人 K 国 1) 国 束 1 の 中 人 る 
投 Q お お 『aKm 編 』G 比 器 刀 ”『 要 円 園 写 』 対 喘 つ 但 所 お 避 D 表 G や 下 11 や 葉 所 つの うろ)@5 404Q 尽 粗相 か くめ り る 
8 『 感 条 窟 』 ぐ 比 吉 記 下 人 6 思 導 へ | 下 時 叶う 江 茎 11 邊 (KR 1) 団 臣 和田 臣 信 Q『 除 層 礼 』 対 紀 映 つ 先 の 8” 
GS 似 じ 叶 『 要 円 限 編 』 対 還 撤 や KO 掴 梁 G 湯 本 1 時 (KR11) 1 OR11O ロ PS 89 GS 弓 避 叶 / 義 人 擬 令 111 時 1 1 
ふ 下 計 全 や じ 『 下 吉 編 』 記 能 路 つつ お 配 対 ^ 断 着 G 1 結 綴 世 対 『 語 層 統 』g” 据 着 G ] 結球 世 対 『 世 円 時 統 』 稚 
P ソ / 特選 つり 色 吉 対 志和 りう 8 の ろう 心 央 搬 鹿 代 つ っ)? 

閉 雪 川 覆 @ 編 喘 大 凌 @ 季 定 計 りり G 刀 り 『 林 舞 六 結 表 才 手 送 最 民 』『 杖 秀 百 上 擬 償 孝 状 最 選 僚 』『 昌 地下 民 』『 
環 所 独 蘭 』 め 円 較 貧 箕 直上 瓶 要 G 写 邊 る G 避 交 法 人 穫 yQ 和 当る 生生 争 G『 衣 民 層 』G 誠 丹 過 誰 X@ か 家計 7 
『 或 4h 編 』『 堅 円 家 』『 落 選 編 』GIl] 較 Q 師 燃 系 。 時光 う 避 財 多 り 細 敵 太 認 路 誠 十 つ うい Q り へ 色 。 悩 到 是 抵 G 世 
巡 昌 人 る の 心 公 当 GSGP 乱 )@? 
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作 縮 ぐ 心 必 『 要 円 慰 編 』 ざ の 『 骨 層 紀 』 8 導 喘 つ 全 陣地 つの う や て の” の うべ っ 『 下 町 禄 』 ぐ 編 尾 流 剖 画 0 詞 忌 
技 応じ っ 5@S や ” 十 雇 11 稼 G 民 職人 つう 私 四 失 り 8y@ PAS つ 余 の 半 才 科 で 1 和 移 税 選 つり 回 つう 6? 
や 祥 信 ぶ 直 線 @ 届 態 " 刀 @ う 信 S@ ト ホキ KーG 際 で へい の ” 抽 組 史論 1 つ だ 想う だ う " つ だ お 全 Y ソ 肖 軍 ぐ 11 次 
綱 う り 半 才 届 『 感 条 編 』 つ 尻 り 映 脆 時 "個人 器 角 窟 流 選 回り 約 X0 ざ うぷ ぷ 6 


11 『 胃 円 陣 級 』 福 半 @ 民 人 租 


『 四 円 概 給 』Q 管 閉 ” 弓 選 『 感 条 編 』 ぐ 福村 J 外 征 xG 嘩 尉 藤 Q 雪 exe?『 要 円 陸 祝 』 ぐ 革 る 走 舞 村 外 で 時 
so の yy 宮 な 7 SQ 本 革 1 圭 @ 速 腸 訪 Q 粗 掲 角 り う )@ 届 征 的 療 う ? 思 史 詩 | 国 部 誠信 う GPSy@” りり 選 や 代入 
剛 じ 直近 『 豆 和 和 編 』 生 時 没 き 缶 填 G 革 コウ 鬼 Y 8@ ぐ や 和 症 り JG 庁 租 中 挫 選 P 移 人 ふ の 809 如 答 扶 史 応 攻 0 実 り 
っ DGP 所 時 86 部 交 叶 忌 お がく や 約 選 必 人 計 7 代 に 工 長 G 地表 大 G 集 惑 召 ? 選 貴 対 の い の 近 へ 心 家 
91| 凍 座 計 拉 恨 つ " GS 切 血 學 量 學 必 大 年 急 く じ ax 

ー 撤 浮 記 『 半 弱電 田 弄 』 
人 筐 田 〇 〇 直せ 規 畠 居 中 (Katyayaniputra) 用 細 (Kasmira) ツウ” 田 び の 〇 べく S 友 瞬 卿 人 び 〇 〇 べく 折半 AM の 

J 骨 貴 (Asvaghosa) 玩 ボ つり 照 次 餅 (Vibhasa) 対 村 8” や つり 隊 軒 へ PT り 実 計 外 過失 倒 奈 隊 宇 Q 

対 押 逢 つ 訟 記 7 愉 項 層状 崩 @ 赴 染 6 円 逆 移 取 生 4 対 國 家 記 人 ひ の 約 GS 

親 屯 無量 (Ayodhya) 賠 次 念 押下 晶 (Vasasubhadra) の うな 壮 屋 沼 ろ お 綴 叶 団 べ 計 志 ひ PA リッ ー さ 

“| 1 時 運 限 星 医 対 導 57 外 る 団 べ 対 現 りり 六 ふり 導 隊 中" ベ ャ RA オッ ー ミ 6 照 全 対 工人 Q 応 " 
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R ふ サッ ー ペ G 給 軍民 叶 紀 お で の りり 応 誠 軒 前 7 里 4QG 聞 光 寺岡 音 持つ お りり 対格 っ" 

筐 OO 〇 申せ J^ 皿 語 司 凌 計 (Vindhyakavasa) っ う 心 応 戸 G 民 全う おお” 思 叶 Vindhya ゴ S の ぐ 対 宜 史 
意 HG 昭 率 訪 鵜 徐 (Varsaganya) 訪 ホ ー ハ キ す 編 記 剖 る 是 明 つつ "mmQG 棚 史 全 如 愉 か 租 め 四 〇 愉 " 夫 叶 りり @ 
編 計 対生 0 ポツン S 弟 多 朱 和 か ye お 入 ト mー 了 トド キー 紀 く KT お 8? 親 表 有り G 隊 り 拉 級 祭 虹 型 (Manorata) つり 聞 手 立 
(Vasubandhu) さっ 心 本 競馬 信和 公 / 衣 召 選 剛 くろ で の ろう ゆ 紅 SC お GO RFKK AS と SG 虹 GS 皿 額 和 
上 晶 (Buddhamitra) 当 | て り 神 閉 20 全 8 染 上 天 りつ 083 RF ト KK く KA と トド 詩 忠 岡 つ りり 6G り 0 計 負 が / 加 く 
礼 刀 つ お 9 

Sh ト K く AN と SMDG 抄 ” 要 甚 信 称 吉 る 所 つ お 選対 識 准 つつ お? | 引 畿 搬 つ 衝 計 1 弄 人 り 才 移り 宗 誠 
民 硬 浮 寂 く り 英 "お 豆 G 民 昼 航 窟 誠 忌 ひ リ "ー ベタ JG 豆 対 血 か xO 舞 叶 括 ソン 0 パ 愉 尽 二宮 SG パ 愉 尽 
つり KK 地 相 較 和 環 や 照 壮 信 @ 維 記 り コン 臣 つ お 策 絆 1 べり 宗 応 描か)@ 舞 玩 う っ 記 全 Y お や り 家 條 『 王 都 結 』 
SG 逗 り 40 FRKK AN と を と 條 7 JGK 皿 村 呈 有り 国 十 世 G 者 称 だ つり R ヘ リッ ー ミ で 四 基 芝 蝶 (Vaibhasika) だ 人 
恨 争 JJQT 旨 牙 計 「 缶 筑 円 下流 語 ン 環 民 0 凡 」 柚 神 つぶ" 

つ 全 つり @ 豆 叶 屋 蝶 や 毛 電 叶 冊 試 人 る Y お Q や (所 べ 叶 国 十 に 6 者 記 選 国土 計り 相 つり 思 計 @ 境 的 か ト 
K く へ と ト 昼 絵 必 "看過 下記 電 x@G 愉 共 ペ で 87 回 先 串 選 棒 多 現 し 給 | 慌 電 共 (Sarvastivadin) ぐ 選 維 交 1 代 つ だ 
和 。 本 堪 Q 握 昌 QG 人 る お 5 ソス 6 開 時 臣 (Sautrantika) で G 必 涙 りり 尽 対 紙 つ お 9 四 先 り 対 『 厩 照 撮 犯 惑 和 
編 』 ざ 志 で 生 お 7 結 衝 家計 > サッ ー ミ G 総 屋 所 8 染 7 半 巡 QG 展 交流 朋 0 家 りう が QG 完 放 有 折 つ " 

親 淫 ト mー 了 トド キー 補 量 瞬 括 忌部 届 (Vikramaditya) HG 選 に JJ 給 8 換装 店 薄 朋 吉 雷 講 OBaladitya) 
JJ 田 思 SFK く と で より JJG 隊 史 華 *%x@ 5 必 色 で 的 9 引料 りり 誠 計 両 衣 つ 7 

JH 田 G 遂 G 尿 叶 英志 明 思 (Vasurata) の つう 尽く INWA PSY 8 染 。 把 ぐ 叶 照 長 陽 編 (Vyakarana) 記 國 上 区 つ っ 


第 一 章 経 量 部 の 歴史 


9 


89 か KK く KO と ト 衝 『 要 人 i 編 』 記 規 6 7 綴 妊 り 宗 昼 雪上 天 つ 選 当選 史 じ つぐ お 83 思 計 六 疹 抄本 つ リ "SKK 
と ゃ 対 握 家 知 さび 占 つ ^ ズ 忘 束 つ り 也 類 選 信和 / 亜 早 位 店 陣 (Samghabhadra) 逆 恒 誠 ト mー ト ドキ ー 以 馳 う 
『 下 町 幼 』 応 庫 か X9 お 人 SG 無 弥 多 直 4Q 負 お 9 ま へ SR くに 必 り G 囲 り 表 じ 110 G 無 称 計 型 い お? 1 0 『※ 作 箇 箕 
編 』 り | R 呈 G 串 0 や 稚 ふ en へ 1 0 年 『 電 部 幼 』 り 111RR 吾 中 0 も 約 昭 多 合 G 抑 多 閲 っ "『K 直 幼 』 培 つ 
22GjXG* 

JG 棚 沼 羽 窒 か ye 意 肝 和 F KK AO と テト 約 中 で や 家 家 つつ か の つの つ 8 PD か KK AO と や だ り @ 棚 倒 加 4QQ『 豆 才 
禄 』 記 紙 和 か nxO 3 め 交 守 ろ の 対 必 0 つろ お 8 筑 7 表 表 つつ の 計る で お 89 棄 書 「 濁 の 必 吐 失う 89 反 G う 人心 
庄 史 直人 提 諾 星 拓 編 學 直 ひ り 申 卿 全編 堪 つめ 先 "人 す 居 ざ 表 表 つ コ へ 先 昭 居 る 半 條 編 誠 赴 で 兄 光 7 SN 
つや 沿 記 中 筐 移 及 倒 稀 Q 必 人 評 7 征 題 @G べ マ 全 MG 現 甘 學 丈 ピン SQ SA ヘ 」 の うり 892 
愉 柳 な 撤 棄 G 也 語 ひろ)G 衝 / 本 也 生 葉 作 三 如 ご 撤 握 G 北 竹 知 天狗 %N 爺 お 2 の 所 N 間 00 部 の っ 569 


つ 余 つう 生玉 つり 7 K 拓 野 揚 填 で で AS 民 瑛 誠 民 か の GS P 夫 へ JQ 刷 Q 民 基 ざ つり 叶 忠 世 G2 の GPS)@7 


Q 飛 弄 『K 軍 回 管 詞 』 敵 

(( 垣 電 陽 帆 G 政 ) 刀 編 量 Q 明 攻 @ 祥 K 長 繝 貧 和 内” 下 直 11O 〇 O べ そ 肖 称 錠 く で ピ っ)@9 う 染 菜 (Sam- 
ghabhadra) G 奄 補 G 民 人 Sy@? 社民 中 RA リッ ーSSG ぐ で " 鎧 密 じ 抽 項 @ 了 導 偶 編 妃 双 ン 諾 県 つう? 

泊 普 拓 共 (Vasubandhu) 抑揚 叶 限 導 念 @ 技 次 刀 拘 つじ "『 感 者 編 』 対 赴 7 胃 塵 肝 り G 肖 応 直 嘩 記 豆 り ン 
父 掴 玉 DDG 礼 刀 部 域 斑 県 つり" 111 入 置 称 聞 を つり 『 感 者 覇 紀 』1 1 民 因 吐 臨 學 末 お 9 選び O 慌 内 
0” 選管 所 記 べ 対 呈 ツウ 「 沿 6@ 纏 學 只 移り 拓 設 ぺ 密 家 つ 旭 対 得 NT 抱 <S 計時 塊 尽 起 福 移 避 つう 8 結 多 
宰 じ 役 ン の G 介 」 ざ うり や 六 皇 応 


70 


MG へ J 災 所 附 突 光 囲 G 折 照 晶 究 りう お 筑 。 胃 訪 梁 を ウン 0 の っ う 心 明記 皿 ろ うり 渓 半 取 記 束 人 6 お 5 記 く だ に 昌 籠 
昭 い ツウ 「 符 完 応 先 河 定 16 著 泡 完 元宮 大 GBP 杉 記 刀 臣 ろり 維人 で りり 奨 \eGP 生 放 」 臣 ンー^ 
刊 吾 叶 細 じろう り 89「 沿 叶 半 の 村 碑 記 敵 た )G よもや り だ うろ? JG 了 剛史 叶 閉 党 お 名 押 補 うう GPSh@? 敵 訪 叶 
和己 句 や 所 ご 給 生 叶 握 尺 xe 長 ンジ 47 濁 の 愉 婦 うお 7 回 抽 交 の の 昭 り Pcom ンス う 計 っ 衣 の つ 補 うっ? 廿 
呈 腸 < 尿 ン G 吉 旧 G 下 導 計上 来 丈 じ の ぐう 選 と 6 や 約 )@」 へ J? 

失 軍 叶 所 共 当 畑村 『 応 暑 下り で 鞍 机 史生 。 耳 器 居 流 飲 GS 計 編 お 8P や りや 拓夫 尽 決 時 生 *@ お 丈人 @ 約 
和 う お 9 やり 約 計上 S 作 天 東 人 る 届 箇 中 旧 人 計 7 疫 々 史 名 人 8G 介 G 刊 只 人 本 及 つ " 嘩 絵 多 洋 く や 分 6 
"決め 映 全 立 村 べり 可 堪 G 窒 國 記 直る WW つ お JAQT 人 學 お G 規 Q 宗 『 避 箱 編 』 矢 下 券 信 屋 本 准 刀 絆 6Q 
計 立 り ” 思 力 GR 瑞 父 の 失 所 本 『 下 編 』 応 惨 ン 庶 時 つ " す JG『 感 箱 抽 祝 』 誠 赴 へ 電 堪 Q 押 吉 対 表 円 つれ つつ お? 
思ふ だ て 鐘 玩 K め 稚 ふ つの 選 筑 で 半 染 叶 限 対 虹 く つり 康生 5 的 つり 6G 鋼 接 流 選 震 答 忌 完 ツ め 青 着 
P」 つ ) 弓 0 表 り 穫 8? 

家 氏 先 記 べく @ 斑 信心 紅 生 答 *@ 押 対 楓 る 7 起 生 うお? 「 装 立 り G 秩 りり @ 絆 記 介 りり 濃 @G 密 所 喜 軍手 
J 遇 伯 六 陸 つ リン 」 べ 7 6 四 畠 約 っ 必 守 う 召 北 回 叶 瑞 廊 ぷ 5 

ョ mm へ 判 酸 @ の) 約 補 和 で 棚 り 編 移 下 逢 記 7 着陸 詩 り 心 誠 ン 中 つ 84Q ン 科 ぶ 0 く や 全 Q「 抽 記 緒 最 叶 欠 
褒 守 選 氏 り 内 見 5 交 叶 すり 6 礼 記 抵 y 必 の 昭 選 計時 直人 や ろ りや SQ 染 。 想 補 G 幅 學 個 DP 六 GY 鐘 忠 選 
yJxY 8 JG 細 信 人 ( 民 小 ) 釣 錯 包 か AG のり 届 筑 矢 XNW」 ざ ろう で "で うろ 尽 馬 記 交 ツレ 『 時 円 了 統 』 ざ つつ お 9》 
リポ 中 党 区 らい 季 叶 "『 村 陣 共 琴 天 覆 下 屋 世 』 交 1 史 の 04Q 陣 史 語族 0 ポ どる 55) 6 棚 愛 層 

品 聡 り 癌 うう 尺 革 閉 @ 畠 杉 性 誠 ” 契り 拡 押 G 相 中 や 人 G 持 選 償 商 了 つ お 2 の 6 や 約 :@ 玄 Q『 村 画図 鶴 謀 』 へ べり 区 の マン 
六 画 @ 個 選べ 氷 Q 表 0 で "88 科 『K 舞 周 僅 記 』 信 選 G 散 張 信 の つの 守 うっ " 
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9 『 村 抑 賠 管 斉 』 弟 人 1 製 天 巡 陽 軒 G 区 叶 
折 屯 名 卓上 細 屋 名 、 お 束 還 由 村 幼時 橋 HR 舞 癌 拉 区 時 抽 和 h 記 装 過 
ざ ろ 心 弓 籠 の 中 20 民 G? 

JJQ ソ " 抽 計 玖 y@ コ 愉 半 画 押 似 G『 閑 得 賠 管 誠 』 尽 7 編 Q 民 GAS 『 豆 条 幻 』 符 閉 昧 朋 当 だ 0 祥 り っ 
ざき う 7 つ 人 放つ 家 喝 償 妊 6 窟 四 ぐ 箱 沢 ぺ 洋 天 G『 融 編 』 紀 戻 稼 G 牛 史記 忠 0 りう )@” DS11 軟 人 @ 訪 叶 能 足 個 
ne 吉 や 避 沈 | 鶴 つ じ る 0 全 Q 壮 靖 叙 親 玉 @ 尻 和 誠 人 PP 8 吉元 四 つ お GPRS に り 天 鐘 上 た つい 

( 判 喉 纏 刊 叶 門 誠 曲 (Gandhara) SG ベツ” 2 の 本 堪 り 皇 人 つり 6 叩く 1 括 刀 避 電 つり うお 筑 操 器 箕 記 針 ぐ P 
完 皿 つろ の 昭 る 7 本 夫 G 操 交 釣 りや 机 衝 つ ス 必 の 征 宮 うお 9 つり 届 対人 る シン シ つ RS リッ ー ミ 用 
くつ ^ 配 虹 @ 舟 写 対 鑑 る 国 時 信明 只 つ 誰 染 に J6 証 判 附 つつ つ 鐘 早 葉 G 維 的 の YE 舌 刀 織 栓 つじ うぷ 

世 魚 秀 童 卓 ( 季 り だ 馬 く 員 和 本) の ろう 作 破 陽 邸 当っ” 有 問 史明 碑 @ 量 移流 判 野 6 葵 選 じ っ う )@G 計時 つ 誠 7 

掲 く び や 時 De 所 屋 じ 穫 りお 7 叶 所 忠 學 中 で ワー の の 所 潮 硬 慰 記 守 舞 江守 計 明 守 人 評 計 Q 征 避 対 孤 和 か :G 

ASX 吐 ン 尻 賠 < 忠 *@ 当 っ う ” へ J 志 征 お G や 所 愉 足 性 岡 < 喉 Y お つ 和 8 ペン つい 着 愉 史 『 末 編 』@ 茎 (karika) 

計 珈 へ > ラッ ー ペ 科 O 7 全 GS 賠 ぐ べ ャ 8 人 全 飛 維 集計 人 移 の 家 記 の うり や 補 く で 5 当 1 べ 季 罰 冥 や 呈 りり 宗 対 押 

補 生 " 攻 せ Q「 民 給 」(kila) G 紫 叶 境 穴 ぐ 区 四 釣 声 か の Q 避 交 ろ 燥 っ ^ 6 家 写 応 赴 Pe の 4Q 8 や り べ 系 旬 

PAS る で お 9 や りや 公田 G く 叶 枚 時 問 ぶり 判 孔 器 胃 く めぐ P^ 到 医 編 (bhasya) 誠 環 必 好 や 

ヘリ ッ ー ペ 紀 択 お 9 全 G 較 で ぐ べ 治り 忌 誠 据 知也 つ 中 くさ っ 明 い や 人 約 で お? 細 叶 只 婁 つり うお 

Q や AS?) 

り @ 束 朋 " 析 玉 償 坂 人 る Q 民 胃 う の PAS の 人 る <Q や 判 県 柱 半 さと や り G 尼 電 藤 室 1 没 選 .N 
表 り うお き 昭 RA 史 全 マリ 6 能 へ 時 李 ぐ 『 陣 剛 党 記 』G 鹿 拓 記 選 握れ か Me@ り 見 せ ゃ P7 合 各層 到 
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Q 民 ぶ お 1 地 @ 可 幅 刀 所 窒 か:G り J 信 POG? 

JP 走り 人 昌 中 か 0 へ 昭 尺 SQ 時 Q『 束 幼時 雷 』 な / JG | 填 G 秋 流 区 | 突 記 填 握 つ ^ つ 
信 の 選 処 流 居 る 欄 天 Y じ 固 紋 天 じ うっ 597 有り 宗 計 店 雲 及 握 史 J” 外 時 だ HG 半 赤 伝 民 G 京 朋 り 嘘 尽 胃 で つ 記 撤 編 で 
『 壮 板 湿 田 羽 馬 民 』 記 中 和 穫 信和 じ 避 朋 稚 い ン 8 の ろう や 号 責 釣 選 や 305@ 記 琴 競 うう 束 選 玩 悩 画 守 民 じ だ " 判 喜 当 尺 
リッ ー さ 5 避 囲 つつ 4Q『 下 邊 編 』K 蕎 称 型 "の り 天 多 臣 る 訪 蛋 品 争 見 の うろ 必須 古 G 尽 要 つ ” 皿 時 G 社 
めも 判 隊 当 | m | 匿 閥 搬 つ KK 四 莉 誠 型 9 以 周 ふ 直 楓 りり で G 奴 更 知り 半鐘 誠 選 似 「 総 信 り 尿 誠 肖 和 か ye の G 
僚 典 守 7 軸 有 だり で G べ 己 祝 X 心 」 掴 選 つ お 策 浴 1 べり 釣 油 e22 の G 叶 功 家 召 人 Y お ” の 紀 掲 0 衣 じ う )@” JG 形 
だ 半 茹 るり 撤 揚 所 地 誌 居 G 鈴 晒 や 4SDQ-N 昭 RYOV VS り 皿 時 な 『 選 所 悪 民 』 親 肝 稚 5 ポ 沈 親 ボ 
選 天 気密 G ペ や 内 へ 家中 球 紋 6 据 計 的 属 つ うお 生 交 如 ろう で SG の 乱 )@ 全 4Q” 外 婦 @G 総 足 閉 画 @ 個 民 内 
喧 生 こつ 選 入選 閉 つ お 間 の 座 如 和 か りや 計っ 7 

ゴゴ S り 3 余 の ” 直近 輝 稼 り 応 攻 0 宗 由 回 0 りう) 『 下 条 祝 』 窒 装 6 吉 朋 叶 ” 閣 伝 民 G 析 沢 の 状 伏 で 選ぶ)G め 
SG 余 "8 羽 先 りり び 抵 編 持 工 6 鈴 明 編 の 困 大 Xe 外 明 紀和 狗 hG の 2G 全 GSNAQ 全 SG り 染 N 全 GPS0? 


ら ) 
oN へ 『SS 押 下 』 


(所 没 叶 肖 幼 リッ ー ミ や 狐 57 や で ベー キー G ト SS ル 編 対 頑 哨 慰 江 つつ お "GS 選 時 で 
ー 忠 Q 愉 の 0 つ 忌 筑 。 親 並 6 隊 G 了 くべ 叶 へ ふ ふ す (Yaksa) 備 の へ つり ピス う ピ 人 必 押 弄っ う 昧 20 及 りつ 85 つ 
る つい ろり RG 苦 無 (Asamga) ぐ Q 25*@ ホ ー ト へ A 気 一 (Nalanda) 喉 *@ 有り 和 失 り 和 が お 5 思 叶 根 当 本 骨 対 半角 つう o 
JJ 寺下 ソン 本 淫 史 CO@ 3 対 己 思 丈 守 秒 東 つ お 9 

判 走 記す で 財 対 筐 和 myo お 人 S 紋 ” 不肖 弓 時 6 級 詞 科 移 稼 ン りつ 対 己 的 Q 家 お 8) つじ 加入 『KKStI 
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ー ふ すそ 』(Abhidharmakosa) 対 控 つべ 握 G 屋 G 藤 負 包 Y お? 胃 訪 Q 想 中 忌 史 計 WS 壮 有り J「 民 給 」(kila) G 能 祥 
人 SG 守護 。 りり 応 先 舘 染 人 S SA K ホ る 記 操 か ye の QG や 和 )@ の つう お 89 つ 余 ご 挟 記 科 「 判 愉 叶 編 記 赴 :@QG 品 軌 居 誠 
遇 P4Sx@? 基 う 全 人 Q(G や 作 畠 提 和 か り 計 誠 ろう)」 ざ の うじ 誠 測 人 お 5 や つり 買 訪 計 半 鈴 地 くり” り @ 匿 尽 表 
か: 袖 英 艇 學 盟 (satra) 器 換 ろり 探 つ ? 選 品 誠 り て 判 際 叶 へ G 家 本 多 籠っ うり 明 太 拉 『 7 胃 軍 移り 応 計 譜 ピ 
っ うお"「 り 家 叶 時 り の? 編 り の 区 つう 57 総合 り 宗 訴 拉 答 0 科 民 計 半 4Q 召 う 」 へ 7 りか ろう Y mWG 氏 詳 答 計 
拠 つ "で A と 王 介 喝 人 つの 7 

判 際 科 り 家 訪 還元 届く や 失 ぶ お 7「 家 面 叶 陣 卿 人 蝶 @ 失 団 ン 杉 喝 つじ うろ)@? や 宗久 加計 編 欄 か MG だ 半 
つう ろう? 8 詩 抽 当時 対 選 似 到 公 つき の つり の に 箕 和 各 りや 約 ye 」J7 や りや 刀 導 た ペー ミ 皇 相 つ お 8" G 選 迫 原 
叶 思 6 棚 貼 記 交 環 号 り 皇 肖 つ お ? 翌 財 違 染 門人 QG 必 の 撤 拒 りお 必 0 め 約 8 ホー 必 へ 一 羽毛 とり 回 叶 
ロン 8 お 9》 

り G 更 衣 @ 柱 半 " ペ ーN ホ ー ペ G SNS 痢 認 』 の 厩 0 ポ りう)G9 

ゴ ペ ICO G 洋 旦 ( 凡 編 守 民 ・ 剖 伝馬 ・ ホ て トー 伝 民 ) 67 8G 人 8G 豆 補 り お 中 称 2 の 0 課 じ 短 )@ の うろ %ne9 ろう 8 人 


QG 定 @ 要 表 明 知 G く の ま 4xY 


判 聡 QR ふ > リッ ー ペ 犯 ペ ーー 撤 訪 候 馬 や 如 " 振 葵 客 加 QR ふ リ オッ ー ミ 上 選 ぐ お り 放 大 で の 先生 全 尿 回 


〇 C 〇 是 め 密 ぐ 落 余 球 装 誤 陽 6 選 角 0 り っ h0? 半 伝 民 や 叶 ” 着 際 理 上 信 > サッ ー ミ 部 記 つ お おり 代入 つて 太 
0 りう) が の"P ホイ ター 佑 民 の 虹 醒 必 林 DSGP う 和 全寮 つ 2 の RS オッ ー ミ で で 当 く 染 困 開 じ 答 りお りや 叶 つ 


レス)G" 


所 附 の 野 軍 @ 郊 一 一 家 柏 技工 り 8^ 拓夫 染 村 軍 G 球 凌 り 4S@ り の 時 編 0 家 っ)6 当 7 1 べく @ 郊 只 叶 科 交点 つ ピ 


っ 召 う " り 応 尽 家 つ り 半 剖 徹 選 8” 着陸 削 @ 東 沿 じ 移 へ" 11 く 叶 S> す リッ ー ミ 6 馬 四 < く @G 困 押 想 中 うろ 心 り 
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りお で P っ う 59 生 そ タテ 記 世 りり の 叶 油 史 肖 計 拓 監 ぐふ リッ ー ミ PS 馬 ざ 0 家 り 軸 必 時 庄 天 の 頻 員 ぐ 
選 貸 二 短 0 の う 人 心中 貞 釣 中 りう 6? 

拓 臣 時 G 雅 占 流 ” 革 了 [ 瓶 案 和 くち て 興 要 Q 写 や 洞 天 やう)G 当 りり 家 先 填 暑 党 G 完 壮 (Aryadeva) へ 腸 剖 
卓 (Rahulabhadra) で ぐ 嘆 小 当 恒 囲 瓶 座 写 じ 沿 だ さり 6 近世 バン きり 党 や " 歌 婦 GSyo り AS 

明細 G 区 礼 G 徹 斑 一 一 撤 衣 伝 基 じ だ” 着陸 り 紀 是 つじ 此 表記 人 SQ 氷 赴 @ 屋 G 送 葵 や ” 押 設 令 ト mー 和 トド キー 応 淫 り 
『 胡 編 』 表 か G 欧 祖 対 走 の うり 宗 約 雪 つ 半 環 伝 民 ・ ホ イタ < 告 民 4 史明 邦 沼 『 正 才 結 』 対 応じ 近 
Q 瓶 へ RS リオ ッ ー ペ ミ 選 委 うり 区 編 G 御 釣 手 つ S" つう 愉 り JJ ウ う )67 

失 面 G 挫 年 一 一 撤 半 宏 工 ” 敵 塵 当時 弄 眉 六 『 省 釣 医家 』 ざ 『 電 近 編 』 付 搾 つ お 呈 責 対地 0G 流 ” 半 吉 伝 性 や 
8『 四 円 昭 紀 』 1 和 つ 作 由 芯 り うっ う っ" お 羽 つ 『 蘭 洋 礼 』 叶 人 押 G 映 策 移 WS 好 六 科 り 家 届 1 和 @ 鹿 貴 江 
民家 うっ)G(J@ 地 所 6 舞 起 先 思 @ 値 編 選 症 史 お っ う )7 りり 宗 数 つく るー 誠 民 や ” 端 面 1 | 和弥 称 舞 つ お 染 D 人 S で 棚 
ぎ 『 感 箱 編 』 ぐ 尋 個 部 いや め 袖 緊 弥 内 近 G 弥 補 『 末 編 』G 串 選 臣 羽 窒 迫り 寄 対 環 へ 下り 尽 区 紀 ぐ 稼 
4)G* ' 

ゴ ペコ 『 皿 円 園 礼 』G 褐 閉 は いう ろり 1110 で 民 欧 舞 則 OMWG 納 計 明 た つぐ PSy@ 和 当選 交 盟 料 明 

《 判 際 当 > リッ ー ミ 6 四 次 肪 記 才 年 つ いひ 『 感 箱 編 』 対 赴 7 や つじ 臣 普 上 本 太 当り 計 反 つり 区 編 @ 稼 対 
舞 つ お ?》 
うり 羽生 PS0 昭 AXG7 り 尿 や 抑 識 り 『 皿 円 団 礼 』 計 編 記 J「 明 碑 叶 『 編 』G 共 冷 境 肖 誠 「 早 刊 」 
SEG つ JJ 敵 つ ン 記 応 否 要 お の 役人 圭 器 つ "RS リッ ー ペ で 商 人 芝 Q 鶴 釣 生 区 つう 余人 QT 的 G り 3 叶 民 
で AJ 脚 形 品 基 近 り 称 G り 筑 R 全 ho? 

v の だ 選 尽 時 征 中村 般 叶 駒 弄 害 飲 奉 G の 維人 全 7 や 守 信 Q 半 うろ 7 4S@ う 名 4S@ 時 朋 @ 里 下 染 りり 脱 
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部 0 っ) 人 つの つう" つ 介 つ 8 忌 媒 羽 『 皿 円 礼 』G 下地 計 据 べく 叶 選 幸 ぐ べ マ JJ の 二 急 @ 要 630 
J 長 0" 直志 江 編 染 刊 補 玉 G や っ 玄 の ろう 心 翌 刊 め 際 Q 尿 競う 8 作為 ? 

つつ 届 臣 埋 G 証 包 司 買う の 如 ” 提 品 狗 お 2 愉 8” 人民 机 全 Q 坦 的 家具 9 て 年 人 6 剛 也 絆 拓也 G 避 交際 史 り " 
内 J8『 感 和 L 編 』『 柚 円 祝 』 ぐ 性 立 の 四 余 対 琴 6 り 齋 宗二 か )G 泡 落 当 農 X%QGP8 如 うっ 為 の 昭 民 7 り 所 いう ピ 
8 所 や 半 玉 て 選 ツ 


川 買 舞 


宗 軍 せい うり G 選 藤 柱 茹 弄 征 史 婦 式 生 だ 竹 放 『 丁 規 才 悪人 状 民 』 第 国 ぐ 

上 喜 判 菩 ・ 誇 ・ 各 匠 ・ 排 四 N 思 
^J^ 選 末 較 り 国 装 社 最 衝 衛 り 

維 、 必 相本 韻 編 、 和 吉 登 地 剖 販 。5 
_J4SG@ ン うろ も SO JG 趣 陣 史 措 障 ・ 旧 舞 め 凍 逢 の ET 計上 お 本 計 窟 9」 ざ ろう 必 旦 信 <Q の 『 眉 円 肢 引 』 ぐ 夫 交 
4S9@ 迫 面 (Samghabhadra) 約 揚 生 の 6 の 3SQxY り 家 代 奈 史 持 尽 っ の 拓 うれ 必見 昭 選 7 超 党 明 頁 定 記 "所 際 @ 北 
和己 品 財 作家 北 北 弓 記 の おび 愉 つ PSGG 叶 " 交 史 乱入 閉 慰 能 ぐ 必 AS” 症 尽 倒 琉 民 G 2G YS が 6 人 訪 
Q 選 SG? 

家 葉 QG 累 款 補 『 下 才 祝 』G 泡 袖 世 科 一 一 K よ で 必 下 ホ で ボー ミホ ホトミ 朱 本 キテ ーッ ー 必 で G 綿 一 一 皿 燥 応 
0 り うろ)@? 直り K 下 で 中 下 で と MGQ 記 りり 8『 所 分 私 トト < 呈 へ SN 』(7Z な の 25Z2 ど 7 の の) 


G1 振 角 志 紀 二 G 玉 記 医 %% や ビス 
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( 当 ) 
絆 放 ま AR く と の うっ う 必 層 罰 の 定本 令 穫 90 の う 太 家 り うっ 5@7 衝 所 語 包 mxQ 愉 信 虹 @ 世 


還 『 引 円 陣 家 』@ 窟 


『 四 円 陣 編 』 卿 調 つ 令 功 他 つっ 人 MG 胡 園 選 ( 拓 SR) 陣 坦 やろ 人 る 8\ て へ と 王 椅 肝 ② 現 打 0 玉 お の うろ 心 賠 彼 
僚 さ っ うっ"『 己 層 叩 呈 』 紀 科 Nyayanusara-5astra 胡 %0 ポ や う )G9 『 性 束 呈 層 』 だ 所 SS 四 て 対 『 細 似 状 其 舞 眉 雇 層 』 
ロス) が 0 京 避 り 宗 対 来 AN 職 つ 

鬼 民 杏 RR 劉 尼 遇 的 柄 信 遇 慎 隈 IIW 皿 円 陣 祝 べ 十 郊 く 吐 米 宮 明 面 志 舞 川 括 悩 回 
AU4SG な か 8.GAQ Nyayanusara-Sastra の SQ? 『 央 人民 忠 』 因 上 選 111 1 時 (111 く R)^ 抵 折 福江 終り リト よそ 
悪 @ 壮 RG め -J” 卿 志和 ホ うー 回 や 完 着 つじ 胃 囚 届 盟 史 y@? 

京 御 皿 丘 映 近 思 叶 " 篤 で へ へ く 脆 浅 邊 必 『 挫 只 民 』 王 きら ' 由 肝 』 Q で へ く 朋 喘 対 | 刺 咽 持つ 民生 TNyaya- 

nusara (or Nyayanusari)-Sastra 昼 務 りり xG NAM 必 の ま 8 De 

お 帳 環 堪 澄 入 寺 お 7 『 末 編 』G 補 戻 弥 り 乱 xGK ホ で NT ホホ で 生 ー ミ 私 ト る くさ 気 下 旨 放 人 キ AA テロ ーッ ー 選 Q 才 | 
由記 蓄 思 史 剖 引 つ " K ホ で NT ホ で 染 『 引 円 要 結 』 刀 玩 且 つつ" 『 豆 箱 編 』 計 羽 間 生 h6 閉 窯 り 半 "の 提 S。 キタ テー の 
ー 必 の り 家 び 回 記 D り ン 和 nx@Q 掃 つ リー トー ミホ ト くさ 気 邊 先 『 下 穫 紀 』 の つの 『 皿 円 要 編 』 県 う 著 替り 給 X@ 
つり 対 麗 人 0 お 9 つり 多い ろり に キ A テ ーッ ーーNSK ト で 必 下 ホ で Gtattvartha りき お sphutartha 記 外 

うっ” トー ミト ト る NN 『 想 円 要 引 』(Nyayanusara or Nyayanusari) りき 8 1aksananusarini 対 臣 くう お 8 折 層 講 筑 
QAoJ 吉 音 抽 0 お 9 


ざり Qp 玉 短 @ 撤 弦 伝 選 @『 線 紋 漁 田 状 量 民 』 7 抽 測 当 『 豆 才 編 』 区 疾 つ り "『 決 才 押 医 家 』 1 RR 悪 の 『 二 
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押 編 』 111R 吾 和 折 つ お の ろう 弓 争 筑 移 xQ 和 集 。 DS 愉 AG 『 混 塚 幻 』 流 Nyayanusara-8astra G 瑞 P 乱 XG へ 独軍 呈 コ 
いり 得 掲 名 衣 り う )0? 詩人 史 りり G 因 Satyanusara 生生 
家 弄 Ge へ OSG 搬 赴 ざ う 太 SG『 骨 羽 編 』 で 窓 R だ 「『 箇 民 屋 』 紀 
抱 民 下限 抑 暴 11m 拉 隔 暴 長 虎 拒 念 的 典 入 曲 症 虎 11G 散 選 編 国 十 弧 R 嘩 郷 押 明 訪 直 舞 川 撤 才 器 
SG 『 柱 表 』 先 りり 5 お.Q つ ン 
NNNEHNSEDESESCSTGSBSGTNGESBa 人 は 
つろ が Q 入 7 Reo で お ふり 侍 る? やり 李 可 錯 先 G 撤 泥 応 居 G『 午 覆 戦 回 畑 屋 民 』 せ G『 沢 則 衝 生 幼 』 
舞 札 つり 
AS 
0E: コ に ル 』 た こと Do つ 評 つり 6 選 掲 矢 光生 つ の 掲揚 刀 り が だ ンド と ・N・ 和 ホトミ ペー・ 邊 まま へ 操 弄 「 陸 シン 冬 ろう 」 ざ ろう 
S 穫 4 の 7 人 障 朗 G 愉 困 G SQ り 誠 境 切 つり うう 0" 
ペー ゴーゴ 臣 電 PSGAJJxQ『 抱 円 要 紀 』 で 隊 直 守 7『 細 上 避 』 民 SS 『 抽 機 澤 因 所 屋 民 』G 調 基 パ Y リツ Nyayanusara 


(or Nyayanusari) へ ) 選 掲 人 0 う っ)G" 
国 『 下 穫 』 り 6 や SG kila ( 民 容 )Q 通い ろ ソ 
『 還 円 憧 編 』 ぐ 管材 は ひい うり 『 町 決 』G 仁 付 邪 和 か ye1110 SG 選 朋 釣 机 組 つ お 9 つり 7 判 忠 梁 サッ ー ミ SG 陣 


鐵 祥 史 才 午 つ いい 『 感 才 禄 』 和 環球 沼 次 仙 屋 @ 所 玉 交 う うお お 父 敵 4QG 北 褒 対 全う” 下 反 密 G 抽 旋 流 
宣 送 つ 区 編 @ 和 珍 記 手 つ お ね の う 心 長 | 光 つ りう お "DJSQ 六 痢 QN て Ag 家 補 7 牙 せ G kila @ 租 流 赴 交 拓 


GO 
we 


松 ぐ に 邊 妃 押 和 か 220 寄 "88 屋 孝和 の 撤 編 だ " 判 松 光 時 咽 芽 Q 閉 共和 公 の 照 人 @ 維 多才 生 つ お 直 生 りう が? 
P 家 明 り 『 事 』 医 Akila G 目 紀生 か SG の 2G 対 下 つり 6G 紀 近 Q 舞 組 約 財 畑 つ ソ ^ 怪 Q kila Q 宜 来 
8 肝 缶 綴 つ じ ま an7 kila G 朋 だ く 茎 り 画 0 寮 67 に に う Q う 0 押 引 つじ うり 選 " 


し m] 1. 3 cd. klesais ca bhramati bhavarnave tra lokas taddhetor ata uditah ん 2/2isa Sastra. 

【 痢 忠 ) 環 、 徐 着 記 上 : 相 培 」? 田 、JRnS 編 家 ? 

【 技 司 ) 判 王 、 向 時 民 問 1" 想 、 皇 RS3 編 散 拓 9 

[ホイ 全て 衣 宙 〕) on mons pas kyan hjig rten srid mtsho hdir hkhyams te. de bas de phyir ni ston 

Das gSuns so / の . 

『K 照 敵 飼 編 』 叶 不 陣 りり ト 9 く ャ 和光 当 福 P2S@ り 計 狗 WS 舞 所 兄 塚 組 り 『 旨 罰 編 』 だ 半 邊 本目 中 (Katya- 
yaniputra) 当 章 Y 記 の うっ 太守 っ 全う 必定 うろ 庄 鶴 や "や 家 各 策 晶 マ 給 うお 2 の で 記 回 当時 丈 お ぐ P 約 y@ 
好 選 )G 『K 昭 次 飼 編 』G 虫 押 お 似 史 "時 4QG 澄 懲 つ お ね トミ ャ G 理 人 届 字 誠 X の お 因 給 ざ つ お ぐ や 人 SQ 
つ 信 つ 『 國 薄 人 編 』 和 計 コン 編 さ PNGA りり 計上 雪 年 6 惑 編 先 表 つ 民家 っ 守 ろう J6 編 史 燃 経つ 沈 つ 宮 臣 
で) 中 枯 押 G 杯 瑞 (Bhadanta) 北 狙 釜 舞 (Darstantika) ^ JG 技 G ト DASYG 押 准 G 臣 本 や 回 ①G 蹴 編 記 短 
て ピス 先 7 ト SKST GS 窟 色 隊 り 上 ス きだ 放 玉 うろ 

トペ ミト 和 RS 給 品 敬 逢う 心 組 咽 表 つ " WS 近く 卿 届 ト D ミ 了 汚 秩 の が お 『 沿 編 』 ポ や て 訪 角 対 忠 Y ソ 
っ が” の PAJo の 『 尺 肛 閣 飲 編 』 べ 所 『 肖 全編 』wP6 学 写 和 叶 弓 押 早生 舌 如 2 の 6P 史 如 っ う 信 Q SG コ 人 宮 角 叶 
短く)Q 村 親 倒 如 全 お び の うぷ 人 入る 人 ン Je の yp 悪 M 打 夫 つ お 鞭 礼 刀 邊 誠 人 る お の 拉 GSYG9 トド 所 ミ ルト 
貴 対 豆 @ べ て 家人 年 y@ 沙 つう 区 編 守 "『 く 大 要 半 交 編 』 だ りり 父 じ 葉 寮 9? 
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舞 表 、 昌 最 反 國 下 頻 租 可 , 拉 湯 um 所 , 青 光 響 幼 」 際 委 還 丘 ," 民 , 良 戴 要 病 評 1。 剖 記 給 S 放 窟 則 閣 ,? 
慌 唱 粧 組 " 二 1 製 く 」 夫 3 了 培 1 1 軍 に 、M 雪 林 舞 ("11 音 、M 居 菩 避 
JJ て 人 下 Q 計 紋 ト MK ミ け ト 級 区 表 つつ お べ マ 寅 電 携 更 下 堪 うり 対 代 生 の SD 人 SG" 

PIG 刀 せ G kila JO くじ 『 還 由 妥 幼 』G 青 上 「 晶 視 綴 、 怖 菩 IOKMpi" 尼 曲 銀 穫 吸 き 給 足 虐 K、 季 」 へ 短 
ン " 型 隊 科 ト AS GS 編 央 過 D 全 0 お る SM kila G 胞 誠 臣 ら お りり 誠 必 つる)" 舞 補 医科 5 ポ 守 / 咽 咽 
舌 沈 ト m STGS 給 記 由 の 誠 計り 9 記 民 りう)0? 古人 キテ ーッ テー 必 講 「kila G 朋 叶 刀 舞 中 対人 民生 ? 
ト 気 く ? 屋 Q 和 員 有 りり の 4 約 y05 つつ 放つ 祭 々 順 玉 落 (Gautrantika) G 刊 刺 り だ だ うろ の) ろ 心 掘 送 ど 2 人 SG MP 
晶 画 刀 つ だ 走 据 や SQ" 昌 釣 峠 の つ 福 (sastra) 誠 嗣 の つつ 妊 る ろく ャ り 泡 鞭 画 欠 ジ 9」 ざ の る Ab まる けり G 
医 Q kila % 戸 穴 当 時 玉 臣 Q 閉 幸村 9 ツ レト 所 ミト G 窒 に 和則 交 加 うお おり 4 対 代 つう 6 り J 衝 人 S@? 

つ 評 ご 福利 つ お この 『 本 了 竣 仙 紀 』 近 『 失 人 社 』J 人 iQ DSG 人心 誠 所 咽 筑 幅 菩 0 じ うう ろり 貧 7 
JG 購 叫 G 刊 皿 如 人 る 宮 へ 導 / 84Q ン 晶 阿 Q 闘 限 お 2 の で や 。 WS 式 握 品 各 暫時 人 お 重い 9 
王 り キ ふ ーッ ーNG ろ 必 「 唱 計 嗣 つつ) (satrapramanika) ト 負 気 さ ト 誠 瑞 つつ る 」 の る 人 拉 功 先 。 伯 る 画 安 り 叶 
合 ン 『 到 才 無 』G 革 別 つ 償 環 負っ " か 佳 RA 『 攻 編 』 が "4QQ 1 編 屋 流 「 所 く 時 多 画 ざ つつ" 幼 史 旧 NuGz の 
も 如 玉 ろう 」 べ 和希 て 史 り ざ 玉 明り ろう 0 洛 。 宜 医 牧 だ り G 無 屋 曲 織 G 舞 記 購 (Srilata) G 編 ざ つ じ ろ )09 % お 下 
い ン 『 王 条 組 』J^ 国 慌 屋 (Pascattya) 祥 民 虹 玄 Q「 ツ ご P だ 纏 昌 か yo ろう 余 」 ざ の 寺 宰 人 Q 天 り 「 纏 限 環 生 
05 お OXQ 咽 還 是 つ 則 る 所 守る 」 0 弧 提 おめざ 衝 屋 人 6 棚 医 組 人 なり ま 潤 に SD 和 さけ 当 編 信心 抽 
可 や SG」 へ 附 記 つ りう) お 『 所 る 無 』G 征 札 環 閲 (Dbarmatrata) G 刀 編 ざ る .RSDG『 時 科 台 導 全 福 』 り が 7 
I 表 折 流 本 鈴 扱 つい | 回 ′ 筑 編 区 招 末 委 つ じ 人 回 「 昌 避 、 員 料 」G 悦 陣 乱 下ろ どろ うい 6 悪 守 下 EGO DS 8 
玉 思 が やまべ 紀 だ 環 つ 硬 玉 2 『 に 昭 紗 全編 』 の NN さき G 由 所 震 移 放 か お 合 つ 完 つ 完 反映 親 組 」 ざ る .N 


20 ひ 


SQ 矢 「 早 選 画 」 ざ ろう 愉 近 男 先生 人 評 つ 例 ろう ( 無 1 粗 革 状 紀 代 性)7 WS2 の 7 所 入 狗 で)@ パ 作 上 悩 画 G 角 隊 誤 褒 り 伏 
XQxY My 守 多 < 「 里 椅 、 陣 」 ざ の う 必 枕 共 交 民 ろう ピ ト 気 く ト 計 町 恨 つつ お 早 嗣 蝶 G 皇 際 叶 評 如 所 所 の うろ 心 有り の 筑 P 紗 
ょ tx 

りり JP 丁 机 信 握り OS だ 着 民 (Vasumitra) SNSDO『 跡 項羽 導 漂 』 尽 昌 咽 芽 く NOTR NR 
NO 凡 統 映り 中 「 給 台 舌 」% 忌 叶 「 約 中 窟 身 音 」(Satrantavada) JA" 家 証 じ の 
編 」 へ 8 び $ り 仙 ゆけ 邊 5 二 9 宙 じ や mdo sde pa "だ > mdo sde smra bahi sde (Satrantavada) SN 
EICNKS 王 還 > と EE: に 画 りつ" 飛 朱 G 箇 由 辻 揃 既 「 選 最 憶 寮 、 曲 層 幅 咽 」 に 、 越 層 角 規 " 団 折 瑞 黒 」 革 、 吸 層 、 周 
鹿角 屋 ” 宮村 (NGu 遇 絆 」」 べ 援軍 つゆ る 99 つ 人 る つり 天 鐘 拉 角 員 つか 条 也 SyQA” 6 揚 紀 折 攻 め 
「 授 "人 的 拉 」 選 、 恒 」 つつ りり JG 筐 上 倒 投入 (Ananda) 釣 胃 うう 計り 当代 0 りう )G 光 区 喉 だ 
「 未 馬 維 交 陽 」 約 い "ひそ 人 と 且 喘 補 slob dpon chos mchog (Dharmottara) の 4SG? 半 赦 『 条 紋 』『 寿 四 
周 礼 』 記 回 つり” <S 流 走 滅 』「 明 ふく 抽 K@ 々 全 の 本 」 態 り お 早 者 称 ” 明 玉 芽 介 黒 へ 馬 ざ つり うろ お り 計 最 『 
ピス お 7 SYS JXQG 遇 咽 蘭 父 「 時 林 、 咽 」 ざ ろう 心 押 陸 講 区 うう り 対 の 長 『 ツ うろ う 選 @ や | 所 幸明 咽 若 
次 か X9 尿 P” J@ 斑 訂 記 猿 箇 釣 "8 お 「 里 咽 江 」 ざ 軸 つ P つ 8 SS PASQxT 只 『 半 陣 凌 飲 祝 』 紀 時 虹 ぐ 
CN 叫 喘 『 居 思 嘩 了 惹 仙 運 』 へ つり 選 経 生 6)” | 完 叶 「 朋 電 装束 職 軍 」 ざ の 療 どう )@" 月 家 各 Saut- 
rantika へ > の Sutravada お 8 Satrantavada 選 揚 つ 8 羽 筑 押 人 錠 乱 SQA7 り QGJ り ) 全 4 の 『 林 申 茎 例 』 逢 
到 兄 Sautrantika G 志 症 叶 才 8 地震 鐘 生 Satravada ww お 88 Satrantavada 節 矢 0 8) 長 Q ぐ XeGQGP 総 j65 W 
『 村 取次 世家 』 選 功 家 応 早 咽 堪 科 " WG 由 図 @ 回 団 貸 信吉 ろ うり) 全 選 演 懲 親 ゴ 別離 の 馬 表 じ 交 紋 筑 秋 叶 
緯 有り 伺 っ Satravada,。 Sautrantavada ぐり JJ の PS 8 の る ろ 選 区 宿便 昼 障 代 20 忌 X69 り QGJ 時 父 半 Se 
Se の AS? 
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ペコ ゴ AQQG り 失う ne の 4SQ 愉 7 征 暴 る 4Q 忠 窟 Q 在 党 の つり Satravada, Satrantavada 穴 陣 尽 お 9 有り 叶 っ の 
2QQQ ト MS ャ て G 区 維人 る Q 寺 りお の で る 昭 民 AO 染 58 ト 9 気 ミ ャ 4H 折 GS 給 誠 箇 損 つ お 2 の ぐ P8 記 人 で 9 
り 表 つ レ 『 林 隔 弄 飼 』 薄 筑 抑 評 Q 人 完 所 所 Sautrantika びろ 尺 人 宮井 6 お 9 JJ 計 財 YJS6 過 
8 ト S 気 ミト GSS 総 史 *@ り 入 沿 つ ン 区 編 つ ” 纏 民 特 G 密 朋 じ 稚 XG pramana ( 咽 ) G 朋 記 区 うり 志 項 @ 製 懇 欧 静 
つ ^ 判 聡 玉 『 避 和 編 』 や J6 早 咽 湊 G 著 附 玄 Q kila G 應 記 長 お 6P 人 SG 7 『 大 箕 選 層 統 』G Satravada へ ) 和 判 


Q 貫 咽 江 (Sautrantika) 宏 個 剖 守 村 ン 外 忠 ろり 7 突 品 狗 5@P 約 の "? 


し 記 〕 1. 28 ab. chidram akasadhatyakhyam alokatamasi 772. 

【 半 搬 刻 ) 時 共 朋 様 仁 選 窟 中 

( 凡 機 訟 ) 潤 KKG 枯 蜂 。 加 由 雇 沢 昭 

[ふく 人 朋 台 〕] bu ga nam mkhahi khams 8&es bya snan dan mun pa dag yin /o. 

か PJ 疎 下さ 操り で 証 @ 環 導 的 北谷 和 my@ 拓 朋 骨 一 一 前 ・ 光 ・ ペ ・ 硬 ・ 知 ・ 共 一 一 修 利 祭り うろ 8? 応 選 必 党 
SH 皿 和 8 萌 垢 皇 @ 間 定 計 掘 表 年 ne の GPS JJXQ 筑 電 基 先 り 守 対 貞 中 0 委 か イツ 6 固定 対 電 材 (akasadhatu) へ ) 
つ ” り 家 玩 諾 落 Grampadharma) 4SG ざ つつ 選 " 詩 前 計 Q 旬 枯 軍 舞 彰 叶 呈 纏 下 計っ う 筑 7 運 化 沢 及 SG 本 担 庄 長 
王 ye” や 多幸 写 各 運 移 沢 及 喉 逢 つ SQSKGT JJQ や 提 若 じ 謎 和 沢 貴 押 十 (dravya) SG 品 簡 の 台 根 人 0 祥 じ う 
9 公 の RH 本 の 稼 二 SS9 農 状 じ 4 人 S000 うか GPS@7 所 共 『 悪 箱 編 』 う PJ6 鴨 根 移 急 半 倒 4Qo の kila 6 朋 
訪 胡 ぶっ)G? 

贅 人 導 PSyQ り な 『 皿 導 全 無 』 か や 編 例 天 じ 200 つ 信 つ 敵 奉り 史生 史 区 認 つ 期 了 人 久志 
9 中 下り が 計 う る 判 路 つ お べく ャ で うり 時 円 較 信吉 う > ざり 避 や 提 虹 じ 尊 天 (akasa) の つろ 心 岩下 状 (asamskrta- 


dharma) 約 回 提 か xe9 J 完 父 必 6 加 状 応 鐵 選 0 の Q 附 じ 交 へ” | 昌 首 G 誠 証 附 窒 加 親 杯 6 の うろ 心 有り J 筑 や 
郊 46x7 つつ 余 つり 応 叶 囲 愉 お の G の 下り 朴 OoeQG だ うろ? やり や 箇 枯 路 ( 穫 皿 ) ざり @ 意 天光 選 G 図 記 委 下 
8 へ 『 本 四 商 餅 編 』 だ だ り G 写 半 条 編 誰 引 つ ソ スン マン” や つり に 問 (Bhadanta)・ 起 玩 攻 (Buddhadeva)・ 呆 狼 羽 旧 
(Dharmatrata) お 和 和 抽 で G コ 必 完 瘍 天 骨 札 G 地 坦 蝶 写 學 嘆 つ うお おり 的 明 つ りう 6? 
K 夫 編 還 ” 賜 時 に 忌 最 ” 功 直 最 捧 i 翌 ” 刻 尿 拓 天功 四 粗 製本 中 、 起 惑 に に, 要 人 7 旋 長 地 避 肝 民 悪 未 " 製 誠 中 、 
寺 惑 に 本 本 羽音 本 I 束 拓 要 人 記 基 人 
ペ ゴ Si へ 『 表 臣 卿 念 引 』 と だ 山 天 医 染 訓 現 や 人 SXO りり 区 つ 記 べ も 叶 志 同 和 お 央 末 天 剛 想 G 角 思 豆 .Q 
9 り J 計 枯 刺 つ お べ ャ 宮 た 0 りう x0G や 4Syo" 綴 .QG 枯 早来 く や 『 抹 る 編 』 り 清 低 押 GRG つのり 編 漏 選 90 
人 (やこ た くい 
普 六 害 " 章夫 、 思 格 格 夫 可 1 Wi 提 軸 折 電 要 料 虹 , 涯 給 
科 財 虐 想 当 角 思 や だろ ざか Oo 政 揚 利 貞和 /『 下 趣 編 』 り が びり 人 り 軌 Syo" 
(時 咽 江 で G マ ャ だ | 尿 G 岩 臣 志 只 了 穫 じじ だ だ うろ (adravya) つろ 愉 9 8 宮 OSAQ 品 玩 表 (vedana) NG 
人 尽 茜 半 つ お 地 坦 や 手 如 っ る 4Q や AS 詩 和 の 更 天 剛 葉 倍 革 玉 Qoo の Q (sprastavya) 倒 季 坦 つ 人 う 
っ 心 り や G22QG SG の 和 SSQ9 乱 8 公 の 揚 寺 前 Xe の で G 対 徐 長 つ うべ ャ 江上 「 り 尿意 枯 稚 X@」 の うろ 心 バ 
GoQ や AS) 
曲 遇 虹 6 神 只 所 兄 S 剖 G 末 上 2 の 記 下 つじ ろう G9 
0 り 拉 隊 ぐ 甘い ろ じ 無 起 つ じ \ ま 4 『 医 由 膨 編 』P 家 綿 っ 「 族 由 尼 編 陣 KK 還 黄 1 間 給 I 料 玉 - 因 
区 1 呼 多量 飼 唄 弓 !" 製 圭 蜂 箇 に 、 壮 抽 則 綴 間 相知 棚 生 拉 抽 時 蜂 間 拘 夫 、 拉 舞 梓 医 秩 だ 咽 


(⑧) 


筐 僚 出 誠 昧 っ? 賜 天 財 民 の J2 の 近 征 G 送 じ 計 うる 相 悪 つ お り 計 代 つ りう)6* 
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ペ -|@ り 人 る Q 衣 @ 間 無名 硬 RYOY『 下 次 信 押 』 り 旬 ろ が 缶 内 中 赴 や 4Q0 り ざい 距 欄 丸 還 9 お べく ャ 2 
(人 ⑤@) の どど の 
史 ツ お 村人 謀 栖 @ 埋 揚 和 介 9 多加 @ べ 移ろい 9 更 邊 汐 で お 9 つつ 指 因 肖 李 包 十 直 や せ ン お 所 @ 選 
時 本 事 か り べ 和 刊 叶 か 天守 眉 交 軸 本 塚本 2 の RE 恨 和 か 9 り ざ 層 6" 所 兄 耶 り で 選 昌 画 織 全 1 1 天麻 


つり つ *en 判明 玉 り G 臣 田 うり" 早 画 最 Q 革 幸人 ①DG kila G 妥 多 長 ぶ お GA 


し 違 〕 L. 42. caksuh pasyati rupani sabhagam na tadasritam vijnanam drsyate rupam na ん 772ntaritam 
yatah. 

( 六 採 忠 ) 刻 東 、 可 ” 下 " 時 下層 天 絡 ,? 届 窟 に 、 翌 、 弁 拉 朋 細 」" 

( 礼 記 ) 記 m、gm* 政 お ? 英 翌 備 衣 " 電 、 邊 某 、 選 中 , 押 朋 ? 知 

[よく 全般 宙 〕) mig gis gzugs rnams mthon sten bcas. de la brten pahi rnam &es min. gan phyir 

bar du chod pa yi gzugs ni mthon ba min phyir /o. 

率 蜂 @ 列 幅 対 度 QJ/ 路 宮 当 meG 作 路 編 法 mRNGG 衣 の ろう 心証 机 叶 堆 き 拉 G 叶 うっ 表 宗 広 G 背 祝 0 忌 じ う が" 
『 本 取 敵 餅 編 』 選 民 虹 足 際 球 突 " 状 税 (Dharmatrata) 叶 編 中 突 ” 飼 抑 (Chosaka) 中 忠 編 回避 @ 秋 中 編 ” 導 沙 部 完 配 
中 窟 央 周 つ お り 雪 怠 る 多 天 どる 0 の へ. 民 泉 @ 入 胸 PSX05 つ 全 つり G 世 痢 G 諾 4 鶴 な 坪 信 剛 衣 か 9 
る 軌 導 と ち G っ " 表 G『 業 の 幼 』 の お 選民 息 相 明か QG 表 や 2S*9" り G つ ろ 給 政 震 衣 G『 田 称 昭 疾 例 掴 』 
限 RAeS の 天 史 400A 話 邊 つ 詩 の ・ 人 の 記 民 つじ 員 誠 相 0」QP 人 SS り 天 y9 可 織 Q 区 編 「 つ 各 ン G 
舞 @ 明 雇 衝 太 簡 庄 引 有 に 押 り 4S@ 全 NG 名 技 染 Y 為 認 人 償う? 8 伯 拘 各 移 G 欧 G 基 閉 G 走 攻 流 稚 yG 
只 届 環 で 走 攻 ざ 穫 太 天 | 所 1 | 赴 華 倒 箕 )6 りり リウ つか 」 の ろう 愉 7 有り 家 の 必 痢 る 詩 『 杯 照 交 英 』G「 皇 」 
| 計 虹 中 肌 ” 衣 拒 に 起 邊 癒 拒 に 、 喜 、」@ 抽 水 的 園 江 joe で PS0” で 『 本 申 功 紀 』 で 直下 


ぺ h 
QN 


Q 舞 揚 G 人 急所 QG「 路 編 緊要 G 皆 冥 相称 中 」J 多 季 歌 志 ン の Q め ” 欠 つ 写 補 人 る いや だ ン 型 で や て で 所 の 路 編 人 
we つり mG ろう 心 握 涯 尽 JNGG 染 所 代 や 人 SG や 家人 ひ ぶ 6G 軸 m 叶 「 除 ・ 痢 ・ 編 GII 央 当 皿 つり 束 6」 の ろう 心 
中 や D 各 6 DAS 

0 可 芋 G kila いく 『 相 円 恒 幻 』 足 明和 表 に 、R3 趣 四 , 党 名 蘭 茎 , 項 給 朋 」 へ 得々 ” 天 監 ぐに 幅 対 ( つ 
っ) お 己 時 刊 拓 職 久 編 編 せ 加 つじ る X0 り 褒 時 つ ピ ろ x9S 六 昌 Q 節 中 御 矢 「 遇 六 羽 宮 幼 柱 毅 回 
編 下 」」 ざら ろ で PS5@GQG り DGG お 8 愉 の ASNQnO キ S ロ ーッ テー 蛋 「kila G 朋 包 抑 G 宜 茨 り < る 入 搬 肖 や SD」 
ざ つ りら )9 や し 組 医 棚 QASyQ 環 刻 や 呈 編 m 編 記 境 臣 (Acarya) GS の 兄 全 つり っ? 

判 松 り QG 牙 G 当 で ふ J 周 則 多 G 抽 東 久 明 た つり ろ x99 征吾 NA「 路 窓 り 各 卿 は るび て 路 薦 人 講和 yeQ も ASyeS 
の S 二 人 琶 汰 下 QSDG 余 の る G 肝 肖 G 吾 ろり や 499」 聡 球 ・ 編 下 編 俺 46 箇 提 つ る > 提 求 り ポ 
誕 捧 臣 負 編 さ つ り 『 照 商人 編 』G 年 爺 押 G 記 衝 編 坦 も い や yG 和 ” 弓 短 Q 明 表 堂 押 QG 福 を り G 唱 咽 明 G 窟 避 
| ン 将 8 の QG も 4Se 拘 1 畠 杏 田 最 や 短く て ot へ"『 感 邊 編 』 り ろ し 判 共 史 十 欠 つ @ 編 下 ぐ 畑 計 と やせ" つ 守 の 
守 曲 眠 葉 G 刊 吉 やつ 人 S ン ン X9 り の 字 軸 2 ポ 章 蘭 俊 画 虹 G 作 喉 計 職 家 斑 押 電 か の り 誠 医 見 多 や SO や 重 
AtQSAeO AM 味 拓 虫 學 十 最 G 究 下 門 別表 つり” 編 m 門 Q 装 際 め 区 褒 つ り る 6 染 / 天 叶 征 最 組 G 功 誠心 か お 人 8 
G 蘭 幼 り か %o 和 ” 宜 医 棚 G 詞 短 品 の 人 人 各 .R 生 着 障 で 撤 租 ” 早 咽 明 G 窟 品 燈 お 簡 記 兄 択 令 環 箱 史 W 


【 嘱 ] IT. 1. catursv arthesu pafcanam adhipatyam dvayoh を 77z caturnam pancakastanam samklesavya- 
yadanayoh. 

【 直 皿 ) 選 組 生 穴 、 国 国 虹 守 il | 敵 」 困 ご 大 部 計 李 本 9 

丹 中 ) 球 i 国 導 」 還 宮 村 半 "1 国 杏 " 還 区 く 人 大 用 交 
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し よそ タテ 且 呈 ) 1nma po rnams ni don bshi pa dban byed bshi rnams giis la /o. lna dan brgyad po de 

rnams ni kun nas fon mons rnam byan la. 

『 貴 4 ル D 家 』 だ 窟 Gndriya) 6G 結 嘩 江 怠 和 つ 記 選 " 吾 り だ 衝 志 (adhipatya 区 氷 お 吾 か め ) G 卿 守 付 yo っ *\ ウ つり 嘱 ・ 
革 ・ 豆 ・WH・ 選 G 国 宮 呈 6 還 平 や 手 寺 6@ 炉 策 稀 X@J 和 mxQ? 己 己 手 計 閉 :@ (&tmabhavasobha) ^ SS 票 導 称 君 ろ う ソ 
(atmabhavaparikarsana) 直球 釣 敵 や 0 科 KG (visamaparivarjana) 形 ツ ^ る @ 国 統 和 東寺 必 避 避 で (sasamprayoga) 
舞 選 伝 學 寺 逢 つ 人 SG@ 表 じ " き 嘱 吾 叶 細 計 下士 窟 桂介 完 針 ン の ろう 心 改 約 国 忠節 季 応 G 表 責 記 隊 ぶ 6 亜 対 電 年 人)G 
(asadharanakaranatva) 到 打 HG 尋 穫 0 ろう 振替 叶 茎 @ 突 包 學 つ お 突 り に 有り 家 上 区 招 和 か Q 民 可 屋 G 給 対 移 定 
Xe” 相補 人 N 人 0 「 世 竹 記 箇 あめ 村 癌 刀 敵 生 人 0 9y@QG 叶 路 補 だ だ て 編 G 悪 の 4 人 SDG9 守屋 紋 公事 二 G 交 釣 利 つ り 
0Q や 4 志 お 眉 誠 中 仔 移 ン お NG 遇 か の 訪 ベ 天上 冬 う 9 AP 史 全 国 臣 宏 理 記 G 表 隊 対 昌 Cyo 旦 や 悪 -G 
纏 守 GU ら Ge 放さ AS6」 利 隔 つり ポ 兄 揃 々 じ り G 坪 屋 を "ベビ に ジ mmQG 事 ココ G 四 粒 て re QP4Syo 

0 り 境 隊 恒 給 G 由 所 組 民 机 革 G せ や kila G 胞 式 う 0" J ポ いろ ピ 『 攻 四肢 編 』G 表 隊 「 尽 内 
層 、 畑 視 ,」 ざ つり 理 菩 粉 最 神 喉 昭 つの 計 拓 て 200 KAT NN で SN 私 ト き 和 
Ko 「kila G 見 滞 交 で 惑 記 (paryaya) 誠 下 多 さ JQ 柚 や 4Q0」 ざ っ ろ ろ 7 往 提 G 表 恒 G 組 区 もら ペ に G 尋 せり 晶 或 G 
舞 層 倒 穫 X% り 的 民 つ りう )63 キ S テ ーッ テト 拉 Tkila 6G 結 足 謀 舞 G 抽 隊 計 畠 0Q 室 史 人 の 乱 D@? 己 提 祭 G 抽 中 7 
S り 粒 て ASS」 の つ P ラ AG や まわ 計 抽 信 回 つ お り G 丁 呈 ぺ な 組 や NOS KA で NT ホ で 作 負 放 "ペー 
ミト SNS だ 昌 訟 略 " キ ヘ リー ツー の お 晶 科 最 つら 09 お 徹 組 の 朋 G 密 や 農 診 や 9YG の る ivS 
ぷ 拝 附 叶 穫 堪 窟 に 四 記 雪が 申 玉 項 給 史 材 で WP kila 6G 肝 記 攻 うめ の っ う 0? JJ 『 豆 箱 編 』 窒 人 玄 お りり で 
民 筑 総 守 『 太 申 導 全 結 』 ペ 杉村 つう)@G 則 江 J 祥 区 つ お べ る いう かぐ PS ト 公 ミト 編 移 宗 角 つい 


(に ) 


< 
っ )@” や 宗 な 時 咽 虹 Q 6 パ 人 か 守 枯 呈 叶 "玄宗 迫 " 提 め 避 ン だ 判 際 @ ぐ JQ 思 同 りり 8 めぐ くく 天 eG 筑 泊 じ 
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SG? 


[テテ ] III. 25 ab. avasthikah を 7/esto yam pradhanyat tv amgakirtanam. 

〔 六 独 屋 〕 志 寺 加 、 料 窟 * 補 、 論 寺 rHAE" 

〔 抵 編 宙 〕 訟 、 装 給 ” 電 、 郊 突 葉 、 人 " 

〔 よ ムー 庄 喉 〕 hdi ni gnas skabs par hdod /o. gtso bohi phyir na yan lag bsgrags. 

十 1 | 層 G 民 記 かり J『 村 根 壮 例 六 』 iAE9NOKM2 S 環 震 隊 更 (prakarsika) @ 弄 茸 器 賜 (ambandhika) 
ざ 装 弄 (avasthika) G 国 製作 信 yAQEP っ 6 や つり 写 堪 @ 円 吾 窒 足 償 装 嘆 更 乱 )@ りつ の で 並 り 表 押 つ 

っ うお? 作 装 avasthika 9 ava ツ stha (= 柱 ) 人 放心 過 寺 つめ 秋 処 屋 P^ 寄 維 ^ 固 朋 。 福 想う 心 角 携 征 RG7 
へ 国 机 証 か yQs2G (pamcaskandhas ズ 写 ) ぐ 門 屋 型 計 | 11 庫 細 品 な 忌 り 給 記 ye の SG P” り 応 伸 E 計 昨 料 屋 軸 @ 四 
隊 り 4Sy@? 所 了 穴 りり G 臨 り 札 葉 Q 円 己 窒 応答 如 人 Q の の kila G 朋 訴 区 うり 2 つり 6 抄 吐 早 臣 時 Q「 十 需 G 
條 料 紗 更 叶 十 1 RG 介 G 時 G 流 国 揚 記 十 か G か 6 穫 己 り 約 y@ 染 有り 家 各 盟約 量 生 yG? 時 計 『 岩 陣 ) 叶 映 拉 ぐ 
装 昼 案 和 me 涯 長 じ 移 y@』 つり 涯 密 選 生生 代 0 うり” 叶 @ 還 本 ぐ りり 軸 っ ASP っ 詩人 PS 」 ずっ う 作 区 編 記 
移 衛 りう 50 

0 り 医 せ Q@ kila ひろ うり 『 括 円 陣 祝 』 叶 「 鞭 刊 に 、 CSL ざ 判 際 ぐ に 四 対 代 つ " 0Q 史 「 員 粒 葉 二 WU 
人 料 」 編 - 潤 納 穴 、 所 吉 , 朗 庄 地 ・ 注 、 回 科 i 相 、 由 握 、 尽 」 ぺ つ ” 医 @ 朋 流 四 居 うろ 記 父 基 隔 kila G 胸 計 
貞 うお G 宙 共 寺 つ りう hG K ホ で 中 【 ホ で JNN 一 ミホ 私 トミ 気 邊 書 り ジン 所 弁当 時 咽 匿 思 つ kila G 午 多 甘 う 
eeeic 欄 けり 守 避 6JG kila 叶 判 双 流 盟 咽 虹 @ 給 品 統 健 つ " 拒 堪 総 に 申 學 展 つ お りり 記 避 朋 9 
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内 避 G11 べ だ か や 失 民 親 押 穫 『 だ 生 や 3S@5 卓二 節 加 人 QG り 0 計 明 届 長 り 叶 極 急 選 人 SY@T り 家 誠 給 鉛 人 か 
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ゴゴ 『 豆 条 編 』 先 うじ 昭 瑞 英 (Sautrantika) G 刊 只 染 陣 炉 修 ” 握 洛 史 舞 引 つ り 装 和 有り | や 枯 玲 @ 
wm40@6⑧@⑧G6 還 いひ い 過 生 / 羽 著 史 判 時 信 「 明 玉 牙 G 所 G 明 室 換 給 じ 移 X@」「 給 | 届 利 共 @ 製 准 叶 神 給 だ うっ 」 
「)J【G 早 咽 映 @ 給 〕 名 民生 ピリ う )@」 る 詞 つ "4Q 早 咽 虹 り 多 穫 じ 答 )@ り 0 対 振 下 つ っ)@” JJG 嘩 ぐ 宣 只 謀 
つり だ @⑥@@⑥@9⑧@⑧6 ぐ KO ひ 筑 ^『 魅 円 概 紀 』G 刻 答 肖 うり 順 喘 英明 刊 (拓本) 対 眉 寂 尽 共 寺 つ りう )@ り の 評 4Q7 
所 聡 叶 明 咽 薄 紋 握 約 の で つう お おり 筑 必 余人 RG お 6@ 足 『 眉 円 陸 紀 』 選 区 滅 G 能 流 天 マン "直交 肖 絞 6 つ 
JAQS | 往 記 提 給 Sr くり っ)@” で 選 必 6 遇 咽 虹 呪 ” 可 舌 @ 閉 附 信 心 琴 り め 呆 宮 の ぐ の 近 思 じ う 記 4 
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"4 人 SG MM 家屋 ぷ 判 松 の つり 6 時 瑞江 編 叶 六 窟 じ 答 Y 記 の 税 リ 人 AQT 

熟 ASy@G 叶 人 稼 へ G 合 神 貞 や 答 x@? JG 愉 20OG 紀 うり 中 『 虫 円 尉 窟 』G 由 較 叶 うっ? お 8 つ 『 貴 御家 』G 加 御 
路 寺 兄 kila ( 民 福 )G 態 流 記 0 りう )Q” ③ 郊 つ リ 『 四 円 了 礼 』 だ 時 刊 (所 又 ) 映 咽 薄 対 切 | 際 つ りう うっ 没 
1 滋 想 流 勿 人 民 送 りう か xG り りり G11 舞 染 下 時 忌 や 約 )G り 先 短 を リス う )G9 8 『 下 者 編 』 皿 親 医 芋 り kila G 衣 
回 :Q ウ っ う )Q” いう ゆり 叶 『 手 円 根 家 』 だ "所 給 光明 嗣 臣 @ 宜 咽 対 応 攻 つ 以 央 近 層 SG 盟 咽 虹 G 抽 中 MG の @ 
家 つ ” 共 滅 G 膨 學 和 る )@ 江 所 察 染 盟 咽 共 史 編 宿 @ 閉 附 じ 稚 XG の 完 政 杉 詩 畠 下 つ うう 7 お つ 『 惑 条 編 』 
要 親 医 せり 叶 kila 6G 朋 祥 映る りう:Q” JJ ひい うり 『 疎 円陣 編 』 計 尽 G 由 区 2 の 立っ うり つ 全 つり 6@ 遇 玉 英 @ 神 表 
8"「 茂 人 加 足 売 十 り 大 ンー MPG 攻 痢 叶 毅 起 (abhisamdhi) りか 約 交 うっ 」 ざ ろう 選 の GPS*@ 全 4 @G「 苦 所 燥 叶 売 
民 り 8 誠 う っ 」 の ろう 心 詐 貞 ⑧ ぐ 「 旧 所 知 ( 表 中 半 )Q 尾 罰 叶 昭 (cetana= 来 所 ) ツ 約 X@」 の うろ 必着 喉 の 攻 り 閉 聡 叶 約 y@? 
③ へ ⑧@ だ か なり 『 必 円 陸 統 』G 刷 失 信 Q 天 法 へ 明 喘 共 先 切 | 握 m の 層 如 0 家 りう か @ り 詩 提 史 窟 く お ? 計 ⑨G 
『 束 直 編 』 要 泊 区 で 時 kila G 租 節 及 公 訪 じ ろう)G? ③ 紀 0 うり 『 明 円 陸 編 』 だ 里 咽 臣 G② 約 沙 つて 共 誠 つ 
っ jo 和光” 持 酸 はい うり 時 幅 較 令 補 ン うっ? つ 人 つ りり 6 往 守 時 時 喘 項 G「 選 直江 全く の 貴 人 うり の ゆう ン シリ” 較 
っ (abhyupagama) 尽 起 " じ 艇 甘 ・ に 越 強 当 央 Xe@」 ざ ろう 心 客員 じ 人 XQ 此 4 「 湊 押 加 G 性 凡 だ 掘 夫 (abhisamdhi) 尺 征 
$%0 お うっ 」 ざ うろ ふ 6@ 神 具 史 掴 次 理 ン 下 細 PSy09 4 ツリ 6 里 喘 江 G 刊 台 り の 拓 繋 叶 統 毅 講 想 ろう 記す ろり や 案 
だ て 

JGt 必 『 惑 町 編 』 壮 品 陣 天 お 早 瑞 鑑 編 1 で G へ 4 還 (@⑧⑤⑧@⑤) 8 走 舞 所 柚 公 尾羽 芋 P 撤 据 和 所 つ " こ (@@@ 
⑧@⑧⑧-@@) 『 皿 円 了 幼 』G 詞 乱 人 る Q 拓 松 令 細 祝 答 Y お り 筑 必 長江 NSXO 7 8 選 仁 や G 困 中 『 手 円 概 祝 』 ぐ 誠 
乱入 "所 障 G 幼 骨 記 密 査 先代 0 ろう 2 の G め 稚 @ 当 DJG 愉 0G1 1(⑨@) 叶 拓 緊 へ 時 嗣 当 臣 寺下 G 鶴 咽 や 給 Y 8 
べ 対 『 皿 円 概 禄 』 呈 揚 代 つり うかつ” 8 羽 11(@③) 写 処 信心 着 松 @ 編 所 相 る ひび ンド 8 1(6) 及 ひい うり 過 や だ 判 


に 1// 


想 Q 抽 足 人 で ぬい さ つ 8 る 9 つる つ G 加 打 和 や 6 惨 せ りり kila ( 民 編 )Q 衣 況 環 人 る りう) 人 る 4Q” 判 窒 当直 替 G「0 和 
Q 補 (antarita) 直 (rapa) 叶 mXG DA 筑 交 計っ 衣 Q 中 杏 倒 mRGG や 給 :@」 の ろう 桁 遇 有 区 突 つ りう 計り 測 届 
AG も AS 

JJ 選 P『 疎 円 陸 編 』 当 り 必 明 嗣 虹 ぐ 判 喘 判 想 @ 撤 毅 の 駅 邊 本 お 婁 補 " 10 UMWG 所 細 り GS の 人 SQ 
AA (DS ろう ン ひい 全 叶 血 1 1 掴め 乱 く 0 や AO) 1 で 8『 下 4L 編 』G 擬 補 陸 GKK て で さり 2 の mnGQPS5Qxn9。 計 補 如 
Q『m 紅 編 』 で ぐり QG 舞 伝記 購 く GA” りう ン い 人 @ 症 悪 握 守 比 福 電 6 因 柚 洪 下 人 Q 寮 \@ パ 愉 史 昭 TP 完 
償 暑 か y\Q ぺ ペ に SG 明 ら ASe" 
ご コ 貴 喘 汐 宙 人 生 幼 末 貧 矢 へ ( り 尿 貴 提 総和 足 抑 判 聡 G 配 じ G 組 邊 の 尿 0)” 監守 り り G 無 下 和 つ 父 シン:G 符 ツ 
早 咽 筐 G 串 久代 0 DS 皿 倒 家 NO" (@⑥@@@ 〇 @@③) 
S 羽 G ご J 糧 や り ” 丁 堪 QG「 つ 全 つ 照 導 信 屋 ぐ 所 つり 叶 人 ン 人 マンツ 短 *@」 ざ ろう” 団 理 流 だ 0 守 うっ 表 紀 賜 生 
江 民 0 りり 6 貼 流 此 NO” (G) 


e 結 嗣 臣民 霞 JG 細 軒 流 典 へ" 忠 据 り 早 嗣 虹 で 員 りり 6 組 下 供 つ S ン ン Q DJG 臣 当 補 yo (@⑧③) 
ざ HG@J 意 や 丁 堪 Q「 つ 全 つ 照 細 人 身 虹 G 所 つじ 人 為 ン 人 ン の Sh@」 ざ の うろ 心 ” 民 昌 信人 0 記 だ うろ 密 光生 
民 0JG 現 人 ※※ で yo (@⑨⑧@⑧@⑧) 


(5) 


遇 咽 虹 り 本 項 J ぐ 纏 下 梁 内 ” 双 据 了 商 訪 屋 @ 扱 や 礼 症 流 楽 いり 6 皿 染 揚 守 祝 ye (③) 
か だ ポ A6G 1 相 只 対 源 う ツリ] う 生 の 礼 還 会 早 嗣 江 G 客 貞 り 揚 補 SAASG う て いひ 合計 衝 G 個 選 品 団 坦 @ 
や 0 補う 世 江 @ 間 編 則 邊 法 代 MeS PASNGP DJ6G 5 必 完 擬 福 人 る 8 うろ 人 S6 記 提 の "所 緊 ぐ 時 咽 最 く G 撤 握 刀 
ン ま AG り J 当 Pe PASQn7 ペ G 豆 熊 信 Q『 感 和 編 』 昼 光 和 や)G 早 咽 虹 編 史 部 つ "中 天 判 窟 史 所 対 の 
P 攻 つ お りり 江 穴 條 つの つ 選 人 じ 判 共有 早 咽 落 (Sautrantika) GE 窟 叶 ” 求 う 2 の G 稚 必 表 うど 約 
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XQn り JJ 光 間 忘 0XG 人 SG" 

りり 掃 つり 所 堅 ※「 閣 筑 避 」(Darstantika) うろ 心 証 移っ 為 *1 9KAK や うっ:G で の SQ 改作? 『 下 
邊 運 』 時 秀和 捉 G 刊 患 叶 1 回 つ 倒 功 史 うっ 如 う 9 り 宗 Q 先 うっ 生 家 の 「 凌 呈 」G 革 り 代 の)? 

つ り G 畑 所 叶 ^ ズ 配 柳 職 G 到 吉 衝 9QJROQ 世 載 い ろ じ G 搬 札 ど GS 吉 台 ま 計 / G 対 Ganman) ジ 
時 器 対 更 や x@ 己 輸送 台 (drstadharmavedaniya)′ 周り 映 回 対 更 や KG 疎 寺 羽 (opapadyavedaniya) MY 家 ペ 近 @ 詞 
じ 叶 器 対 選 生 y@ 四 避 水 (aparaparyayavedaniya) GIIIG 恨 凌 (niyatakarman) "ANG 地 め 隊 略 庄 更 生 yQ 余 提要 りや 
ろう ろ に 揚 了 半 (aniyatavedaniyakarman) SG 回 製 G 較 記 流 舌 \@ ざ うろ 愉 ?『 才 編 』 や 8JG 据 ” 衝 光 避 G べ 制 G 較 
京 代 穫 0 ろう 心 給 信 全寮 XG 7 つ づ 所 共 呪 性 拉 持 及 「 皿 陰 政 理 GII 押 壮 の 明 国 ぐに 掲 (@ 計 団 製 @ 較 宗 ) 没 
目 つ ろ 際 OO ざ ぷう ソ りう )@S や "所 杏 叶 藤 筑 押 GJG 所 咽 計 区 下 つり うお おり 染 全 XS P 和 SS" 『 橋 及 
民家 』 だ だ り @ 寂 具 応 閣 筑 宮 り 走 0 つり 沿 つ て 谷 湿 つ りう 当時 判 は いう し 8 と 由 層 つつ D う うっ "キタ アー ツー 
な り 6 画 般 軍 人 「 曲 画 吹 ぐ く ャ ジ 3S0」 て 刻 つ いろ 509 

@⑳ jjJG 征 伝 叶 里 復 及 旬 く Q)G 票 ・ 衣 ・ 握 GIOSG 囲 角 (duscarita) ぐ G 師 稀 品 の ら じ G 鐘 信 も 3S0 民 葉 尽 志 
57 JGxn4QQ 舞 四半 (manoduscarita) さ )" 國 ((cetana) 対人 性 呈 の か 抽 凌 7 MG 居り 地 (abhidhya) ・ 交 (vyapada)・ 
訳 思 Gaithyadrst) GPX@ の つう 7 直人 Q れ 計り 家 心 幅 ・ 壮 ・ 屋 川 層 時 戦 対 性 統 の つり う ょ 0 の SG P だ ン 
(akarmasvabhava)^ 軌 2 心 直 の 叶 惑 り うぶ G (cetanarthantarabhuta) 公 心 ^ 揺 拉 称 る ろ ぐ の 和 SG? 

J り 表 つ 『 豆 御家 』 だ 避 絡 洪 各 G「 李 ・ 遇 ・ 虹 だ 0 史 所 次 (manaskarman) 避 記 議 ぐ 詩 う っ 」 う 心 導 只 
交代 つり っ 09 や つり 守 史 札 堆 ぐ 「 つ 人 る つ 策 <0 の つ り SGi ヘ の 4SNG SQ7 半 弁 肘 (klesa) ぐ 11 ひ 中 10G-2@ 
8 で リウ つの 四 必 め 妊 ろう 人 為 」 の の う 心 半 涯 G 聴 記者 つ " り 家 叶 雪 つ リ 「 の つぐ で 駿 妥 集計 閉 SG SQ87 う 
* ぶ yG (人 に 虹 旬 流 約 X@)G 為 」 の 区 家 押 品 証 太 科 中 握 史 要 敵 飼 蝶 ( 捉 箕 ) ぐ 「 半 時 須 史記 @② ぐ PS@」 ざ の う 心 枯 貞 


82 


() 
MG 給 欠 的 6" JG 皿 対 赴 べり ne9 キ ゥ 5 リー ター 心 り G 種 科 抑 刀 「 半 玉 苑 Q 三 遇 弥 」 る の 緊 つ りう 65 


『 屋 円陣 祝 』 だ りり 家 り 魚 つり 下り 区 表 押 GT「 め つつ 尽 ぐる G 弁 定信 お 半 稚 YO 如 Q 守 7 うろ 人 放 お Sh@ (に 池 久 流 穫 X@) で 
人 &」 ざ うろ 愉 層 表 舞 Q 孔 記 。 所 圭 Q 人 表 村 つ リ 「 多 50 り 早 相 足 『 馬 須 記 刀 更 東 握 半 8Q 穫 い 寺 0 完 譲 尿 り 忌 Q 


( 仙 ) 


時 全 穫 \e』 つり 由 必 」 終 そ リ ろう)@G3 JG『 皿 円 概 紀 』 ぐ 紀和 @ 選 RGP 叶 ” 所 葵 呈 閣 蟹 宮 G 給 尽 軍 裳 つり ろう )@ 


り 疫 QNO 人 AS の つのだ う 全 授 だ MA ヘ や ジ だ ろう で の ne MG 囲 電 釣 款 り 代 NO? 

更 押 G「 栖 ・ 吐 ・ 良 mG 尽 有 握 吾 品 選 が Q う 」 ざ の ろ 心 相 喉 所 最 1 1 畑 や 短 て yekw い 7 『 攻 円 肝 編 』 

り 愉 th 二 閉 (Sthayira) G 缶 中 GSG 本社 で AA『 臣 回 概 宜 』G 郊 | | は っ 

國 G 十 園 な 窟 ン 「 選 机 童 四 G だ へ" KG 症 潤 季 昌 玉 昭 6 畑 記 お 7 
呈 翔 抽 學 史記 昭 (cetana) 羽生 や 2SG つる 本 識 及 5 や ポ 完 選 机 さ 先 也 ・ 里 113 誌 多 壮 ンタ イレ で の 旋 (ear- 
tasika) 羽 紀 る "中 (prapti) 如 和 NG か て ソリ SGG に 下 后 選 (cittaviprayuktasamskara) 決 記 宛 史 G 下 つ ^ 十 閉 叶 中 
症 叶 隔 史 や や 稚 ふ 。 思 で る 2 旗 環 太 和 N 叶 昭 G 潤 天 (visesa) 弄 齋 太 う ろう へ SGP4SyQ" り G 搬 編 ^ つ ・ つ 庄 G 皿 紀 
引 G 着 筐 認 つり 加 鐘 二 閉 G 認 G 肖 つ ろ 幼 下手 G ト ー ト お Q や 4SAG 治 。 紙 つ ン 李 1 | 粗 遇 国 撮 攻 か や 維 和 0 
KN" 

っ 生玉 つり > の 二 財 GRG 相 褒 / 幼 の 族 宮 略 区 DeG や 3S0 の る へ 所 会 0 箇 ・ 路 ・ 認 中 で ② 旋 2 の 照 -JKLR 
の QG や 叶 る 9 りり 0 や 級 幸 G 導 弁 叶 本 守 0 だ る)6 入 0 「 組 ・ 吐 ・ 恨 玩 枚 肖 め 天福 の 天 っ 」 ざ うろ 心 『 惑 
和 編 』J 応 医 %% 玉 お 天 低 部 G 害 具 -" 十 翔 G 利 早生 選 人 S0" つる の 『 還 回 要 礼 』 郊 1 1 科 ^ り G 十 翔 G 利 較 史 政 つ 
"圭二 6 ぐれ 愉 立 角 喝 対 2 の 記 世 つう 57 生計 な 20 

(- 提 )「 失 時 紛 だ 費 @ キ り ら ツ 7 K 了 県 訪 窟 ろ レ 選 旨 - 層 か ペ レ G 世 史 " 骨 ・ 距 翔 如 編 ろう” 援 弱 NN 


の どー アー グー ググ 〆 


で ン xo 綴 癌 め ? ( 避 ) 」 
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に だ 


の アア っ のど どど の どー どー 〆 ど を 


(中 周 )「 気 ・ 鷲 屯 貞 細 間 本 て 胃 て 完 立 中 前 計 昭 多 半 栗本 の Q" (※ 守 ) 」 

りつ へ 十 寺 衝 筑 押 G 突 叶 電 と 尽 1S22G や の 約 MO り 委 大 人 XP 和 SQ 

か わり ど お mA 『 必 由枝 祝 』G 二 期 " 順 画 鍛 G 季 屋 > リー ホー (Srilata) や SG 忌避 青 守 表 和 9 6 
『 必 円 膨 編 』G 足 六 旧 上 が ” 加 巡 提 職 G 屋 NZe 応 理 つら 300 や ポ の 表 菩 天職 の 6 引 統 抽 銘 隊 つ お 人 
長 ン 葵 壮 つ うろ )@QG や PO 

0 り 委 区 じ だ りり G 十 結 G 神馬 史 所 緊 流 弓 窟 符 ? 8 人 る 区 数 り 答 8 信和 令 本 陣 り 和 )@9 り 宗 計 近 宮部? 十 狗 つ 
お れい 電 翔 G「 価 ・ 器 ・ 良 画 叶 抽 肖 ( か だ 時 cetana) 史 型 健 の 旭 る 」 ざ る 人 間際 衝 "4 の yQQG の 手 G SQ 
NE 史生 0」 ざ びろ 相 路 せ 李 半 史 所 い YS WOPW 天 科 能 1 租 紙 つ ン 民 時 G「 陸 ・ 尊 久 名 | 社 只 
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《 早 咽 臣 ぐ べ ャ (Sautrantikas)8" 遇 扱 G 半 仙 呈 直 生 O@ り 計 肌 仙 大 うう やじ か SG 余 7 や 宗 ( 遇 拉 で 半 ) 
8 玩 和 くつ お 古 淫 想 敵 (samtanavisesa) 余 心 凌 忠 当地 本 RG J 約 7 「 押 者 呈 」(atmavadapratisedha) 旨 う ソ ^ 人称 
細 叶 給 ン 人 約 yQ (sampravedayisyamah)”》 
つり" 映 員 江 へ の 暫 Q 約 避 つつ "や つじ 所 @「 全 本 」 電 うり m4QS「 避 所 @ 慎 区 僅 富 」(samtatiparinamavi- 
sesa) 維 記 人民 つ っ GS や 稚 507 つ 放 の 据 Gt 愉 g 7 A す ホー トー 人 %8/ 麗 拉 G 背 ざ 尊 明記 提 る いや G 2 の 6 3 つ 
リ 「 湿 蜂 」 維 記 下 %「 加 埋 G 間 穴 人 」 給 叶 刊 論 つ りう っ ( 頑 1 | 租 区 国 振 )" 

204Q 紀 尽 座 り 記 か 約 所 共 史 『 豆 者 組 』 委 うり 屋 QGA 9 ホー ホー ベ AS 総計 回忌 代 お 必 「 顔 穫 舞 」 

(Darstantika) G 恐 記 孔 つり ” 錯 疹 所 交 の? ソ 層 掃 つ りう っ) (上 1 握 薄 国 弓 / 8『 才 祝 』 先 うり 拓 緊 "「 里 
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咽 芽 」 ざ 公 「 顔 筑 筑 」G 思 記 攻 うっ 征 応 選 入り 「 嘩 6 ベ ャ だ う 心 」Gty apare) JJ つり に かす ュ ホー トー ベ % 査 咽 記 応 
臣 和 か yG り 当代 NG 筑 WSGxQQ 時 AJxSN 雪 つり ” 所 替 理 球 史 区 家 G 手 似 所 つり うろ)6 ( 虐 11 租 薄 17 HI 財 1 ぴ 
117 | 撤 )? 症 り 9 ホー トー%G 際 尾 宮 神 遇 生計 0 「 窟 ・ 手 染 上 1 容 筑 選 午 わ ^ 維 流 仁 1 1 泳 穫 選 寺 わ ” 時 
川 容 規 式 所 ひい O 的 紀 統 | 昭 半 S 染 財 和 年 R@」 ざ ろう 心 名 ・ 包 軍 球 敬天 更 編 着陸 江 編入 つ りう 如 う りり 時 組 下 
20 選 民 守 4Q 如 る ( 無 1 1 損 抵 団 綴 鈴 旋 )? 

SG 信 所 緊 『 下 条 統 』 り 移 う ろり ^ 9 ホー トー ベ %G 相 暑 の 員 お *G の QG 和 2 の 時 遇 編 りつ つる 2 の yy 光 男 
で SG 総 叶 うり 3) 対 民 つり うろ)6 交 技 梁 虹 人 お へ す ホー 一 人選 操 稀 押 の 詞 つ り 衣 補記 り 葉 可 つ り 放 いつ 
公 ② 選 ぐ 環 俺 じ せ > す ホ ーー ホ %6 悪 必 判 遇 り め 統 的 押 つ りう だ うろ う で の 人 Sny09 の 5 つぶす ホー トー 人 和 押 で G 屋 り 稚 
ゃ 8 時 喘 項 G 婁 屋 じ 乱 y@ 8 人 Q8 0 り 家 叶 4NS や 農 世 20 祥 Me 療 G や 乱 心 余 ? 

- の つ 財 明 @ 公 半 和信 や 析 22Q も SS 完 判 曲 學 導 G 民 所 品 持 ろり > リュ ーー ベ G 総 補 箇 窟 つじ "中 咽 
氏 窒 記 旬 隔 多 つ 人 S お の 缶 sOG JAJ2 の の mn の つの 人 A つ 作 々 くだ る 8 本 0 9 ホー トー へ 約 鞭 遇 波 Q 因 時 恨 人 お や 
ASG7 つ 信 の ② の へ す ホ ーー トー ペ べり 拓 附 @ 写 史 叶 1 1 の 粒 G 掴 つ 信 立 うっ? り 家 対 9 必 虐 己 つ お 〇 つう で 宮 心 余 " 

本 入 Q SIG JA 9 す ヘ ホー 和 トー 人 和 % 拉 mm 目 @ 閉 窯 刀 早 玉 虹 (Sautrantika) へ ) 護 で お だ の 誠 じ 6 べ 可 P 移 “ 
り 尿 先 表 つり うろ. 愉 So 給 明り 中 如 て ソリ” 突 ろ りう ぷ 完 絡 Go の Q や 約 び リ ” 広 べ G 尼 朋 抑 染 移 い ” 既 G 親 窟 叶 
親 | 計り バ マン 量 の 家 お の 6 や 移す 8Q 必 貸家 家 っ う 更 近 RG 稀 ye の GS 償い ? Q つ 和 Q Sautran- 
tika ろう 心 衣 時 幼く"「 定 芽 G 人 盾 押 筐 給 区 表 和 か *@ 抑 」「 手 陣 り 和 和 Y ソ うっ)G22G」「 葵 祥 お 客員 計 競 年 の 6」 
選 る 6 JAG っ うう 2 の 0 で G」 の うろ 心 絹 筑 弓 角 送 洪 代 いり 神 家 づつ < 民 江 Sarvastivadin・ 照 敵 信 蝶 Vaibhasika 7 
Im ン 0 う < の G」「 舞 膨 叶 AR だ おう 2 の QG」「 全 JAG NO っ 22G」 ざ ろう 必 前 鍋 嘩 抽 肖 須 代 提 NO 天 り うお G も や 
幸人 玄人 人 7 過 人 評 刷り 丈 皿 條 @ 所 勢 の 8 応 り 家 起り 反 四 G 思 べ 握 如 所 県 の 反 揚 昼 早 喘 葉 G 起 約 定か 


〇 
〇 ゝ 


節 和 お ぐり 如 如 合 選 心 為 ? 判 台 流 切 普 定 り 講和 つ 為 め 還 4Q 拉 思 対 羽 お 中 嘱 虹 Q 婁 屋 > すす ペー ホー ペペ 記 つ 完 つ 
完 幸 填 つ ” 屋 践 如 *e 地 線 入 が や 早 咽 英 @ 葉 症 計 定 つ 選 拉 近 は 家 つ 8 SG 信 農 刀 06 交 硬 太っ で の SG0? 

JJQ ジ > す ホー トー へ 判 障 @ 害 6 青 26 模 天 の 6 時 1 1 明史 昭 泰 9 の 7 生計 AA 1 で 0 先 29 ペー 選 ー 
へ 公安 ・ 名 知 宗 難 周 更 編 折 亜人 玖 ぐ 纏 雪 つ り ” 判 没 径 り 天 対 肌 仙 競 信 時 明 110 叶 9 ホー トー 和 % 篤 環 扱 G 背 へ 政 
埋 @ 隊 回避 て 2 の 6 記 「 混 皿 」 べ 近所 お G 絢 寂 つ | 判 野 如 り 記 「 製 中 」「 加 杜 @ 琵 沙 銘 補 」 と 維 記 つ 忌 形 や 
SQ” や つり で 11 べ 攻 盟 宮 壮 褒 ” 爾 @「 川 幸 鑑 」 給 区 表 つ "「 恥 揚 下 導 ・ 黒 民 江 短 」 給 計 亜 記 玖 り ざ や 
答 り お? 

お 判 芸 『 豆 才 編 』 当 うり 明 咽 攻 具 誰 「 宗 史 掴 民 り 4 ウ う )@」(esa eva ca nyayah) 得々 っ ij@? 
和信 0 親 蘭 遇 咽 基 (Sautrantika) G 般 選 叶 「「 定 堪 @ 振 飲 二 突 入 区 家 和 mnG の SG 」 生 宮 全 療 「 掴 囲 (nyaya) 
っ )@G の G」 ざ ろう 心 攻 筑 王 握 商会 り @ 表 りう お の 近所 記 うう JP 『 要 円 陣 家 』G 三 直史 功 坦 PSW 人 
1 選 忠 』 の 『 聞 欄 湿 因 状 恒 民 』G 記 旬 公 (CNyayanusara り 選 撮 りう)G ( 上 ] 角 杜 1 弓 )?『 要 円 園 統 』G 選 季 叶 7 
心 玄 史 『「 十 舘 」(^ きす ト ホー トー) 4)「 早 刊 」( 拓 附 ) く @ 束 宣 器 前 革 つ けっ)G?『 圧 円 恒 編 』 ぐ 直交 肖 面 補選 學 
お くす ホー トー へ へ 判 聡 @ 握 図 和 や ne Sautrantika G 絡 釜 刀 所 肖 記 選 人 丹 り 突入 ば ソ ” 混 玉 癖 そり 層 染 「 掴 囲 りり 
っ 5@22G」 の AGM 区 少 つ ソリ” 岳 QG 線 似 Nyaya-anusara (「 円 民 堅 征 yG」) JRE で や お 8Q の 88 る 作る 9 2 の 
の 半 球 所 @ 選 陣 OOG-J「『 要 円 枝 編 』 べ つう 心 酸 志 叶 胃 塵 倒 奏 診 つ お 選 り ” 判 附 でも を 4Q 家 具 の ぐう 必 ? 
つ 信 つ 『 畠 円 要 六 』 ぐ 地上 玄 8 や 肌 現 抽 選 は つり いや 4Q 家 記 0 失 団 計 民代 堀 箇 稚 )@ 近 x6? 

Jet Sautrantika G 朋 有り 「 間 舌 ぐ 1 拉 搬 十 維 区 表 生 か)G 2G」「 掴 陸 り 和 Y や りう 5266G」 ざ の ろう 心 閣 箇 記 拉 
穫 穫 利家 完 " 判 走 の 尾 > す ホー トー へ 惹 如 り 選 沢 嘱 や 的 振 押 揚 」 給 区 表彰 熱 じ 約 0 弄 7 
台所 咽 史 Sautrantika で ぐ E 交 學 記 my@ り J 毅 芝 誠 鍛 層 る おり JP 人 SQ や つり で や 見 近 ピン)@ 7 
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『 束 紅 編 』 民 SO 早 玉 虹 給 うっ 生 の 7 や G 下 細 避 博す ュー トー ベベ で 邊 刺 区 DD の G 光 虹 す 8 つり ce7 門 
喉 @ 宜 総 ぐ 心 史 8/「 掴 囲 り 4 和 『8 お 」 mm 四 G 租 環 人 SYO 失う お 6 や 移 選 愉 坦 提 0y@ 7 赴 洋 叶 『 悪 才 
編 』 史 必 0X 曲 咽 虹 編 の 折 ン 仙人 SQ 明 咽 藩 @ 選 握 史 所 附 当 応 民 つ お 2 の る の 閲 NG 家 うお @ 央 倒 ” 搬 だ 益 
SQ 思 べ 天久 中 り 虹 誠人 Q う 。 の う 愉 胃 宿 策 り 職 代 0 宗 鞭 MG の 近 0G? 

つ 信 つ 『 下 邊 禄 』 壮 G 里 瑞江 叶 和 避 iti Sautrantikah JA 机 嘱 じ 民 0 卿 吊 じ だ 「 結 英詞 屋 包 ン 」 記 SS 
編 0 玉 っ)00 6G れ 心 将 雇 失 信人 ぐ 8” 能 咽 項 の っ う 心 拓 上 集 近 衣 季 埋 つ " やり 紀 だ ン 6 ぐ 編 監 僚 伝 貴 つ りう 選べ 
っ 呈 豆 公 掘 宮下 OSG 泡 ろ 如 9 の 判 穴 G 編 つめ 角 蔽 G 10 や 内 8yQ? 売 衣 叶 所 附 押付 G 因 - べ 所 妹 
判 貞 到 GP 人 SG 委 ) や 家 庄村 票 提 及 つ お 8” 握 宮 < く @ 編 玖 末年 お 人 8 半 Y お QA 人 AS” 0 TnAN 陣 だ 親和 引 
幼 ツ 1 くべ @ 新 舞 法 舞 つ お 2GP の 「 剖 *」 ざ う 心 衣 計 困っ yQG 纏 きき うい で" 

J り Qt 心 史 着 緊 当所 田 S 害 員 刀 時 玉 項 給 ざ つぐ 2620 時 瑞 江 @ 婁 屋 ^> すす ホー トー ペ G 軸 他 りや 届 往 で 
や 対生 y@ 計 丈 P 穫 YO 愉 当所 際 G② の へ 106 宜 隊 補 りや 舞 伺 G 結 計量 か 人 S 内 お 近 NQ SS) 
か や J| 握 革 1 編 欠く お て ヘ g 7 『 才 祝 』 計 叶う 着陸 史 ” 医 (karika) ツ アジ | ペ 札 衝 上 記 っ 中 選 四 (bhasya) 
5 | < 症 悪 球 記 区 っ ろ ピ っ 509 204Q 弓 碗 過 可 層 Acarya G 庄 流 臣 っ りう)@5 J 玩 藤 拓 共 当 提 Q 直 の G 
4SG 節 中 下記 呈 G 棚 由 上 お 4Q 公 還 失 つ お めのう ろ 心 深 及 つり 人 QG 始 學 や axG 8 中 振 避 飛 多 玉 っ お SG 因 杉 や 約 ye 
JJ3 的 編 D 負 yG5 Sautrantika G 外 朋 め " り 加 的 | か SG 3J 和 リバ? 

ペ ゴ Gt な JA す ホー トー へ 判 緊 G 写 の Sautrantika で G 季 信人 つ ^ の 05 いく 595 所 基 Q 紀 トト 久 気 
ミト 民 各 G 革 PSautrantika 紀南 骨 \ お 症 提 くべ 癌 対 吾 環 叶 明 ぐ 半生 尽 べ 人 6 裕 最 中 地 電 つつ 離 Syn やつ 
巡 ぐ の お へ す ホー トー へ 化 判 際 @ 議 秩 対 更生 りり 家計 滞 忠 0 拓 「 区 坦 提 垢 ・ 喘 押 骨 性 」 給 @ 著 穴 人 玄 Q 押 Q 対 
Sautrantika -J) 総 つ お ぐ 全 の つの 冥 だ っ つつ 所 ど 6K 肖 民 准 べり @ 押 狗 信 恨 宮 守り 家 誠 10 


CN 
〇 ゝ 


揚 閉 つめ 鑑 党 ・ 親 党 の 生じ つが お 6 の SQ 

喝 『 窓 交 編 』 呈 畠 1 1 掴め 求 \0 か AX す ュ ホー トー で 相 刺 還 人 @ り 色 き 和 か:G の G 記入 やう:@? 析 求 り @ 礼 和 ド 
早 咽 汰 G② ぐ 2.JRSG りり 筑 和 う "つつ 人 つ 『 鬼 角 統 』 で G 寺 先 「 早 嗣 共 」 ぐ 直交 の"「 級 対 咽 り つ " 編 釣 咽 -① つ 
うっ 」 ざ ろう 必 所 際 2 の 電 ン りう り 家 科 『 窓 角 編 』 委 > す ネ ホー トー や ゴ 福 い 8 必 9 選 映 瓦 (Sautrantika) 
SG 志紀 令 坦 つう だ うっ 表 定 表 〇 お 226 の 0 全 @ の SQxY 

嘱 所 りす ホー トー% 化 着 察 如 昭 咽 江 最 (Sautrantika) G 捉 阿 刀 寺下 対 補 本 つ mn7 AA すき ヘー 一 尽 北 判 難 
ぎっ 旋 Sy6 鍛 選 史 貴 つ りう お 6@ め 約 選 心 介 7 多 1 棚 時 祝 \@ (性 細 4Q 叶 提 零 区 16 遇 所 釣 区 う ろり 纏 准 刀 つ っ 
XQ? 較 Q ン 越 握 2② の 二葉 G②G 避 起り 7 棚 鶴 刑 虹 対 卸 うお る 症 P 定 麺 う 乱 n@ ろう? 回 4Q 先 先 の 人 丁 江 P 皇 折 
つ ^ 札 堪 陳 つ りう ろ お で G ゆ SQ? 民 給 は QAJ7 セー 羽 ー 和 くく nAKS へ AT 所 緊 科 っ 定め 民 堪 選 隙 つり 
っ ぷう 7 

つ 評 つ 「 編 1 応 十 葉 」 (Saryastivadin) 和 ろう 必 か 計 m4QG 陸 性 神 員 妃 鑑 玉 志和 か 6 提 堪 つり 7「 陣 提起 垢 ・ 環 滋 
上 湊 垢 」 給 釣 亜 ぷり 「 作 拓 角 十 」 編 凡 区 家 生 yQ 盟 咽 汰 量 ぐ 地 担 法 人 か りり の 叶 郊 吉信 ポ PA 人 SQ すま ホー トー 入 化 判 
走 史 人 S 計 7 配 堪 人 る 補記 0 祥 記 必 押 G 疑 線 つ お ふい つり" 完 菊 尽 丁 需 仙 級 地 坦 呈 立 Y お Syn 較 ペ ン 盟 玉 英 
%H 淫 XG 編 直史 父 叶 計り 訟 定 舌 棚 つ 如 倒 Q 所 兄 選 筑 信心 栓 記 多 家 誠 S” 務 疑 箕 つ まり と る 株 ネー テー 
AS や 8 計 人 YSQ 必 人 此 5 つの 人 放つ 回 Q 先 十 拒 応 庄 尿 お 二 " 箕 党 さ 培 G RS 挟 や 所 軍記 柳 釣 害 箇 四 記 拠 福生 か GU2 の 
還 開 内 yQn) つ 避 徐 赴 G 紀 つと ン だ うっ ポ 淫 潤 6 襲 早 選 上 党 の 披 ら ひっ う 忌 絆 刊 倒 共和 うず 幼 机 0)OGP 約 6? 


PPPNL た し くり (た さじ こる くき この ゃ る る まこ う 、( 
ご 時 瑞 汰 (Sautrantika) G 芝 紀 だ きす ュ ホー 一 私 結 あ の 打 4QG 北 際 釣 民 和 か で 革 うろ Q 家 お G 貸 得 り SQ つろ ? 
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S 早 喘 浴 ざ ろ 心 朋 及 ぶす ホー トー 人 ペ 北 判 野 有り 「 利 堪 @] 料 押 提 容器 区 表 myOG の Q」「 舞 陸 り も リス 0 の 
Q」「 人 る 6 AG うう 6G」 の びろ 必 攻 爺 及 油 家人 燈 8 ぐつ ろ 9 
2 時 咽 虹 補 「 際 坦 征 導 ・ 晃 履 光 竹 」 給 記 枯 喉 か X 礼 履 お 人 あ 5 ツン 電工 定 り 押田 り 中 斬り 0 応対 2 の G や ^ 提 員 
公民 @7 106 杉村 つ お 新 凡 例 疹 陳 つ 天 の 條 約 Oo の G 史 全 約 計っ 
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"家紋 トー 中 上 ー ペ で 恐 策 也 科 ぐり うう 3 介 回 補 『 本 晴 半 芝 祖 』 へ 式 馬 て 崇 簡 。Q や 3 いる 
つり の 『 秒 近 礼 』 避 回 G 香 球 昭 SG の QG 筑 刺 下 0 忌 じ うろ 0 0 人 4 ヘヤー 中 ー 和 % 時 『 作 所 詞 革 』 北 『1 編 屋 
導 』GIRaOortU『 竹 拘 紀 』S 症 交 G 必 喜代 般 @ 屋 や SQ て 組 根 0 天 お 2 ヘー 一 AG 拒 反 呼 へ 人 『 森 
コ 編 時 』 ペ 所 『 感 才 編 』『 相 円 賠 統 』『 ト ミセ ャ ・ 人 トー ス 人 』 尽 店 攻 多 りり 元 記 2 や 人 SG 染 ” 放 抑 識 地 必 和 填 ) 下 
慮 丸三 は つ " JG 豆 GE だ 季 眉 DGG 科 『 本 限 導 例 漏 』 叶 志 計 想 家 じろう の 失 G 2 の Q や 乱 yG9 つ 上 人 つ う 征 祥 
つり <9 門 肖 で 11 ズ 給 多 陣 所 つ ^ JJG べ 上 当 へ 容 拓 史 陣 本 )@ の 対 先 人 民 0 尺 お G 叶 男性 貫 十 GK 守 慌 功 り 
4Q@” 時 提 G 編 本 有 だり 神 拠 人 玄 家 り 定 Q お 2 の 6 本 委 半 うど 

0 り 顔 備 押 時 嗣 蝶 Q 肝 流 遂 能 及 で ヘン 部課 史 革 尿 0G 8 『 杯 薄 信 幻 』 人 や 符 7 や りり 組 名 褒 負 所 G 祝 政信 
十里 回 選 医 0 家 拉 皿 9 祥 りう )0? 軸 Q ン 『 六 昭次 信 家 』 暖 陸 @ 握 隊 補 ” 客 き つり りり @ 痢 秀 押 G 昧 窒 対 操 つじ” 円 湯 
民 筐 ぐ 操 綱 刀 力 X@ り 昼 ST SSSQAAY JO 江里 喘 虹 G 坊 終 守り 有り 各 回 つ 全 丘 じ りお おう ? ※※ 品 『 抽 尼 限 黄 
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選 祝 』』J 兄 癌 棋 押 G 筑 人 回 陣 祥 Mo 染 。 昭 瑞江 ぐ 科 代 0 じ う だ うっ ? 史 閣 銘 抑 べり 吸 虹 G 思 訟 流 陣 MG 『 下 
衝 編 』P4 人 GS り 史 叶 閣 釜 抑 信 回" つり 映 瑞 虹 洪 11 1 回 ② 幅 層 包 っ う )@? 
つ 公 )@ 叶 G『 四 円 要 礼 』 僅 XGAJ7 攻 沙 押 G 罰 倒 陸 や 森 ぶ ” 早 喘 虹 @ 回 昧 < の 公 如 の 繋 菊 際 ン NGT つ 余 つり 
民間 備 押 G 害 睦 "光生 つの 『 四 次 信 疲 』G 彰 身 押 び 選好 り 如 ン の で 軸 騰 豆 22Q や 答 *@9 りり 
纏 央 \ り 閣 筑 抑 所 協 補 20Qg "SQ 和 EQ お RG で 4SQn つつ 余 の 短所 か で りり 計 。 J@ 給 党 う ピ 
(て > と 条 案 の つじ 8) だ の 人 S ソ " 衝 稼 部 へ 明 喘 稚 対 契 | 窓 生 n@ 拉 粗 流 陣 \OG PS)@? 団 < ぷ 補 
ぱ 聞 抑 失 財 且 …… 斑 Krtn 1 氷 昌 , 加 提 抽 に "NG 昌和 『 
NG『 貴 邊 編 』G 相 誠 縮 (て ハン Se) 則 *oJ” り G 軌 04Q 臣 人 る SG か 人 NAO 
Darstantikah Sautrantikah. 
( 癌 堂 抑 だ 早 咽 江 じ SG 
Darstantikah Sautrantika-visesa ity 1 
《 章 党 名 だ 早 咽 芽 G 呪 屋 の うろ 心 握 決 4 約 y@》 
編 0 家 りう 5 
ペーG 細 押 "『 本 虹 次 飼 統 』 だ いり 導 毅 抑 流 陣 。 や G 選 克 史 WG 応 医 当 る シン だ だい "りり 玉 り 早 咽 
葉 G 応 攻 当 剖 れつ ^ いう 選 叶 褒 向 押 時 喘 如 流 臣 1 悪 20 尺 0 央 0 おり 完工 つ ピ っ 69 や つり 人 庄 『K 申 問 念 編 』 
S 守 片 据 @ 明 咽 氏 G 刊 褒 対 東 で PS や ジ 江 | 失 和 か ye 大 や り 叶 っ 当 7 玄 召 條 盟 2 の G 介 る 玉 ン だ っ 
いふ JG11 提 G 証 及 叶 下 Q 評 史 で 計 光 必 染 穫 0G や 4SyG? 
さ ー ゴ G 細 飲 玄 Q 国 ぐ 弥 提 叶 K 竹 史 南 う りり 「『 本 國 次 全編 』 ぐ 莉 多 郊 染 章 葉 つ り 『 王 箱 編 』G 明 嗣 江 染 簡 半 つめ 
さっ) が 0 4 か nP4S0P や つり 完 軸 人 Q ン 骨 也 鐘 守 大 近 約 yQAT つ 評 つ り 6G 4 人心 守 江 G 壮 の 7 思 江 選 外 つ り 貴 
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で お 1 1 窒 流 SG スジ 和 )G5 


舘 1 8 『 六 也 竣 信 礼 』G 閣 氏 押 G 世 りり 宮 談 秩 の 0 応じ か や 昼 早 喘 江 染 祝 閉 つ いで 給付 近東 剛 や 約 
人 
JG 拒 本 りり 誠 定 の う 放心 愉 GS の 人 SG5 卸 必 円 衝 邊 填 染 「 半 限 悪 例 玉 皇 で 0 早 共 屋 G 編 だ ye の 2G だ 次 
公 屋 回 刷 明 誠 ……" 商 葛 箱 前 斑 叶 (生葉? や の) 藤江 軍令 6 枯 S6 礼 紀 じ 和 Y り "時 筑 や G 借 装 @ 失 二 
穫 ふ お RG の QG SN0 そ つつ 」 ざ うろ 9 No で 0 うう) 余 GP4SKQn* 

上 欧 1 だ" 『 隊 薄 全編 』G 藤 党 宮 G 普 り 叶 % 抽 時 嗣 虹 叶 地 電 つり 時 人 Q 生 や 人 宙 絡 般 舞 公 G 寺 わり 記 の 近 G 
回 用 4S00S り G 再 四 2『 く 人 細 』G 昌 間近 選 映 G『 大 陣 薄 晃 療 紀 』 時 表 二 生 yG の G 筑 ろう 衣 Q の 2 
人 NGIS20SI NRN 巡 @ 箱 普 
激 秀 帝 馬 の 引 人 お yG の GSG 対 細 提 つ 宮 交 祥 長 つ 」-JASQG 叶 回 むり G 革 職 兄 財 い ypG PAS 

JJ ウリ G 選 維 ざ Y ツ ” 提 氏 祝 装 G 時 SS マン に 生生 本 要 つ うっ) 矢 の の つ 『 六 昭 帰 京 運 』G 征 補 
(で ひ 8 必 藤 堂 押 G 彰 豆 つ お 並 )) 十 項 G 管 装 G 時 生生 移 雪 必 庄 軍 和 本 06@ に 押 錠 86 信和 SG 『K 職 薄 念 礼 』 
SG 生 祥 ” J@ 犠 MR llA TS 田 @ 弓 央 流 和 \@QG や (回 @ 和 時 所 AS JP JH 田 G 華 叶 迷 也 釧 弓 疹 距 
4 の 時 IR や ご 紀 給 時 骸 層 の 補 て へ 臣 電 叶 誠 時 選 1 因 〇 時 給 染 | 講 史 際 丈 ぐり ろう)G7 の つ 提 江 @ 管 装 対 
『 柚 江 飛 性 幼 』G 選 6 団 眼 弓 1 く 〇 時 QA0 識 生 J” 6 写 計 人 1O 〇 時 人 ペ 二 軍 ン り )JSS@? 前 税 提 G サ 喉 叶 志 
乱 G 操 約 短 舞 つ りう je ペー ゴゴ" ざり 時 MS 究 証 訴 只 y@R や 計っ 人 為 如 ろう" の うり いじ 拭 選 6 変 中 玄 心 十 堪 記 剛 
肢 選 1R 選 P に DS@ りり が 召 う 7 丁 氏 管材 @ 暗 叶 団 羽 弓 | 拓 思 @ 半 PD 和 595 りり 宗 補 の 意 堪 の 顔 向 舞 
S 定 計 11O 〇 時 時 AUSy@? 羽 器 功 補 @ 引 失 筑 吉 虹 G 革 定 記 S* マ ン に で か の つう 0 の う Y 羽生 や 守り 6 
8 民 坦 X@GG の 人 SQ“ 
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交 つ づり JG 尼 給 ジ だ"『 貴 芽 層 導 祝 』G 盟 瑞 記 『 本 照 納 信 祝 』 ぐ 個 福 り 軸 ン 全 軍 据 り 映 ン と る SG 人 信 うっ 召 約 X@ つ 
ピ の ” うっ 生 家 の 6 稚 忠 称 迫 G『 豆 才 六 』 幅 剛 0 時 咽 芽 Q 更 嘩 所 や つり 人 『 半 隊 導 怠 家 』G 藤 
抑 品 譜 鍵 多聞 り お の 殿 宮 か 肖 じ 8 | 突 つ りう 0 り 史 粗 据 つ 天守 ぐ お ろう 7 式 二 多 厩 代 生 GU 放 軟 6 民 衣 @ 
mx の 4SQ? 

る 螺 列 窒 

計時 Q 盟 嗣 項 
顔 稀 二 避 獅 冊 選 (人 箇 還 時 せ ) 一 ! 了 っ 天 乏 紀 @ 洛 筑 抑 (人 箇 国 自生) 一 
地代 


⑤) 


ー つ 失 導 超 G 吸 咽 暴 ( 昭 R1 1 者 時 ) 一 ーー… 貴 赴 引 @ 明 咽 芝 
誠信 天 培 千 一 交信 G 癌 沈 ( 申 R[ 1 震 ) 
琶 忠 総 
次 餅 紀 @ 秀 堂 舞 ( 昧 R1 1 一目 境 時) っ 押 手 運 ぐ 早 咽 黄 一 惑 震 編 ぐ 鞭 咽 英 
介 人 の 6 給 り 8 ヘヤー 下 了 一 区 2 装 2J り で くく SO 介 叶 名 Q 人 計っ 7? 8 対 名 給 染 ” 還 補 G 衝 氏 撮 G 区 地 称 京 の 人生 
8 押 列 G る 給 學 芋 和 GS 8 に く 生 ぐつ お 的 や G 提 り 如 り っ う )@G 叶 吸 肖 史 う ろり ざ PS? 


(⑨ 


中 『 項 泌 導 編 』 で 選ぶ hG 盟 咽 筑 


曲 咽 基 Q 胞 弄 は で うり 中 四 8 記 電線 会 如 て 蝶 軍 @ 革 約 05 り 守 名 六 孝 滞り 6 箕 覧 尽 郊 和 か 弦 昧 如 器 対 ⑫ 8 
(8) 


0 詩人 系 お 人 泉 届 や 移 選 こい 者 避 各 較 @ 条 で や 拓 思 ぐ ホー 一 引 全 人 か 6 拒 @ 昌 申 記 円 つ ン 記 時 つ > 
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お 人 8 信和 SA? つの 失 措 @ 選 職 当 うめ 必 正 呈 で 畠 計 る 羽生 る 8? 

yJG ふ ぷ 放 功 G 首 舞 2 の ^ 里 咽 洪 Q 賜 所 G 絶 時 如 礼 和 誠 つり 時 避 うっ? つ 余 っ 斉 球 天 完 度 県 叶 地 糧 か yeQGP 和 jG 3 
JJ の ポ 幼 瓶 府 誠 臣 ろ ソリ で G 度 県 @ 隊 究 學 洋 い ” 時 型 ペ 党 @ 才 給 の つり 昨 製 計 提 根 つ お 7 や つり 宗 先 盟 咽 没 ぐ 
IKE こも バア ルコ に こる さだ =: そこ さこ と) 

Jl 編 G 愉 7 6 早 舞 窟 徹 苑 ふ AN@ りり 8 か 急 く お 7 思 @1 1 総 Q 愉 7 陣 電 忠 る の 羽 提 人 0 表 りう ょ @G% 名 

S 個 余 給 P 答 QA7 つ 玄 時 舞 呈 り の 統 僅 和 避 っ" 

一 舞 G 撤 Q 毅 隊 " JG 恒 給 史 叶う 7 JGS@ ざ 1 1 給 っ 生 家 の 『 貴 江 層 選 社 』 ぐ 選ぶ SG 早 咽 英 当 所 QG『 箇 
運 』 尽 由 区 0XG 早 瑞 洪 G 現 刀 り 和 S” つ 全 の 『 虹 次 人 祝 』 ぐ 閣 掌 部 昼 潤 征 0 家 じ 管 閉 つ お S び 層 @ GPS つ 余 
っ 早 舞 信 り 心 燈 選 立っ? 揚 紀 公 G 羽 及 う っ うぷ 『 豆 虹 飛 導 家 』 ぐ 級 咽 江 補 『 六 申 功 礼 』 ぐ 閣 党 範 の 叶 章 ン 補 器 流 計 
ンー おり へ 福 QG 表 密 褐 閉 つ お めぐ ) 帝 0QG PA)@9 つ お 滞り 所 G『 下 穫 組 』G 時 器 虹 の の 個 電路 躍如 
ろり SOP DJQG り の 計 家 記 年 DGG 人 性 振 所 人 約 5 GS 陸 坦 記 窟 引か *@ 

己 『 三 筑 層 手 武 』G 凌 器 洪 だ 『 豆 箱 紀 』 うっ 愉 9 早 喘 虹 ニ Sautrantika | だ ン シリ" 給 早 誰 三 Satrantavada, 

Satravada っ ろ 心 思 り 人 導 炒 SG 届 写 給 由 葉 三 Samkrantivada の 和 NG 令 人 Q" 

所 り JG 明 嗣 洪 ^ 所 G 順 玉 暴 (Sautrantika) G 志 引 G 表 り 短 か)@「 品 釣 咽 の 和 か)@」 の ろう 必 編 店 り 直 る で 計っ 
つり 8 JG 鍛 過 思 4(QQ 婁 屋 雇 如 人 か べ 昧 トー ト ふ > 人 (Ananda) だ 誠 ン " ふ 人 AIN (Uttara) の 4SyG 人 A4Q? 

時 JG 早 咽 牙 ぐ 刊 路 史 『 村 照 商 信 遂 』 ぐ 前 常 各 G 判 只 の 下る ひい 人 誠 っ 於 7 

記 『K 申 薄 訪 編 』1 1 回 由 区 20 祥 X6 遇 咽 拓 所 料 @ 曲 咽 朱 (Sautrantika) 対 缶 下 宰 人 か 6 つ OO 『 陸 需 層 手 統 』G 盟 

喘 英 (Satrantavada) 4S)G 層 穫 筑 交 っ 人 於 上 避 " 
ざっ う 必 りり JJ So? ペ ヒ 時 宮 給 記 つう JA 
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還 Sutravada へ ) Sautrantika 


避 屋 才 話 『 貴 直 層間 社 』 層 お の 余 史 「 遇 咽 波 」 ざ ど ろう 6 当 。 嘩 6 束 遇 だ " 撤 対 喘 『 需 問 呪 祝 』P ぷ 「 
周 蝶 」 求 論 『 十 マ 箕 編 』 り だ 「 電 羽 腸 組 」 ざ ぐだ りり 分 8 『 汰 拓 惑 組 』 ぐ 監 据 叶 和 SG を 局 り 宰 「 電 躍 振 足 藻 
間 蝶 」 の 人 SGP 40 中 と 宙 り の mdo sde smra bahi sde 9 の 25G5 O へ 有り 守 叶 政信 人 J Satrantavada 
の 和 ゞ ぐり“ 所 G『 感 考 超 』 う 心 Sautrantika (mdo sde pa) 中路 如 XGA)69 

9 選 Q 抱 下 釣 門 7 怪 民 の zo2Z22sZ。 7272ogZ2s2 9 Suttavada の 父 ふ "『 赴 記 鬼 記 時 』 リ だ 「 電 尽 授 
敵 喘 工 (Satrantavadin)」『 羽 功 量 記 証 盟 』 だ 「 装 屋 交 足 (Satravada)」 で ター 尽 民 yG く トキ (Bhavya) で ぐ 螺 1 | 
窒 ⑳ ペ ーー へ (Taranatha) G 民 隊 の mdo sde smra ba ( 三 Satrantavada ) の 4QG 

べろ 心 償 の つろ? Satrantavada > の Sautrantika > の 万 の 所 表 り 8 う 人 為 JP つの 人 放つ 昼 余 て 類 店 中 表 ひ ソス 
NQQ の SQ? 寅 4Q ン Sutrantao222 の お QG め 9 Sarvastio222 公 Q 下 科 人 0 お G8 昭 GSG 5 の つ 御 到 尽 絡 鎖 的 
Darstantika(drstanta 公 GSG 田 ) の うろ 必 葉 疲 彼 地 坦 つう お Satrantavada 83J 補 本 個 り Sautrantika (Sutranta 
人 QG 協 や) つう 心 症 りつ お 6 名 完全 選 必 全 ) JJG り 人 4 の 『 基 江 洋 手 家 』 GS Satrantavada 8"『 六 昭 薄 飼 編 』 
SG Darstantika パ > の 式 米 筐 閉 つ お り J 筑 回 早 20 尺 yG? 

ざり JP 屋 避 喘 『 三 芽 飛 手 社 』 ツ だ 「A 明 喘 項 」 拒 民 給 協 需 」」 約 Y ツ 時 咽 虹 流 刊 @ 志 着 や 給 提 舌 叶 応 志 の 
40 りう 509 つ 人 放つ 己 回 過 護 )@J『 拓 拓 中 宜 』 呈 「 訟 押 項 」 心 Ui 給 里 舌 」」 の 矢 "『 十 で 舌 統 』 だ 「 AU( 下 時 振 和 1 
衝 電 和 障 編 」」 ざ 弥生 家 め 窒 則 堪 (Samkrantivada) 対 刊 記 ざ つ 絵 品 鍛 (Satrantavada) 記 京 世 の つ りう) 
2 の で AJ の 人 トイ て ター 札 ち お り G 下 叶 mdo sde smra babi sde (Satrantavada) G 巡 対 求 己 つ り hpho bar smra bahi 
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sde (Samkrantivada) 記 京 志和 つう)@ つ 愉 豆 AOQ 委 OS 掴 守 G 十 閉 頃 了 自 泡 @ 志 対応 0 JJ や Samkran- 
tivada 叶 生 約 皇 つり を 所 入 つ Q じ うっ)G つの) 8 選 眠 守 @ 避 術 対 刻 で か ho 牙 り の Samkrantivada GSG 人 つ りう 
No J 補 『 紅 問 路 統 』 つ の 『 十 く 葵 還 』 つ の 眉 級 人 SG 8 央 六 設 和 中 全く ツ 昭 瑞 芽 G 記 写り 明 の つじ っ GS や 約 
SQ0” つ 償 ② り 6 箕 @ 製 装 足 「 湯 @ 柱 和幸 で や 細 DP 選 幸人 Ke の 十 人 上 」 の うろ う 心 か 計 ” 下 仙 余 兄 突 提 堪 @ 詞 避 
0 つろ 

JQGjJ だ 8 J6 答 党 江 | 轄 入 求人 人 Q 表 じろう 慰 買 交 沈 鶴田 葉 (Samkrantivada) ツ 人 SY ソ " 総 壮 中 (Satrantavada) 
8 丈 信人 己 約 回 4Q 委 で お SE 門 め 3S⑥ り 記 必 信介 yeG も 4S)G『 惹 直人 前編 』 昼 中 尿 完 ^ 記 RG4SyG 給 過 
81110 4Sx0? 本 穴 0 編 | 届 十 堪 一 突 困 葉 ” 門 沢 江 一 控 毅 箕 ” 給 協 嘆 一 総 時 基 じ 乱 X@" JG 給 | 民 堪り は ひい う P 
っ ぷ 守 DJG 邸 党 G 尽 補 ぐ ペ ャ 貴男 補 りり 6 皿 交 交 攻 う 人 記 の ASNGT 8 矢 り 6 箕 党 @ 尽 補 @ 禄 秩 一 一 う 
ベ ③@K 相 紋 ・ 誰 部 祖 8 人 JG 四 定信 琴 Q 宗 人生 。 押 4Q 叶 尼 照 嘩 べ (Abhidharmika) 如 和 の 突 つ うろ ポ ぐつ う 余 必 
の ASNG9 AM 叶 「 演 選 肖 組 」 対 弄 和 所 yG ざ 窯 り "1 国生 sarvasti 人 の ろう 愉 GE 半 0 つ ン 8 う 7 両 4Q ン Sarvastivada 
Q 巡 7 刀 舞 人 (ひも 4QR お お 2 の 2G の 乱 QA りり 雪 つ り Hetuvada 困 史 害悪 か hG 拉 避 20. で つう 為 Q7 反 4Q 
令 ひ 生 お 尼 詳 穫 令 生 う ? お 趣 沢 葉 (Kasyapiya) 叶 ” 軸 Q ン Kasyapa の うぶ 誇 監 @ 門 り 坦 栄西 \o ぐ つう? 栖 弄 @ 
『 和 選 』 GAJ7 李 援 ひな 申 嘱 G 昧 内 料 穫 か ye お の っ 全寮 つ し の 夫 沢 葉 ご や 神 毅 虹 (Suvarsaka) ぐ 羽 染 
下ろ 連 紀 PS@? 有り 応 の 6 紋 営 ぐ べ \ 祥 所 ぐい 中 8 直紀 じ 答 X@ 還 Y 

り 家 眉 療 別宮 押 直 はい うり の "samkranti 先 避 流 近 特 ざ つ り 寺 つ 8 うっ 88 綱紀 か 6 呈 琶 計 地 09 有り 守 兄 静 
つり satra うつ sautranta 起 @ 缶 窒 學 棚 肖 myG 信人 Q き 製品 病 0 な つう 尽 愉 祥 総 紀 簿 祥 維 嘆 堪 の 屯 紀 つつ 羽 訪 
いう 人 狗 々 こ ? 
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因 か 系 改 和 の ト ー ト へ 人 


戸 近 G 里 咽 芝 (Sautrantika) 流 玖 G 類 室 G 揚 栄 計 「 里 対 咽び つ ” 編 記 咽 の つつ う 人 G」 給 記 つう 忌 り 叶 
茹 Q 全 PS00 キタ > リー ッ ツー 選 G『 下 才 涙 記 』 
ye sutra-pramanika na 8astra-pramanikah te Sautrantikah. 
(昌和 中 つ つ " 無 誠 山 ざ つろ っ の G 役 時 下 褒 30 
SS 8 選 『 惑 箱 祝 』 史 約 Q | 社 皿 
sutrapramanaka vayam na 8astrapramanakah. uktam hi Bhagayata “ satrantapratisaranair bhavitay- 
yam” iti. 
SSR 弓 称 咽 つ か QooQ の 8 っ 9 和 4Q 拓 書 だ だ 「 暑 (satranta) 計 所 へ 人 JDA か と つう 」 つ りう る 
太 央 る QP 人 0》 
緩々 お り ざ 半 記 つり 人 8 キハ リー ルー 人 り 呈 誠 昌 画 給 GA ペー トー% (Srilata) G 癌 やつ る)05 0Q り 『 世 
円 樹 祖 』』 
只 作 …… 本 光則 四 家 で 電 肖 唱 1 県 避 痢 『" 膨 tSrAs 押 只 最 」" 功 に 衝 購 地 r 押 
ざ 記 
K 紅 Kr 1 応 曲 」 末 。 提 。 刷 NE 紫 褒 
SAJAJ” 時 咽 芝 計 押 所 どう)G9 や つり り 宗 時 喘 藍 ぐ 害 貞 く 林 め 時” 間 項 G ト KK ミ ル てく @ 肖 う っ 玩 塞 僚 坦 家 じ 


(⑤) 
JJ)8 軸 4Q 人 AS)SG 5 
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や だ JG「 早 所 瑞生 @」 の ろう 心 衣 ば 内 虹 還 か 0PQ の "SG 隔 究 倍 か や 二 答 @『 悪 考 編 』 
GSnn ン 
uktam hi Bhagavata “sutrantapratisaranair bhavitavyam "iti. 
ざっ や 慌 粗品 民 0 表 りう)07 『 手 円 脚 編 』 だ りり 家計 0Q 尽 紅 つ マン 
* 六 Mi 肥 姜 息 加 <"「 守 閉 、 ぐ 孤 、 喘 則 
中 べつ りう )@? 
JJQPJG 選 掴 叶 『 避 導 給 | 慰 利 需 昭 失 民 肖 需 』 第 人 や 中 持氏 09 か 如 人 0 
上 痢 軸 , 屋 朝 記 還 "「 長 、 昌 給 、R 抽 還 引 各店 す 下 」 親 。 癌 中 吉 IKE eSKr 放 る 
@ 酬 GS の ポ 表 夫 *h 編 拉 男 寺谷 や さ N ト へ 人 Q 眼 到 さと リッ ター 物 填 放 皇 興 0 民 お 
マル こす だ 
tatra Bhagavan ayusmantam Anandam amantrayate. tasmat tarhi ta Ananda bhiksubhih sutrantapra- 
tisaranair bhavitavyam na BBFSEISBES 和 1 
ひび ウス う Q9 JG 舌 人 補 くく ー ト の gz7 を Zyo 士 G 427Z ヵ g77227 の 2Z72 の -S7727272 Q 回 操 遂 (mahapadesa) 暴 
選 か 9 是 誌 SQ 染 ペ ー ト だ りり @ 羽 掴 尽 表 避 myeoG 玉生 じ っ? 狼 吊 @ 幼 製 G 下 壮 盟 は 2" J6 紅 償 叶 否 Q 
うっ“ 
つ 公 ⑦ の ミート ホ ツ ジ り @ 約 お 必 
tatra kho Bhagava bhikkhu amantesi 
お で ウス う ソ 7( 弓 り bhikkhave 《 や 出 Qi) の 邊 る る も 7 Ananda 数 つり 中 も る や ソ 2 っ ? 宙 Q ペ ン リ 6 閉 7 
避 拓 選 慎 G 選 杉 じ 計 っ う 為 の 昭 尺 h0" 
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ペ ゴ SG りつ 余人 才 ャ 叶 据 G 早 瑞 堪 (Sautrantika) 宏 " 全 江 Q 赴 所 (CSy@ っ 叶 提 逢 @ 中 破っ の め 必 立 で の うお 約 当っ うだ う ) 
SQ 民 棚 玄 Q「 早 釣 咽 の 生 yG」 聡 鶴 計 肖 つ つ "6G 製 選対 個 絶 軍 う お 8 トート り 役人 QG 婁 屋 じ 人 和 X@ 近 選 ピ っ 
お 押 抑 記 長 :@ 入選 xQ や SG? 

の 半 坂 号 『 三 第 償 手 禄 』 だ ^ 順 咽 波 ( 秋 叶 編 崩 喉 G り の ) 公 還 4QG 因 虹 記 凡 (Ananda) 立 如 つじ うろ お) 社 つ り 
っ )G?『 堪 軍 胡 編 』g 叶 有り 宗 表 垣 生 DO 拓 全 如 ろう 5 OO 色 『 十 ご 箕 統 』 り ぷり 宗 僚 半 蛋 葵 下 晶 (Uttara) 如 り ソリ 
っ 107 88 つよ そく 会 - 右 DDharmottara (chos mchog) だ びり ス j09 つの 全 つく ホキ 6G 鐘 | 給 - 舞 11 如 う 本 の 7 
給 四 息 Q 思 時 叶 Uttara (bla ma) り 4SQGJ 民 ソ っ 9 MS 『 歌 肖 性 直 』G り G 身 候補 の -J。 の A) Uttara の り 和 
い J5Q? 

尼 赤 りり G 答 條 計 衣 me U 皮 つ ^ 紀 G 吐 表 (Sautrantika) 父 「 暑 釣 瑞 - 生 Q 」 判 牙 學 娠 つ ^ 罰 媒 知 ト ー ト > 
気 J 誠 如 つ うろ おり 計 御供 明 じ ろう 86 ぐ の "Satrantavada 記 Sautrantika-J 彰 や の ソリ 「 回 嗣 鍛 」 aj 放つ ” Uttara 
「 釣 往 (Ananda)」 喘 つ 玄 お GPS TS0 うり Gt 愉 完 血 剛 当 本 J” 義孝 @ 攻 うお 所 性 王 史 記 8@ 
人 S の つつ 表 如 う 7 っ 生玉 つり の 持 押入 『 答 回 』G 早め 

時 普 昌 電 由貴 7 代 、 直 区 1" 団 匠 遇 昭 1 式 、 則 字 、 調 吉 紀 

つう っ 5@G8” 所 見 秩 生 お で へ と 6 旭 案 史 措 うり うろ ょ GS や 父 へ DJG 配 G 雪 意 尉 幅 Xo の QG め 約 o? 

JJ や 尊 党 | 庄山 咽 薄 つう 人 SXGo2G 当 6 思 量 計 トー ト A 和 気 表 如 つ お G 叶 トー トト へ 朱 父 低 | 斉明 や 
時 (satra) G 刊 下 浪 め 稚 0 お 久 Q や SN 和 S0QS ど 0 りな 机 揃 G『 短 刻 』 晃 誠人 和 YO 朱 P 付 人 
s の の で Jo の 4 いつ うろ 9 つつ 指 人 る 史記 宮 品 先 め 愉 う 稚 り AM の 和 S で 8 る 2 の つの 如 っ 役 掴 倫 り 叶 生得 G 避 周 寺 は トー トト 
> 所 僚 寺 和製 選対 更生 5G 人 玄 避 約 )@G9 つの つり G 附 mG 早 咽 芽 の 足 逐 密 G Sautrantika 記 で 冥 0 DJ 江 


散 じ 和 jQ* 


] 
No) 
ns」 


MV ぶり だ 『 醸 葵 伯 閣 家 』G 維 軸 只 史 ” 召 mQ 記 編 明 繕 (Satrantavada) の 門 つ で ぐ 8Q 必 人 挟 5 JG 細 QG 玉 守 叶 
司 屋 Uttara Q 蘭 避 乱 XQ@J 昭 9 き 無 上 要 G せ りり Uttara 納 で GO ンス 赤 叶 迄 うっ 没 。 早 換 粒 り G 附 mLQ Uttara 補 『 
円 要 門 』J 応 臣 % 玉 英才 詞 中 喉 染 玖 XO ざ の 簡 選 ス :9 生計 RA 

盟 中 明久 里 革 窒 "「 了 K 揚 戻 打 吾 下 障 」Mm" EMEAOETNCC 表 間 虎 対 軸 7 陳 
半 雪 mm 円 聞 吉 所 融 記 」 涯 を ( 層 下 7" 拓 持 組 貞 捉 記 , 拉 
J 守 民 筐 所 "件 相 還流 和 か 人 償 選対 寒 生 筑 き 起 6 症 対 円 つ ン 馴 代 つり うろ 0 へ ) 細 紀 つり うろ )6 写 地 り 約 KG7 JG 導 
人 っ 記 SX@ 選 細 QG 2 の G 余 叶 人 放 競う 策 ” 状 記 (dharmaparyaya) へ ) 叶 名 舞 の 家計 | 器 盟 (satra) の 尼 准 SG 
AO MS だ R4Q Satrantayada G 綴 G 宇 来 お 0 で も 先 吾 人 人 " り G 選 股 舌 陣中 ドー キ ・ 攻 4 れ 東 皇 か 

り JJ 染め うろ コ 必 計 昭 -RSYO7 較 Q ン 本 鈴 Q 屋 革 約 ひび お 2 の GPS つの 人 旋 つ 計 当 の 『 く 表 崩 衣 』 記 の 下 臣 20 

(やこ たい 「 
長 革 破 氏 窒 」 軸 昌 較 腸 給 im 粗 軍 仙 写 思 軌 」 玉 」 画 牙 | 届 胃 圭 」 湯 忠正 能 き 拉 」? 立 , 
纏 押 "を Kr 引 に 9 
窒 則 正 ぐ 観 紋 史 "「 澤 柱 光 弓 和幸 己 幸 絢 網 曽 (samkranti) 生 xG」 ざ の ろう 選 の SG や の” 組 窟 G コパ 必 紋 朱 涯 人 包 応 編 マミ 
操 戴 0 を 逢う っ?" や りや 壮 4Q 叶 G 捉 届 誠 工 うふ 入 下 計 因 屋 和 きつ 押 條 計 的 抽選 染 きき 起 G 状 記 (dharma- 
paryaya) か 8-NN 吸 (satra) 計 四 コン 駅 所 つろ neG 層 の 神 貞 つ 7 嘱 忠 G 押 峰 誠 名 AN つ お ぐも 8Om 人 

MAN 近 AO か か 系 尺 誠 宮 時 ざり 「 明 多 回 つ ン 表 更 e2Q」 是 0 選 明 上 G 家 凍 誠 生玉 丈 必 の お 演 賠 
呑 ・W 豆 所 計 Satrantavada -" トー ト ハ 所 記 思 屋 の り 「 暑 記 咽 年 G の 」 へ 画定 基 Q ト SQ 気 ミ ャ 記 完 つ 
お 剖 冊 刀 ・ 無 血 拓 Sautrantika -JG 写 計 ” 経 史 記 如 敵 角 G 交 っ 徹 矢 AO り 信 大全 X0G の 4S)G? 

つ 全 の 『 六 昭次 信 統 』U 中 "「、 早 赴 、 家 」 の っ う 心 近 際 叶 つ つ 8 表 4Q 宗 MG 染 "「 早 札 、 瑞 」 ざ の ろう 心 畠 陣 史家 時 SN 
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ン 全 る "や つり り 居 の 多 四 旋 『 区 虹 商 時 人 所 』 り 表 志 年 0J っ 生 忌 の 貞 ざ 在 証 0 尺 っ 太 う 9 村人 
『K 昭 導 人 菩 』 『 臣 暴 昭 交 人 記 』 

紹 肖 、 玉 癌 " 長 早 給 “ 

配 須 半 ( 下 画 」 和 を 長 、 了 引 」" 絶 拓 | 因 半 形 19 細 忌 閣 千 昌 福 | 委 ” 才 皿 堪 SS 明 19 

K 尽 友 、 餅 ” 品 腎 、 咽 涯 " 尽 ペ 長 、N" 映 容 * 

亜 明 療 画 」 赴 全長 、 更 突 」7 血 送 」 時 」 競 " m 抽 、 思 尽 音 語 長 、 更 給 」7 細 回 状 明 

IK 尽 長 、 父 ? 映 札 、 環 宮 " 尽 式 長 、N” 時 窒 " 
震 窟 G「 唱 民 、 嗣 癌 」 だ 呈 杉 や 「 長 里 窟 」」「 時 編 」 ざ の の っ 59 培 。Q ン 『K 取 券 飽 門 』G 嗣 Q 朋 だ 7 AE を CSKIIWS) 


(5) (4) (3) (2) ⑪) 
(5) (4) (3) (2) ⑪) 


式 寺 QG り 9 余 Q「 早 汐 瑞 の 年 hG 」 へ 中 選 お 和幸 時 嗣 葉 (Sautrantika) 補 『 本 了 次 飼 統 』 ぐ GE が 8 功 天 ビ う 
人 計 で お 89 氷 )e て め り 生 選評 6QG の 人 Sh? 


な 


K 紛 章 区 ざ 『K 昭 畑 全 紀 』G 章 仙 


同 『 居 紅 抄 導 幼 』 ぐ 維 則 順 (① 選 給 昌 蝶 ) @ 製 交 令 『 村 陣 和 信 祝 』 ぐ 衝 負 捉 Q 枯 喉 駆 忠 光 舌 k 余力 訪 叶 ” 背 つ 
っ 記 否 SG? り 宗 玩 維 紀 江 @ 科 維 染 功 埋 補 Y 交 人 詩 団 職 各 うろ 余 避 や 内 寺 所 編 つて 押 引 0 祥 胃 完 計 競う ? 
つ 余 つ 早 舞 玉 うろ 40 代 愉 ” 屋 押 G 記 叶 講 ン 路 泡 集う ろ 殿 記 う 9 

維 協 紅 G 麗 の” DSG「 幼 柚 十 。 閣 」 弓 振 」 協 人間 。 所 境 』」 及 中 忠 巣 答 0 4 必 否 RSDG9 り 忌 科 よそ て ター 
品 じ 


由 ) 
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( き ) 
hjiig rten hdi nas hjig rten pha rol tu phun po ヵ ヵ oho. 


《 り 6 着信 ① 刀 6 判 ” 禁足 網 必 生 h02 
ざり だ YS? 総計 電 項 だ” 国 組 呈 法 夫 湊 馬 器 妥 電 和 か KG 人 人 眉 り 拍 当 58 網絡) (samkramati。 samkra- 
mate) 叶 准 8 っ 給 則 舌 G 挫 流 2JGG ヘ 8 の 6 余計 に 政 央 和信 ( 眉 拉 部 証 叶 邊 光 「 輝 昌 」 ざ 寺 問 や 諾 つ ) ホイ トー 輸 
刀 @1 | 卿 届 染 phun po 人 SQ ろう 學 「 弘 」 っ 洗 挨 史 豆 TP っ 0G 光 苦 及 89 梨 )7 る シン 2 のり で 揚 叶 蛋 銘 路 史 召 染 Q 手 時 
S 枯 考 ざ つ "りり @ 判 信 届 和 @ 拓 史 総 販 か 9 飲 竹 和 だ の 6 PA 人 SQT 所 だ 6『 豆 衝 』J” 赤 Gatman) 対 醒 具 和 か 
操 去 GS ズ ャ (Bahyakas) 篤 

evam tarhi skandha eva lokantaram 6 

(de lta na ho na phun po dag id hjig rten gshan du 258) 

《② つ 6G パ か の GS4Q” 幼 丁 り y 令 記 6 振 史 総則 か hG りり 8) 
ぺろ で びり くく 窒 G 獣 是 叶 者 (atman) 904 りり 家 つり 判 台 代 

ksanika hi skandhas tesam samcaritum nasti saktih. 

(phun po rnams ni skad cig ma ste. de dag la ni ヵ ヵ 7o ghi mthu med kyi..………. ) 

《( 注 本 だ 浴 需 稚 じ 和 )@ 〔 全 ゴイ で ( 綴 本 ) り 叶 総 蛋 生 ne 四 R 全 うっ 生 家 N2 の の et) 
<J 細 りう 人 0 り の 人 4 の DDQG り 3) 倒 最 Q)GO 8 つり G 際 判 忠 samcarati Q 般 記 世 っ samkramati。 samkra- 
mate G 朋 記 区 う うお うっ 当 に ホイ トー 器 ジ だ の の hpho ba の だ ウス うう の 恒 り 握 涯 4 約 X@3 りり や 軸 基 G 
samkramati, samkramate。samcarati ( 没 曽 生 *o) G 衣 8 の 表 .RSnGP 04Q 史 引 つ ン 潮 て )Q 汐 落 貸 矢 *G 入 4QG 
腸 4SyQ22G 筑 湯 対 償 ぶ だ っ う ツ (で 6 宗 際 兄 愛 つ 8 っ P)S が 1 で G 般 特 和 の 9 つ り 総 央 和 myQ@ 附 て 皿 うろ Q 守 *@@ 


っ J 急 x? 


て 
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QG「 拓 」 窟 展 村 」 筐 1 遂 査 」」(gshihi mthah las byun bahi phun po rnams yod do. phun po ro gcig Da rnams 
yod d6) いろ し が 標 紅 で 『 短 万 』G 給 茹 A 避 た く S000 悪 燥 29 交 ひ ン 近 拝め 鈴 埋 か 0 禁令 | 表 禁 へ 
9 で nee の 2QG の SOnP (88 よ て 人 写り phun po rnams つり 野 結 だ どう)@GJ^ 組 息 G 檎 叶 衝 村 り 諸表 っ)G り 令 参 
人 る) APPAP 居 徹 守 大 0 「 叱 昌 長 陽 」(don dam par gan zag) 召 GP4SQAS NAOQ へ 皿 恒 
も が 親 県 G 国 畑 共 志 汰 -J 区 の マ 宏 論 回 握 や 人 YO 信 / PG 思 区 前 因 和 足り り 宜 屋 6 入替 AROG 下 財 名 紀 人 4 
NG AU 近 宮上 玉 りり 和 倒 天 人 玄 XOQGP 和 )G7 

だ 謀 手 で 「 事 展 配 ′ | 表 橋 」U ゆ バン お 只 色 『 村 四半 全 幼 』 王 り 放 QROGY り 叶 昧 拉 G 瞳 是認 か yo 幼 龍 ぐ 
1 ひ り ASG9 生 召 RAQ 

人 HE 癌 "「 柱 吉朝 ("1 篤 電 "11 下 王 " 拓 失 昌 "宗旨 想 了 章 器 鐘 "「 取 六 モ |、 記 了 

還 管 | | 王 症 " 長 、 明 所 栖 O 失 伝記 邊 葉 題 守 症 捧 『" 吾 状 映 翌 租 料 " 択 に 、 用 禄 下 席 避 果 い 証 換 7 
りり 5 ポ 午 7 ス 評 開 裳 か AG 柚 層 定 革 畑 へ 隊 楓 守 父 箕 机 人 舞 枯 公選 侍 る 怠 覆 昌 案 り 選 誠 刻 林 SQ ぴっ 
Ao JG 双 藤 杉 詞 G 視 秋 や 3QyQ 名 の 更 准 名 Q 人 RG 本 総 届 *hO の Q 所 ROSE 玩 y6Q や 7 編 還 吊 G「 1 表題 」 
羽 ン お 息 皿 本 「 束 展 則 」 り きり ろ X0 只見 昭 NEDO つ 全 つり 6 枯 暗 箇 SNE 叶 諾 0 どっ 計 9 交 Q マ 給 則 給 
認 具 GOG ス ャ PSQAS り G ズ 和 窒 度 池 信 付 G 柱 会 宙 る や 編 細 時宗 DQ 入 周 神 叶 必 撮 抽 邊 yQ 軸 そく G 半 電信 
Q DGG ズ ャ NM や まさ 所 6 組 電 欠 Q 中 谷 必 和 旦 6 る 0 の Q 層 お る 9 

ペコ も 給 出 巡 G 提 お 9 豆 久 親 引 つ お G も 4SG 洛 弄 部 埋 机 か くり 億 / り G 基 G 表 人 ら り 「 表 華 天下 肖 
| 選 本 輸 」」 SQ@ り 4S9 い 字 避 押絵 G 陸 草 除 や SG 拓也 地 編 欧 委 つ お おり 革 限 和 0 ポジ る 計る GSG 
『 呈 給 選 性 無 』P 側 昌 二 編 人 絆 抽 匠 お 弱 J 召 0 SU 区 表 G 國 志和 ・ 蘭 打 想 治 球 胃 始 ・ 選 拉 


臣 Q 判 時 ⑳ つ り 民 0 リ っ が 09 り 羽 策 窒 由 舌 Q 緊 り 8 0 )QG り 時 Q 天 うう 9 DSG り JJ 全 届 維 冊 堪 足 電 喘 
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ざ 眉 りら マン 者 拓 飲 民 編 措 ろり うお 押 選 じろう べり 了 選 ? 忌 選 伸幸 館 揚 編 呪 実験 細 史 柱 時 か MO? 給 枯 虹 計 束 操 
J 昌 懸 如 丁 8 や 守 湊 徐 往 や 征 机 明 年 XQG (samkramati) 父 。 詞 叶 十 零 眉 懇 尽 涯 訟 裳 和 か)G 近所 SG や PS? 結衣 箕 
叶 丁 氏 玩 AJQS 祥 りら 相 鷺 付 つ 半 貸 4 お 8 央 導 虹 6 福 手 ずつ いり 6 作品 揚 刀 回 提 つ 記 演 6 居 。 本 氏 @ 捧 稼 身 記 季 提 つ 
8@ 汰 座 具 うう 9 v 実 寒 債 OMWY「 維 電路 」 ざ ろう 心 間 半 諾 紀和 硬 PS? 

所 填 G 首 宮 り 6 総 協 只 ( 吉 里 需 ) へ 所 @G 遇 咽 基 刀 揚 め ひ や る へ の 和 か)@ 移 JJG 下 沙 如 丁 刀 剃 由 (bija) ) 立 計 
Op se 委 7 所 時 咽 油 @ 製 中 容 叶 陣 井 征 二 ・ 遇 拉 泡 療 給 弄 評 如 生 家人 偽 閉 つ だ うつ の で GPS)@? 8 り G 編 店 叶 
『 品 iL 編 』J 記 で 玄 の 史 「 聖 軸 協 無 押 応 」(samtatiparinamavisesa) へ 民 更 つり 給 加 く 梁 徐 編 〇 お 徹 心 臣 回 
うつ スン の QG の 4SnG? 再 了 貼り 了 つ り samcarati 人 samkramati G 衣 『 下 元 』 り だ 斉 ン 押 .G 有 ぶり うう? 鶴 農 
筐 叶 人 握 丁 和 血 提 つ 記 演 じ 叶 民 堪 G 実 府 伺 区 表 つ 選 人 人 振 飯 提 維 訴 鷲 必 つ りう 7 所 時 瑞 芽 足 作 振 押 捉 給 対 
紅 抗 つ 功 坦 征 将 組 列 ろ じろう め 江 ” 挫 盤 筐 Q 到 じ 本 虹 避 突 DP 約 Y 8" 

20 ソ 『 村 昭次 飼 引 』G 衝 筑 舞 充 ” 1] 拓 搬 二 編 ANG バ 愉 詩 席 舞 対 民 つ お で GS\Q 心 余 5 引 舞 G 半 J 器 " 放 徐 抑 叶 
「R リッ ー ミ 帳 提 隊 へ 妊 活 つろ 村 脱 6 宮 半 民 つ 香 私 Ge つ 人 る の 福 1 選 和 G 挫 机 斑 付 玲 K 提 か y0 だ 視 中 
婦 つ レラ 如 る 」 間 AO0 く 3 の ら X 染 。 災 所 人 國 旭 拉 搬 失 区 表 つ ピラ お へ 簡 0 の Q も 3" 

\JG 尋 井 中” 絡 和 舞 法 貴 購 知 ・ 昧 党 ・ 共 時 愛 ・ 葉 押 加 G 押 拍 午 対 季 掲 コ " 管 答 ・K 窟 窟 QG コ に 加 本 選 茶 戴 つ ” 
Q 史 本 本 G1 加 対 角 十 天 yG2QG 立 征 。 8 お 編入 基 折 嘩 G 舞 釣 机 y@ り 7 泊 ・ 包 技 当 球 功 つり 財宝 6@ り 7 統 拓 中 筐 
か @ 還 対症 記 如 うり 04Q 史 綴 下 円 購 普 円 血族 科 奉 ン 回 午 ・ 拒 由記 叶 田 箇 ・ 汽 低下 令 稀 5@ 7 計 相 暑 
つ P っ 9 名 さめ 約 99 4QG 知 諸 史 息 給 GII 抽 近 六 人 短 唐 つ " 陣 志 本 夫 ・ 晃 層 工 門 編 瞳 入 人 邊 法 生じ 
っ の で の 0 つり 昭 "7 

尽 維 所 振 は で りり 枯 麗 祥 お 稀 准 得 症 長 陽 り 稚 yQ 和 代表 叶 弓 和 窟 G コ ヘ J 1 製 G 赤 近 立 ど 稚 50 昭 . で NXQ7 
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JyQ 篤 『 本 限 半 飼 運 』 藤江 避 だ JGt 必 守 細 症 明 明 和 喘 お りう 半 う 7 人生 如 信 20 『 本 限 導 全 店 』 親 人 団 僚 " 構 由 短 
(Vatsiputriya)G「 箇 症 長 骨 的 唄 稼 」 ざ の う 必 総記 条 生計 個 選 

部 委 " 電 下 長 旧 拒 
乱 て 0 全 Q や SGS 編 則 藤 正 醒 い 生 Ao 韻 1 6 利口 4 ン 区 表 G く マ 衝 NN つ りり 6 筑 明 へ 認 剛 SO 財 NN 
っ 6 人心 介 

| 庄 有 は 『 照 巡 編 』 ぐ 導 交 折 G 判 員 叶 ” 電 需 @ 捉 枝 流 操 要約 家 お 選 め 家紋 区 下 つ り 麗 『 忌避 上 移 和 生 D@? 回 
QS 客員 叶 民 需 @ 操 准 昼 委 つり 九 明 で お ぐ 畑 握 つ 記 澄 民家 り 提 "8 層 枯 暑 要 回避 抱 芸 如 補 いび 庄 筑 へ 筑 移 5@? 
J 完 妥 つ 『 品 江 飛 考 運 』S 給 井 葉 G 枯 員 叶 洗 紀 穫 "8 選手 店 若 央 MAJ 尼 級 り ” 岩 佑 編 G 貝 環 記 民 表 つれ 心 
な: 握 絞 作ろ 5@G や ShG 人 Q。 拒 鑑 G 製 維 @ 章 忠 器 外 忠 識 ン 人為 誠人 へ 人 世 う 並 宅 功 選 りや 当 人 コン う 2 の G 居 
JBNSyo 

っ 生 天 史 つり の 式 二 GS パ 必 対人 改 振 普 給 舞 症 長 曲 突 Q11 ひ 0 選 診 つり ^ 維 風 段 豆 筑 舞 穴 提 ン 惑 妹 現 弁 誠 民 
つり うっ 0 昭 大)OG の 4SDG7 


や 『 了 細 例 家 』 選 応 臣 0 忌 XG 明 瑞 編 


紀 『 申 剖 例 統 』 り 呪 / 明 喘 浅 Q 刊 政令 11 昭 陣 史 り うろ )G9 の 人 つり 忌 叶 所 密 G 暑 瑞 自 (Sautrantika) 〇 Q り や 


っ ぺり 昭 玉 Xe の JS りり 約 編 過 つて? 
② だ わり ぬく 相 鷺 叶 7 判 無 1 所 Gaukika-agradharma) いう の SSG9 JG 身 仙 Q hf A ホ を 人 K テ だ 記 QG 陣 いのり 約 SG? 


『 本 照 部 餅 澤 』 だ 記 生 『 卓 軌 運 』@ 


の - の 


上 層 | 堪 ” 地 朱 る 放 聞 各 江 還 く 円 幾 中 7 下馬 投 1 着 Y 地 寺 喘 組 拉 国 了 間 半 剛 本 ri 由 
過 間 唱 有 提 共 1 半 人 
ざ ぺろ 心 慌 粗 記 秩 生 り " 弓 壮 @ 暇 償 記 入 つ 総記 つ じ 作 4Q” 所 壮 @ 舌 用 G「 十 半 中 害 」」 ざ の う 胡 宗 M 刊 只 舞 叶 絆 玉 G 全 
\ や つじ JG 相 暑 @ 園 坦 叶 尽 玄 対 斉 つ りう っ)G? 

り G 害 共 玉 いろり 翌 田 編 守 工 Rh" 区 1 編 " り G 神 只 架 充 「 四 区 昭 隆 押 」 似 \ い る 「 号 居 申 夫 冗 」 
『K 相 外人 祝 』 つ や 邊 人 る 弓 G 揚 欠 ぐ べ て 丸 環 か 昭 -RSAG" 螺 |1 編 「 客 編 ” 選 暗 職 旗 編 」 ざ つり " 
SG 客員 舞 稚 「 早 箕 」 尿 y@5 明 八 維 科 「 揚 給 " R 唄 柱 生 人 飛 」 ざ の つり"「 窒 店 自 」) 応 つ うぶ 6 

JG 因 虹 Q 抱 福 G 弦 困 りう % 趣 天 う 倒 。 J@ 邊 政信 『 戚 江 飛 手 幼 』G 給 協 舌 Q 員 の 画 准 直ら いて の 叶 症 SQ 

うろ? JG 琴 波 申 避 G 祝 局 G 陳 至り 短 yQ7 つ 評 つ り @ 民 粗 GHA ト を サ K 了 て 下 の 計 史 ” 製 息 叶 貴店 (Katyayaniputra) 
光 畑 お 『 課 節 祝 』 親 到着 杜 1 堪 い うい 本 編 計画 的 似 洲 う ピリ 6S べ お 似 寅 繧 G 信 計 "『 林 虹 紅 芝 六 』 ツ 
握 忘 つじ っ ょ GSP 乱 y@? いひ 8 へ DJG ペ の JG 棚 Q 虫 叶 散 で ふい 和 86 余 細 っ 所 定 中 つ うお の うふ 棚 編入 ” 蝶 三 
舞 昼 移 お 近 QSNGD や 記 人 人 Gv8 交 人 へ つ お りり の 筑 大 放心 年 八 編 計 手 つ " 無 11 編 は 叶 「 徹 給 」 無給 
先 「 十 給 」 ざ つつ お G 史 昭 愉 7 貫 細 江 僚 製 和 中 思 四 G 遂 りり 生じ J 地 坦 つ りう 記 叶 昭 礁 表立っ 策 っ 生 家 史 つり や 
JQG「 早 箕 」 だ 7"『 照 甘 飼 幻 』 コ 6 全編 密 G ズ マス の 座 お う ? 

40 ぐり G 鍛 在 記 下 喘 Q『 恨 栗 照 基 英 細 』 中 "「 艦 電装 乏 明 宮 」 中 つじ 29 な PJ 申 押 補 『 杯 照 導 信 編 』 逢 
形 り 「 早 釣 瑞 mnxG 」 枯 政 つ お 明 喘 維 (Sautrantika) 如 が 員 想 じ うろ 計 計り お りり る 対 間 損 つ お 7 y ヘ の 弥 完 7 
J 二 6 給 早 波 (Satrantavada) 4 人 SQ 選 詳 短 Q 民 信和 居 ろう や 人 紅 選 の” 総 盟 窒 足 福 揚 QG 咽 くい 串 固 晶 角 時 対 区 っ うり" 
mm 人 史 り 生 叙 S 起 G 環 記 (ー 晶 ) 誠 四 つ ン 表地 つじ っ 9 枯 つ りう 明 RSAO り G 提 晶 客 「 訣 介 間 和則 和 」) 
っ 心 選 朋 区 青 つ りら yoG シ だ 玩 ろ 8Q 必 信 お家 の 骨 表 の ひじ っ 表地 びろ おろ G 叶 駄 層 お の JJQ や 人 


第 一 章 経 量 部 の 歴史 


775 


いく がく 
@⑳ 絶 G 刊 政 史 ” 電 械 加 六 いり 田 症 G 了 編 誠 医 つ 必 環 技 送 の 天 99 刻 配 『 胡 昭 外 全 家 』 聞 川 ご や 家 G 咽 ふも 4Sxe" 
胃 コ 惣 師 天 ” 輝 選 宮 蔽 肖 地 療 " 長 前 爺 押 部員 編 1" 池 可 回 唄 に 加 拒 に 持寺 聴 ? KK 加 握 に 村 央 、 拒 骨 
考 i? 音 決 間 回 紅 的 穫 才 9 選 上 疲 軍 」 落 ょ 直江 四 志 mm 導 。9 
S 竹 時 電 洛 ” 浮 全 世相 下 唄 農 想 " 長宗 組 撮 7" 回 直 瑞 編 」7 握 更 械 皿 立 昌 生 避 幸 区 銀 間宮 本 、 に 、 百 赴 環 半 
中 細 夫 " 提 想 放 員 岩 相 半 宅 個 」 潤 承 翌 直下 康 則 舞 環 9 
@ 往 民 二 閣 ” 1 加盟 全 層 " 覚 緊 吸 農 想 " 長 」 選 短 肖 」? 肢 邊 麗 編 7 抱 職 醤 可 料 唄 全 札 天 角 包 補習 迫 赴 17 
唄 昌 層 半 卿 代 , 立 務 翌 紅 下 ” 選 舞 直 党 」 砂 。 介 志 杏 加 員 地 遷 ? 
き 徹 天 電 癌 ” 疎 員 折 杏 」 | 記 了 き " 長 可 四 映 例 記 回生 只 」" 超 環 計 起 層 涯 在 夫 叔 昌 相 ” 計 底層 前 直 
央 赴 状 貞 器 郊 ” 選 。 問 想 癌 」 砂 。 二 境 吾 送 に 中 所 村 計 隊 
@ 徹 軌 莉 ” 思 如 則 観 皇宮 杉 SN、 財 昌 普 Y、 幅 骨 衣 NG、 品 e 家 世 NG、 牛 "長山 萬屋 " 可 畑 u 直 秋 剛直 束 
了 條 罰 rr 人 E 模 可 : 代 直 宮 所 更 環 | 1 宗 論 下 路 団 避 
編 | 還 全 給 G1l 所 本 罰 史 員 生 e 距 の 押 陶 塞 49G 1 で " 押下 杏 り 2RyQS の 選 な 引 舞 史 天堂] 屋 識 起 つ 
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民間 抵 講 骨 師 に 、 翌 振 拓 (7 正基 想 1 糧 翌 筐 下 ? 当 」 長 、 下 雇 軍 据 部 * 革 上 遇 則夫 唄 十 可 」" 
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押 ," 
JJ ウパ 貴 福 だ 
己 秋 稲 避 S 想 京 編 押 SS 中 症 計 扇 0 生 S き 短 症 誠 記 0 本 記 下 門 誠 選 多 和 ポ 
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トー ト ハ (Ananda) 所 お お G の 8H ン 半 人 やう 56? 人 鶴間 芽 G 刊 路 "『K 限 導 飼 家 』G 導 筑 避 G 枯 員 の W ン 
明 だ YS の 64Sy@” 国 『K 隊 薄 全社 』 1 1 回 四 式 XG「 早 需 屋 」 ざ の だ" 所 G 早 嘱 江 刀 民生 の GPS8 う " 
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『 豆 氏 羽 導 編 』 叶 " 選 G 脆 恥 陣 大 りり 8 っ 虹 覧 合う と いや 地 坦 か 6? 

伸 芽 流 W@ 再 耳 移 科 根 つ お 過 " 民 氏 @ 革 人 玄 QG 加 維 相手 は 家 つ じ 濃 つ ン 区 家 和 myG | 引 G ペ マ 江 。 総 旗 諾 4W ン 骨 
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沙 如 ろう ざり や 陣 記 7 秀光 押 人 SG? 罰 QG 当 陣 叶 際 上 パン 団 記 1 1 拓 思 り くく Y る DS MG 所 『 閑 申 早 人 
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G 松 四 ^> す ホーーX (Srilata) 先 ヘヤー か ー%G 避 編 矢 204Q 尽 細 加 つ り "「 暑 訴 咽 つつ 礼 記 瑞生 」 へ いり 画 
< am4QG 罰 屋 約 トー ト へ 気 殿 府 つ り 提 舌 學 沿 つ ン 毛 骨 つ " 届 償 時 咽 虹 (Sautrantika) の う 心 南 写 補 ) や す ホー 
か 一 へ 節 先 いり 因 じ 世 っ お の ぐ や SQ? つ 余 つ 電 短信 避 補 『 本 限 競 紀 』 ペ 抄 G 搬 症 り 人 SQ 藤代 押 G 記 や 挟 Y6 
雪 間 人生 お 9 Jp つり 判 職人 り 天地 さく P『 惑 和 編 』 誠 下り お" 式 電 誠 図 作 か 天守 表 G の 凡 8 
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| (BR 国 料 本 JO る 末法 員 将 9 志 和久 科 0) 一 > 製 
里 玉 虹 (Sautrantika) つろ 心 英 証 G 窒 閉 足 計 叶う 26QG や QA りか 症 選 G 装 肖 机 長 民 党 個 次 直る S い ン ) 
昭 .RSO 早 咽 維 G 庶 県 『 三 洪 人 手 細 』 ぐ 総 早 監 (福井 逢 ) 称 近 欄 りく 補う ツバ うり SS@5 引 拉 品 玉 葉 Q 話 昧 
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人 いり が 上 いつ レン)@? 失 玖 G 選 工人 示 々 計 羽 て 忠 選 0 が 86P 穫 8? 
つ 記 つ 一 舞 り 時 所 G に 所 信 人 稼 人 6 7 SYO 選 ら 所 じ 代 つ お の の g 紀和 6 総 盟 臣 (Satrantavada) へ ) 先 ぐ 早 玉 
葉 (Sautrantika) 4 叶 計 ン 呪 Y 尺 環 吾 交 遇 じ 谷 半 つ お お" 電 ン 貴 召 『 記入 党 忌 の う 心 り 時 愉 人 ST お お 司 じ に つ 
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8 れ 作 約 7 給 早 監 の 顔 負 卸 G 語 中 G 銘 磁 の ろり) の 際 人 mn つ 余 つ 財 有形 つり 貴 組 流 寺 重昭 AM 
8『 本 相 遇 信 和 』 り 円 区 0 お 隊 忌 く 「 叶 只 量 」( 幅 間 装 史 晶 押 ) り い ろり の 4S)G? 

剖 邊 り の 表具 王 尽 壌 GS 操 無 賠 り だ 私 JJ dharma-dhara ( 花 表 避 )) vinaya-dhara ( 更 算 宮 ) SAJ 中 SO 神 写 
弓 宮 導 舞 僚 提 所 避 詩 satrantika ( 艇 明 ) 1 中. や yo 下 捧 提 っ の 当 限 つ 選 りう 204Q 県 書 画 人 0 尿 お 息 的 叶 
sutamtika, sutatika, sutatikini。 sutatikini GAG 引 下 7 首 揚 先 り 家 届 的 「satra 尺 湯 明 8 症 敵 べ ャ J い 生 
QAG 測 季 履 PA」 の 押 宮 じ う :G9 

YY 愉 P 弥 完 『 本 限 凌 念 』』 | 斑 伝 団 ye「 里 堪 虹 」( 幡 電装 尿 虹 軍 ) 記 泡 購 り 『 避 共 飛 考 紀 』G 給 早 諾 (Sat- 
rantavada) へ り 選 提 生 yG 泡 碑 器 天 っ う ? つり 6 ぐ 刊 片 @ 下 頑 信 7 維 早 江 ( 慢 滞 ) @G②G へ べり 掴 交 提 らい 人 る 半 ろう 選評 Q 妃 
%204Q や 人 SSGP JG「 早 舌 量 」 叶 舌 党 尽誠 忠 G 如 ろう” 操 隊 G 稚 )XQ 避 狼 舞 紅 記 昌和 か 人 の つ 実 療 う ? やつ 玖 愉 近 所 実 沈 
『K 四 次 例 統 』/ 給 里 訟 G 四 本 時 守 ン 陣 忌 召 全 お の うろ 必 り の お DGO MS だ SQ 『 大 江 必 手引 』G 鶴 早 臣 G 神 半 
57『 本 軌 導 飼 紀 』 コ パト 据 人 DQG 失 AXG DJ の ツウ ォ x@ 本 の 人 SG" (JG 附 < 史 " 個 福 人 つ 時 況 G 剛 補 「 配 堪 」 
ぺ 「 所 導 引 @ 給 協 正 」 刀 ひい 療 て 政 呈 記 「 導 念 @ 前 泡 直 」S 選 つ ふい に JJ に 生 ) RATEG「 意 堪 福 材 皿 時 9XQ」 
「 郷 信 編 福村 導 」 つじ の 前 人 移 半 生 家 守 識 Q 如 うっ 7 選別 つ 「 編 導 箕 」( 給 昌 堪 ) J「 洛 横 損 」 宏 避 り 避 箕 旋 逢 誠 江 Q 
の 放 ン 京 @ 洋 所 人 穫 *@ 到 史 6 賠 て 押 へ 學 う う 

や SG 8? 旦 剖 叶 性 張 電 うり 0 ポ 08 完 編 編 約 つ 天 和 の 7 飲 SG 福 更 の つり 『 三 藍 飛 考 意 』 ぐ 紐 答 一 一 吉 
短信 閉 補 "10CO 時 つり" 総 骨 芽 流 填 り ポ ーー 一 計 党 式 つ うお 6 や 約 )@? 申 提 実り 提 箕 @ 簿 閉 対 罰 羽 所 1 1 振 思 
福 壮 遇 とい の だ うっ" 陣 @ 郊 押 胡 "や ax6 の 8 に 和 所 のり 時 羽 弓 | 寺野 所 守り 史上 玉 うっ" MAN や 8 うべ AJ7 
民 紅 J『 林 了 細 信 紀 』G 閣 洪 G 還 信 写 志和 か 》%0)0 人 愉 や 給 )@7 つつ 余丁 氏 へ 給田 難 Q 定 対 妥 1 の 〇 〇 引か )G 給 尽 鷺 つ 
だ" 『 鷺 江 選 所 社 』 誠 第 攻 つ っ" う を る シン の の 征 拓 G 裳 痕 江 押 G 壮 写 対 ” 総 提 筐 対 装 肌 和 の Q 計 うっ" 
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J 宗 計 先代 かり の 器 滅 つう ? つの 人 つう ン で 余 @ 逮 届 庄 稀 \@? 年 絶 1 選 " 個 福 生 狗 お 『 六 申 癌 全編 』G 映 
芽 屋 令 尽 補 朱 四 G 間 頻 だ 下 押 舞 箕 (Satrantika 骨 昭 押 ) ウ う 全う 心 誰 窒 は いう りや SG 徹 『 材 導 餅 家 』G 王 
J 剛 0M6 天 姜 避 ジ "Sm 人 愉 守 虹 皿 所 旭 べ き 約 環 か 球 科 因り うれ の SD6” の つり 6 嗣 井 節 舟 天 玩 記 衣 足 
マン SQ? 多 1 1 や PJ 尾 拭 纏 編 つ お る か の の つ 給 盟 霞 全 『 六 照 導 訪 礼 』 で 顔 党 画 (Darstantika) パ 心 所 史 財 わ 
8 つい お 4Q Sutrantavada 8 人 JJ 処 和 本" 個 人 0 り Sautrantika うろ 心 和 症 りつ 8 や QA? 抵 人 1 りつ の か りり 短 を 
お る 愉 7『 本 國 導 介 編 』 藤 党 押 G 作 占 中 ” 吉江 @ 缶 敵 一 一 時 形 (dharma) ぐ 聖 根 一 一 全 机 提 つま お 所 DS 埋 涯 
りお で 本 蓋 豆 0 尿 区 組め 人 S*e9 の り XA 梨 窓 軍 虹 QG 祖 暑 叶 財 人 6 り 洗 決 如 2Q や 給 へ ” 昨 拓 角 十 窟 く で IS の 
計 届 如 っ ? 昌 還 7 『 本 限 細 仙 祝 』 ぐ 窒 閉 対 昧 似 1 拓 県 り く び の 人 QA 層 家計 7 申 玉 浴 Q 思 屋 近 選べ SXGA 9 ペー 
一 ( 思 IR 国 志 NG べつ り SQ) の G 証 田邊 人 ② う " の つり 6@ 証 兄 総 盟 箕 集 倫 閉 つ 記 の 生計 所 @ ぐ 
舞 福 綿 G せ J「 か SA 紀 屋 ざ 訪 大生 編 典 只 」G 陽 民 屋 短 名 半 加 人 移 よ の 5 る 人生 健 GU  y 尿 信奉 
箇 還 は お 所 堆 G 承 宜 舞 の 表 如 0 守り うお つの 7 本 汰 @ 操 疹 史 府 天 時 和紙 完 層 性 品 り 区 扱 つ お 韻 堂 押 G 
JJ の ASNG9 の つ 給 者 箕 で へ 弓 彰 箇 押 当地 坦 つ うお の つつ お の 宮 穫 『 貴 項 選 導 編 』 史 攻 帝 各 G 志 総計 判 貞 祥 
多く ぐう 8 っ で SO 人 ” 北 必 顔 営 抑 完 給 提 虹 で 所 @ 表 だ 叶 財 の 眉 回 震 @ 羽 公 め うっ の SQ 


投 編 ( 舞 1 航 ) 


で へ と て 帳 き 缶 品 先 う ろり ^ 早 玉 項 足 妖 | 民生 堪 人 人 Q 所 りり 條 撰 つ お 芽 党 つう PS 捉 維 義 肖 北 長 選 党 Q WS 
J 個 約 い 人 )o2 の QG ざ つゆ の |] 崇史 個 有 悪 0 りう っ)G 江 7 谷 天 りり PS 准 維 め る 易 恥 の 羽衣 嘆 人 史 りう っ)@? 導 
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時 人 委 で て A と 人 ぐる の お ぐつ お 選 了 工 窒 GA) 『 要 円 団 祝 』JWG 喘 染 つ 先 つ 計 応 攻守 拉 甘 0 宗 \6 十 鞭 の 叶 / 早 咽 
筐 G 神 屋 ^『 ネー トー 的 ろう 選 7 JJG 二 凌 6 操 准 刀 度 駅 か y@ 8 史記 年 低 1 押 史 父 う ろり 早 瑞 蝶 避 兄 洋 僚 
20G の つう SQ べ 慰 " 称 ” 選 結 状 ジ 0 過 邊 四 て 眠い 二 生 り 著 舞 つ コリ 家 の 換 ろり" う 4Q 旨 人 か G 早 咽 葉 G 胞 弄 記 
擬 依 か y@ 泡 落 倒 交 Y お ? 

上 1 幼 和 うり 8 相 の つり 『 悪 者 編 』『 疎 円 礼 』 伴 材 G 選 獣 給 誠 編 舞 つ SR" 生計 信人 『 豆 和孝 祝 』J 攻 ろう で 祥 ) 
kila ( 革 編 ) で 租 @ 缶 淡 対 『 品 箱 編 』 性 剛 民 SS 総 祖 緊 棚 人 め 史 『 疎 円 概 家 』G 選 処 玄 避 江 へ "08 『 品 条 祝 』 性 
KG ぐ 比 貸 QK ペ で ミミ や りり 尽 臣 う Q9 宙 臣 G べ 本 論 ” G 因 尽 G 過 羽 刀 江 早 つ ) WS 揚 隊 判 革 染 征 虹 別 邊 多 下 7 
懲り MG 中 由記 ( 窒 ) 対 搾 つ お りり 7 提 パ ぬ 加 集 尽 >) す 9 ッ ー ペ Q 札 堪 G 纏 屋 お 4Q 史 余 半 へ 居 枢 1 つう お おり) 筑 7 避 
昌 悪 で 人 YS) 家人 届 り 本 基 『 王 才 禄 』『 抽 円 妥 祝 』 辻 人 装 ぐ 選 柚 給 守 "人 評 如 時 弄 王 大 近県 うつ 昭 
SG 

紙 11 統 人 委 ろり 叶 ^ 早 画 虹 G 記 時 つり 本 NR ヤーNNー%O ろ り " 己 G 素 球 "『 当 | 拉 怖 吾 』 化 『 編 償 准 』 
SG 選 陣 突 層 S『 悪 孝紀 』 舶 枯 稼 人 Q 思 叶 酸 者 6 秋 中 時 換 当選 0 4 愉 S「 給 四 和 G べ 選 」 計 マン"『 に 昭 
敵 隻 家 』 ペ 窓 ぐ べ 玩 り 和 へ" 『 秒 搬 編 』G 療 押 く ふか トミ A ャ AS リ ュー トー※ ふ で 掴 部 G 二 や 和 内” 時 民 人 1 幸 時 G 選 
公 上 国 盾 県 半 完 呈 全 や の 斗 利 つ 7 給 1 慌 十 堪 中 つ りう 8 べ 加 人 SN@ りり 染 吾 枯 下心 全 良 誠 り 89 

螺 川 皇 じ だ 『 皿 円 枝 編 』G 二 彫 學 赴 半 結 窒 品 SA す ペ ホー トー% く J 掲 只 ” 臣 祝 大 窟 玄 QA リネ ホー トー 所 附 G 昼 
P 移 へ"『 力 円 購 編 』 祥 弄 Q 表 お JO 抽 記 ぐ うお RA オッ ー 全 齋 琴 り て と A 6 翌 羽 史 直 つ 7 為 如 必 軍 四 P 矢 8 
3 約 避 仙 人 つ お 7 

螺 国 紀 P8” HG 捉 喪 列 う りり 早 喘 項 尽 郊 忠 約 0 ま Q 家 6 泡 礼 旦 @ 時 宅 計 國 史 掲 人 6 家計 7 所 共 @ 芋 
ど ぢ ど 此 IRH 国 びー 負 I び に や つ P ゃ リネ ー ホ トー ペ 計 虹 HO 一 軸 1 OS で 半 ざっ や JJ SRO 7 褒 押 呈 る リュ ユー 
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ーー ふり \ ツ 「 早 対 喘 つり” 罰 応 柚 和 つう 」 べ 拓 褒 つ お 曲 瑞 浅 (Sautrantika) G 思 二 近 0 の @ の 4SxG 作 4Q っ 
SG 早 咽 基 (Sautrantika) G 皇 共 " JG 呈 近 編 )G 民 ぶ 団 羽 国 拓 思 @ 選 着き う 必 0 紋 8y@9 つの 作 つり 宗 先 約 
ン の の 思 G 革 だ 編 り 訟 リド の ご 着 松 G 和 定 陣 井 釧 蜂 P 際 誠 Q 表 っ: 黒羽 団 び 〇 〇 一 軸 べ 〇 環 生 守 す ホ ーー 
ホー 和 % 避 罰 羽 1 の 一 軸 人 KO 〇 6 べ 可 の 如 ら "つつ 応 梁 さ うふ 6 器 咽 虹 う 心 堪 6 鈴村 計上 国 封 昌 6 尽 区 り や 
生 表 り 拘 りり 史 8y@QG の 4) 

上 因 編 や だ NAKG 縛 親 N STSK 十 缶 弄 6 伝 給 竹 信 居 『K 陣 交 飼 統 』G 顔 堂 剖 記 つ り 半 つ " 韻 堂 舞 
(Darstantika) ) 玩 意 堪 信心 赴 記 G 陣 学 drstanta 汐 う り 意 若 G 抄 @ 導 肖 計 描 螺 か \@ 押 史 人 の つり 届 療 G 組 2②『 ソ 
本 計 表 お 設 給 人 SG りり 守家 つり 映 咽 沙 (Sautrantika) G 志 症 記 撲 是 9 ト SA K 筑 稀 X@ り AN つ 介 つ 204Q 紀 
紀 ぞ SG キ > テー ツー 必 G JQ 鐘 屋 押 @ 図 京 先 選 ANQSSN 恨 ぐり うお りり の 誠 下 人 Q 全 つの 記 " 8 選 吸 咽 蝶 中 氷 つじ 
っ 人 ふ )6 虹 臣 だ 8 だ ン ” つつ | 届 6 首 泡 @ り か が 2 の 2 の ぐ G の 弥生 7 突っ 更 押 RG SG の 26 P 表 つり 人 計 Y85 
史 冥 提 暴 Q「 作 盾 角 坦 」 給 区 家 つ 「 革 坦 十 垢 ・ 弄 民 洋 竹 」 突 対 模 具 和 my6 壮 府 流 静 つ っ う )@ 選 や や 紅い J@ 閉 論 
J 舞 ろり 直 幻 屋 法 加 田 G 判 除 り 里 画 蝶 @ 邊 着 誠 だ つ お 2 の で 尽 和 か 的 うべ 親 提 97 つ 選 入 び ソリ 『 買 才 編 』G 早 瑞 順 
給 先 っ 生 の 7 所 踊 ぐ G 指 紀 じ 史 押田 @ 角 叫 ROSS り 家 簡 改 SS サッ ー ミ @ 症 舌 尽 家 生 G 居 流 忌 全 G 地 
IS 地 坦 対 量 和 か お SG 畠 班 呈 攻 直り の 穫 Y 近 QNO 

婚 K 振 だ 本科 DS 対 ” 起 早 瑞江 語 県 G 晒 癒 有 大 りう 『 戚 需 層 手 家 』 せ 6@ 早 瑞 拓 交 の 移 生 有り 家 寄 塚 時 
り %7 給 鞭 葉 (Gatrantavada) お 突風 箕 (Samkrantivada) 和志 で 邊 4Q 7) 私人 系 息 庄 罰 民 旦 シ 『 本 四 薄 飼 家 』 
紀和 嘩 泡 り 約 * や りり 計数 つ ピ 「 早計 喘 の つ 紋 喘 の つう 」 べ の 枯 只 和 mhG 明 屯 基 (Sautrantika) 料 ト ー ト へ 人 
誠 罰 屋号 紀 7 MG 懲 閉 計 評 如 ふ 時 うろ 20QGP 人 SG ANT 完 和 計 下條 人 史 つ お 失 G や つ ツ アベ 二 J 形 うり” 申 瑞 項 
SG 交 了 弄 の つり [本 『 林 限 薄 飼 紀 』 ぐ 絡 毅 和信 補選 過 国 拓 罰 柱 汗 @ 吉 蝶 G 路 療 部 ふ ヤ ー 必 ホー ペ 人 あめ 時 
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羽 国 拓 表せ DXQG『 招 稼 編 』 で 押 人 く 和 ふか RFSTS 記 映り "時 IR 国 判 庄 選 圭 ぐふ > リネ ホー トー%GJ 以 明 咽 英 (Saut- 
rantika) -J う 心 直 紀信 のり Q じ 則 りゃ 『 条 編 』 ぐ 天野 ゆり 6 ぐ 和 症 記 臣 ろ 押田 付 附 対人 諾 つ お おり 7 つ 余 つ 巡 Q 
提 舌 公 〇 補 『K 也 次 信 統 』 ペ 沙 G 搬 次 り 稚 )Q 彰 党 押 G 選 の 相補 YO り の 筑 門 人 Y お り AM 計 下 Q 人 は つ お ひい の ジ 
代 NGT 


区 | 握 組 


( コ ) 『 家 羽 名 早 層 』 郊 くべ" 円 国生 "国生 や 下 二 壮 " 

(Q) 『 簿 板 湿 較 逝 纏 民 』 円 NO" 1 こく 牙 ペ に ? 如 提 W. Wassiljew, er Pz2272sZz5。 p.240 ベビ ロリ 6 欠 器 流 民 0 
ぶっ う )G" 」 

(w) 准 選 祝 吉 『 彫 馬 1 慰 昭 』 弄 民需 慌 " 賊 貞 " 

( ヾ ) 『 半 久 団 裳 許 』 末 国 ” 円 因 1) べく R | 左 に " 

( ゃ ) 『K 舞 和 昭 攻 川 擬 志 馬 選 』 管 1 円 NOT 11H11 1 下 に 

(o) 『 画 賞 選 』 殆 1 円 央 1" こく や 皿 に ? 

(に ) 『 貴 才 編 居 』 親 1 円 還 1- 1 1 民 二 7『 豆 者 編 据 』 弧 17 円 國 1^ 還 還 や 下 ペ に ? 

(o) 『 豆 編 区 握 』 約 1" K 帳 還 1 1 財 民 - ゴ 7 

(@) 『 六 近 政 民 』 交 還 " K 円 RNNO" や HI 財 四 - 

ご ) Bu-ston, 万 7szozy o ア 7 zzZZ7sZz, tr.。 by E. Obermiller。p.142-ーp. 145. 

( ロ ) Taranatha, Cesc7c ん 7e es 7775Zzs。 tr。 by A. Schiefner, p. 93. 

(@) E. Lamotte, し e 77g722 de /Z CZgzge Yezzz の e Sggesse。 華 . III。Louvain, 1970, Introduction, D. え ル . 

( 己 ) 『 怪 堪 近 中 世 状 民 』 国 " ポ 円 団 団 "1111R 陸 ? 

さ ) 臣 ゴ 1111R 民 に ? 

ご )  J 家 尽 外 つい 半々 居 陣 堅 『 三 玩 郊 遇 事 語 県 』 1 く 牙 ペ に ? 如 軸 JJQ 斑 伝 Q 加 回 だ 尊 々 民 際 三 『 ざ 培 沼 和 や ) 世 


忠 @ 度 包 』 1 因 下 ペ ビ に 


(で) 
( 己 ) 
() 
( 品 ) 


( ぐ く ) 


半々 状 功 虫 『 四 晃 玖 箇 昭 屯 朗 包 』 1 還 1 下 ペ に ? 

『 性 沖 収 』1265. 

『 箇 選 層 』 弟 NR" ポ 円 的 明 " 怒 雷 詳 本 器 11 錠 11 1 現に? 

貼 箕 骨 郊 「 か で へ くさ 喘 『 居 昭次 手 四 円 杯 纏 』 合 件 」『 き 癌 衝 朗 駅 』 交 1 く 四 "11O の 基き? 

避 玖 缶 再 TKN ト TANTKNTG『 下 者 編 』 級 WG 工 忌 一 一 昨 着 飲 突 称 応 て Y ヤ ーー」『 き 半 衝 』 螺 1 R 申 。 111 販 ? 
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SS) J. Takakusu, 77e rooz ん s o ア SgZgo572 の 7Z。 2 の の の の 677 の 7 PoszpZ2 の 7。 JRAS. 1905,p. 158. 

(名) 『 箇 民 三 』R" 11IH1 1 左 半 ? 

3) 『 必 迷 中 』1266. 

) 了 J 了 . Takakusu, ibid., p. 158. 

( 居 ) ge gz V2772e 友 o52, 耳 . TIntroduction, p. XXII. 

SS) 『 ポ 國 導 信 編 』 交 1 円 1 や" 1 民 d せ ?『 昭 薄 陣 交 介 統 』 表 1 K 門 11 く "1 正和 ?『 量 券 訪 祖 』 殆 17 円 1 で 
還 1 状 民 十 皇 " 

( 代 ) 『 本 昭 基 念 統 』 り 叶 念 抱 (GRosaka) Q「 品 避 編 人 和合 史 じろう だ うり いざ ト W 和 ミミ ャ や 窟 い くう 」 ざ ろう 心 判 除 流 東 4Q 宗 
XQ 役 。 有り 補 に ト a 気 さ ャ G 円 つう 肘 押 妹 忠 O り 拓 そう 5GQG や 和 び ウリ トミ ャ GS 維 対 細 揚 か 9 装 附 の 剤 ン 弟 や 仙 
No" Hm 手 押 旬 拓 生 長 、 明 窟 " 1 記 区 易 種 和 可 家 唱 区 衣 、 忠 長 、 昌 則 生長 、 唱 長 、 唱 舞 」" 無間 窟 」 層 加 合 、 個 、 N" 
切 末 国 人 六 由 11 や " 11HIHK 民 十 " 「 太 皿 黄 型 時 人 結 』 尊 1 | 因 - ポ 1 く "1 く 11 ゴ 7『 暑 券 儲 』 折 1 ポ 門 11 く ” 央 1 
て 地 圭 (りり 叶 鹿 Q11 喘 の 惑 娠 で 避 障 財 和則 Dharmatrata -) だ で ソリ う 59)7 

(8) 『 く 下 照 現 郊 』 多 に "円 1 1 マ ” マズ R 破 志 " 4 が 272727Z2 の の 7 の アカ ア の ん ZZ の 。 Peking No. 5599, Vol. 119。p. 53・ 
2・5-7. “ 

S) 判 穴 史 也 民 戻 り . の kila 対 胡 りう)? atas taddhetos tasya dharmapravicayasyarthe Ssastra を 27/g Buddhenabhi- 
dharma uktah. o5Z,p. 3, 7. 1. 

(@) 『 圧 帳 団 社 』 殆 1" 円 1 RT 1 IR 皿 に 

( 記 ) Zzzgzz277, Derge, Tho 22a5. Peking, Vol. 146,p. 205・1・7, ア z ヶ zZ の 27 の 2 の 。 Peking, Vol. 117, p. 93・3・5: 
Y25oZ2277 の 。 p. 11, 7.23 一 /.30. 

(8) た osg, p.146, 7.8 一 /.5. 

9) YY25oZ22777 の , p. 307,/.17. 

(ば ) osg,p.367, 7.15 一 /.16. 

( 吸 )  Y25ozz777Z, p. 621, /.19 一 /.20. 

( あ ) 『 還 辻 交 念 礼 』K 円 1 1 く ” 回 了 ゴ " RR 国 芽 壮 ” RR 国 四国 帆 " 
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(5) 『 舌 天 貴 福 』 ポ 幅 還 RS" 11O 皿 せ " 11 1 正志 

(8) 『 十 ご 第 編 』K 円 勾玉" 1 ご 四 ? 

(@) YVZ2szzz277Z,。 Peking, Vol. 127, p. 250・2・7. 

ぎ ) 『 避 芽 飛龍 編 』 ポ 四国 R” 1 国 工 持 " 1 や 皿 ? 

(3) そ ヨ 板 表 『 呈 組 手 紀 欠 記 具 屋 』 せ " 玉 皿 総 " 尽 提 失 揃 G 誠 答 拭 所 『 総 陣中 編 握 』 田 球 区 いや 3Sye? P. Demieyille。 
ん?oZ7g776 の es sec7es の oz の 77zges の "2 か 7@s gzZg22g7772, MCB。 Vol. 1,(1931-32), p. 63. 

(S) 『 呪 才 編 』 郊 1 び " 円 1 RT 団 作 本 せ 7『 軸 円 限 編 』 郊 17 K 門 1 SR 111 1R 民 に 7 

( き ) de La Vallee Poussin 操 孔 時 江 QG 志 釣 1 回 (2z ル z Vo772e 大 os2, 丁 . TIntroduction, p.LIT)^ 個性 円 衝 和 填 中 
11 回 (「 攻 堂 押 ・K 往 状 前 ・ 掴 選 ・ 常 繝 礼 @ 朗 駅 』『 臣 恨 各 引 寺 愉 身 回 』 時 1 や で 由 )” 近 恨 宗幸 和 十 叶 八 回避 江 屋 陣 
麗 犯 礼 @ 度 包 』 HK 川 民 ) 訴 正 皇 つつ" 

( き ) Sautrantika Q 思 QG 環 近い ろり ポ 交 拉 人 る QG 由 区 の 矢 )Q7 Sg7 の 2 の 27$272 の 5 の 2 の 7 の 7 の, Government Oriental 
(Hindu) Series, No. 1, p.43. 

( き ) 所 障 叶 中 選 世 P2 の kila G 能 誠 臣 ろう)@? た o5Z, p. 18, 7.15 一 /-16. 

( ぎ ) 『K 昭 箇 念 編 』 郊 や 国 「 円 1 や” 1 ベ マ 了 貝 革 ?『 居 根 末 照 血 隻 祝 』 弟 RT 円 11 く " 11R 1 克 寺 "『 有 細 信 祝 』 殆 羽 
円 11” 団 拓 〇 起 に " 

(さき ) 『 虹 上 念 編 』 交 や 同 「 K 門 113" 1 ベ マ 皿 に ?『 屋 申 蘭 昭 郊 飼 祝 』 だ ざき 起 玩 紙 ( 弟 人 RT 円 1 1 く " 11R 1 夏 皇 ア 
『 早 券 餅 編 』 也 交 選 腸 ( 苑 代 " 円 1 1 く ” 國 人 KO に ) 和 や っ)@7 

( ぎ ) 『 没 下 嘩 礼 』 交 R" 円 1 1 マ ” 選 国 国 陣 -H" 

( き ) Kosa, p.92, 7.3 一 /.5. 

() 『 法 押 毅 礼 臣 』 交 還 " K 四 11O" や 11 夏 -H? 

8) 『 肖 円 陸 編 』 弟 人 円 1 RT 1 還 や 古 ? 

⑳) 7272Z2277。 Derge, Tho 85ae-7. Peking, Vol. 146, p.235・1・4-5: ア z72 の 7 の oz, Peking, Vol. 117, p. 113・1・ 
4-5: YoZ2777 の , D. 57,7.12 一 /.14. 

(8) 所 者 G『 ト ミル ャ ・ 了 トマ ー く 』 尽 の 貴 突 叶 狗 へ りう だ っ う ? の gg, p.13, 1 一 8. 
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(⑱) 『 ド 照 編 家 』 弧 11 円 11 や "大 1 民 に 7 お 8 つ 『 硫 陣 薄 陣 交 飼 編 』J 叶 編 下 給 叶 状 閲 ざさ つう )G 流 弄 @ 宮 い う ツ 
% 相 路 押 G 思 記 記 つ うう ? 尊 くべ "回 1 1 困 〇 の 地 " 

(⑤) 『 引 虹 葉 家 』 親 1 円 1" や 民 由 圭 に" 

ゅ ゃ ) 『 人 国軍 皿 郷 訪 祖 』 ゴ " 門 1 1 NR | 破 寺 に" 

ら ) 判 松 史上 玉 選 世 どの kila G 租 記 臣 っ ろう)? 鈴 o5g, p.30, 11. 

(る ) 『 皿 円 妥 神 』 親 人 KK ド 四 1 RT 民国 夏 ゴ " 

ゃ ) 『 品 箱 補 記 』 新 1 回 軸 1" 国 〇 由 壮 

(@) Ysozz77 が 7, p. 80,7.16: SZ77ZgZ22677。 Derge, Tho 116b*. Peking, Vol. 146, p.250・4・3-4: ア ヶ 72 の 7 の 2722, 
Peking, Vol. 117, p. 125・4・8 一 5・1. 

() な o$g, p.31, 7.11 一 /.12. 

8) 撤 計 徹 委 111141 1 応 個 長 お G 叶 員 選 札 GS pratyekam 記 交 1 1 笑 119 喘 つ 計 お 先代 選 必 (『 貴 者 戻 祖 』117 円 1 1R"* 
| 人 地 当 )? よく て 届 だ re re shin へ JA 代 SG? (な o52 772。 Peking, Vol. 115,p. 139・3.8) 

(@) な o%2, p.38, 7.4. 

(③) Ko52, p.39, 7.9 一 /.5. 

ら ) 『 皿 円 陸 祝 』 交 R 円 1 1R” 1 や や 正 に " 

る @) ア zz7zZ の の 7 の ZZ Peking,。 Vol.、117,p. 133.5.2: S727Z22277。 Derge, Tho 140b5. Peking, Vol. 146, p. 261・1・5-6: 
S7777gZ2 の 77。 Derge, Tho 142b7 一 143a+. Peking, Vol. 146, p. 262.1.2-3: ア z7z2 の 7 の ZZ Vol. 117, p. 134・4・3-4. 

(5) Y25oZ2777 の , p. 94, 7.8. 

(@) 5 が 77ZZzg の 2, Derge, Tho 143a1. Peking, Vol. 146, p.262・1・3. 

@) ア Z7z6 の 27 の 7 の 6, Peking。 Vol. 117, p. 134・4・4. 

() Y25ozz277 の , p. 96,/.16. 

ER) 撤 潜 『 貴 孝 編 補 握 』 国 1 新入 府 上 り の 集 必 Q 朋 ビス )@ (『 下 才 世家 』 好 "円 1 RT 1K1 販 后 )? DJG 池 條 叶 天 
『 嘱 才 編 据 』J 孔 た % 玉 りう) 「 撤 雇 1K 申 堪 」( 眉 錠 作 ポ 幅 還 1 国 1 由 革 )" 

(R) JG@ 時 咽 牙 G 枯 刺 人 る や り 宮 5 へ 編 G 醒 対 個 悪 和 か 6 祝 臣 G 編 東 福 史 了 の 5 愉 紀 nQ 策 。 押 叶 人 訪 さ Q 必 策 う 和 
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SQtnPShG" 晶 員 詳 提 維 ぐ っ 時 K 振 離 G 可 owe や っ の 箇 紙 中 aAvG 柚 役 誠 持つ りら 09『 ト SRAS ャ ・ ト マー ス 』 
J り ^「 終 科 押 叶 | 届 史 個 操 最 編 や 飛 結 Pw 如 っ (apratyaksa)」 の つろ っ" 弓 田 区 映 G 表 豆 称 旧 ポ 0 の 了 た 0 忌 り う )@5 
守 十 箕 じ ポ 問 人 K 組 把 紅 やむ Q 机 め の 内 yG? darstantikasya hi saryam apratyaksam. patcanam vijnanakayanam 


atitavisayatvad yada khalu caksaurape vidyete tada vijnanam asat。 yada vijmanam sat, caksurupe tadasati, 


vijmanaksanasthityabhave svarthopalabdhyanupapattes ca. の go, p.47 一 p.48. ) 叶 6 お 夫 癌 G 慌 組 ぐ Z7 の 4275Z7 の - 
sZZ2g77Z XS Sautrantika 46 bahyartha-anumeyatva め ぬ 必 Vaibhasika ぷ bahyartha-pratyaksatva ソ 4SXG へ J 民 )Q の 
S ぐ へ 郊 圭 渦 約 XQ 必 (527 の 2 の 9275 の 7 の 5 の 2g7 の gp. 19)? 如 当 多 1 1 入 眺 1 1 振 鈴 蘭 " 


(に ) 


( ざ ) 


『 品 和 編 @ 砂 到 江 包 一 一 盾 包 吟 


に ) 
() 
(に ) 
() 
(S) 
(⑤) 
(5) 


(@⑳) 


『 相 虹 交 貢 編 』 末 1 1 円 11 マ "11 や に に?『 硫 陣 貢 限 薄 飼 編 』 交 11 円 11 く "RI 夏 ゴ " 

og。p.136, 7.14 一 /.18、 お 80G 虐 本 だ キ テー ター で 89 25oZ2277 の 。 p. 292、/.14 一 /.15. ゴロ 拉 ・ 氷 購 1 客 
』11OH 区 評 

『 加 円 陸 祝 』 弧 1 | や" 円 11R" 国民 国 了 革 "国民 拓 大 革 ? 

S777 ヶ g22 の 77。 Derge, 芽 ho 364a1. Peking, Vol. 147, p. 73・4.2: ア Z7zZ の ZZ の 7 の, Peking, Vol. 117, p. 222 .4・8 一 5・1. 
『 破 申 次 拠 押 送 社 』 郊 ゴ " 円 1 1 で” や 〇 了 区 に ベト に " 

『 滋 反 昭 落 コ 祝 』 郊 くべ” 円 1 1 く ” 1 国 現 に ペレ ビ * 

よく トー て 方 配り de de ltar nod (evam sa grhyate) へ) ひっ うふ? 

ご 権堂 きい うり 史 條 三 維 『 民 興 ぎ ざ 缶 G 諾 時 』 還 1 人 KK 民 ベビ 准 悦 ? 

アア ZZ の の の 7 の gz Peking, Vol. 117, p.267・3・4: S77772222727、 Derge, Do 35b*. Peking, Vol. 147, p. 119・2.7. 
ひよ て ター 上 喉 昌 ltar bsnen gnas..…yan med de. as smad pa yin pahi phyir ro shes gzgg go. (た oig 77 め , 


Peking, Vol. 115, p.199・5・1-2) で っ の kila G 衣 光 kutsitatyat karmanah w の る る XGAJ) 各 科 で W い で る 505 


(⑤) 


(③) 


た og, p.213, 7.3 一 7.4. 
拓 想 人 JG 斑 諸 QG 柱 壮 ピア JQ 4) 対 得 リ ス )@? ahoratrat parenapi samyvarotpattau yuktyavirodhat. 万 o%2, 


p. 212, 7.20 一 21. を ヘー ルー 計 り 計 拓 松 つり っ )QG5 Acarya aha. parenapi samvarotpattau yuktyavirodhad 


1t1. 


(⑤) 


Yo2277 ケ ZD. 375,/.11. 
osZ, p. 213。/.8 一 /.9. 
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$%) 『 照 導 訪 結 』 郊 111 国 - 円 1 1 や” KK 周 国 男 - ペ ヒ ? 如 買 『 破 申 隙 昭次 偶 家 』『 早 苗 信 祝 』 り @ 舌 届 称 K ン “ 

(5) 『 油 尽 國 薄 包 祝 』 末 1O" 円 1 マー R 伏 1 臣 壮 に " 

(@) 『 皿 円 酸 祝 』 帝 上 や "円 1HRT 田 国 研二 拉 ? 

あ ) 8 太 77gZ22277。 Derge, Do 38a3-^、Peking, Vol. 147,p.120・2・6. 

(5) 汗 選 決 隊 SS ホイ トー 朋 届 人 る 人 Q 天 6G 也 い nasravesu の 語 \@Y 40 半 閣 証人 @「 東 に 、 四 、 粗 宰 』」 だ お ふ化 本 て 失 皿 つ 
PA 紅 0 や 写 撤 潜 2 の 「 共 案 志 " 泡 填 」 の 下 明 誠 忌 い て 衝 答 5@? 

選 ) calatvat patutyac ca. YoZ22777 の , Dp. 486, /.21. 

S) V.40a ペ ヒ ツジ asrava 対 asayanti ふ ) asravanti り + 心 衣 忠 江 記 つじ ろう )@? asayanti samsare asravanti bhavagrad 
yavad avicim sadbhir ayatanavranair ity asravah. os2,p.308, 7.15. つる つ 1] 鷲 層 叶 asravanti 当 臣 っ 4QSy? 

(8) ア z7zZ の 7 の 2 の Vol. 118, p.4・4・2-4. 

ポ ) Y2ozz777, p. 486, /.17. 

(8) 『 照 導 訪 六 』 交 国 や" 円 1 1 や 7 11 団 因 破 ゴ ?『 妥 陣 嘩 限 薄 念 家 』 弟 11 人 KK" 素 円 1 1 く " 1 RI 牙 皇 ?『 諸 功 統 』 末 1 
K 由 1 く ” 周 11K 臣 - ゴ " 

ぁ ) Sautrantika GE 門 節 事 り いり 人 る 4 の 記 局 人 る 心 叶 紅 字 天 り Darstantika 中 補 記 リ うお び … や SG? 11 提 G 路 喉 及 いう 
レポ で 感状 ye 編 民法 稀 xo" J. Przyluski, の gs72z72 を 2, ぶ 22477@7272 を 2 の 272 の SZZ の の 577 の の 77 HO,。 Vol. 文 VI, No. 2, 
p.246f. 

( 計 ) kati。。.、。 ity aha/ 茎 Q 理 よく タテ 入 刻 り だ gan she na/ 殴 /shes bya ba smos te や 代り く )G? 

8) 8 つ 札 宜 羽 下り ity aha 節 皿 うろ 4QRIG り の 叶 本 鶴居 っ ? 

(8⑧8) 所 際 四 QG『 遂 編 1 1 十 組 』 の 医 称 く 和 か)Q 朋 の つり aha | 回 つ 旋 弄 人 SD う うっ 江 『 前 編 作 十 殴 』 表 か yQ 人 
氏 戻 りな JNN か と ピロ G 茎 QG 個 操 aha 節 っ 4Q 玉 うろ)Q5 り 忌 計 ZZs2zZ26 の gg お og72cogZyg の g727 の 6 (っ 逢っ の 区 
臣 G 赴 押 信 人 S 当 の) P< の 眉 級 人 稚 yQ" 

( 言 ) os, p.110, 7.2. 

( 結 ) 『 波 陣 黄 祖 』 交 R 円 1 く ” R 団 国 工 1 

( 巡 ) Y24ozz277 の 。 p. 252、 7.25: 7772722zZ77。 Derge, ho 327a6: アア 7zZ の 27 の Zzz, Peking, Vol. 117, p. 206・4・6. 
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だ o5Z,p. 303, 7.11. 

S 太 7gZ2g7, Derge, Do 153b2: Pzzzgog7g の gzg, Peking。 Vol. 118, p.1・5・1. 

た oz, p.340, 7.12. 66 友 o5Z 77 の Peking, Vol. 115, p.245・4・1 八 上 Q り )? 

『K 照 区 訪 統 』11K" 円 11 や "1 國 了 に 7『 破 虹 薄 昭 郷 偶 祝 』 交 1 国 " 円 1 1 く <" 1OR 民 に ? 

Sastram の 7 の 6 ん sygZ2 ツ abhidharmakosam. 友 o5Z, p.1, 7.4. 8 つり QG 理 外人 トー 衣 馬 り せく 引 で る 4 る? 
prayo 222?@ "yam kathito "bhidharmah. o53Z, p. 489,/.17. 

(きき) yata 2cgzyo bhidharmakosam vaktum adriyata iti. だ os2, p. 2, /.17: YZ5oZ277 ケ の, D. 10, 7.23: 7 の の 2772, 
Peking, Vol. 117, p. 93・1・7-8. ucyata iti 2cg ヶ yovacanam. 公 o52, p.8, 7/.8: S777Zg22 の 77。 Derge, Tho 52a7: 7 の - 
gg7g の gzg,。 Peking,。 Vol. 117, p.101.3・8 一 4.2. 


100 りり 


虐 1 蝶 弓 


(") 『K 画 賠 飼 選 』 尊 1" 円 団 1 に こざ 財 由 に ズ ざ 全 二 ゴ ゴ " 

(Q) 情 111′ 円 団 1 國 1 | 展 - ゴ " 」 

(…) 『 舞 槍 鷺 失 据 所 屋 民 』 交 117 ド 幅 NO 1HHO 四 FT 11H 1 民 ゴ ゴ " 

( ざ ) 世 帝 "円 ROY 11RO 基 せ に " 

(o) 『 営 将 編 祝 提 雇 』 弟 1 性 " ポ 幅 國 1 に 11S 軸 由 -H 

(o) J@J 計 移り 分 の 可 所 20 お G 叶 地島 円 衝 邊 重 じ 稚 xy@9「 に K 只 各 征 y 窒 愉 | 町 邊 人 K 性 時 直 所 HH ASoka 判 G 叶 
PA 人 為 Q7 周 裳 話 郊 111 選 舞 昌 流 隊 敵 忠 囲 旧 喚 日 ASoka G 押 虹 器 時 くく Q 家 SDQ 民 凌 尽 摘 WS 涯 喚 田 記 忌 土田 宮 @ 厳 暗 
盛夏 李 田 の 由 つ SQ 集 下 人 避 区 4Q 0 余 "」 舞 性 円 者 「 導 常 押 ・K 各 汰 立 ・ 舞 駅 ・ 鉛 綱 漏 G 二 訳 」『 本 性 民 導 邊 答 6 叶 審 』 上 
| 時 1RO 還 7 

(に ) 『 相 鯉 購 裳 訪 』 郊 111 円 団 1。 国 1 陣 に ? 窓 生 撤 筐 了 『 民 舞 軌 訪 』 革 暫 直 杖 吉本 作 1 1 くさ 周 還 7 

(o) 『 鷺 芽 層 所 窟 矢 記 半 屋 』 ゴー ド ト 撤 "『 舞 賠 袋 届 』 親 "四国 17 1 1 破 二 " 

(の ) 『 営 堂 妃 提 選 』 鵜 還 攻 ” 円 還 1 1 国民 P 
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( ヨ ) 『 貴 才 編 据 』 親 11′ 轄 括 菊 べく 7 11R ご 牙 拉 " 

(コロ) 『 貴 者 裾 雇 』 親 117 K 由 還 17 1 国 左 に 

() 『 路 条 編 据 』 郊 11" ポ 幅 還 1” 同居 了 ゴ " 

( 妊 ) 『 ヨ 1 据 野 』 表 111 円 RNN" て R 夏 壮 

( さ ) 尼 111 円 団 N に く R 下 に RO 赴 二 " 

( 選 ) 『 定 択 擬 較 隊 民 』 珠 円 RC 1 1 R 臣 壮 ペ に" 

( 品 ) 『 ヨ 人 拍 調 杏 』 郊 1 1 円 NN" や で 展 人 に" 

( 悟 ) 『 編 悩 』 ポ 円 国 国 "1 下 二 " 

(2@) JJG 和 Q 走 り いう ろり 症 り S. L&vi へ) 」. Przyluski Q 定 の 編 町 治良 9 Leyi 5< 枠 所 忠 悪 Q 赴 り ^ Kumaralata 
当選 品 普 征 つ Rn65 Przyluski 計 ” 抽 近 血 1OOMG Kumaralata 衝 赴 "所 明 悪 染 症 つ J 和 mnQ5 つ 衣 つ 7 十 
移 Q な 約 ^ 林 列 G 選 肖 信 円 つ ン だ っ う で の "Levi 給 令 円 つう べつ 昭 x? 

8 紀生 必 電 政所 要衝 0 へ キル 信和 伏 一 私 ト (Samathadeva) Q『 下 穫 編 』 家 422272 ヶ ZZ を o5Z77 を o ヵ 2y2 を 2 Q 革 有り "「 本 替 
ふ ャ ー 羽 ー 和 人 (Bhadanta Kumaralata) QG 欠 錦 引 (Drstantapnkti) 」 っ りう ろ 心 大 乱 旬 る や MG 思 棚 交 東 朱 お 5 董 下層 
「 ふ か ふく ペー マ ド ポーG 玉 ンジ 舞 WWG 負 半 扇 安 掴 」『 政 填 選 癌 社 朝 庶 県 全 加 』 螺 田 中 111 民 に 鈴蘭 

〇 ) 友 o5Z, p.20, 7.1 一 /.3. 

S) 『 員 務 相 祝 』 郊 1 ド 幅 HK や 国人 厄 7 恒 郊 1 で" ド 由 11 や 拭 1 現 に 

() 『 照 導 貢 祝 』 や 民 " 円 11 や "RSR 1 販 王 ? 

SS) 友 o%2, p.19, 7.16 一 /.17. 

(SQ) た osZ, p.19, 7.9 一 /.13. 

) 『 ド 申 閣 今 家 』 郊 や 人 K に ド 円 11 や 7 1 1 看 せ ? 

S) 人 男 恨 円 朱 筐 填補 『 四 惑 全社 』G「 光 二 投 朋 叫 表 稀 ” 抱 光 投 杉 麗 旧家 箇 」 当 ふ ャ ー 必 ホー%G 写 表 型 び 宮 1 准 約 9 
Sg 冶 @ 英 策 雇 0 りう 計っ う 信 4Q 綴 補 『 陣 細 例 社 』 ペ 所 @ べ 前 の 人 0)" 8 つの 余 尽 所 YO を ヘリ ーッ ンー 選 記 
2JG 宜 世 籠 り の 8 WS 可 編 叶 | 的 G コ 昭信 祝 9 入 7 愉 先 斉 ン 細 Y ツ うっ)? 栖 必 円 手 福 訓 編 11HI 民 7 

( 計 ) Y23ozz227 の 。 p. 59, 7.22 一 p. 60, 7.3, 
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( 馬 ) 8S 太 Zzz27。 Peking, Vol.146, p.236.3.3-8 (J り Q 王 所 人 くさ 生 緊 り 提 人 徹 稀 Xe) ア z7z2og7 の Zzz, Peking, Vol. 
117, p.114・2.4 一 は 1. 長 擬 『 貴 和 編 据 』 理 擬 和 低く" 11R マ 由 棚 " 

(人 ) 剛 才 革 剛 G 箱 羽 着 天 JG 忠 記 据 路 ・ 振 隊 電 表 天 記 棚 迷 和 か yQ2G 息 つり ろう 6 筑 炉 慌 全 4QDG 嘆 いり 祥 涯 陣 や 
父 で ” 軌 Q ン 式 人 0 の 昭 愉 MG つ 人 放つ 1 環 杯 GPS 人 必 守 団 肖 計 0 和 @ 拉 陸 誠二 つり う )07『 貴 条 編 雇 』1 円 
還 1′ II 較 7 『 感 者 編 据 』 弧 11" 円 還 1” 国 R 民 下 - ゴ " 

(人 ) 『 糧 褒 紋 』 胡 円 1 1K^ 国 1 11 に " 国 1 1 還 ゴ ? 友 み ZZ の 7Z7 が 2 の 7。 Peking No. 5588, Vol. 115,p.72・3・3 一 4・.3. 
3 JQ ふ AG mi gnod 約 na badhate ふ 抽 代 つ お 8QG% de La Vallee Poussin 操 官 じ 父 xye? de La Vallee Poussin, 
Zsz の Zzz e7 Y25oZ2777Z。 Bruxelles, 1914-19, p. 339. 

5) 『 友 四 形 細 信 祝 』 帝国 O" 円 11 く ^ 11RIII 克 二 ? 

(8) 度 表 信人 相 祝 @G へ AS『 揚 詳 編 』 汰 生計 宙 皇 つつ 誠人 る 園田 < の @ JGA 駆 路 流 穫 hG 人 の つ 家 大 っ" 


区 川 最 級 


(っ ) 『 陣 剛 裳 雇 』 殆 団 " 円 10 で R 人 K 由 壮 ? 

(Q) 『 管 間 編 編 和 雇 』 国 尾 ~ K 円 車 ” 1 国 く 克 二 " 

(w) 『 貴 才 編 記 』 交 RS ド 幅 還 1 1 人 K マ 破 二 " 

( さ ) 『 感 才 編 握 』 郊 1 〇 O" 四国 1” KO 国 下 ゴ ? 

(@) 『 相 勿 料 川 抽 才 状 馬 選 付 』 ド 円 NOT 111 国 現 ?『 半 舞 六 拉 路 表 抽 表 量 選 』 末 117 円 NO7 1111L 1 区 に ?『 坦 字画 

民 』 条 財 "円 NO 周 周 正 ゴ " 

(o) YY25ozz277Z。 p. 40, 7.21 一 /.31. 

( ぃ ) 『 虫 円 団 祝 』 帝人 KK 半 円 1 RT KK 1 民 d せ ? 

(o) JG 刀 りり 『 婁 円陣 編 』 導 7 半 円 1 RT 1 国 還 民有 は る 尻 林 G 雇 逢 流 箕 kG* 
NE と 《 ニ (= 
國 ) 伝 骨 「 泊 衣 1 選 」 居 交 」 1 下野 」 音 京 加持 本 十 1" 弁 選 嘱 虹 抱 軸 疾 虹 に 民 細 棚 遇 描 疫 (上 天 時? 忠 守 疾 時 正雪 送 鹿 」" 
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反攻 時 ン 鶴 , 要 記 鹿 同 」7 長 直 時 皿 」?『 抱 臣 洒 ⑤、 長 ” 状 工 夫 記 " 表 十 1 選 値 、 に 、 惑 了 
守 移り G 愉 完 剖 選 叶 『 限 弥 飲 社 』 か PJQ SS)y@ 7 生 記 人 
証 想 恒 編 *「 択 蜂 角 牙 1 届 環 下り? や 中 格 民 、 状 粒 農 雪 昧 」 ( 避 人 可 最 ) に 、 志 を 中 給 7 状 貢 斉 、 眼 居所 映 京 粒 " 
( 郊 や 17 円 11 や "11 や O 四 に ) 
きり Q の 完 籠 祝 嘩 『 破 陣 貢 所 骸 湊 祝 』 の) 
| 慌 毅 編 負 状 叫 監 | 届 静 ” 国 編 に 、 則 人 相 記 」? 拉 編 お 京 ? ( 殊 ゴ "円 1 1 く " RIKR 了 圭 ) 
8%『 下 邊 組 』 だ がり 1110G 地 誠人 代 つ りう? 大 ozZ。p. 16, 7.22 一 p. 17, 7.2. 
(の ) 加 xd5% 上 L. de La Vall6e Poussin, 72Z の 722277 の 7 の 57 の の 77 ル ん Z S7772 の e 万 7Z2- 7 sg, Paris, 1928-29, p. 222. 
( 選 ) 揮 杯 暑 媒 『 で 洋 ざ 競 穴 福 』 せ G「 早 咽 江 G 爾 維 」 槍 悦 " 
(コロ ) 『 四 円 陣 祖 』 交 1 還 " ド 円 1HR" 同左 ゴツ 


() 選 郊 1 や" 円 1HR" 軒下 に " 
( 品 ) 太 第 1 円 11R" 還 國 や 陣 芋 ? 
() 太 弟 11O′ 1 1R" 思 國 了 現 芋 “ 
選 ) 太 第] に 円 1IR" 還 還 や に ? 
( 選 ) 避 弟 111 ぐ 。 ド 円 1 HRP" 還 べ R 克 ゴ " 
rー) 第 団 1 円 11RC 交 1 1 ペ 陣 に ? 
( 思 ) 区 親 1 円 1R" 同国 国 暫 后 ? 
人 避 親 1IO′ 円 1 RI 国 RRO 基 革 ? 
く ) 克 新 団 選 門 11R" KO 買 下 ゴ " 
SQ) 区 弟 I1 団 "円 1 1R” 還 く 1 1 克 に ? 
(名) 切 弟 1IK 円 1 RT 還 べ ざ 破 d? 
S) 避 第 111 ぐ 円 1 1 国 RO 央 早 ? 
くく) 避 弟 11 や "円 11RC 国 R 国 工 后 " 
S) 回 


く 〇 ′ ド 幅 1 1HR” や や 国 陸 7 


上 敬 多紀 紹 


(っ ) 攻 つ ン 叶 上 1 | 租 螺 川 綴 ( 1 ペペ 区 ペ ヒ に ) 堆 菩 " 

(Q) osg, p.329, 7.22 一 /.24. 

(w) 52, p. 330, 7.4. 

( ヾ ) 9$2, p. 330, 7.9. 

(oc) K ホ で 中 で 計 8 う 57 を へ A 計 - 人 ミミ 人 区 Q 記 りり 想 環 流 父 XQ? [Derge]〕 yam smras pa shes bya ba ni 7o ヵ 2 ヵ oz 
gs7272 の 2 の 222 の の 2 の Zo. (57777gZ2677。 Derge, Do 196a?). 〔Peking] yan smras pa shes bya ba ni s/o2 Z ヵ oz 
gsoZ 7 7eZ 77 の の o. (777ZgZ2 の 77。 Peking, Vol. 147, p.192・1.8.) り 応 籠 四 Q 甘 い 人 る の つの つ 娠 ろう? JG 耳 殊 り いう ろり ソ 
回 環 所 癌 冷 G 抽 民 釣 琴 ” 詞 つ り 勧 結 和 か y@" 

(o)  Y25oZz777 の , D. 517, 7.19. 

(に ) Y23oZz277Z, D. 518,/.4. 

(o) yan smras pa shes bya ba ni slob dpon dpal len (Acarya Srilata) id do. ( ア z ヶ zoogz7g ん gzo, Peking, Vol. 
118, p.14.3.3: Derge, Tohoku No. 4093, Chu 149b?) 

(の ) gan shig ces bya ba ni 〔slob dpon gyi(JG 箕 邊 人 隊 尽 ) 〕 slob dpon gnas brtan gshon nu len (Sthavira 
Kumaralata) la smras paho. (7 の 7 の 2z, Peking, Vol. 118,p.14・3.8 一 4.1: Derge, Chu 149b?7) 8 本 さ X へ 
層 Y キハ 緊 り 計 区 むり 4Sye (Narthan, 近 押 部 人 所 余 ) Nu 165a9)? 如 人 8 人 ミ 人 了 切 居 く さぶ へ 芯 G 君 り いろ り 権 失 政 
選 G 府 R 記 玉 記 "回 つり 失 祝 か yQ? 

( ヨ ) YY23oZz777Z。 p.518,7.21. ア z7zZ の 27 の 7Zzg,。 Peking, Vol. 118, p. 14・5・3. 

コ ) 『 皿 円 構 編 』 弟 1 1 国 " 円 1 SR” 還 ]l 民 -]? 

() 虐 二 半周 りり いひ う り % 事 也 区 下 ・ 幡 給 約 時 『 晶 十 』1 1 1 陣 Q「 避 弧 瞬 十 時 組 」 鈴 君 ? 

( 己 ) 過 打 各 人 「 弄 告 べ 卓 の つり @ 門 導 詳 る 洋 無 @ 失 湯 」『 壁 押 細 首 語 県 』 1" 国 〇 KK 牙 ベ ヒ * 

( さ ) A. Hirakawa, 7z2e ヶ 7o 77e 4277727ZzZo52 の 72syZ。 Part 1, Introduction,p. II 一 p。. 父 . 

選 ) 民 擬 碑 『 破 照 黄 狂 礼 @ 応 』『 斉 家 』 国 " 111O 臣 ? 
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(⑧) 


地下 近 竹 秀紀 漁 」『 較 届 1 誰 時 』 編 書 征 1” く 臣 ? つ 玄 つ 他 夫 舞 填 『 役 史 ( 和 移 ) 編 流 赴 Q 家 所 環 り 時 来 逢 で 宗 


P 局 夫 避 馬 陳 天 Q 祥 。 避 昼 呈 触 翌 和 N 明 民 件 補 人 SG や 人 的 G…」 さ の 拓く で Se (『 写 明 手 鑑 恥 』 1 国 夏 


m) 


思 w『 組 円 恨 祝 』 郊 1 ポ 1HR" 財 1R 看 S 弓 乱 Q『 儲 飲 編 』 弟 量 ポ 円 1 11RN く 貝 に SW 家 人 97 芳 


っ ン 1 1 租 区 1 〇 緩和 1 則 屯 ) 給 菩 " 


() 
( 合 ) 
( く ) 
(S) 


( く ) 


の 7 ヵ Z, p. 47 一 p. 48. 

箇 導 円 衝 「 独 消 吉 ・K 吉 志 癌 ・ 掴 叫 ・ 多 繝 紀 QG 唐 県 」『 尾 ざ 凍 赴 再 作 時 回 』 箇 邊 1 く O 皿 " 
『 皇 川 擬 編 早 』 交 111 円 NR て R 了 尼寺 に に RO 了 - ゴ " 

『 民 棚 虐 編入 衝 』 多 田 新 "1111 国 " 

葉 維 折 「 判 松 叶 を 四 各 」『 男 尾 円 者 癌 漠 明 牌 紀信 編 拉 守 』111O 国 下 ペ に 


(SQ) 思 湊 円陣 「 全 で へ ホー 末 欧 SWG 本 恨 G 征 


」『 蝶 導 押 十 区 近 記 起き 替 形 編 宗 』 や R 赴 


『 川 表 G 死 』 轄 
さ ペ ビ に ” 了 コ 親 1「 捉 生 ・ 人 萌 ・ 稔 示 」『 細 抽 が ざ 』 KK 還 ・K 還 "| 国民 に" 


りり) ツ 『 嘘 直 編 』 で G で と 肝 狂 作家 世 科 @ 叶 所 己 他 は いう ろり" 門 迷 G 証 昧 胃 べ つき? 八 組 瑞 冬 叶 

K ホ で 中 上 ホ で (Sthiramati 人 鞭 ) Q 7Zog777Z 

トー ミホ 私 トド くさ 気 (Parnavardhana 据 事 ) Q し 2 ん sZ7274245 の 77777 

キ A ロ ー ッ ンー (Yasomitra 門 恨 ) QG SZZz72777Z 

GIIP 人 SV KNTYNT ト で 振り 計 臣 家 で 「 謙 伽 」 拓 か 芽生 叶 地 坦 つ きっ 

客演 航 邊 二 だ"「 拉 幼 呈 Q 証 包 」 り 提 う りり” @ ズ 本店 つり K ホ で 必 下 で 据 AJN 一 ミホ 私 トミ 所 本 振 財 人 6 り 騒 きつ 
8 枕 際 流下 の ) 碧 硝 没 うっ QB 雪 つ に キタ アー ッ ー 届 振 叶 。 編 記 11 振 ① 騒 きつ K 反 で くさ 対 二 つり うだ うろ っ の 余 余 
人 Q 征 "「 拉 作 喘 」 り 表 和 か 堪 届 8 や) を キ > ロー ンー 羽 振 -JN 一 ミト ホトミ 気 生 振 配り 折っ 1 窯 対 代 つ うろ)QG る ) 計 宮 握 
0 お 7) や やつ ピ JG り 余人 0 トー ミホ トト ミ 気 下 計 福 べ 呈 り いう KK で 中 上 ホ で 家 維 君 つ "「 擬 合 呈 」 り ひい うり キ 
> ロー ルー 振 學 鈴 姓 つ お 忌 翌 筐 光 穫 XO の 0 家 お 9 で W 避 キ タリ ーッ ンー 下 振 科 る ン Jo の 一 ミホ 私 トミ 気 尺 振 5 居宅 
羽 刺 か \@ り AJ2 の 和 必 琴 X9 0 の ろう 選 GPSy09 8 お 8 つ キ AS テウ ーッ ター 必 AN K ホ で NN で G 紐 窓 突 りり 還 史 じ 提 4 ぐろ? 
( 穫 堪 電 「 吉 作 嘩 QG 証 県 」『 村 <Q ポ 赴 証 束 千 回 』 上 111 下 11R 克 信和 維 君 ) 
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け 祥 忌 家 つり 曲 瑞 握 冷 寺 填 叶 "「 敗 抽 飲 吉 給 」@ 握 伝 別 家 生 | 級 柚 秩 G 度 昧 人 る Q K ホ で IN セ ホ で 振 トー ミホ 私 トミ 所 
トト 据 キタ リー ツー 羽 据 @ 婦 人 SQ 愉 A 粗 提 人 0 祥 誠 7 ( 財 環 据 「KKT 選 TKNTG『 現 者 編 』 組 MG 芯 一 一 昨 振 秋 避 給 
移 人 シ マソ ーー」『 選 零 邊 』 上 1R 下 ” 田 下 に 維 脱 ) 

中 納 線 @ 叶 だ” 作 突 @ 唄 送 和 y@ 舞 砂 如 定 限り ASyQ" 


区 国 紀 級 
(") 『 虹 絡 況 編 』 郊 1 の KK 円 11 マ "全国 O 葉 に " 


(Q) 回 疫 国 國 ” 円 11 や 7 111 マ 在 " 
(m) 区 郊 1 KK 円 1 や" や NR 販 に ? 

( ざ ) 眉 帝 1 RII 1 や "や や 国 下 HP 
(@) 区 錠 |IO" ポ 門 (1 や "1OH 三 " 
(o) 区 郊 | 11I KK 門 1 や 7" 因 べ や 夏 ゴ " 
(に ) 中 帝 因 1- ポ 四 11 や 11K 団 百 " 
() 必 帝国 "門人 1 や" KRI 弄 に ? 
(③) 回 御 1 円 1 や" 団 陣 年" 

( 選 ) 中 帝人 1 1 門 11 や "1O 国 三 ? 


( ロ ) 『 挟 申 貢 昭次 介 祝 』 親 111 門 | 1 く ” KK 販 十 ? 
() 『K 照 商 飼 祝 』 末 R" 円 1 1 や" 国 l 契 半 ? 

() 『 長 陣 貢 券 仙 編 』 親 因 " 円 1 1 く ” 1111 1 百 ? 

( さ ) 『 ポ 隔 瓶 評 幻 』 親 1 び ′ ポ 幅 1 や" 国 や 起 d? 

( 戸 ) 『 肥 晃 黄 國 交 貢 編 』 新 国 "円 1 1 111 国 陣 皇 ? 
(らら) 友 o52, p.31, 7.11 一 /.16. 

( 司 ) 『 持 円 陣 祝 』 交 や "円 1 RT 111K や 破 壮 * 
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0 こち 
( 避 ) 

Q) 
(S) 

Q) 
( ぐ く ) 
(くく ) 
() 
( く ) 
( く ) 
(人 ) 
( く ) 
(る ) 
(5) 
(@) 
(8) 
(②③) 
(⑤) 

の) 
(⑤) 

の ②) 
(②③) 
( ぎ ) 


( ぎ ) 


だ osZ, p.66, 7.16 一 /.17. 
た o52, p. 76, 7.21 一 p. 80, 7.8. 


『 明 円 陸 編 』 弟 1 に 円 11HR" 周 〇 居 阪 せ ー 末 1 同 "円 11R" 還 111 皿 に 


た o5Z, p. 91, /.14 一 p. 94, 7.16. 

『 婚 円 隙 家 』 交 1 や" ポ 由 11R" 國 11R 夏 -" 
た o%Z, p. 5, 7.6 一 /.7. 

だ の o5Z, p. 99,7.10. 

『 皿 円 陸 祝 』 末 1R" K 円 11R" 国 国 還 隔 " 
だ o5Z。p. 112,/.18. 

『 疎 円 昭 編 』 末 1117 回 11R" 四国 ざく 下 に " 
osZ,。p. 116, /.16 一 /.23. 

『 四 円 陸 礼 』 弟 11117 円 11R" 周 民 ll] 碑 圭 ? 
だ o5Z, p.136, /.14 一 p. 137, /.14. 

『 明 円 団 礼 』 新 1 1 や" 円 1 1" 団 R 国 下 に " 
た o52,p.154, /.5. 

『 政 才 幼 』 郊 1 の "円 1 1R" 国 国 茸 " 

『 峰 円 配 編 』 交 1O" 円 1 SR 国 111 克 に 7 
が o%Z, p.194, 7.14 一 p.195, /.15. 

『 民 円 陸 祝 』 親 1 国 " 円 11R7 国人 因 四 に ? 
が o5Z。p.195, 7.15 一 p.196, 7.2. 

『 起 円 陣 組 』1I 財 ” 半 円 1 1R” 合志 販 d? 
た o5Z,p.196, 7.4 一 p. 199, 7.10. 


『 四 四肢 礼 』 末 "円 1 1R" 国 軸 回 に さ F 


osg, p.213, 7.1 一 7.9. 


72 ひ 


(③) 
( ぎ ) 
() 
( ぎ ) 

に 
( き ) 
( ぎ ) 

マ ) 
(5) 

) 
(Q) 
(@) 
(8) 

6) 
(⑤) 
( く ) 
() 
(⑤) 

⑤) 
(5) 
(⑤@) 

ら ⑤) 
(③) 


(⑤) 


osZ, p. 222, /.6. 

『 壁 円 尉 門 』 末 SR 円 11R" 国交 H 三 * 

た osg, p.278, 7.16 一 p.279, 7.4. 

『 胃 円 団 紀 』 新 国生 "円 1 HR” 国 RKK 左 に 

だ o$Z, p. 300, 7.19 一 p. 301, 7.11. 

『 持 円 陣 編 』 親 国 1 円 1 RT 交 1 1R 在 " 

だ o$Z, p.375, 7.10 一 p. 377, /.5. 

Y23o22777Z。 D. 588, /.17. 

『 四 円 囲 祝 』 列 代 く "円 1 1R や 1 1 破 に ? 

交 1 學 1 編 (1 1 由 民 ) 鈴 憶 " 

だ o5Z,p. 229, 7.17 一 p. 230, /.12. 

niyatam eva tu drstadharmadivedaniyam aniyatam caturtham iti varnayanti。 友 o5Z, p. 230, /.12 一 /.13. 
『 時 円 陸 編 』 親 還 〇 ” 六 円 11R” 国 や 〇 の 在 に ? 

Darstantikah Sautrantikah. Y23ozz277/Z。 p. 392, 7/.21. 

大 o5Z, p.237, /.13 一 /.19. 

Darstantikah Sautrantika-visesa ity arthah. Y23ozz277Z。 p。 400, /.17. 
『 加 円 酸 編 』 尊氏 1” 円 1 RT 国 や 軸 了 圭 に " 

交 1 北門 11R"T HHR 陣 持 “ 

恒 郊 11′ 朴 円 11R" HHIR 葉 持 

尻 1 円 1 SR" 1 団 〇 由 芋 ? 

螺 | 掴 頻 国 紀 (K | 慌 ) 代 属 * 

た osZ,p. 145, /.18. 

を ヘリ ロー ンーINo の 有り 完 所 松 G 撤 据 つつ うろ)G5 TT28o2277Z。 p.309, 7.31 に ? 
大 o52, p. 248, /.10 一 /.12. 
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(@) YY23ozz277Z, p. 411,/.4 一 /.5. 

) た osZ, p.461, /.7. 

(8@) Y23ozz277Z, p.698, 7.10 一 /.11. 

(⑤) 導 芽 般 「 早 咽 是 Q 演 帝 」『 呈 きき 度 』 1 一 1 1 1 国民 代 に ? 


(に ) E. Lamotte, 万 7s7o7e の oz の 75226 72 の 7672。 の 65 ozg72es の /27e So ん g。 Louvain,1958, p. 582. 


敬 江 握 紋 


( コ ) 『Ill 編 補導 』 回国 団 " 11 葉 9 

(Q) 『K 政 較 裳 局 』 国 ′K 帳 団 1 ママ R 四 に ? 

(@) 下 握 R『 て > と 了 材 恥 』 民国 皿 " 財 三 泊 『 て ヘー と S 剖 也 』 寺 導 1 や R 四 " 

( マ ) 只 晃 本 叶 下 は いう ろり 叶 "半鐘 功 ・ 財 葉 幼 御 「 揚 豆 也 上 所 更 」(『 財 嘱 覆 期 』 編 穫 夫 | 昌 凶 )′ 表 舞 上 ・ 計 導 民 還 
『 擬 前 必中 選 表 抱 惑 虹 抄 角 福 J 陸 人 重視 『 尽 絆 き 都 導 田 也 G 語 択 J 縄 和 円 折 『 る 崩さ 痢 弄 G 認 』 時 三 六 『 ャ ヘミ 都 BU 
EN 

(o) 付 三 癌 弓 下 軟 ′ 1 1 ご 皿 1 国 1 区" 

(S) 財 三 潤 記 秩 ” 1 因 1 友 " 

(に ) 避 和 t 円 親 弓 記 弥 ′ | 1 回 了 " 

(%) 『 ポ 画 加 裳 選 』 交 11 回 団 1 ご や R 四 に 

(@) RIlA "玉田 @ 詩 祝 で やろ や 名 / 告 定 上 選 『 て へ と 折 宅 取 』 下 "1 ご 1 1 友人 三 泊 『 尽 補 肖 き 剖 G 語 県 』RK 皿 
蘭 

(3) 『 幅 加入 局 』 弟 " K 四 団 1- ママ や 破 " 

( コ ) る ヨ 丹 球 『 貴 紙 必 手 幼 矢 居 上 屋 』 に 国 や 展 " 

(3③) そ ヨ 搬 斑 記 肉 ”* 国 や じ 地 " 

3) 礼 媒 『 る 骨 き 拉 穴 編 』 | 国 R 欧 ペ に " 


イク 


(⑳) 
( 己 ) 
(ご ) 
(ご ) 
(で ) 

ご ) 
( く ) 

S) 
( く ) 

く ) 


(くく) 


J. Przyluski,。 の gzs7gz72 を ZSZz7722727 を Z 27 の Sg7 の gs77 の の 72, 【HQ。 Vol. XXV1,。 No. 2, p.236f. 
J. Przyluski, S2zz7g7277 を Z e7 の ZZs7Z77 を 2, Rocznik Orientalistyczny, VIII, 1932. 

町 必 円 朱 「 狂 堂 避 ・ 義 各 求 ・ 舞 MW・ 堂 細 編 @ 康 応 」(『 任 き 千 吉 球 K 吐 回 』 上 1 季 111I 国 了 " 

男 要 円 絡 『 半 骨 の る や 淫 』 1 KK 民 下 7 

『 胃 円 國 祝 』1" K 幅 1 SR" HI 契 ゴ " 

Y3oZ277 ア の 。 D. 992,/.21. 

Yo22777Z。 D. 400, 7.17. 

地代 円 拠 志 忘 祝 が "| 1R 貝 " 

『 開 忠 所 再 六 箕 至 』「 痢 稲 量 」G 皿 " 

M 画 時 咽 落 G 早 編 刀 宅 つ 人 るり ポ nASSG 7 『 装 箇 賠 営 記 』 郊 111 円 17 R 財 民 下 に ? 

J り 人 QU い うり 8" 陣 将 純 福 『 尽 補 き 製 癌 田 表 @ 唐 包 』 還 1 民 一 国人 KK 民 "区 全 円 親 『 る 淫 当 准 6 店 記 』 | | 破 一 


IO 皿 " 付 三 浴 『 ャ ヘ テ S 制 弄 』 寸 末 1 団 岬 夏 一 1 や I 皿 " 失 塵 " 


(人 く ) 
( く ) 

Q) 
() 

S) 
(5) 
(5) 
(⑮) 

9) 
(⑳③) 
(⑮) 


(⑤) 


り 届い うじ 8 表 括 撮 ・ 時 民 也 『 掘 導 記 軸 表 人 大 第 層間 纏 』 鈴 菩 " 
や で コ 骨 世 『 中 臣 層 選 編 四 記 上 屋 』 せ " R じ 所 " 

Y23oZ2277Z。 D。11, 7.29 一 /.30. 

た o%Z, p.146,/.3 一 /.5. 

YoZ2777,。 D。907, /.17. 


『 四 円 陸 編 』 殆 人 I 同 ” K 円 1 1R" 国人 くべ 臣 - ゴ せ ? 

『 査 円 陸 編 』 末 1 KK 円 11RP HH 1 現 ゴ " 

螺 | 舞 晃 1 綴 (| く 臣 に ) 誰 悦 “ 

『 思 円 囲 編 』1" 円 1 RC 1l1 1R 夏 に * 

『 避 導 編 | 証 演 下 失 医 弟 太 』 人 1 や 円 1 1 国 ” 1 く R 在 ? 

E. Waldschmidt, の gs ル 7272 ヵ 77727 と の の 25776, Berlin。1950, p. 238. 
葉 攻 ・ 寺 宮 福 応 籠 ′ 呈 p.21, 2 p.29, /.16. 
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5) そ ゴ 指 慰 弓 応 秩 ” 革 " R ト 穴 ? 

(⑧⑱) そる ヨ 内 慰 弓 応 季 ” 時 "RS ト 徹 1OL 違 * 

お ) 『 野 円 囲 編 』 殆 11K" に 円 1 1R" 還 べ R 在 * 

( ぎ ) 村 三 決 『 越 振 Q 証 上 』11R 現 一 国人 1 不 * 

( マ ) 『< く ポ 肖 編 』 交 ゴー ド 幅 11K7 1 や 克 -H" 

( き ) ご 『 ポ 虹 里 訪 編 』 還 還 ” 円 11 や 111O 貝 せ ? S 眉 六 人 K” 国 R 国 了 1? る @ 了 交 KK 国民 K 塊 ゴ " き 居 郊 1 〇 困 
国人 失 現に "5 切 郊 11 ぴ ′ 国 や 11 民 革 " 

( き ) ご 『 尼 國 貢 皿 細 訪 編 』 末 1 国 " 円 11 マ "1 や や 三 5 S 必 末 国 ペ ” 1 代 11 民 "る 選 郊 国 ペ " 必 的 団 阪 寺 " き 攻 新旧 
国 ~ 上川 べ や 了 に " 記 尻 汽 国 R" 国 〇 や 起 に に" 

き ) 國 倒 画 作 覆 G 維 喉 Q せ の ” 舌 党 つり ソ 「 唱 過 」 3 咽 @ 皿 記 定 や お 2 の 68 『 貴 基層 導 宜 』 つる まう っ“ 

( 叶 ) 尾 ・ 付 誤 柱 応 科 "中 p.16, 7.16 一 7.17. 

(きき) た oz, p.129, 7.14 一 /.15. 

(S) 色 osz 77 め , Peking, Vol. 115, p.173.3・2. 

(③) os5Z, p.129, 7.18. 

(SS) 大 oz 7 め , Peking, Vol. 115, p. 173.3・3. 

(5) 補 性 ・ 財 宮 柱 応 牧 。 記 層 p.16, た 18 一 p.17, ム た 1. 

() そ ヨ 租 守 祉 県 秩 "に" 国 や じ 棚 焦 " 

(8) 窟 藤 ・ 計 宮 柱 忘 季 " 写 層 p.17, 7.1. 

(@⑱) 『 虹 薄 信 幻 』 郊 1 1" K 円 11 や " 国 国 下 せ ?『 屋 隙 貢 限 凌 信 社 』 多 人 KK 円 1 1 団 11 在 に " 

(③⑱) そ て ヨ 符 材 柱 応 秩 "に " 団 や ト 失 失 肝 " 

( 具 ) osZ, p.64, 7.5: p.197, 7.16: p.477, /.15. 

(や ) 和 外 円 親 祉 応 季 11R 克 7 

() 所 耶 抑 『 呈 豚 き 窒 下 十 吉 居 紅 衝 』Darstantika G 政 鈴蘭 ? 

(@⑱) 『 了 細 訪 編 』 末 国 償 " K 円 1 や" 11 マ 了 "『 情 陣 嘩 陣 区 全 祝 』 親 必 1 0 円 11 く 7 1111H 民 電 


イィ 


( 衣 ) 『 半 咽 次 信 禄 』 弟 11” 円 1 1 や” や 大 芋 * 

(5) 『 密 申 嘩 商人 訪 礼 』 交 17 円 1 く ” KK 現 本 

() 『 ポ 照 閣 念 幻 』 交 人” 円 1 19" 1R マ 阪 吉 皇 " 

(@) 寺 三 泊 「 恒 浴 稚 ぺ 突 徐 愛 』『 翌 無 午 年 提 音 紀 栓 統 製 十 き 失 才 編 枝 』 1 KK 下 7 

(8@) 『 ポ 虹 券 介 編 』 交 川幅 1 1 や "1 て 皿 に " 

(⑧) Ko52, p.77, 7.5 一 /.7. 

ら ) 『 友 國 蘭 隙 薄 訪 編 』11O" K 門 1 1 マ ” 1 軸 べ 了 在 " 

(る ) 『 虫 導 訪 紀 』 郊 1 RR 国 " K 円 11 や 7 や や 三 " 

(5) J. Przyluski。 の gzs277 を 2 ぐ 2277 の 2772 の 22 の ZZ の @577 の 2 の 22 IHQ, yol. XVLI,、 No. 2, p.246f. 

(⑧@) 陸 必 重視 紀 応 縮 「 IRO 由 一 IR1 1 破 " 

る ) EE. Lamotte, 万 Zszoz7e の z oz の 725 ク ze 722 の 7e2。 Louvain。1958, p. 579. 

に ) ibid., p.582. 

( ビ ) お お つ 『 在 円 陸 紀 』 史 1 完 過 征 「 明 編 屯 」 ざ っ 必 押 陸 令 速 QRAG 届 奈 人 S「 綴 昌 編 導 韻 江 、 計 、 野 編 m( 指 時 」(『 必 円 
慰 編 』 錠 1 や" 円 11R" 団 11R 阪 ゴ )* DJG「 時 編 押 」8" 環 村 G 了 十 天守 \% り 9) 対 季 捉 つ お 曲 画 除 (Sautrantika) 応 環 
かり 所 4 る や 稚 ye? JQ「 早 編 抗 」Q 態 / 4Q ン Sautravada (w8 Satrantavada) の 4SQA? AJ 和 本 SG)” 衣 硫 
Q 才 Sautrantika < 神 密 Q Satravada Q 思 症 り 年 宛 おり 役人 約 り SN07 つ 人 放つ 的 琴 お 5 必 り 『 貴 江 層 導 
編 』G Satravada -)"『 下 吉 編 』G Sautrantika G 記 呪 "中 宅 光 の 再 団 刀 り の 衣 座 だ 境 ン き う で や AS07 2 の つか 
家 8 SS8「 捉 相 計 人 守 当世 示 G 早 周 骨 つ りう )Q2G や 和弥 9」 の うろ 必 四 屯 団 夫 の 人 SQ MS 欠 ADQ110 8 
4H ン 密 時 ろ ぐ Q や 人 SN@ 染 所 Q Sautrantika 8 Gt 時 陣 谷 史 古 叶 。 紀 G Satravada 人 4Q 羽 古 り う 0⑳ う 人 愉 押 下 
流 次 や 8 選 眉 普 GS 思 で べ マ の や 天 計 肌 人 銘じ うっ ポ G 信 の つ 家 っ" つ 全 の" JS1 1 党 @ 具 寺家 ン 思 @② ぐ の 近 ぶ 5? 


拭 1] 舞 早 再 基 QG 昭 剛一 ->! ト ペー トー*@ 際 黙 記 人 G 選 つ 


タダ Z 


し 1 


地 


なり め J 絆 1 搬 「 叶 瑞 Q 賜 恥 」 ど 征 早 つ お コ 必 り 若 玉 共 (Sautrantika)Q 思 屋 の 2.GSAG ヘ セー 必 Nー ベ (Kumaralata) 
8 『K 陣 商 全編 』 近 @ べ 前 虹 いつ 全 の ” 維 ]| 対 捉 赴 器 完 貴 つう 選 匠 問 粗 朗 い うう” 204Q 紀 JGA セー 羽 一 
ふ -JA リュ ホー トー ホ %(Srilata) 先 眉 填 宮 貴 生 x 晴 認 喉 訟 おり Ne の 糧 誠 0SXQ9 8「 早 (satra) 対 咽 つ ^ 礼 
(sastra, abhidharma) 記 咽 和 つつ 8 う 」 早 咽 汰 G 剖 寺 だ だ 7"『 豆 条 編 』G 並 りつ 人 綱 天 ろ うり の 軍 飲 り 乱 )@" J@G 
5 所 ソ ンジ)GAJ7 早 瑞 拒 照 商 信 (Sautrantikavibhasa) 記 直 お の ろう 大 ye 9 す ホ ーー トー Ji 早 咽 共 @ 罰 屋 
8 叶 明 玉 共 の うっ 心 軸 泡 称 曰 選 り 攻 っ お べ 応 内)\@ 糧 提 20 祥 )@ 尼 眉 委 策 K 和 っ で ぐ や 4S)Q? 

JJ や 『 抽 円 本 罰 』 つ 8 つ 鐘 応 攻 0 誠 失 帳 0 拓 6「 十 材 」 の 叶 ) A す ホー トー ペ ツ ASNG の ろう 必 民 湖 給 つの” 生 や 
J り 祭 々 で G 琴 りお の 選 め 和 N09 の つり 天 生 雪 館 で DGG「 十 期 」G 相 王 學 各 熊 本 )@G りあ どの ワン 早 喘 監 の ろう . で 
SQ2Q G 昭 類 当 人 9 瑞 扱 作 光 NOG ジ だ 守 うろ 8 人 る 9 | 

合 々 だり りり 尺 7『 回 円 概 統 』J 応 臣 0 尺 0 十 緒 編 G 枯 お 0 の 2Q 交 ず 心 生 7 り 記 対 条 引 つつ お うず 独 角 征 :G7 お 8 っ 
『 疎 円 陸 編 』G 詞 和 叶 『 感 考 編 』 の 畑 壮 守 浮 忠誠 2 の YS の 0 家 じ 代 8 選 二 結 給 G 羽 ンタ の 『 豆 箱 編 』 ぐ 状 党 G 革 や 民 
駒 0 硬 *@ 失 RASAGS 人 S ペ に 6 常時 史 移 う 倍々 叶 ” 臣 並 や G 肖 紀 想 科 釣 革 ろり 『 下 者 編 』G 記 乱 刀 短 
家 史 ン 民 漠 つ ^ ww 応 『 豆 才 編 』 ぐ 弓 所 6@ 礼 輸 装 ② 鈴 君 つ 如 全 の 『 桂 円 陣 編 』 ぐ 十 材 SG 害 王 多 包 の 〇 信 史 つう 導 選 うろ 5 

勿 党 池 時 咽 江 @ 軸 字 叶 近 祥 KOG の 056 剖 劇 つ お コ 愉 計 護 GS PJ 家人 Q 対 思 つ り 編 年 hG り 叶 符 


心 抽 所 流 學 うろ う P 穫 Km7 式 に 6 失態 及 GY ソ 門 党 時 SSN 明 Q 守 人 尺 明 咽 江 @ 編 時 Q 客 瑞 約 う と ン ベ 玄 < の 江 
ーー 束 計 朋 り っ )07 


9 


葵 | 紅 軸 記 @ 状 


が 本 『 惑 箱 編 』「 孔 喉 」 鬼 1 1 1 工 に 6 堅 時 名 Q 謗 見る 9 移ら 信 認 味 本 9 鑑 誠 諾 層 つ 4 詩人 訟 部 
( つ ) 
G 巡 皿 ^ 肖 提 甘 移 稔 癌 つ じ 絹 入信 いひ 邊 82 の G や 4 


0 


| 『 束 坦 編 』 ぐ 調 


ご ニー < 筑 交 

と 択 @ 感 弄 
0 か QG り 名 骨 0 だ no? 
語 ] りり 宮本 間 規 各 @G@ 京 G 可 (daksana) 対生 つじ うろ)@Q SPASG 生 民 AJ2 の MM 家 必 必 計 7 名 G 濃 G 宮 
勅 史 寺 YSP 穫 選 の 介 SO ろう 杏 8 お 7 渦 生 | 架 り 寺本 h@ 4 作料 着 2 の 0 う ン Q 為 叶 人 SN)@G の 乱 下心 訪 
【 細 〕 泡 征 | 避 電 生 0O 必 央 所 2 の 7 スン QA 叶 矢 0 の る GSs9 

せ 1 応 状 @ お 上 
り 応 心 | 慰 送 叶 国 届 吐 人 絶 @? SCANg(rapa) ざ つつ (citta) )G 応 (caitasika) JJ 包 に 皿 坦 過 (cittaviprayukta- 
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⑪ 


( ゅ ) (の o) 
samskara) -J 区 る 肖 相 (asamskrta) の 人 SGP JGAQ^ 苦 村 肖 補 表 つ り 聞 年 e だ GS や” (人 で 本 和 りつ 


うり びり)@5] 


性 窟 
で 部 路 じ G 博 喧 財 
民 加 Gapin) G 押 り 表 つ し 家 G 品 必 隊 記 (niyame) 千 付 0 本 伴 RA 
SR 里 旧 8 つじ お" 時 守 6” 相 到 召 ン 避 公 奉っ つり こい G や @ 色 臣 普 対生 AO? 
りり ウス 人 心 咽 村 (paramanu) 8 回 G 穴 ひい 人 心 (rapasamghata) の 移り ソー つ 為 め | 記せ の 孔 2 の 宜 罰 だ (sarva- 
saksma) の G の AS0 の うっ う AS My の 820 染 8 うべ ひ 財 窒 ぐ 10 10 ひ 0) 叶 編 記 %0 祥 下ろ ? JG 財 胃 ( 
農村 G 移 ひい weS)87 如 映 り 多 うり 7 舞 節 如 ン (asabdaka) 政 当 半 う (anindriya) の か くい QG.2Q (dravya) 
人 的 0 P 臣 部 計 0GP や SS WSAS 1 0 2 押 りき 仁 如 2? ご 0 GoG/ 国 半 抽 (catyari ma 
habhatani) さり 直 (rapa)・ 惚 (gandha)・ 来 (rasa)・ 苦 (sprastavya) Q 同 諸 末 名 (opadayarapani) じ 和 je? 
T 吉 四 じ G 博 下記 
つ 信 つ り G 届 宜 (SG 和 いふ] 寅 際 染 典 必 (sendriya) 垢 浅 寺 ろ 郊 詩 R び 2 の G 光 区 六 講和 ho" に 3^( ) 
お 87 十 Gz の G 全 要 工 史 直人 年 y@? 
トル へ が で そい 1 語 い い も ミ は の しく まさ) 
部 聴 介 民 撤 NO で (kayendriyin) や 8" COGp@ 公 区 上 け 半生 AG" 
飛 薄 @ 移 ひい SG 壮 史 ” 玩 際 当直 揚 生 DO あがり G 紅 で 志 必 貸 殴 寺 じ 狗 記 7 杜 窟 対 穫 生 )G2Q の 人 KG9 表記 


NOS の G 祥 韻 史 地 年” 提 各 舞 く お くい OS” 四宮 の の 4S)@7 
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く 部 皿 じ @ 十 剛 吐 志 
曽 相 6 迄 けり ^ 弄 G 団 交 王 つ し っ AG や G(aparendriya) お 8^ 十 G や G 中 区 並 け 講和 本 KG? ( 拭 111 1 民 ) 
剛 杜 (SG 和典 0 JQ 壮 の” 府 G 夫 刀 G 除 染 燃 KO 交信 十 G の G 策 把 及 判 御 x@7 所 史 殺 と 80 
Qz の QG3J” 政 (caksus)・ 革 (Srotra)・ 玖 (ghrana)・MH(Gihva) Q 補 G 愉 AG うる 征 全 ど 【 人 SC で タリ レ 十 G22 GS ]? 
dL 吉 路 じ @ 十 | 剛 嘩 直 
0" 守り 心 細 剛 回 (ba 公 人 記 民 つじ 寺 り いで SG 部 拒 G 好 紹 起 Y リ 0 年 0 打 ソ " 
RCOGze@^ 十 G-e@G” 十 | GeG 筑 家 り 寺 生 )07 計 免 療 Q7 除 記 問 天 立っ 析 の お 人 約 yQ 玄人 Q り 府 人 和 v 宗 科 
避 医 選 (Gpatta) G 不 交 図 の つじ うぶ) 折り 4)G? 


時 を 纏 
還 半 本 @ 静 考 

m] 0 の 国 半 刷 法 問 尽 邊 ンド トド うう)6AJ あ が 7 尽 全 ASKG【 彫 杜 @G] 矢 ひい 放 條 (samghata) 潮 息 流 呈 (kathina) 
ざ つ り の) 20 符 いひ 8 必 記 古江 唄 (drava) の つり 7 ASG う 避 8 対 SN@ 穫 いひ 8 必 層 生 当 明 (asna) の つり "SG@ ろう 叶 6 
SG 的 で 6 必須 邊 江 宙 (Samudirana) つ つの" 半生 SG3Q 必 人? 

【 和 〕 届 宮 @ 央 ひい SG 選 の < 国 半 弓 革 " 忠 の 環 (patutamam) 秋 選 ふつ (prabhavatas) (QR)G (ud- 
bhata) の 2G 償 WSG 革 や 処 編 MG (apalabdhi)? 内 叶 信 の 吉 (saei) 組 (te) 計 誠 上 惨 野天) ぶ G 莉 R 
SQ 選 倒 家 2S ゆ の“ 控 ン 信 わ DXQi 愉 2 の 2 で や 乱 KG つ ^ 8 押 G 底 (saktu)) 馬 (avana) G 笛 記 9 物 じ 来 . で 心 )” 怠 
S 鶴 RG 羽生 鶴 2 ろ SGP 余 Q ン 身 DyG 5 愉 S22G や 和 )G? 

中 ] 0 ウツ の 8 り 6 剛 窒 @ 移 の 8 へ 紋 雪 うり 飲 さ G1K 製 当地 坦 和 本)@ り 筑 7 N 尺 北 や 紀 急 0XQG 
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o 
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【 幼 〕| 走 医 (karman)J の リリ いい 人 必 避 対 感 つ (samgraha)” 政 瓶 つ (dhrt)" 総 つ (pakt)” 軍人 評 生 (vyahana) 
ざっ ろう 心 走 攻 玉 ツジ 許 褒 6)@S Py@" 

| 志 叶 人 SQ 彫 窒 G 内 ひい 者 必 全 ” 嘆 (pratyaya) 対 琵 お の ” 還 邪 入 静 直入 8*@ 信 4 DS りや) 流 織 鍋 0 
)QQGP 約 )G? 

【 絶 ]11| 謀 ぐ べ ャ (apare) な うろ 7「 各 荘 ジ ” 剛 陣 G 赴 お 0 (Saitya) パワ" 隊 衣 多 (ausnya) 江 地 電 生 DG りり 筑 
紀 避 20Sy@G PAST CM 家 抱 ぷ 缶 填 品 和 民 の 本 江 珠 地 つ りう )@G 江 信 X@J」 

【 旨 」 つ 玄 つ " ポ の 選 失 KK” いひ 8 明 凡 6 の 陰 作 0 集 80 必 虹 うう ン の < の (avyatibhede *pi) 典 豚 @ 
補 有 お 0 時 直幸 生 o の Sn9 約 8 全 2 の 7 り ン 久志 (sabda) 型 凶 G 収 (vedana) 節 己 QQG 0 必 穫 ピス 計 
ン P の 地 電 か 6 当 長 が P 蝶 50? 

【 季 J 還 媒 ぐ くべ ャ うろ う 尽 7「 届 突 G 移 ひい へ 絢 提 ろう” 谷 ふ 本 紋 当 地 電 和 か :eQ" 弟 店 の つり (bijatas) 稚 
い ソ / 返 垢 つり (svarapatas) ツ だ ろう ? 所 午 JJG 民 G 移 ひい Q 壮 り ” 制 ャ G 地 代 (dhato) 当 移 @7 3J 設 Y 
つ す を で 8 人 SQ や 4SNG 了 


せ 。 菩 せ @ 民 品 


m 呈 ] [の つの 冊 杏 @ 移 ひい 必 必 昼 移 う ツ ^ くい @Gc の 6G 筑 光生 1 本 講和 hY0@ つう 必 8Q58 ア N 必 つり 司 G 壮 ” 含 
吉 (varna) 穴 塚 電 生 DG J 当 最 Q)GG 人 

【 細 ]| JQG り AU 學 ^ 四 D4QG て (sraddhaniya)< の GP^ 間 20XQ (enumaniys)c2GP 如 っ? 

【 細 | SQ@ う 叶 あお 表 祝 つじ" 届 梁 箇 記 の 0 の の 提 6 ひい ン リ の g 5 装 AJ4QASyG 
(grahana) 人 放心 遼 凡 知 委 移 YO DJ 筑 R 作 XS の ろう ひ の の 5 うろ 7 惚 叶 了 如 の 組 り 玄 だ っ の G 負 全 ぐ や 和 xe 5 
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く 殺 甘 じ G 外 羽 @ 現 憶 
UBSrapedhate) る し 書 " 移 ざ 藤 @110 集 格 坦 つ 奏 る り ざ 仁 「 か や 史織 補 "の 叶 か ジン 中 蜂 人 So 
光導 (paramanavay) 爺 "KO や 0 ご 0 Gy の G 仙 臣 普 Y0 ざる ぷり 全編 坦 て りき 臣 ら 届 上 
P4S@ 余 Q。 肝 ぬら 器 旬 く 如 うっ" 

』 dravyaG 舞 芝 
配 ) 0 し ※ 品 7 医 ジ マ 0Gz2G (dravya) ざっ RSG り N 昼 了 つ の” 円 査 守家 遂 とり Q.2G (dravya eva) 
dravya ぺり 時 肛 和 か XeQG 余 " 矢 )@ う 叶 が 87 忘 (ayatana) 記 dravya の 婦 底 本:GG 為 ? 
【 幼 〕] お おり 家 玉 5 ツン っ う 作 9 遇 爺 集 稀 XeG 旋 ? 
本 の つ の 申せ G22G(dravya) 計 "回 書 如 括 肖 り G dravya の つり 婦 態 か お 4Q 守 7 甘 圭 GT ご 0 G_ の G (astadrav- 
yaka)) 作 / ROQGz2QG・ 十 Gz の 6G(navadasadravyaka) 」 ろ へ QG8^ る る 計 本 6 (atyalpa) きろ. で SAO 寒 
dQ 守 < J ポ り 347 筐 類 (samsthana)② 泡 本 (avasyam) 地 坦 つ 如 祥 完 半 Q 競 うっ 余 QP じ SG 家人 の 8 お 7 早宮 
SQ 内 ひい 心 (paramanusameita) の 4SNQ 人 人 Q7 8 お 87 庄 記 G 午 (gurutya) ) 紅 簿 (daghutya) G 心 ぬ 
QS1OAJ)^ 政 穫 (1aksnatva) へ)※ 逢 (karkasatva) QAQQG 1 の ひ 筑 光生 地 坦 つ だ も 補う 9 8 の 2QGJ 
ひい" 和 E(sita)・ 守 (Gighatsa)・ 嘆 (pipasa) の 家計 Q 半 うろ ? 
りお 7 甘 エ G.2G (dravya) 対 記 ④ つ 〇 つり G dravya (ayatanadravya) へ り 國光 和 か xeQ SQ 完了 臨 持 で G「 ご QQ 
。 の ②Q (astadravyaka) 」 の くろい G7 選 丁 釣 XO (atibahu) の うっ NG 完 84Q 完 7 回 半 六 22w お 8 敵 選 (spras- 
tavyayatana) の 4SN@ 嘱 ふい"「 還 ひい QGG」( 生 人 回 ・ 物 ・ 遂 ・ 里 ) つう.QG て の 和 S@ 余り 和 )G? 
〔 細 ) SyseG 没 " 旋 環 四 ぐ つい NOQ (Asraya) 約 い っ) 職 和 (0 回 革 抽 G 理 4 む ) 円 査 略 肖 や Go 
QA dravya の) 団 蝶 生 hO つ 7 8 矢 )e22QG 江 回 半 敵 誠 い SD つう 5)G (asrita) 聡 旬 ( ひ 人 憩 環 穫 @ 聡 旬 ) 
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⑩ 


8 恵 対 dravya へ 団 民 和 か :@QG や AS)@? 

【 詞 ) お 84 控 征 り ふろ で 8 つの の” 回 表 敵 つり G dravya 8 へ 乱 と だ ShQ9 宮 4Q7 志 弄 明 G 1 
1 0 国 球 約 穫 XQN つ りう 6 人 Qoo GPS 詞 環 本 G 罰 史 ” 国 記 全 生 玖 旬 見 お や G の G 篤 
ASX@ 先生 の y@ 5) 

[ 元 ) る 中 代 OS お 軸 ン G 球 抽 / 国 半 細 避 い 制 暑 Q の G 隔 了 20 天 DO 設定 吾 Q 作 中 穫 人 0 居 8 思 で 
ふ ン GS 球 製 2′ mmG 製 著 (svajati) G 明 央 入 避 奉っ (anatikrama) 会 <Q 捉 忠 製 懸 つじ" 国 CGz2G へ 


っ りり SO7 


穫 光 交 
20 ソ JJQGi 必 り 7 寿 守 (vikalpa) リン びり 凌 祝 り 介 つり 2 の 7 尼 QG 玉 WC 冬 退 (vac) 8 趣 (chanda) 
<Q の 半生 :eQG PASSG PS 維 店 @ 抵 @Q 角 上 染 沖 胡 20 祥 拉 だ ぐう 6 Py@? 抽 加 遂 G 豆 寺 G 台 辻 対 提 傾 『 


に 短い 


1| ご 雪 呪 圭 @ 抽 決 


HG 無 1 11 1 匿 に QG 需 償 叶 役 記 は スリ 人 0 選 お れ 改 97 還る 如 江 40 の 10G お JJW で S お 8 統 秒 対 穫 つの リス が 09 りり 


年 失 刊 際 @ER 民 痢 半 の 路 肖 移民 MO AN の 選 玄 の つ 家 う "JJ@ 相 馬 8" 吉 拉 G 悪 賜り SDY07 つの 放つ り 家 8 『 
利 編 』H 考 6 下地 @G せ じ だ 0 選 舞 藤 装 太 和 内 だ うだ おう ” 嘱 る 軍 須 祥 G8" 所 G 医 ペ 据 人 0X@ 名 ・ 師 拒 
江 で やら 包 K に 大 島 に 6 悪 寺 6 定本 り 人 約 M@” 四 規 @ 呪 王 有 8 や りく)XQS@ 洗 計 XG 手 く 虹 うっ 心 是 楓 人 0 ぷ 届 生 )G5 つ 謝 


NH 
じゃ ) 
| 


つり り 尽 ② 吊 宗 只 SO トル? 編 尺 AG 包 胃 ざ う 心 者 中 染 乱 \OGP 約 人 ” 判 去 史 り 宗 庄 暫 司 つり つぐ や 
代 N@? 

が 本性 編 の うか 和民 @ 客 いう や 后 宮 り 玲 4 り 家 径 仙 ゃ 会 塚 衣 尽 編 PA か @ 可 央 Gapa) ” 嘱 虹 で い 
S 表 (dharma) 於 Q 僅 ど っ)6 3 約 う 信和 Go の GS? 宮 ぶ 守り TOSRASA 人 の 筑 穫 M@N つ 47 
JGRKSA ふ 8 更 ・ 共 ・・ 三 G 提 性 叶 団 抽 ” 林 さ ろう ふろ Q(H)・ 束 る 了 移 へ ( 曲 )・ 錯 G 肖 ( 肖 )・%04Q504Q つ 
貼 加 ふ ( 丘 ) で くい 6 瓦 玄 筐 や ツ う 507 ろう o の GPX09 DJQG り の 対 "の か る つの 導 組 尽 党 選 じ 層 mn? 振 松 中 
P り ^ G パ 心 欠 5 

kame stadravyako "sabdah paramanur anindriyah. 
《 給 蜂 器 和 う の” 字 ン 宮 GS 交 う 財 宗 だ "くい GeG 放 届 筐 へ 閉 『P う 5972 

り JJ の 仙 々 対 困 鶴 09y@G8 ひい Go2G 余 心 入 Q 稚 ひい 選 人 約 ” 財 鶴 (paramanu) へ 航 精 呈 ぐう )@ りや 約 
)\Q@? 漂 編 殿村 騰 敵 は 1106 加 状 計 演 祝 和 me 軸 る で く 暑 店 訪 握 決 my@7 団 選 名 拒 の う 心 燥 表 G 冊 窒 QG 長 ン ピ 人 SG" 
つ 人 つり り の ツウ 8 G 棚 送り だ うっ” 生計 克 中 記 要 

sarvasuksmo hi rupasamghatah paramanur ity ucyate. 

《(〔( 共 りう 心 ] 喘 栓 の 叶 "(20 人 08 宮 ] 穫 G 約 0 へ や 給 や JJG 約 ひい 人 避 | 選 @ ぐ 必 史 や 忠 の 環 罰 友 つ ぐ や 

20 うっ SDOT》 
^J4SSG 4 か 約 ” 条 G 移 いひ 心 (rapasamghata) SG PASSG9 つ 介 め 穫 い 56@ 柱 GS 天 MMG 央 表 叶 | 剛 杜 りお ン 
っ ジン い 会 移 い や 誰 編 信忠 る 中泊 間 PS 全 Q 家人 QG 困 間 流 矢 0 Y お 2 の の つの 隊 で 也 ぐ ② 6 や 約 y@?「 
SG 穫 いひ へ 8 | RG 心 居 や 忠 の 表 墨 療 の GPX@」 ざ うか SG) MS り 庄 掘 上 つ うろ)@GG 則 の 昭 寮 X@ 7 や 写 
ぷ 判 際 ダ "や GS 生 シ 迫 
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〈 く て (HG 内 いひ へ ) 4 へ 懇 圭 絶 y@2 の 2G 叶 編 雇 20 氷 芝 半 っ" 
-J 乱 て っ 0QG や 399 ペコ S り 公民 ご 一 惑 講和 か yo の G 如 7 導 角 計 RU 守 の つ い 青 征 上 SAA や SG 
舞 刀 つじ ろう ょ GQG ツ て" SAA 計 穫 必 半 玖 逢う ご Q G 間 G 悪 れ 団 訪 前 淫 つ じ ろ XQ っ 移 尽 QEneG や AS? 
0 ツ ウリ QG ふ 補い G 羽 GS 才 誠 ” 判 芯 史 球 補 彫 杜 (paramanu) へ 租 問 庄や 由 で GPSQG 人 SpG 昌 16 
冊 電 MS ゴ べ 弓 全 GS 十 霞 Q 民 昌和 AMG W 才 沙 世 つ お 信人 8 昭和 か 人 20 『 根 薄 コ 組 』J 
EEG 間 に 2 二 貞 3、、 県 
卓 窟 人 iR 紀 」 肖 ご 製 鞭 、 移 
人 S の "『 友 照 砂 社 明 』 の 
悪 半 二 聡 」 十 製 伺 、 洒 、 虹 
現 玉 未 ご 騒 地 季 
US お 『 提 恨 貢 つ 編 』 め > の 
員 寺 Hi 還 吾 」 十 製 匠 、 最 
志 更 尺 馬 昌 四 守 
りり 旨 ン 起 林 尽 詞 0 ポ 09 JROG 棚 陣 多 北 『 貴 孝紀 』 で や の 蘭 如 Ko 衝 人 8G 介 GG 中 民 区 りら” 下地 
學 区 いり へ 案 下 の 全 め 人 SOV や つり り RQG や " 彫 杜 ざ 全 事 半 の 合う ARP っ 0 の 2GG 臣 塵 志 Q ン ゼ para- 
manu へ 細 問 主 も K 0 ポ ビ る お や 2SXQ 刺 概 全 り 玉 誠 必 や ビン mQop お 肖 灯 記 せつ お G 選 の 要 .AE5 
区 11Q 妹 田 學 "りり や 皿 っ Q 財 壮 G 抽 肖 祭 。 ]1 誤 @ 届 杜 で や のび 基 太い び ウ う )G 公 や SQ 直 際 父 々 7 新 
咽 農 窒 ぐ 106G 因 吉信 深 窓 和 か n 暇 つの 守 曇 だ 漂 療 ど 人 SG? つる っ 里村 6③10 10 叶 作り だ 愉 編 0 忌 豆 ? 
孝史 財 塞 当 符 いで リー のり 拒 人為 拒 の っ 心 押 未 (svabhava) 汐 22 で お 8 穫 状 の つじ 除 緒 り ぁ xeQ や SG? 本 零 や 
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新 昭 "りり @ コ 愉 宮 穫 で 者 必 記 農 穴 @ 暑 燥 り 中 人 GP 答 y@? 

JJ 以 穫 うろ 本 叔 り 9 りう 6 剛 穴 7 8 計 て 践 療 :@ り ざ 昼 得 揃 つ 娠 マレ だ 8 うう りり や 所 想 ぐ うろ 心 映 
吉 ざ 8 箇 G 絶 ひ 8 必 (Grapasamghata)” い 必 選別 打 く 誠心 計 押 醤 和装 十 征 NG 装 令 虹 の 搬 底 愉 編 当り 
或 m 思 GPSye" mAA 総 装 民 (paramartha-sat) へ 卓 算 民 (samyrti-sat) G 凶 応 わ 25620 理 二 te や Gy の G 
GPSGS 玉 ま の 選民 誠 剛 功 中 を" 用 類 滞 つつ P。 の 親類 便 つ P-e" 利 G 下 夫 人 で て AG 環 で 身 遂 や G 
彫 村 時 図 応 0 尺 琵 天 うろ 7 や りや る のり 定 衝 球 甘 り 作 つ 8 
S ぐ へ 洗 燥 本 代 つ りう 6 策 " 11 技 唱和 球団 生じ 人 つ りう 0 びり JA 染 AS りり G 膨 杜 GK 強 守 拉 虹 誠 hG 
JJ 役 や ぁ か xeQG の KG9 如 8 十 替り QG 5 へ 忘 財 杜 誠 samghataparamanu ( 補 遇 束 ) 呈 く のり 選 拉 G 剛 宜 dravya- 
paramanu ( 央 度 宜 ) 人 図 忘 つ うろ prQ さ っ 

『 品 祝 』 ぐ JG や 完 paramanu で G 団 うろ 羽 史 宮 つ "所 填 天 守 令 央 必 N 拓 じい 0” 各 2 『 ト 9 気 く ト ・ 邊 ド 
ー く 』 記 6 パ か 生 う 人 愉 “ 

《 圏 塞 (paramanu) 8 COG2G 去 うつ ぐつ のり KG 下 蜂 只 催 うろ う ぱ 81 で 因 ン SS( で い さく OS 
G 没 了 表 季 幸 つ )^ 庫 宮 ざり 路 ・ 琶 ・ 革 ・WG 国 補 G 必 4QS 10 筑 稚 XG AN あ 叶 904 1 で 0 居 ン へ ( 十 り 8x@J) 
(上 11O 忠 ) 

Ri Ni 
改 貞 和 py で 衝 必 輸 紀 RI RNN この の に 19 まこ ) 
ゃ へ 『 豆 衝 紀 』 ぐ ズ 二 寺 の 下 頑 叶 尽 DP 人 SG 筑 。 押 功 流 っ 選 歌 宮 Q 半 家計 立 Q う 

《 り 6G 納 窒 8” 征 や COG2G へ 醤 祥 天 う の ② ぐ の 生 宮 大 約 国 製 -J1| 佑 0 4 ろう 人 川 K 製 A 軒 赴 四 へ 折 
ぶっ う ゆ 周年 yeeQG の 約 で や や 宗 條 6 時 悪 先 敬 べ 井 mQoGP4SG"》 
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か で AA の つ 半 敵 G 1 ひも ASx9 間 民 誠 の や 典生 天守 飲 へ G11 村 投 引 ・ 地 ・ 遂 ・ 草 @ 回 旋 赴 本 ぐ や 〇 <)- の 
財 弄 ye つ ^ の つ 記 起 刀 ぐ 1 でも SG 中 誠 の へ 稚 彼 史 先 回 半 抽 パ 飲 必 G 地 ・ 表 ・ 時 @11 型 G や 〇 ANe 半周 
(まい 

0 ペコ や 最 1 11 1 匿 や ろ 心 半 宜 Q 航 肖 光 野 虐 20 や お G も AS 和信 / 畠 惑 対 Q 隊 製 玉 叶 640 うい 人 衣 G 尺 形 水 短 
\Q 6 や 結 昭 AKG や 宗 公 dravya で 失 上 り は いう ろり @ 狼 結 乱 \@“ 

民 欠 G 送 や な 艇 志 (Gravyyato st) G 下 先天 害 や 反 組 (syalaksana) 計 想 つ " 衣 @ 容 上 准 長 PoG 下 
る G 漂 療 め 約 ye9 MSS8 十 1 虹 ・ キ ご 蜂 G ろ 40 史 。 了 還 G 現 豆 G や 人 稚 xO9 eS り USQG 押 叶 dravya PAS 
つ 公 X@ MG 革 め 7 204Q 計 放っ)G22G 策 均 KQ? 刺 選 完 回 虹 の ろ 必 送 叶 ” 刻 @ 表 所 ④ つ り 近 提 S)G 状 じ 叶 人 SG 寄 7 
喧 加計 導 お る)Q ( 肢 約 varna) の 公 お 0 ( 館 相 samsthana) で 信 <d 圭 1 1O 六 G 罰 着 史 不 臣 0.SAG7 
選 ^ 回 半 敵 ぺ 軸 境 ・ 陸 知 ・ 下 示 ・ 表 半 ・ 下 ・ 庄 ・ 暴 QG | 1 示 誠 問 SQ や つり JRRQS10 1 0 時” 隊 紙 G 誤 
り 近 人目 G 下 基 學 隊 お 生計 塞 We 2Q の 乱 QA dravya の SG ] 紗季 堪り だ ^ 因 装 や 年 全 下ろ 必 筑 7 叶 
記 の つじ G 作 や 民 め 邊 失 G 求 G 球 冊 史 じ 尿 ろう の うろ 心 り 治め mn AvANSXQAJ dravya G 握 玉 区 贈 半 
り 伯 生 う " 

医 多 うろ ソ "ご 0 GeG べ 乱 て お り G dravya 会 の つ 円 揚 叶 橋 肖 や G dravya や AR ポ 叶い GoQ も る 
か か 00 り J 纏 8yG9 詩 宮 < 回 尽 叶 ” 隠 須 へ 主因 G11OG 天 倒 稚 % つ 7 甘 史 の ^ 1 1 再 G 天 人 人 So 人 Q3SG 陸 色 
SN や 誠 宝 NR 守 り 尿 再 作 味 国 細 A” 振 枯 ・ 事 る 地 ふ ・ 表 G 表 ・304Q90.Q つ お 鍛 時 さっ ふ 団 い GeG 誠 
お つの 訪 兄 坦 び ウス ho9 つの 玄 つつ 選べ 下 癌 SA 代 下 本 Q 外 っ 況 2 の 20 つ ^ 個々 ・ 半 えろ 心 稚 時 2om く も っ 6 
か の 乱 )@9 的 で や 拓 mh G る 宮本 釣 )6 ろう 心 組 や 和 bQ? 

お 民 蝶 G 療 只 回 半 製 叶 遇 選 m6SYG9 の 民放 人 犯 て 約 叶 導 人 6 り 折 念 史 箕 QR 回 半 六 叶 か 6 刻 
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章 加 GSRNJXQ sraya) 人 *@Q 守 玄人 Q 穫 及 の 但 ・ 移 ・ 肖 めか そく アツ J 還 本 編 洪 和 りう )@ 叶 本 や 3S@5 つ 
る の 吉江 り る ポ 守 7 回 半 抽 史 誌 規 本 G コ SO や 8 人 SO Pe 電マ 冥 GoQ も 4Soe 0 9ASN 藤 4Qh 光 判 M6 っ 0 
や の 斉 ン 呪 天 お 因 拍 り 稀 \0 4 ヘ S22 6 の SN@9 や 宮守 環 困 全 で 2 の Q 軸 装 六 対 必 雪 つり "有り 実 誠 環 過 慰 
恒 ろ お 午 っ 羽 必 水 で お へ か 0 り 先 め ao 如 うろ 9 お 結 避 冊 0. で お へ りか 史 久 生 Xe4S022Q つ 全う うろ 人 必 知 如 うろ? 
各国 本 所 叶 部 記 r く YG ろう 愉 DJG 症 選民 径 葉 環 き 抽 人 る べ 軸 う ろり 応 国 半 六 対 国 誠 や 十 国 状 @ 考 明 史上 厳 了 
ン 半 くく 家 代 計 守 完全 記 り 尽 坦 肖 か *G 7 0 りり 必 失 忌 計 て 捧 悪 寺 うり の の 財 六 六 史 閥 記入 9 余 選 T 
陸 和 やり 尽誠 美和 yo 汽 骨 答 祥 マ お 羽 固 ・ 季 ・ 半 ・ 講 G 国 〇 GeGG 惑 計り る ぶ 玩 士 和 お やろ 信心 導 内 
oe 

J Gat 愉 守 革 家 だ 選べ 所 @ 礼 秩 り 叶 謗 Q 天 生 所 G『 四 円 概 紀 』 先 うり の 提 癒 つ お 匂 編 徹也 軍 和 my@NJQ 余 ぐ " 
乱 聡 Q 普 りり 叶わ 夜回り ひい お 2 の 6G 守 9 征 QSno? 


| 還 半 幽 Q 臣 捉 ④ 幸 事 


0 ソコ P 医 @ 江 給 や 人 SG 性 家 @ お 朗 楽 り 記 GSP” 史 統 GS 突 NAOQ? 

泌 窟 つね お コ 愉 ” 所 赴 定 和 つり @ 吉 財 中 較 で @ 状 人 玄 Q 天 っ n6 居 Jo の YS 愉 20 条 ・ 塊 ・ 肖 ・ 趣 @ 団 千 
填 台 " 側 々 倒 拉 公 り 必 編 Pe の 2G や ASNG? つ 玄 )@ 谷 ふぐ 国 本 普 ( 更 ・ 委 ・ ペ ・ 司 ) 8 り 応 計 円 括り 思 陣 り が 
っ うっ” 尿 過 四 人 すじ 誠 り 剛 や 玩 半 信 麗人 や うっ 応 玩 疫 半 染 7 明 人 る 生玉 補 ペ 祥 ” 照 洛 粗 入 称 完 属 K 令 。 失 の の 9 
きた の 4SG? つる の | 測 10@ 束 骨 は いう り 10 ひ 6 に 環 つ 人 為 突 DQ 立 うっ" つ 余 つ 穫 SIIOG ポ 製 の 抄 好 つり 
っ Q ざ ろう 愉 S4Q 計 宰 倍々 JO 本編 つ 全 鍛 DQ 奉 う で 宛 必 余 
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J り 祥 玉 いろ うい 判 法 中 
《( 還 半 紀 @G 心 紀 忠 の 下 に (patutamam)^ 客 選 ふつ の (prabhavatas) 人 SQSXG2 の G 記 中 染 " 仙 尽 身 編 0 京 
CO ゆ / 
ざ つ りり MSG 冠 つつ つり 3 穫 8 夫 の 伯 . 人 4Q 偶 っ 畠 計 近 明り 択 転 史 0 補完 意 @ 稚 R 江 滞っ 合 心 吉 ン 失 D” 畠 @ 直 井 
丹 DQ 家 奉 う つ ^ 下 選 預 の K 押 @ 理 的 9 物 じ 如 人 リ の” 司 G 鶴 R 外 富 う ぐ P 理 SG 信 Q0 過 生身 の 本 箇 @ 斉 @ 肖 叶 
軍 DQ 天 學 うつ 愉 半 2 の Q の AS0 ろう P う 56? 

JJ 『 本 下 功 引 』 郊 11111 JASQ 扶 央 り 提 う り 四 本 六 梁 珠 地 生 yQ@ 共 " 彫 栓 6 閉 梁 選 っ 玄 QG 1 の 江 
穫 Q 大 X@ う 心拍 箱 給 7 周 輸 G 昧 先 区 DP の や @ 稚 (prabhava, sakti) 冥 滞っ 人 QYG 1 で 和信 符 な MO びろ 
い 盾 窟 べ 客 六 QOS 疫 宮 県 や や 4Sy" 

己 、Mm” 義 六 装 提 」 相 劉 」。 ( せ 宰 7 EMIEY3ESE さ :] 有 Nm 了 紅 要 旧 赴 店 赴 」 音 " 明 田 村 せ 」 泊 」」 翌 悪 愉 ペ 
力 , 人 導 表地 」 玩 吉 に 、 提 、 和 記入 

JGQ 際 ⑪′ 周 栓 G 半 当る や 半 うっ 吐く 半 編 め 8 集う 紀 雷 征 穫 し 床 過 北 党 つり ろう)@ の うろ 人選 『 村 隔 狂信 細 』 だ や で 
個 選 ” 医 打 給 対 害 貞 つ お べ 尽 幅 葬 つう 6? 

避 給 ” K 製 療 涯 , 避 人 箕 」? ( せ 守 ) 本 編者 R 二 提 柚 」 類 ” 長 」 練 昧 革 国 姜 可 」” 抽 計 強直 居 朱 維 R 憧 農 豆 泊 ” ( せ 客 ) 


| に EEEDEENEEEE に W 畑 人 


J 守 紀 6 家 守 / 国 KG 納 柚 G 問 先 ” 半 臣 DP 約 y@ の 失う お ぐつ ろう) や つゆ 操 淫 つり" 国 び 本 所 @ 調 ” 的 


委 @G 選 の 院 WPS 球 "GIIO 記 灯 征 り う 6? 
べ TSmm 必 信心 判 際 補 『 感 才 編 』 計 直入 年 DG 約 お 9 リー『K 環 交信 祝 』 ぐ り ぐ 舌 計 鈴 朋 つつ 余 の 選 押 "で 


〇 
〈 
was 


( 全 ) 
% 心 中 舞鶴 記 沙 医 つ お りり 流 愉 訪 XG7 お 8 下ろ が O 顔 筑 の "111O GAQ1 10 や 提 工 つじ っ)" 
(人 8) 
還 同 六 製 @ 救 地 


ペコ ジ 7 国 半 製 流氷 務 つ ピピ の 7 DGG 1 0 つ 信 倍 そ 見 曲 AOS っ 本 旬 光 人 る お P4Sy9 弥 詞 
G 則 全 生じ WON 10 つ 名 人 そ 鈴 DOE お る で 召 宰 思 S11O 流 球 務 つ 0Q ざ 統 民 人 SYOG 衝 つろ 本 
昭 史 3 
JG 証 凍 到 つ じ 『 悪 者 祝 』 だ 8 国 い G 処 交代 つう)@? 
【MW)] 走 医 (karman) GOP OS 避 訪 同 つ 豆 地 つ 7 燕 つ " 員 全 か きろ ふ 団 KG 天 MG 走 攻 倒 ” 
Ge の QG 及 座 QSXG 全 4 つう の Q? 
や つり 玉 い うり の 7 所 附 『 六 陣 衣 仙 礼 』 対 鈴 君 つう )@ 昭 大 X@ 生 絆 長 約 
皿 * 民 避 、 民 民国 半 制 垣 に 本 次! 和 ? m 聖 半 1 衣 陸 季 選 、 悪 癌 " 弁 較 際 王 弄 蜂 mm 加 陣 眉 、 下 粒 」 財 穫 。? 
多 選 骨 王 直江 表 蜂 人 層 脱 、K、 忌 、 舞 ” 愉 療 押 同 人 敵 (" 拓 蜂 上 9 書 婁 名 ぶ K、 概 、 寺 "KS 所 還 上 、 
半 ( 恨 組 吉本" 所 江 略 蜂 紅 旧記 晶 民 押 執 下地 、 財 , 可 19 
半 タ の G 移 宗 凡 の ポ 先 / の つ 半 衝 下 ポ 和 8 幸助 0P-NS0 り 遼 妊 る 7 半 守 料 や ま 寺 IGRNPE ゃ P の 
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JJ 守れ HG ( 幼 ] 1 J 忘 臣 つ お 『 閑 限 類 信 娘 』G Mm) 拉 XeQ ウ 29 つの 放つ 個所 り 鍵 5Q 1 11]1 1 過 隠 
G 詞 短 2 の 7 措 隊 學 装っ 兄 鈴 秋 つ 3 
配 ” 抱 園 に 闘 東 出 況 輝 朱 代 尽 に 、 箇 im 未 」? 上 在 回生 呈 半 筐 療 則 、 書 表 " 邊 語 舞 肖 角 才 購 的 机 」 愉 
昧 編 長 、*” 長 、 遇 著 聞 客 』 削 箇 um 宮 筆 " 細 意 m 編 田 昌 出生 に 閉 人 7 抱 区 m に 圧 恒 佑 設 更 19 較 に 障 拓 


深 料 」“ 抱 球 敵 」 記 に 圏 環 和 岡 天 召 誠 " 咽 に 半 貞 」 記 還 送 党 に 賠 堀 講 " 浴 抱 長 、 喝 ” 天 苦 : 肖 所 者 」 四 要 」 遇 


吾 G 只 償 江 ” 回 【( 幼 1 釣 必 所 多 お 2 の 和 SQ 
うつ 人 つ りり の 柏 和 か と J@ 羽 骨 G 相 MM 祥 7 避 釣 X% り プイ の 記 聞 圭 Q 還 KG 直井 釣 培 応 和 か :e 2 の SG の だ 天 


つり うり PAS? HG 弓 欠 叶 杉 生 < 億 貸 据 手 は だ び お へ 窟 江 汰 半 6 共 7 計 還 半 細 GWS て 節 ン 8 
生 昼 ^ 綻 地 吾 計 十 つう 0 人 計 の う 心配 7 有り 表 つの” 束 選 完 憶 仙 の やり 据 家 X6 あ 7 回 本 証 革 G 鐘 貧 MMG 
順 ( 避 竹 ) り 提 欠か xeGP お て” 右 梁 り は る Yp り の P" 所 へ JJ 柚 流 寺 4 ASAG ろう 心血 玄人 〇 り 5@G ゆ PXQ? 


「 舞 下 G 血 聖 記 人 邊 PyG の うろ 必 環 如 つ 」 ざ だ りり で 0 対 代 か 22QG ジ 矢 Q5 の | 狼 ン シム 語 つ うふ S4Q87 HG『 半 


醒 敵 信 紀 』 多 1 1 不 抵 G 記 乱 呈 時 弄 兄 呆 移 硬 り 国人 KG くる 0 当 旬 つ ^ 素人 SQ ASy6 況 家電 20 名 ピン) 
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S る や だ ろう 忠 る る だ うっ う ペ 室 寺 生 QG ソ < 幼 昌 倒 愉 SG や 投 壮 玉 ぐ 二井 和 mn りり 室 紀 密 氏 5 
Q も 4SG*) 
いこ 3) 
「 利 お 0 臣 人 0 信 招 更 つ お の GAG 衝 の 」 直 へ な ろう で じ っ 5) 
投 QP っ 05 り 家 叶 0 約 7 【 幼 直 | 喝 うり 橋 つ J『 村 虹 導 切 紀 』1 1 1 殆 く 提 洪 旨 ン 民 表 生 yG 2 の G 
PA%SG の うろ? 断 利 G 明 民夫 だ 利 お うっ SG 叶 下 お 0 寅 半 つり 直 電 生 nOQGP 和 内 ソ 7 葵 全 多 8 忌 @G 駆 躍っ め 
うっ” 陣 信 ン SKGG” 利多 令 る Y JP" 普 訪 当所 固め 革 ピ マン)@ 信 さり 生 多 守っ 9 JJxQ 倒 り G 型 で ズ ャ 
(apare) ^ お 0 器 孔 公 0QGK 太 比 史 ず の 社 政和 か :OQGP 約 x6? 
40 SG れ 人心 尽 配 堪 避 抵 下 全 区 家 和 mo 弄 @ べ さり 叶 溢 やり 和 選 必 余 7 組 棋 押 叶 | 癖 つり % す ネート 一 入る 半 つ 
っ )9” 生計 大 伏 キ タリ アーツ エ 届 召 
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この し こと と 


< 刀 @ ズ ャ うふ 9「 壮 め 殿 肌 G 征 お 0 
dpal ]en) PASGC) 
っ 室 天 の A す ュ ホー トー ペペ で 相 遇 り 喉 天 つの 誠 りう 05 
0 ソ 『 下 箱 編 』 だ だ 水玉 り 家 史 家 生 6 葵 音 刀 秩 征 りう)07 本 召 胡 人 
《 お Js [本 お 0 の 携 人 る 0 委 ] 20 ふ 矢 ひ ろう ン シワ < の (avyatibhede pi)^ 映 角 QG 昌 の ろう 愉 2 SG 8 地 坦 生 nG の 移 世 
AY 紅 お 全 の 9 て 総 う っ 提 人 北 遇 削 Q 駅 (vedana) 矢 謀 G の SG の 0 必 内 太 識 ン P2” 地 埋 年 nQ 当 長 じ 乱 y@?》 
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おぶ N 完 但 人 型 GoG (dravya) ざ 提 5 い る ン Pe7 か.A650 SR 婦 ン < の ” 剛 (銘じ 禄 っ 〕 地 先 人 yQ 
RNN UNSRSM SAESRRRA/ 39 2850 略 っ 提 " 4 鶴 っ 電 " 忠 の 突っ 折 " 祥 地 理生 he@G や 和 
Go) 

者 和 (vedang) 2 区 角 や SS 巡 導 0 人. 人 る や 7 析 台 半 地 坦 か he GPS で 8 半 王 兄 定 半 る 7 直下 
ろう 7 忠 の 年 有 お うず ろう 必 人 1 幼 G 相 お 0 当 和 り 8 つり 2 の 7 人 Q ( 隊 全 0) 8 斉 ン 牙 中 ン ” 利 )0 の っ 必 環 G 
地下 G 祝 人 Q 再 りこ スリ の 地 坦 つ っ)@Q の ろう 必 半 戴 P 矢 MG7 り 応 叶 臣 の 計 計 十 旬 6『 太 照 晃 漏 』 で 民 選 6 提 二 
SG 缶 ぷり 紅 y@? 204Q 叶 人 級 英 籠 ぐ 心 人 0 キタ > リー ンー ゆい N 央 各 

COA0 く 6 つ る 衝 ン と D の の へ G お 7 RG 所 m 誠 Acarya ( 料 酸 りり) 洛 球 定 つ つろ XQQ や 4SG" う 
JJG 葵 滅多 所 松 理 人 G2G 座 如 つ " 肪 当 G 表 提 堪 ① 臣 毅 唄 じ 移 お おり J 計 民 記 りう )G? 

0 ソ 式 @ 失 早 公 QA 9 す ホー トー ペペ 首 映 叶 ” 押 固 二 器 国 装 紀 @ 静 地 記 届 記 の 拒 堆 綿 長 回 つう か G 4 愉 結 
An@ 染 " 押 叶 本 堪 Q 授 @ 導 胡 対 電 ン 笠寺 my の GDA 人 SG りつ 策 大 人 0 PSMQn? 

ざり 選 や 所 喜代 如 補 DJ6 相 暑 移 0 で 0 【 幼 ]1 つり 沙 攻 つ 尽 余 的 所 り 下 mn へ 9 す ュ ホー トー 結集” 逢 


けり 44 ひ リ 八 々 」 さ 7 引 屋 リサ ネー トー (Acarya Srilata, slob dpon 


NN 
《 〇 
we 


普 剛 人 Q り 拉 <QB 臣 う 4Q 表 りう お お 全 4Q 全 の つの 守 うつ の" 乱 )@ うろ 叶 所 走 信 回 の 罰 べ 誤 史 腎 つ 入り お 人 評 Q 余 の つ 家 うっ? つ 
る つ 忠 KG 団 旬 叶 / 宗 G『 昭 薄 例 引 』 抑 11 1 不 工 G 喘 束 愉 の っ 敢 失 涼 下る ろり 判 監 流 【 絶 11 學 想 つ お GA 
^ り @ 太 乱 洛 合 刻 か ye 名 講 ン 区 G 視 中 か JRAO 可 別 時 りお GQ 国 製 鎖 帯 乱 氷 びり 八 宮 つつ 
2AA す ホー トー で G 相 中 多 棋 恒 つつ お お 人 る で 村 く 如 ろ の 管 選 4QSG9 8 宙 1 選 G 記 攻め 叶 短 所 披 Q る 妥 Q 朋 
稔 法 人 玄 角 肖 濁 ン 昭 MOQG DS)@* 

0 の 路 迫 【 弧 ] 国 釣 視 洗 叶 表 り 昌明 7 国 装 六 QAQ111O 筑 押 四 虹 で 尺 召 う SG 叶 りり 宗 筑 紀 由 (bija) 
G 餅 区 粒 つ P う ぐる QP4SyG つ っ "思ひ くく G 社 除 人 SXe9 だ いろ レキ A リ ーッ ー 泳 時 画 鈴 G ズ ャ (Sautra- 
ntikas) AURA ろう 。 1 1 級 南 般 計 " 尽 @ 剛 2 の うっ 7 螺 握り の 欠く 叶 9 軸 へ” 申 押 呪 2 す ホー ハー 時 
氏 旦 ASXQG 失っ 05 つの 全 つ の め つ キ > う テー ッ ー 選 G 6G 羽 掲 没 円 つも 8 > 9 ホー トー ベベ G 表 富加 G 志 
避 の 時 鈴 屋 ざ 中 完 史 史 べ マ 室 地 坦 つ 記 の うか 有り の SO5 bija 紀 別 つり" 抄 握 り 四 祥 MP 給 yQ? 


1 く 『 婁 円 書 社 』 Q 当 華 維 


SH 国 細 六 地 的 か G 絢 喪 つい 夫人 / GRG 細 上 で 考 JR0 ふ リュー か ーXG 枯 明和 
記 G 級 弥 税 Q* へ 7 『 医 円陣 引 』G 雪 扶 Q は 4W ン 1 前 mAG 上 
了 長 r 守 ( ゴ 聞 ) 編 ( 松 」 電 * 十 "本 本 明 隊 i" 王 、SG、 中 末 、 思 we、 避 9 
愉 コ | 委 I?「 四 竹 狗 に , 旨 千 」 語 S 避 、 赴 ” 話 ペ 箇 忌 ” 安間 、 下 物 准 、 四 無 昧 到 、 息 導 ” 民 長 用 表 芝 四 普 肖 , 
店 党 Xs 較 人 格 志 、、 昌 " 革 記 半 所 間 ぶ 乱 くい 才 
選 、 征 抱 、 誠 、 枯 応 評 峰 明 衝 征 『" 遇 痕 洋 下記 基軸 JP 
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J 叶 下 Q 人 凡夫 G 投 欄 人 谷 る 。 征 誠 K ( 窒 )G 民 長 毅 J 計 守 本 簡 選 録 や 3ShGo 還 絆 や / 胡 陣 涼 荘 いで 
っ っ 19 半 評 0 ろう 心 状 染 地 坦 つ ^ 半 若 泡 くめ や 換 ン KGJ 半 7 昌史 0 の うか 京 @ 聞 信 直幸 生か nO 9 近 5 つ 余 
\QJ 凌 人 培 ン お お G だ 半 也 G 隅 久 0 守 書 ン お 名 80 間 SAG9 JG 閥 間 ひし 却 底 到 や " 償 々 誠 琴 悪 0 
や 0 び 愉 結語 SQ 染 。 本 堪 Q 授 G 走 人 誠 察 林 玄人 Q ン 0 生生 2 SG の 人 SG や つつ ツ 共 S り の 人 評 Q 『 抱 円 陣 紀 』 ぐ 二 
鞭 > す ホー トー ペペ の 多 DGT ろう 必 屋 幸作 抽 G 民 肖 給 会 りり や 可 全 仙人 Q 家 内 6 や 答 )@? 

JJXQ め JRG 利 只 學 下り 苦い て ン GS 環 ( ペ K) G 太 長 敵 わ 人 Sxo 会 古 迷 所 下 所 め 先 妊 ろう 改め 4S09 Os 
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-J 近 SQ SG 拓矢 札 鐘 旦 る 本 隔 隔 表 失 か の 近 統 素 里 見地 か 0 相 沿 か ye や SG り 玉 委 か 6 二 凶 @ 掴 中 
AA い 訪 光代 
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押 Mm"「 窟 虹 | 紅 夫 所 規 邊 " 柱 各 半 表 」 
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8 紅 y@ 入 RG 1 選 肝 つつ 余 選 人 RQ 生 7) 弦 つ うり の 人 全 人 0 召 う ?5 ぶす ホー か ー ペ 識 身 ” 状 閲 G 技 給 記 氏 征 りつ 
PJ 呈 誠 0⑥ り 購 編 つ ^ 紙 昧 り 編 〇 お G や 4SyQ 
JJQ ツ ンー りつ パン 入局 旬 叶 7 『 福 押 編 』 計 の 中 抑 尺 nG? 
量 ' 調 潤 提要 "記者 下 " さ 。 量 卓 夫 本 長 二 上 喝 家中 上, 電 、 章 表 有 (に 」 拉 e ー 


Jo の 個 対 ・ 細 租 6 実家 粗 計 人民 つ お の 6 PASQ? 近 『 窟 交 編 』 記 人 04Q 尽 弦 つ て 騙 押 か ye 渦 藻 集 移 MO 


り 記 8Q 如 うつ "8 県 舞 陣 叶 架 揚 8- の で や 4 
可 扱 租 記 疾 玉 りう X@ 公 ① 角 二 や 約 の 相 串本 hQ? 
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ペー ゴ 『 王 才 編 』「 避 只 」 無 111 1 医 に @ 臣 柄 學 部 能 つり お 9 や つぐ 革 店 攻 0 家 誠 > す ホー トー 斉 守 
第 叶 十 項 Q ミル G 抽 只 移 と 0 入 か の 6 や 30 り 策 N 全 9 お) つ 作 の 走 無 拓 附 "回 6 借 具 移 茶 滅 つ りう )Q” 判 
喜 だ > 9 ホー トー で 杜 貞 ” 弓 避 統 祝 つのだ 六 和 や PD だ お 人 mnPASNGS や りや ペー S 淫 舞 全 べ 穴 G り 筑 っ SD 


ご 『 感 者 礼 』「 補 喘 」 無 1 11 1 叱 記 搾 穴 和 か:@ 史 お せ の 所 踊 " 民 編 の ろう ヘ ふく 押下 和 SG 給 政 叶 "『 肥 輸 薄 当 編 』 

『 忌 四 楓 コ 礼 上 』『 沿 下限 嘩 家 』 和 失 君 つ ^ 編 の つう ヘン 婦 国 装 紀 @ 表 地 G 給 也 だ "『 本 申 郷 信 編 』 対 維 菩 つ ぷ 7 
SQ 判 夫 QG 応 医 つ 記 " 還 半 編 @ 表 直 記 本 避 表 か *@ 無 1G 細 人 > す ホ ペー ホーX%G 相 映 じ 答 へ” J@ 撤 @ 抽 蔽 計 野 鹿 ぐ 
技 赴 加 G 地 坦 釣 和 恨 生か *@ 選 移り 9 

拓 附 代 J@ 害 具 計 林 提 の 記 医 つ お SG 中 『 陣 郷 信 祝 』 殆 1 1 人 1 1 下層 ぐ 刻 和 G 切 細 り 9 

『 避 円 要 礼 』G 填 彫 染 > す ペー ホー% め 29 ぴろ 心 撤 最 擬 G 選 肖 引 党 "6 相 暑 器 下 つり 喝 回 つろ りり 梨 尺 人 る 
G 『 感 電 編 』 ぐ 走 無 境 松 だ" > 『 ュ ネー ホー ペ G 相 論 史 渦 逢 つ の 許 固 貴 り 叶 起 民 如 人 る りお この や ASG? 


(") 楓 詞 品 外 つ じ ^ 窓 堪 航 『 豆 条 統 @ 朗 県 』 せ @ 買 喘 記 稚 菩 釣り 惑う 記 ? 雇 つ り 稔 品 つ 記 っ " 

(Q) osZ, p. 52, 7. 18 一 p. 54, 7. 3: だ o52 77 の, Peking, Vol. 115, p. 144.3.1 一 5・6. Derge, Tohoku No. 4090, 氏 u 
38b* 一 39b6: 57777ZZz277。 Derge, ho 176b* 一 181a*: アア ZZzZ の 27 の og。 Peking, Vol. 117,p. 146・5・1 一 p. 148.4.5: 
Y 5oZ22777 の ,。 D. 123, 7. 8 一 p.。 127, /、1. 

(w) 固 記 を 据 つ り 洗 米 民家 りう )67 


768 


( ゞ ) 選 計 伯 に 加 皇 選 叶 押 G 介 GG 聞 多 民生 上 計 時 り 民家 りう )" 

(@) 旧 想 叶 十 札 避 家 生 xQ 人 計 7 竹 じ 民家 りう )67 

(o) naivotpadyate. の pg の nodeti na ca vyeti く )4SNQG? の 7 p. 65, 7. 7. 

(に ) 札 國 叶 混 品 ( 国 G へ AG 駅 ・ 回 ・ 選 ・ 編 ) 掃 生 Q 隊 "中 考 娠 棋 捧 訴 問 和 か" 

(o) ご 剛 惑 午 二 1 に 党 " (『 豆 条 編 』 弧 還 " K 四 1 1HR" 1 で 在 ) 

(@) 匿 較 る 中 選 世 や "を W や 洗 り 民家 りう 撤 りり PS の 統 緒 り 民 0 家康 揚 1 委 9 家 り う 8 う ? 

( ら ) 皿 人 性 sampandatas, 撤 六 六 過 舞 samspandatas の 4SyG 抽 を AA ロ ーッ ンー 必 必 心 samsargatas 4J 褒 XG? 窓 共 稚 
炉 籠 「 11 く 〇 由 綿 蘭 " 

( ロ ) 和 11 加 工 111 統 鈴蘭 

(Q) 補 ()3J 尼 D ン ” paramanavas 4J 瑞 米 倫 代り う Q? 

( 販 ) 冥 @ 長 ン " 瑞 杜 @ 燈 い WenG り PASQ 筑 tad っ) 革 り 民 0 表 ビ っ D07 K ホ で 選 ル で 鐘 り 宗 多 貴 考 吾 り 7 果 牧 福 べ ) 
つり っ く jG? 5777222277。 Derge, Tho 180a*. 

() 所 松 有 りり ツ の ^ JJ@ 紀 @ 著 編 下村 お 如 う の 乱 そ ソウ っ) 江 骨 訪 先 丈 心 時 帝 宮 本" 提 攻 P 短 )@ ざ つり WG 陸 電光 
移っ jo@” 人 交 想 、 病 画 届 甘 能 」 糧 応 福 jp 慌 抽 」7 届 甘 能 失 職 作 内 m"「 六 製 弄 加農 応 、 穫 窓 秀 mn" 「 甘 応 坦 虹 舘 
品 竹 」」(『 在 円 陣 組 』 交 1 〇 "円 1 RC 111 く 買 居 ゴ )? KK で TANT ト で 6@ 尾 所 対 京 臣 つう)Q7 7 が 77222677。 Derge, 
Tho 180b5-?. 

ご ) 『 尼 四葉 泊 編 』 交 1- 円 ズ 1 1 せ 

( 選 ) 『 忌 陣 隙 当家 唱 』 交 17 由 1 1 くく 1 や 克 に " 

( 局 ) 『 二 申 嘩 幻 』 交 11" 円 1 1 く " ベ ざ 1 1 破 王 “ 

本 ) ご 接 豆 震 称 ^ 区 D り 心療 堂 選 家 式 福神 秩 東和 か り ) 没 。 同 軍 昼 叶 王 栄 人 る で 89 つる つ 夫 4Q ン 7 『 太 己 』 
IRO 5 愉 7『 講 軌 禄 』『 ド 隔 用 全 家 』G「 損 祝 生 窒 東 」 掲 祝 突 固 地 軸 」」 好 飛天 NG 礼 窒 康明 僚 綿 釣 尿 リ ^ マズ 
貴 填 節 っ 太 家 お 6 選 0 玲 )G 豆 条 編 己 』 弧 還 ” 回 還 1^ や 〇 O 四 7 ADQ や 二 寺 個 密 「 編 1 届 十 区 @G 剛 可 編 証 
団 」(『S 潮 絢 や ッ ト ホー』11 国 下 ” 1 や 了 ペ に ) WVzszd272226gg6 紋 の ご 挫 下 財 令 福 公 じ うろ Q り 染 思 人 0 尿 ソ 
っ )Q" 
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(@) 皆 維 十 ・ 判 二 民 せい ろり 中 ” 作 三 深 「 給 | 民生 江 G 諸 綴 編 」『 宮 尋 狂 吉羽 引 葉 罰 散 』11′ 1 販 一 | 夏 鈴 菩 " 

( く ) 組 (@)( 避 ) 鈴 性" 

( 計 ) 0 導 避 内 衛 記 人 敗 霞 散 稼 へ 人 Q『 没 破 思 嘩 泊 編 』 選 や 叶 DGG 政 @ 淫 選 @ コ 必 宮 定 編 策 和 G" 

品 失 忠 憶 農 事 十 製 操 民 尽 に 政志 中 知 辻 唄 愉 六 」 長 、 吊 喜 疲 穫 坪 宮下 恨 陣 嘩 」 要 屯 ” 居 虹 隙 補 " 中 回 1 路 11 純 司 " 
好 " 11 製 半 ” 血 財 家 隊 悦 相 " 接 農 下 双 中國 財 悪 ” 硫 計 政 吉 人 抽 黙 耶 編 um 拓 (7 相 上 競 、 料 写 也 貢 組 (中 了 | 1 
1 存 聴 」" 隊 典 問 押 肖 入 ” 王 維 」 肖 典 杜 " 坦 rm 加 粒状 可 に Ki 貞 吉 ("(『 挟 必 限 工人 る 編 』 交 117 回 | 1 マー ママ 1 1 
了 壮 ) 
68 キサ ロー クーN KN で ボー ささ 私 トト さ 気 生 - の samghataparamanu っ ) dravyaparamanu G 図 忌 つ り * 
窒 四 つり ろう)Q5 25o22777 の 。 D.123。 7。17: 57777gZZ2277。 Derge, 本 ho 177a6-7: 27zZ の 7 の 2 Peking。 Vol. 117, p. 
147・1.・6. 

(S) の zz, p. 65, 7. 9 一 7. 10, 7. 12 一 7. 14. 

( 貸 ) 避 堪 G dravya 流 ^ 強 編 党 G 序 琴 は コバ P 計 わ お @ つ ろり ず 移 Jaini 製 虹 沼 家 の りう je? P.S. Jaini。 45427- 
226 の 7 の の , Tntroduction,p. 90. 

(くく) 幸 腰 ・ 四 用 G 衣 『 感 才 編 詞 』 人 る 民 う っ お? 『 下 孝 編 詞 』 末 国 ′ 幅 還 1 や ] 販 せ ヒ ) 

(SS) 『 末 申 薄 訪 祝 』111117 K 円 197 人 K く 1 1 展 に に 人 K く 1 破 dH" 

() 『 ポ 隔 薄 介 福 』 末 111117 円 11 や 3" 人 K マ 1 販 吉 ? 

(NN) ぐり JQ や 7『 半 照 其 信 紀 』 革 G 将 政 編 臣 提 容 SN4Q4Q 当 提 浴 QG 円 丘 窟 人 人 る. おう? 御 過 宰 「 能 熊 刀 つ 」 ざ つり 
"② 計 幅 握 窟 つ つ りう)0 (『 感 才 礼 雇 』 新 国 ′ 円 国 1^ や | 民 に )" つる つ 肖 廊 史 『 時 円 園 祝 』 革 り ^ 折衝 福 記 引 ン 刊 貞 つ り 
っ )G” 

8 虹 『 加 円 隙 家 』 SG ソコ 必 編 狗 流 央 yo" 

早 刊 吉 編 十 虹 編 販 "「 玉 麗 回 選 室 十 員 選 "時 飛 茎 壮 限 畑 例 最 ? 則 光 際 革 1 届 K 編 寺泊 」」 赦 電 」 居 福利 、 際 邊 攻 蝶 提 ” 頁 」 泊 人 
掴 」。 区 最 , 敢 弓 四 韻 半 送 」」 時 円 陸 編 』 絶 団 " K 円 1 RT HI 国 国 販 ) 
居 早 視 福 "「 了 問 信 震 m” 総 際 芋 | 羽 製 和音 , 赴 坦 」 居 層 地 、 際 四 蝶 提 」 抑 蝶 敬 、 押 ” ( 臣 泊 "11| 困 国 陣 に ) 

JG 詞 紹 れ 8 判 松 "『 豆 条 祝 』 ペ を GS 挫 直史 叶う り ^ 虹 細 偶 屋 Q 皿 折 給 丸 某 組 つ りう る か 層 AG AYAA い QA" 


7Z0 


不吉 編 』 や 時 窟 鷲 臣 つ お G 如 "性 の る Q も 史 詩 人 る で お GO 人 | 
(&) ぐり XQ や 7 国民 軸 G 静 直 和 "ご 入 下 計 G 避 限 太い VS ささ 握 G 無 秩 鐘 人 S り 短 て Q 天 じろう "61 1 応 概 区 らい 細 
誌 や 編 〇 お G『 下 直 編 』 介 税 り 人 S り や 4Qye へ 昭 x9 
(S) 国民 細 QG 静 直 呈 ^ り G 附 4m 代 て や の 振 算 王 きつ じ G 悪 代 G せ や G 静 地 や 人 Sp" 1 志 融 申 器 提 生 ye 還 装 再 @ 表 地 や 


8 お うど 


(5) 『 ポ 照 交 人 訪 祝 』 交 11111" ポ 幅 1 や" KK ズ ] 看 せ " 

(8) キタ アー ター 中 名 7 杉 交 球 JST 失 流 絆 40584Q 約 SQ 記 う 信人 Q 癌 蜂 G 著 人 Q 赴 攻 流 将 へ ” 相 つつ 如 ろ 評 心 ぶ 蜂 G 藤 人 
\Q 走 皿 徹 過 い ” 穫 也 生 yG 人 る 届 属 路 G 軍 シン 走 医 流 乱 XG^ る ) 記 密生)G (Ya5o22277 の 。 p. 124, 7/、18 一 /. 22.)9 8 K ホ で NTY 届 
ざー ミト 篤 ト よさ 気 下 計 7 軸 (Gvala) G 悪 対 選 遇 剛 四 伸和 y9 走 臣 " 避 更 生 :Q 走 攻 " 調 人 る か 邊 攻 集 稀 yQ 償 <Q 間 ・ 家 ・ 硬 
地 坦 生 nxQ 届 軍 生 XG (5 め 272Zz277。 Derge, Tho 178b2: ア Z27zZ の ZZ の gz22。 Peking, Vol. 117。p. 147・4.3)? 

e) 『 本 照 例 統 』 約 111111 ド 円 116 や "天才 属 に " 

(@) Yoz777Z, p. 124,/. 29 一 /. 31. 

(③) 8 太 72Zz277, Derge, Tho 178b7: ア z ヶ ZZ の 67 の gz, Peking, Vol. 117, p. 147・4・8 一 5・1. 

ぬ ) Yso の 777 の, p. 124, 7. 29. 

る ) 8 太 27222277。 Derge, Tho 178be6: ZZz2 の 27 の ZZ, Peking, Vol. 117, p. 147・4・7-8. 

( 記 ) Yasozz277 ケ の, p. 124, 7. 32 一 p. 125, 7. 2 672 ヶ ZZ2 の 72。 Derge, Tho 179a+: 272 の 27 の ZZ Peking,。 Vol. 117, 
p. 147・5・2. 「 

@) ぷす ホー トー&87 宗 羽 識字 WWGK 長 半 玉 如 つ 巡 WRG 了 二 人 応 箇 伸 つ お "6 定本 る 4W ン 眉 森内 へ 所 共 信 りり 尽 駅 

m 還 的 表 紋 白 つ お G 叶 級 り 吸 来 流 矢 ye? 野人 | 角 可 11 振 欠 始 ? SZ が 272Zz277。 Derge, Tho 179a!-3: 7722 の Z7 の ZZ の 。 
Peking, Vol. 117,p. 147・5・2-4. 

(の) YY25oZ2277 の , p. 124,/。 32. 

紀 ) Y25o22277Z。 D. 125, /。 6. 

(G) お お 羽 つ 志 G 思 り 基 表 D り か り 4J 計 枯 刺 つき 8 く 2 の う 84Q つ うろ" 

愉 量 容 "「 利 邪 韻 力 本 涯 世 、 送 』 『 四 円 概 礼 』 交 団 "円 1 1R" 1 田 国 民 に ) 
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() 『 時 円 団 祝 』 郊 還 ~ K 円 1 1R" 11 還 還 下 -d" 

( ぎ ) 了 弧 団 "円 1 NR" 111R 団 下 圭 " 

(3) 孔 鐘 還 "円 1 RC 111HH1 1 下 に 7 

ざ ) 了 鐘 還 "円 1 1R" 1l1 還 1I1 三 " 

( ぎ ) 尻 弧 還 "円 1 1R" 11HRR1II 百 ? 

( き ) 中 御 国 " K 円 1 1R7 HI 還 国 工 - ゴ " 

( ぎ ) 『K 申 功 』 立 還 ”~ ド 円 1137 1 屯 革 ?『 友 限 呆 陣 次 信 福 』 親 RT 円 1 く ” 1 や 地 に 7 『 半 申 細 信 鶴 』 御 
111 や "円 1137 KK 1 固 2 

(くき ) 『 照 薄 信 家 』111 や " 六 門 11 や 8" 朱 状 1 1 了 芋 " 

(5) 『 管 狗 編 』 親 1 円 1 17 11KK 国 形 せ に 

) J@ 刊 束 叶 / 初 押 統 拓 史 表 和 か yQ 配 で 8 人 区 礼 舞 G2G や 和 )@? 赴 迷 DJG 紋 @G 展 裾 舞 枯 きつ り 丁 葉 じ 約 y@) 立 如 
40 おれ 愉 4SQ 徹 。 早 堪 屋 Q 層 編 - つ スン ペ 全 和志 史 りう )QQG や 5 計る 人 人 計 5 め 必 近 GA)” 誠 態 刀 環 守 当る い 半 
ホン 80 人 昭 Sh” 穫 角 編 刊 Harivarman "Srilata 思 概 箇 四 G 嘱 中 史 お 尽 翌 示 の 引 く で ぐ や ” 豆 多 0 
G 徐 人 多 泡 ン か G? 抵 1 抽 拘 反 国 鈴蘭 * 


※ 嘱 迫り 卿 調 @ 記 本 明 交 約定 P 男 ) 生 A1 | 問 の て AG 絢 組 柚 貴 だ お 膨 江 和 民 つり うぶ 9 編 室 江 穫 XO7 和 全 
弧 選 交代 逢 ” 昧 環 志 隊 避 直下 移 い 生 0 DJ 和 や)67 
窟 
②③ pratyayalabhe ca sati kathinadinam dravanadibhayat 
@ apsu Saityatisayad ausnyam gamyata ity apare/ 
⑮ avyatibhede *pi tu syac chaityatisayah/ sabdavedanatisayavat/ 
性 軸 号 尽 起 宗 完 〇 6( 幼 ]1 1 @ 呈 【 幼 110 の ww 9 ホー トー で 直政 @ だ だ り 玉 表 生 \G 者 監 QG 某 間 答 ye? や つり 
G 屋 世 伏 キキ > サーッ ター か KN で NN で トー ミホ 私 トド くさ 気 2Jo の 羽 地 つり うろ 05 人 04Q り 性 層 QG よ て と 朋 馬 り 8 @ 


し 


SG 選民 JJ gshan dag na re (ty apare) JAS や " 抱 性 や っ の 科 で 約 選 J @ 央 や 沼 弄 ぐさ @ 骸 束 や 人 S@ り 梨 民 0 京 ピ 


7Z グ 


っ )Q“ 
つる XGJ 獲 過 110 AM のり 玉 べ 基 太 ら "O⑨@ 刀 行く の 天 で く ャ @ 相 品 PS 団 還 や の つろ)99 8 朋 忌 計 約 和 Ey0 へ 誠 
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ASP に ks 本 2:: で こる うさ きこ アベ) 


川 妨 編 欄 @ 幅 較 


J ぐ 光世 祝 だ 拓 戻 ざ 笛 度 似 @ 償 臣 じ の 門 選 栓 県 計る お 2 の @ 8@P” 比 北 哲 唄 尽 鍛 DSxo 筑 7 投 野 ) 
ed 尽 郊 和 x@ 押 く ぐ GS 人 性 陸 肖 愉 〇 ン 運 殊 ひ うう ゆ や SQ り 家 完結 負 生 yG 紀 狗 流 償 画 肖 揚 上 族 史 
下 20SQ 人 QPASO7 悩 画 喘 『 韻 編 1 | 十 編 』 

ペ 半 押 茶 1 枚 茶 皿 剛 悪 


77 ど 


頑 和 北 隊 剖 に 竹 - 
令 選 剛直 諾 隊 放 昌 長 基地 拒 史 導 趣 地 玉 評 m 誤 避 所 
人 SS りお 表 和 hG 近 環 G 記 短 
志 る 肖 可 | 謙 提 名 其 最 "| に 1 IE 二 上 総 風 円 有 屋内 析 度 和 聞 付 人 K" 剛直 に 叙 財 時 還 ? 
毅 失 志 半 問 戦 * 音 衣 幼時 押 幅 半 編 守 民 天 講 
JR ピタ ツン 諾 4 絆 映 貞 給 " 話 剖 な 折 村 環 か お NAS『 世 回 限 組 』G 足 間 胃 也 @ 編 や 燈 \ つら や つり 振 職 
『 四 円 樹 礼 』G 近 JJG『 遅 編 1 1 十 組 』 対 赴 人 7 0 J ぐ の 0 うい の っ 65 つ 
AhG 編 要 を 思 搬 馬 -N 民 般 つ 0 放 和 m・ 放 下 垢 Q 有 長 や 3SQ り 富合 つ 六 更 叫 『 統 詳 
渡 』 尽 の 
4 に ES 
思 艇 農 無 長 紙 | Im 
計器 弟 吉 名 守 
員 剛 所 只 二 職 直 
AUSQ つ " 昌 掲 G『 管 半角 編 矢 局 』 り の 
NPGnRWPaRReh 
びび っ)6AJJQ 余 豆 虹 守 7 悩 表記 叶 把 桂 切 包装 図 忘 つ じ 立 つ お 迫 和 維 記 串 % 計 十 甚 泡 時 嘆 量 
立つ うろ おり AJ。 の 下る SQ 必 5 
0 6 十 扶 の だ 溢 療 6 の 紅玉 人 7 有り 玉 いう KT 選 下 で 味 @G 人 尽 詞 失 つう xy6? 
幼時 > ! ュ ーー 持家 GNU ろ 「 舞 て G 打 (vieaya) 避 入 本 や だ な っ? 電 句 避 征 【 肢 査 G) SO 8 
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手 ④ 〇 りう)@ 余 P 穫 6 」AJ? 要 商 偶 屋 叶う 「 休 畿 記 G 卿 時 飲 避 押 十 り 和 \@? 冊 座 (paramanu) G 記 ひ 
心 僚 狂人 Q JOG 財 可 江 人 委 ン S 長 ン 矢 いり (samghata)^ 嘱 JG 編 令 財 年 nQ 國 8xe@QG の 稔 )@* 
〔 賠 窒 江 〕] 次 いい や 8 うっ (asamghata) りり 8 う 8 の いつ 7 箇 っ り 宗 心 ( 剛 村 ) 当座 お 8226 筑 狼 り 移 ぶ 
G 全 Q 【 股 超 G) 1 0 10 な 医 頻 (lambana) り Q だ る でも SG」 

4 SG 十 舘 の 明 軍 @ 編 是 | 誰 mnG” 本 時 共 釣 財 窒 @ 轄 m 
丸 下 避 お 二 園 玉 A リ ュー トー ホ (Srilata) や 3S@ の 8XOO か や 史 鍋 て お 尺 兄 / 閉 赦 時 「『 攻 円 醍 編 』G 十 園 7 
早 瑞 項 Q 昭 瓶 飼 記 現す ホー トー や 給 5@」 ざ ろう 必 民 肖 対 で と 介 心 電 仙 喉 Y や っ :6 筑 7 回 5 へ 提 う K ホ で AN セ 
ト ヾ の が お 必 腰 G DJ 和民 りう 5@GG め 8^ 彫り 唄 表 G 穫 XP の ASKG9 の SAJ22K 呈 で NT で 8 親 供 G JJ 記 
公 心 所 際 G『 豆 条 編 』 こ で 近所 G べ PS@ 玄人 QMS 民 了 工 叶 飲 叶う ぷぷ う の ろう 太 SG 余 の つ 潤う" つ 評 つめ へ 
4 へ す ホ ヘー 一 私 東 如 つ リ イス の SSQn? 

き 加 紀和 @ 楓 長 選 党 @ 泡 祖 縮 いう うぷ 完 『 層 編 1 | 十 編 』 ぐ で 窟 攻 Vinitadeva G 祈 英和 縮 GAJ7 率 郷 記 拒 ぶ 
UNIRN2351IN 22024 * 螺 1 1 総 叶 虹 次 信 屋 G 給 ” 昌 川 給 叶 里 
咽 芽 Q 愉 セ 給 P 和 XG の 集 7 和 久利 必 人 P 選 製 め だ ジン 5 4 『 玉 伝 頻 民 編 』Q 和 で トー 組 届 の 7 り マン Vinitadeva 
S 級 相 科 的 RxeJ7 率 郷 当地 坦 和 か xy@ 馬 和 か 11] 給 流 藤 0) 家人 罰 向 0 尽 りう 0 り 筑 太 )@ 信 WS 愉 AAG 
時 1 1 給 診る 可 敗 給 流 ” 償 閣 祥 NNY た ERD 餅 人 つ だ ょ ペペ の 4SSOP つ 全 つり 家人 沈 G 人 8G 盟 咽 若 へ 撲 間 将 ぐ 
判 政 人 交 ぶ 9 コッ 放 細 人 Vinitadeva  JG 控 突入 振 提 竣 届 な 97 Vagbhata (pha khol) だ SNQG ペ ャ 
G 枯 早 や So つつ っ)99 

ざ jJ 避 や 記 時 ぺ 忠和 要 洒 か xQ 了 能 令 四 どり 矢 XG 付い つう うっ? 『 訪 枝 隊 隊 統 』 買う りり" 悩 最 切れ 較 
S ら 均 村 軸 つ お ② つ で 記 或 洒 や yo トイ ター 朋 証 先天 My hdus pa 区 SS hdus pa rnam pa P 維 や” り 記 対 親 揚 完 


7@0 


() 
SS samcita (8 學 samghata) 共 や samcitakara (お 叶 samghatakara)^ り 選 掲 つ っ ろ 509 つる つ W87 二 乱 GS 


K ホ で 必 引 で G 組 放り 寮 の 料 り 7 唐 桂 學 samghata (8 samcita)^ 唐 和 れ 守 asamghata (8 忌 asamcita) 
GS 層 穫 2 人 Sx0QG の だ っ 人 る Jo の 昭 .QSRnO9 衝 8 投 GWS さ ャ ヤ ・ 邊 マー 』 り 8 『mK4m 編 』 だ だ 和 ND り ン 写 
紅 避 民 で yG11 填 角 民 窟 つ つり ^ 閲 (Dharmatrata)・ 例 抑 (Ghosaka)・ 判 械 (Vasumitra)・ 舞 了 (Buddhadeva) ぐ 困 
稔 公民)@ 入 WS 個 選 寺 @ 心療 弓 旬 倒 思 マツ 
《 や ふり 宙 還 い で | 唄 定 GS 巡 QS 愉 407 螺 作 6 十 期 穫 ド K ッ テー 邊 筑 "1 1 十 国 編 衛 匿 骸 つつ" 県 冊 衰 起 外 編 
(paramanusamcayavada) 対地 つつ :GG や AG") 

JG 革 ソ ” 1 1 十 国 編 ま ネー キキ 新 藻 計 民生 り の 8 下 Q 人 の 乱 y@ 集 。 骨 明 雪 穫 結 ざ 叶 二 交 環 人生 全 へ つ お おろ * 
つ 人 つ りり 貸 八 拝 狗 二宮 @ 詩 店 @ 斑 値 り 移 )@ り ) 計 失 OJT 「 国 編 叶 売 十 の う 表 豆 ( 畠 ) 計 刻 編 つ うろ 生計 人 
愉 編 PyG 掃 蘭 有 か ンジ 近 民 どり 乱 )G 」( 尽 中 べつ お 胃 面 @G 刊 責 G 臣 尽 G 択 棚 訴 鈴 月 ) の ろう 心 十 零 G 矢 G 各 軸 妃 褐 飛 り 表 生 
\Q 明 嗣 洪 Q 区 編 " 生計 人 選 「 近 十 り 如 う 表 責 多め 刻 編 ジ ぁ 0 」 の ろう 心 相 暑 は DGG 映 悪 芝 編入 利多 で ン 尼 詳 午 め 衝 
Xe J 還 で Sn9 2 の On 8 史 守 7 刷 村 sameita や 乱心 喘 世 samcaya の 4ShG 人 る の つろ" 


還 記 


ペー 座り 矢 び 愉 絢 記 時 ・ 還 和 和 G 蝶 朋 史 いつ だ 2 う S や ^ り 実 叶 悩 昨 擬 G 赴 り 所 喘 区 や 穫 xG 人 の つ 氷 
さ う べり 国選 T つ 人 挟 つう 征 及 つ P の DS 尼 朋 有 コツ 必 0yG 肌 編 編 @ 加 殊 だ "で て と SS 拉 G 十 紋 へ 時 咽 器 ぐ 皿 
悪 届 玄 記 利 坦 つ りう おり 昭 K” 抱 悪 の 雪 4⑪G 写 際 叶 "引水 韻 編 店 駅 @ 選 固め や 和信 脱衣 りか 愉 筑 0 トド STG 
せ 品 や SG 総 御 斑 伝記 中 拓 りり の 筑 和 か 詩 人 る 選 記 人 6 WS 較 肖 染 田 療 7 性 投じ だ /『 軸 円 枝 編 』 信 ぐり 宗 
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柱 王 つ 忠 べ っ” 無 編 所長 ぶ お SPASKG” J6 写 棚 " 舞 11 掴 螺 還 綴じ 語 の 6 本 語 上 租 濃 宏 忠 江 乱 MG 


(n) た な o52, p. 13 一 p. 14 :『 下 箱 編 』 末 1 円 1 NR" 国 下 に " 因 阪 - ゴ 

(Q) 『 下 才 礼 記 』 交 1 回 還 17 11R 四 ゴ " 

(ww) Th. Stcherbatsky, 77e cez772/ coz2ce の 77oZ o/ zzZZ77522 2 の 77e Zzzeg777 の の / 77e zoo7Z の の 7g7zzZ, London, 
1923,p. 5, p. 6, p. 8 紅 環 臣 『 医 居 さ G 角 側 町 御 』『W 明 』 上 国 親 1 1R 皿 7 

( マ ) 区 臣 語 IR『 民 避 ぎ 缶 』 1 1 で 貝 " 衣 江 男 殻 福 京 牧 ′。 | 1 ご 区 ペ に " 如 提 ・ 応 ・ 里 史記 つ SS@ 編 所 維 菩 ” ヨ 田 抽 
代 「 ト 9 気 ミ け 困 羽 G 宮 下 」『 羽 S』11 1 一団 7 仙 憧 角 共 「 田 紳 人 K 昌 」『 呈 き 庶 』1 ぴ 一 1” 所 江 四 小 『 癌 往 将 G 忠 忌 G 
臣 演 』『d4 煎 』 上 還 尊 ” 1 大 一 人 国 〇 7 

(o) 判 松 學 %8『 下 孝 編 』G 尋 6@ 斑 突 り ^ 十 1 1 記 G 下 塊 十 り 乱 NX や つろ りう)G (た 952, p. 301, 7 一 8)7 り 応 7 人 悦 
己 伝 @ 路 器 り いう ろり" 出身 折 「 品 者 編 二 交代 阿 回 表 和 か \Q 拓 際 Q 訓 舞 」『 朱 帯 語 似 』 雷 Kー1” 共 1 破 一 で の 克 鈴 蘭 * 

(o) osZ, p. 14, 7. 2. 

(に ) Ko5Z, p. 13, /. 22 一 7. 23. 

(@) 士 挟 IR「 給 1 民代 葉 @ 閉 共 」『 相 尉 線 役 器 』 螺 償 悪 ” 11 周 | 由 一 1 1KO 因 11O や 皿 " 仁王 維 「 編 1 慰 十 赴 @ 愉 編 幻 」 
『 電 回れ 吉 吉 虹 里 落 』11′ | 販 一 1 了 " ヨ 田 朱 正 「 編 1 国 提 虹 人 和 や y@ 地 欄 G 記 机 」『 樺 』 1 周一 國 "1OO 嘩 一 1 
1 1Q 拒 ? O. Rosenberg, の ze ア ヶ o6/ezze ez 6zzZZ77s77sc7ez 77oso の 7e, HHeidelberg, 1924,S. 83, S. 108, S. 109 : Th. 
Stcherbatsky, 7e cezz776/ coZzce の 77 の 2 o/ zzZZ77s22。 D. VII, p. XX1. 

(の) が o5Z, p. 14。/. 2 一 /7. 3. 

() o52, p. 14, 7. 3 一 /. 4. 

( コ ) 国 枚 (pamcaskandhas) 叶 六 明知 ・ 己 ・ 固 ・ に ・ 共 G 還 陣 散 SO we (skandha) うふ 鍛 導 め 人 S で 5 AUS る 
ADS へ 双 的 天外 本 "か AO 品 糧 ・ 遇 紳 ・ 回 題 ・ 閣 ・ 匂 柚 さ っ GO SV 天田 龍 き うぶ 所 芸 Q の AS 1 陣 角 
うろ 心 角 り 内 ふ ^ 直 中 引い や の お (skandha) 紀和 内 才 心 押 散 計 鈴 肖 史 地 つ 計 る お 2 の 6 の 昭 RSXGP JJO 策 
氏 記 ざ 培 @ 普 だ りお y@4J7 十 1 1 遇 ・ 十 ご 蜂 S 直 只 提 らい や れ 愉 りう 必 棚 図 公 Q” 間 避 諾 是 -J 選 本 呪 " 加 選 ン 6 艇 電 瓦 祥 
旨 介 QSP つ で お 9 や つじ 邊 欄 り 306906 詩 下 聞 GS い や 3S0 作 @ 弄 旨 G 羽 の 間 QSYO 選び お 9 吾 脱 
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公 『 下 租 軍 』 ウ ^ 本 QG 紋 玉 和 い ww いり AS@ の) つ (rasyarthah skandhartha iti siddham. 大 o5Z, p. 13, 7. 7.)^ G 軸 政 
り 「 浴 Q@ 伝 征 G 誠 中 ” 把 つ ン 映 抄 ” ( 革 電 ) 舞っ ン 叶 切 " ( 革 密 ) 編 区 中 本 QRR で ン 」 の ろう 玉 計 息 征 りう っ :@QQ つり 
悪 葵 る AQG じ 和 S\@” 提 G 江 医 中 和 か \G 判 聡 へ 模 綴 信 馬 Q 近 四 Q 皿 麺 22 DJG り 9 提 組 つ り 近 0 PS" 

() 『 皿 円 団 編 』 弟 還 ” 円 1 NR 11RO 四 に ? 

( 己 ) 『 時 円 団 祖 』 百 因 マー 円 11RT 人 KK 償 伯 持 ? 

( さ ) 3JQ や 二村 GDGt 愉 完 神 員 叶 避 季 い 8 農事 選 所 時 (paramanusamghatatva) で G-eG 器 品 .Q 祥 りう )@ り 兄 泊 
父 い ン ” 胃 賢 叶 り 家計 活 坦 つり うっ" 

多 玄 弄 壮 」 直 状 忌 甘 電 評 宜 京 」 居 Wi 状 鹿角 唄 時 時 麗 飲 」 屋 ? (『 四 円 園 編 』 いり 本 円 1 SR" 11111 国 了 現 に ) 

(上 ) 『 皿 円 団 編 』 末 還 "円 1 SR" IRO 克 に ? 

( 局 ) 『 四 円 編 』 部 還 ” K 円 11R" NO 皿 に ? 

( 巳 ) 民 堪 8^ 四半 お 京 ・ 計 陣 お 記 ・ 電 宰相 記 (anusmaranavikalpa) ll 忘 令 矢 XON0 弓 田 編 思 午 外 京 G 殿 。 鍛 
く 毅 編 11 償 記 斉 蝶 G 赴 臣 流 燃 )y@ 掲 公 Q り う )G (Kos2, p. 22. 7. 220 一. 22 86 Y25ozz277Z。p. 64 一 p. 65 維 尋 )? 
8 『 み ト AKKA く ー』 で 填 尽 ^ 弓 困 編 箇 交 毅 編 Q 写 選 「 要 褒 沼 豆 う っ 」(anallapa) り ) 委 答 く ぐり うっ)G (V. Tren- 
ckner, 7e 42727z2 の 2 が の (PTS), p. 57: 填 世 上 羽 ・ 叶 環 里 円 馬 螺 | 表 ] 国 国 臣 )? 沢 男 臣 『 き 税 剖 直 G 臣 尽 G 臨 宣 』 | 
や 〇 直 維 君 " 

(2@) J り Gv 居 詳 苔 G 北 赴 だ " 骨 看 りお 天 釣 十 (paramarthasat) へ ! 判 赴 民 (Samvrtisat) G11| 衣 G 記 机 揚 や で 
され まこ や こ だ た すい 

や 壮 全 抜 隊 王 還 蜂 間 隊 」 総 身 」 選 、 舞 " 相 台 」 癒 身 」 頻 赴 直 7 (『 尾 円陣 祝 』 細 財 "円 1 RT 1RR1 1 民 に) 
JJ の 租 下 生々 郊 り 57 胃 訪 叶 際 区 @ 下 庫 の つり" G 思 ・ 臣 Q 緒 飲 " @ 遇 窒 @ 起 昧 の 芝 ⑪" @ 区 冷 十 の 拓 赴 下 ” GIll 訪 外 
頑 0 和 りり 急 リ っ)@ り 2SN@” 如 電 武 G11 潜 引 り いう ろり" 件 三 給 可 応 編 械 維 菩 " 

( 品 ) 『 赴 編 1 | 十 編 』 ド 円 1 1 や 団 三 ? 

(くく ) 『 洋 編 1 |] 十 礼 狗 刻 』 北 "円 団 111” 慌 R1 1 販 二 持 * 

) 位 杯 足 崩 『 国 喘 表 姓 憶 紋 1 | 十 礼 度 包 』 1 人 K]1 陣 一 1 Il 看 "ゴロ 棚 『 拉 別当 生 Q 十 上 涯 さ G 表 家 』 還 〇 ざ 了 一 還 1 〇 
皿 " 時 導 冒 思 て 上 「 剛 球 礼 」『 后 ゴ 羽 ざ 朗 祭 技 罰 落 』 国 "11ONR 克 一 111 1 還 " 
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) 『 宮 伝 虚 糸 紀 』 円 1 1 ベベ マ 破 芋 ? 
(人 く ) 『 簿 韻 編 編 委 記 』 殆 1 性" K 帳 國 117 11KKRd? 
() S 太 zz277。 Derge, Tho 95b5-7?、Peking, Vol. 146, p. 240・1・2-4. 


(Q) ヨロ 机 ・ 臣 区 紙 般 『 着 窓 憧 編 Q 隊 算 蝶 包 』 コ マズ 販 一 や 翼 ? り S. Levi。 72 カ 272 の 7727 の 57 の 777。 の ez な 77725 ge 
gsz の pgZz の 7 27225272 を 2 e7 ナァ 422237 を 2。 Paris,1925, p. 6, /. 25 一 /. 26: Vinitadeva G 紹 器 ア rZ を ZZ27Z の 22225 ん 277 ん の , 
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(人 く ) ヨロ ・ 候 弓 応 珍 " 帳 国 〇 了 一 同国 1 皿 " 
(人 N) 472z2zzo カ 77 を 5277 を 2 Peking No. 5739, Vol. 138, p. 48・2・7-8 約 菩 ? ct. 442 ヵ 2oyzf の 77 3511: コロ ・ 臨 味 述 


mm 崩 臣 回 ” 国 還 ご 了 " 
(@) S. Yamaguchi, 万 ZZze2 の e /o57e7 の e /2 Cozz22ss の ce6, JA 1929。p. 30 一 p. 31: お ゴロ ・ 了 臣 区 弓 応 科 忠 争 G 


N. Aiyaswami Sastri 選 遇 民 Q 所 層 の 眉 漂 人 内)G? 
(人 く ) の zzpg, p. 260, /. 14 一 /. 15. 
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『 貴 4m 編 』「 功 訓 只 」Q 過 区 り " ペ ャ ヤー ホーw%AJA 9 す ホ ーー トーKGzeQG 昭 . で や ) 相 政 巣 全 0 りう )QQ の 7 り S 
%⑳ べ つ 剖 引 つ で 


| 『 速 才 編 』@ 惑 蝶 史 


「 研 本 」G 思 人 S 尽 抽 幻 尽 宛 和 myG 維 氏 令 舌 \00 うか の の 8 て 折 編 呈 国 一 雇 ぐ G10P「 | 選 @ 己 暴 選 叶 折 人 S\@ 」 
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っ 心 園 り 約 y@ 染 。 つ 為 つ 判 計 折り ろう 愉 宮 うろ う 22G の 4S5@7 買 < 完 競 (vedana 幡 編 ) 叶 7 折 (duhkha)・ 睦 
(sukha)・K 抽 K 贅 (aduhkhasukha) G 入 AR 提 東 渦 了 握 め 6SGG 箱 強 沙 駅 ・K 和 に 哲司 穫 つ 
り 抽 J 放 QS" 提 据 meSXO GPS の る? 

民 氏 りり 応対 人 川 折半 の 店 で 中 じ 給 外人 条 寺 抽 抑 寺 (duhkhaduhkhata や 京田 拍 ぐ 操 0 じ 騙 <QX9 拓 
SG 昼 ) く 過 抽 講 (samskaraduhkhata 紀 選 呪 光 赴 や 稚 \ ら の 陸 y% り 必 の 叶 4QSXGG 簿 ) 6 失 抑 前 (viparinamaduh- 
khata 泡 學 移 征 表 か yQ の 了 yO り 紹 れ で し 4QSDQ 反 店 環 ) Q111 の 人 SG 和束 多 111 明 SG 愉 AA 細 馬 吐 抽 講 紋 ら < 
弧 避 叶 晶 折半 り 4 に 箇 に 窯 表 叶 箇 前 見 PSP ま 反り 送 20 お や 所 貴 折 前 4*6SYO 委 肢 態 わが 
nyQe 衛 欠 が き コ 9 愉 兄 箱 直 NG 要 れ (yoga) さ で 1 台 多 箇 層 玩 和 R 邊 や SG 筑 吉 ・ 失 選 ・ 
に 前 に 張 東 信和 叶 和 志 所 人 SQ り N 兄 携 避 詩 9 押さ ろ 任 引 ・ 光 つ る 鍛 引 ・ 季 つて の つ ン の 詩 ろ 抽 起 SI 
放 多 G 人 8S 放 ン 路 三 お の SNO SD ろ お SPASAG 

り ポ 和 扱 つ ビ 「 流 大 押下 玉 Q お うろ 」 利 遇 か o 1 無量 法 胃 %0 天 っ)G 

《s お 的 (aha khaly api)「 抽 G 還 8*@ 信 る 7 和 ン 6 的 据 ポ レス 56 染 條 7 軍 徹 直幸 本 *G MM (系 ) 
馬 必 客人 @8 は 7 婦 叶 物 め や 20 上 抽 0.SDG9 J) 
季 ・・ 抽 に 窓 訪 塵 -N7 を hG 起 附 つ 豆 だ 9 和 除 め SA We 編 』 り ポ 誠 琴音 定 つ じろう 
所 国 六 y0 生 所 」 近 0 べく J 青 つ ピ 【 音 わり 凶 ン マン]" ご り G 國 坦 叶 煎 濾 G 中 皿 (samudayakara)P 和 び ソ < 
和 擬 Q に 回 (dohkhakara) や 妃 ろ り べ 以 X 本 剖 史 流 知 囚 ・ 苦 是 輸 知り お Mo SN 移り 反 早 流 軸 
AED お 和 Q 信 "【 条 事 和 性 D つ 4Q 登る)" 詩 宮 料 QOE 可 押入 AN ソレ " 品 ・ 戦 加 RSG 江 槍 skandhe) 
箇 駅 G 図 召 うる 人 の め 和 9V 人 各 早 (setra) 7【 折 折 雪 ・ 鶏 季 半 ) 詞 各 中 析 圭 組 久 ポ どろ)0G 邊 


。 ()(o) 
6 お 玉 和民 心 作 2 
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『 下 吉 編 』 だ 0Q 器 回 ろ レ ^「 珠 前 滞 邊 担 つ 太 ろ 」 へ べ 福 除 hG | 装 @ ズ ャ (ekiyas) 訪 典 た つ / り 天 多幸 つろ yo9 
「 恥 ※ 到 李 井 つ 旭 ろ | 選 G 到 全 提 GPSo」 1 終 枯 上 mxQ") 

思 QG 正 鶴 叶 缶 局 (satratas) つ ) 乳 編 (yuktitas) な 全寮” 抽 選 の つ だ 「 軸 突入 氏 6 の Q (vedita) 叶 生 
て 所 兄 忠 つ PyQ」「 湖 台 生 押さ つり 暑 <QQ て が や 30 」「 揚 案 つ し 娠 や SQ うふ 絶 思 つ お 昭信 9」 ざ の る 人 
時 者 生玉 昌 叶 性 淫 村 糧 和 生 季 耳 り 思 8Q お うべ 提 吊 か yoQ も 2S09 婦 選 つつじ 昨 明 人 灯 邊 Cy 

ご ※@ 国 補 に 掲 (avyavasthana) の 4SG 放 ぐ うろ 心 提 《※※QG 典 の 【] 回 ] 愉 父 ① ビス 0 超 慰 (pana) ・ 厚 競 

(bhojana)・ 抱 つめ (Sita)・ 湯 人 評 20 (usna) 如 AJ の 7 画 押 叶 臣 ろう Q 実 刀 必 (atyupayukta) 共 並 選 臣 うろ Q 宗 家 先 (aka- 
lopayukta)" 反 G 図 時 悪 X9 妹 G 図 宏 乃 AG の 当 お 殺 記 で 六 寺 る 7 御 湊 半 w0 つ っ ろ G だ 舞 
親 P 如 る 久 Q 無 時 SN22.Nz の 所 G 図 も や P 息 G 図 や お だ る Q も AS) 

到 舞 講和 和 忠 艇 か Pr の 遇 隙 才 選 な 泡 隙 で る 和正 っ 末 飲 和 G 困 別 89 の る や も SG 

S 妨 相 叶 拓 誠 拘 か (dubkhapratikara) あ 兄 弄 名 Q ざ つる 心 肢 揚 《( 齋 ・ 疾 団 ・ 隈 生 0・ 敬 つめ SNAS び 

っ )Q べ 穫 ] 弓 (ksudh)・ 陰 か (pipasa)・ 飲 20 (Sita) ・ 了 0 (nsna)・ 虹 恥 (Srama) 如 AJG 誤 宇 人 率直 生 Q@ 折 害 史 
0 どる 計っ 堅い 先 / (です ざり っ 人 0 静 団 ・ 慈 昧 ・ 除 公約 ・ 堪 つの る の G 筑 ) 家 つり 統 沈 先 観 D 如 2" 
る ぐ 机 誠 缶 か OU 単 証 粒 9 ズ ャ 叶 富 皿 誠 yeQ PSO 7 字 G 丸 信人 9 全 Q 想 乱 yyGP だ 計る 9 

思 25 区 い 二 昌 や 。e” 昌 つ くり る ろ )QAN り 絡 肖 つて 儲 OQS 和 居る 召 ろ 寺下 MS 穏和 
だ っ 

@ 妹 正和 抑 対 総 つ 抑 選 xG (duhkhavikalpa) J 交 結 賠 り XQ 人 人 〇 の うろ 心 李 揚 《W お 8 押 人 釣 綱 つ 抑 OnGJ あ 7 喘 信 誠 べ 8 

時 駅 対 更 り 和 か" 称 る の 制 電 玖 1 0G 葉 人 Q 型 G 工 せ 失 っ 範 SO0@ ズ ャ GE の や 4 

押 揚 釣 型 @ 攻 史論 つ 移 0 叶い PG 知 還 統 想 誠志 毅 起 *G 先 。 秋 呈 画 っ 明 や な 拶 
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1| 硫 了 青 間 編 邊 区 編 


『 下 和 L 編 』 だ 
( 燕 電 幼 忌 史 (Abhidharmikas) 「 娠 台大 衝 幸人 hQ」 ざ る や つり 天寿 拘 め 畑村 ひっ 59》 
つり 尼 陣 晶紀 屋 SG 徹 誠 箇 WEmQ ズ ( 細 央 球 Sukhapavadin) 導 区 編 誠 中 つろ > 無 悦 せ 認 つつ だ 味 
G] 季 直志 邊 必 ら 吸 6 撤 柚 丸 突 つ レス)0” っ 了 或 11S 后 履 「 好 昌和 押 りつ じ 革 .QyG あめ 3 」 計 思い 
MS た 
《※WJ 叶 110 (SG 東 痢 流 ) 稀 xe? 〔 無 1 中) 押 示 t ふ つり (syabhavatas) G 迷 @ (sukhatya) の 4SX@? J 応 
叶 表 る 法人 SUS 【 投 1 先 ) 貴 記 つり (paryayatas) Q 季 G 前 因 (duhkhatva) GSJ 外 舞 膨 つ 涯 趣 y9 

凌 や SG 衝 る の) 

Q 穴 選 1 民 や 如 藤 栄 李 半鐘 相 hG 所 SS 井 玩 N 人 る 0 放 ン 環 閉 つ お 携 幼 4SyG 旨 天羽 わな 貴 記 合 Q つ 
し 失 季 示 の 更 ら いら じ 近 OO て 026Q も 2S07 や つじ り G 早 兄 届 卸 G 下 措 揃え ピタ)Q の ろう 家 肢 性 
は 

コ @ 内 に 投 玖 全 Q の る ろ 脚 環 り 払 つ レ 《 放 到 ( 還 き ) G 〔 祭 税 ) G 起 々 J 門 ひ P 去 (visaya) 洛 G 図 の 

季 G 図 史 eQo 玄 製 流 ( 結 G 国 り yOG や) 時" 去 舞 を 音 S 家 誤 (kayavastha) ざ 披 いろり 婦 G 図 
AG 入 PS 皿 り 素 畠 P の 7 WS 給 G 穴 敵 や 近 5 0 名 具 や ポ 飲 表 つ 辺 @ 四 見 胡 る 名 辺 G 皮 表層 
レ >yoG や 4S9 う 

か 似 貴 屋 叶 上 穴 @ 内 の つり 区 回 散 因 邊 釣 征 家計 画 舞 吉 上 持 甘 散 史 攻 うっ う 完 折 図り の め S)@ り 作 7 
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※G 還 立た 提 り ANY@ 生生 狗 叶 著 G 図 叶 康 天 散 図 の 区 詞 祭 准 ( 語 科 人 軍 席 ) QG 提 で や 表 要 20x02 の GPS 
信 ( 還 人 條 加 寺村 人 穴 級 だ DP 窟 @ 国 8y*@G 選 全 Q)。 率 加 牙 剛 選対 沖 所 じ 巡 G 還 科 に 掲 の ⑳ ろ うふ QG 中 に 掲 親 P 
人 SG) うろ ? 

S 妹 政 叶 抑 計 拘 邊 の 交 紀 賜り 全 G の うろ 心 恒 得 委 つり <《 忠 癒 @ 塊 召 N 全 〇 逢い り お 時 學 丹 OO の 書 の 郊 先 7 1 

壮 JS 完 抽 完 麗 和 か りき の 6 果 引 当 更 yGG 信 ” 8 選 CYS 守 押 集 人 穫 X@9 つ りり @ 抽 人 流 寺 D 立 う 為 選 叶 
か の J 突 つつ で 4J 交 先 04Q 里 ゴ G 灯 引 沼 弄り XGA SQ お 木 染 【 諾 路 G〕) 組 (dhyana) 人 4Q 
敗 7 1 状 坪 誠 交 つ レ 【 丸 人 半 weG 名 9) 

生 如 人 Q 践 旦 Q 長 て 宗 也 先 了 応 瑞 和 か り 史 どじ り yGz の 2Q 沈 の 生 家 守 7 昧 駆 叶 泡 征 抑 人 學 壮 .R 家 補 計 で 計 
SQ 嘱 肌 @ 牧 半 の 評 心 逢 り 尺 時” AN 守 冊 で 6 抽 対 敬 つ り 更 ye GPSQ 必 全 7 お MG 剛 や 6 抽 父 う 
20Q 纏 冊 二 G 果 衝 筑 害 DXG DJ SQY 8 困 蜂 ・ 光 知 蜂 史 各 反 如 て 只 過 生 倒 移 X6 だ YP う )67 
SgG 宮 選対 陣 つ り 定 べ S0 SGP 約 人 の っ う 愉 

@ 炒 中 叶 抽 記 維 つ 移 0@J 郊 品 提 人 6 全 ぐ の ろう 心 肝 坦 家 つ 《 押 所 計 ( 虹 @ 四 < く 〕] 准 つ 抑 選 )@ 入 の お 87 【 総 

つ 箇 SQ お) 思 つ る 部 普 G 和 織 寄 箋 つ な ろ 諾 や 演 り 6 詩 つろ 穴 定信 <QS 始 (上 ) 完 本 り 【 据 た 0】 で PA 
XY のび 【JG 皮 つ っ 邊 唄 全 時 了 避 ざっ の 近 提 遂 当 ) 弄り ye GSG りお て 【 導 紋 所 洲 る 中 材 史 8 の うろ 心 測 和 〕 
887 [ 底 つ っ 衝 准 や 親 村 QG 証 " 字 委 る つ 生 で 泡 ひ リン ji@ 6 完全 心 ] 癌 8 本 本 本 記 召 宗 編 令 寺 年 6 り 
QA 【 渡 ” 振 近 品 型 @ 区 せ 凍 つ 箇 選 P。 の 線 幼 人 K ン 持 < お る で や 46)") 

惑 者 叶 田 拓 応 刀 @ 葉 品 綱 つ 郊 AG 導 具 馴 信 寺本 x@G 叶 表 編 じ 移 や” 親 緒 G 証 押 つ 避 筑 和紀 8G や PS へ 史 征 革 畑 
令 寺 りお @ 当 の う 心 を 祥 2No の 「 陣 各 性 全 6 大 誰 P 稚 9 証 革 ” 秋 赤 品 株 天 本 り Y SG PAS07 の つ 親 扶 @ 訂 染 守 
組 血 Me 人為 必 昧 台 人 周年 ne で G 所 の う や 4Q7 時 競 叶 測 史 葵 史 江 て ン S@ 先生 P 代 0 信 飲 虚 叶 水玉 K 入 ン SQ 


泉 如 っ 
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か シ 所 じ won も 叶 奉 うろ 人 る) のろい や 3 


川 湯 家 身 籠 Q 弓 24 移 


0 ツ ペ ゴ 明 べ つま お 『 悪 者 編 』G 惑 虹 お 史 の 叶 | 半 泊 GPSXQ 心 全 か PD 具 | 舞 上 還 最 直 祥 玉 JDASD 公 7 


皿 る 獣 祉 記 和 Q 詞 か JJ 届 対 綿 衛 り 門 か 7 の 訟 計 「 折 G 還 半 Q 篤 屋 選 に 衝 定 打 PRR6」 さろ 心 抽 図 引 抗 (Duhkha- 


() 
hetuvadin) 中 つり K ホ で 下 ル で 8 ヘ ャ セー 羽 届 一 AU ピ っ お AP 3309 ヘリ ウー ンー 
の () の 〆 (SS) 
《w お 8 軸 と だ 7 表 回 セー 心 一 へ (Bhadanta Kumaralata) 穴 【 記 ] 交 G 下 理 (samtat) 和 つり GS や ]" 
() 
抽 G 国 半 \Q 穫 全う 愉 S の 約 )@7》 


つり JG 歌 務 対 ホヤ ャ ー 必 一 和 J 層 OPD 一 ミホ 私 ト くき 気 生計 
(8 り 困 と ぷく Acarya Srilata PG ス も AS 
つげ きす ペ ホー 一 私 AJAG (を キ A 繋 ・ ミ 本 AN の 必 1)7 
ざ J 避 や 弓 史 記 べ つ 明 "『 悪 条 結 』 だ が 陸 6 り @ 抽 図 編 抑 誠 
《(「 抽 @ 還 半 y@ 倒 倒 」 の 所 G べ … の の 2 
本 尺 二 和 癌 つり っ 67 り 宗 史 外 つ PK ホ で ヤセ ホホ 時 介 6 で 設計 H ン 箇 征 うう" キタ ーッ ー い 玩 紀 へ 恒 の 
> ン Bhadanta Kumaralata PS つろ つる DXQUN 一 私 ト さ 所 
(「G 還 So 系 人 の 的 り 」 さ RES だ 5^ AcaryaG acarya の 4SxG Sthavira Kumaralata 9 り い ろり っ ろ .G 呈 お 
OADGBD2GIGB23BO0 5PSIGB EGG WSGBSE SB な SaHtJ8giteDSH6) 


つり G ズ 遷 対 雪 寺 ド セー 中 一 系 殿 婚 つ 2505 つ 全 つり 表 だ 々 キ QA 忌 G 弓 和 編 り 和 へ 7 全く 人 加計 の G 
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slob dpon gyi 流 や り 名 へ FAcarya Sthavira 氏 Kumaralata 9 い ろう 2. で お QG の ASXG 」(slob dpon gnas brtan 
gshon nu len ]a smras paho) ぐう 568 や の ASS09 DSG り だ よそ て 組 設 昼 組 つ かじ 禄 作品 環 誠信 短 
内 和信 8 お 科 和 イト ー 肌 二 舞 G 電 円 法 交 上 評 稀代 つう )@P 約 YQ mA (加代 AA 遇 中 くす へ 孔 り 人選 わ 499)9 っ 
人 か 家 史 つり め ゆり 記 だ 環 剛 天 捧 信 P 和 SO 『 豆 者 編 』 ぐ ポ 水 軍 心 全 庄 咽 。 DS 鍛 上 時 | べ 選対 環 つ いう:9 
けり 。 の 人 る 人 SQ 年 ” 紀 QG 民 Acarya Srilata 4Q ら < 穴 QGR Sthavira Kumaralata の 和 AS? 補筆 軍人 N 一 ミト 
気 ホ 染 SG 5 | 四 震 G 刀 っ 調和 窟 約 和 mnG 名 失 Q 家 寺 ろう? 有り 寄 計上 刀 か 全 りや 仙 * 科 イキ 
己 Q「Acarya QG acarya SQ 寺 鞭 人 S ャ セー ホー%」G 太 科 り 租 還 つ お る? 

ぷわ いぬ SG Acarya 午 症 り 邊 忌 人 G べ 誤 誰 更 つ りう ぶつ 昭 RSy0? 所 QG acarya 學 「 堪 」 さり 償 「 東 半 」G 角 肖 
JAJjx@G 当 押 人 多め 人 SQS 守り 人 SQ Acarya べり 先 潜 的 宮 か GPSQ 心 会 | 瑞 り 『 豆 二 編 』 ぐ 家相 縮め お 史 
Acarya っ うろ 必 7 赴 軍 所 替 対 間 本 9 AAJR 補 8 上 FAcarya Vasubandhu ( 幸 松 ) QG 馬 り 父 xe Sthavira 
Kumaralata」 へ 8 の" ヘ ャ セー 上 ホー だ 所 松 G 量 P 矢 記 り gSK09 り 家 倒 虫 の 所 僅 眠 職 詞 昭 天心 和 づつ 
公 つ 炉 @ 舌 お の 所 @ 舌 へ べ 祥 尽 | べ 可 人 SO 8 本 SQ87 送 人 ざ つじ りり 6 編 欠 叶 析 信 人 ST 8 記 の つり で 勤 区 忌 幸 ぶ 
/ 上 区 | 舞 上 団 綴 G 叶 如 提 人 べ つじ 着 没 @ 和 時 補 20Q 絢 商 )@ り DJ 引 拓 Y ウ つ wax? 

や り の 抽選 計 朱 選 リ ” 弓 @ 需 償 選 @ 需 届 の 約 ボ ー ミ ホホ 私 トミ 気 G 詞 和 か 9JQ 叶 起 YP ド 11 く @ 与 太 Y 応 べ 京 り 
20 り 計 誰 計 枯 只 喝 和 も 筑 屋 1 DS)@ の う 必 紀 暑 叶 Y ツ 誠 anT SMn 和 近代 守 トー ミホ ホトミ 気 G 組 想 叶 " 
尻 1@ 相 具 記 半生 1 全く 8 で 可 信 租 納 肖 喉 史 給 Y 記 の うっ う 必 扱 隊 品 殖 う りう 0 上 肖 也 誠 2000 計 芝 壮 っ” 人 か 召 胡 多紀 信 
Acarya Srilata 4SAG 4Q7 弓 「Acarya Srilata Q acarya ( 屋 ) ASxG Sthavira Kumaralata 」 へ J 徳 生 G 
J 衝 Pn nMA か SG Acarya - 叶 Acarya Srilata 8 聞 つ うり 2)Q 科 AA4QS 号 人 0 ON ヤー トー ペ 
ぎふ す ホ ーー%G 屋 や 和弥 昼 凡 XeG PA@? J@ 農 世 叶 人為 如 へ 厳 陣 信人 の つ 家 奏 うろ 穫 人 訪 マー JS パ … 
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ぶ 虐 詞 の 避 思 SG の 近 @7 恩人 の ン > す ホー トー 等 屋 @ 四半 押 赴 応 医 つ RG や | 級 戻 押 Nー ミ トト トミ 気球 笠 
の ぬり G 相 鷺 弥 Acarya Srilata つい 完 千 40 家 りり 叶 人 04 で り ペ 紀 選 誰 で どり 也 玉 Acarya Srilata QG 騙 (acarya) や 
AS Sthavira Kumaralata G 枯 刺 り 和 SXG ろう の 8QG83) 還 KA5 ので AJ22A す ホー トー 和光 垢 白 QN ャ セー 躍 中 一 朱 計 
届 明 つう スピ” 和 M 穫 1 員 尽 穫 競 克 近 で お 8 入り QG 愉 詞 税 の つ 8G 全 の つ 家 ろう 穫 7 つ 為 つ 了 明 叶 泉 記 対 表 
やぶ べ 癌 計 屋 (acarya) うふ G 生 御 史 *@ 玄 4Q 軸 Q ン JS11 マ 入選 く 舞 り 丈 内 眉 並 だ り 環 つの お り 祥 穫 『 
886 の SQ 心 ? 
J「 宏 思 な 竹 坦 太っ 」 へ 刊 品 か ye 1 引 G く ミス 如 旨 長 SA へ 人 る でろ PKK で NTN で 名 相 論 つろ 
0 人 キタ アーッ ツーINAJN 一 生息 よく 気 武 詩 
(| 証 G マ ミコ Bhadanta Srilata NG マ ャ や PASS う 
つつ りり) > す ュ ホー トー SAJG ペ ネツ 0 の 編 つ りう 7 忠 析 家相 夫 昭 大 寮 XeK ホ で セト で 弓 叶 和則 較 染 療 ン 
り 家 ペ 所 @ 紀 戻 籠 Q 詞 得 税 措 う りう e8 も や だ 6 や 皿 本 叶 稚 y@ 染 虹 叶 有り 応対 稀 提 征 SQ 吾 要 や 誠 う 余人 Q” 人 叶う Q 唐 愉 
「 抱 G 軌 \@ 染 人 所 灯 時 操 時 大 人 ぐ 半 うろ う 」 相 喘 つ お べ 可 時 ヤー 必 ホ ー ペ SS 「 突 前 先 地 幸 つ うう 」 べ 知 衣 つ 
お べ 可 > リュ ホー ホー ペ の SO 上 提 つり パ ろり 税 x0? 
き 革 『 悪 箱 礼 』 呈 りり 6 近 史 
《 尼 模 秀 次 家屋 記 史 補 「 昧 間 叶 地 坦 本 ye」 の うう や つのり 宗 呪 近 り 狂 囲 は 4mP ス 69》 
ぺ 詞 つじ 0 筑 。 K ホ で て N【 ホ で キテ ロー ター 羽生 一 ミホ 私 よさ 気 下 っ Jo の 財 
CC もつ りり な 了 り 環 早 殆 向 せり る 6.N 狗 7 Acarya ( 振 ) 公 区 昌和 牙 幼 恒 Q 敵 中 せ 斉 克つ ら yQG や 46"》 
ぺ つ ゆり の ^ 判 蓋 流 電 零 Q 路 統 級 計 所 つう)G 9 対人 工 つり 69 JG 押 売 鞭 最 最 へ 中 加 20 選 XS す ネ ホー トーX%G 
低 給 宮 つ の "所 共 全 誠 生 つめ 統 福 の 時 人 3 計 所 肖 つり 光 の 。 折 料 っ AMe『 感 者 編 』 ぐ 膨 喘 選 拉 G 著 窓 対 
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尚 旨 り 昭 う 提 りあ y@7 
還 訪 緒 冬 づつ @ 郊 里 


GS 豆 福 は きめ 6 かり 『 照 凌 信 結 』 由 共 0 誠 じ う )Q" 
全員 起 " 名 幼 是 青 、 穴 癌 上 Gr| 和 所? 
He 記 所 振舞 章 」。 押 呈 客 杏 、 枯 人 ※” ( せ 裕 ) 押上 人 抽 机 ( 交 則 」 抽 、 半 、 上 、 
RE 給 捉 並 下 和洋 ( 刻 箇 ? 
系 つり SQ 鐘 章 恨 G で 昌 NG 限 人 0 る な っ 9 
和志 商 (DRarmatrate) GE ざっ ポ ASO『 国 矯 模 券 余 汐 愉 全 倒 
民 吉 き 、 年 、 湯 衣 流 到 層 に 祥 駅 
名 如 い 弦 つ て 衝 編 提 幅 へ 0 っ 05 6 継 齋 礼 押 G 幼 劇 還 0 G 持 周 G ペ や 7 開 詞 演 る 所 人 PS 
AO や 『 惑 才 門 』 べ 4 区 や SG)S め 扱 か hG 蛋 欠 夕 量 Q 区 舞 9 剖 胃 表 青 か AG 汰 区 缶 提 吾 属 誠 接 か 
NG か へ 叩 『 忠 者 幼 』 べ 区 殺 用 反 装 -NG 明 PSYQ" 夫 Q ン 技 朱 ふ すさ ーNー% 表層 中 誠 枯 用 史 の ら 手 つ お G 
や SQ JG ど 『 財 所 台 半 公家 』G 走 章 据 培 『 可 る 編 』G 走 所 規 培 区 1 く 玩 や る 召 る 公昭 Ryo 
り 『 符 塚 濯 』U8 > 9 す ホ ーー トー へ 織 て 桂 きつ 選 枯 只 流 里 刺 ン 層 の 7 球 <928 
掴 末 聞 諸 ペ 舞 選 " 四 部 時 遇 聞 困 区 ru 杉 李 、 弄 " 思 最 、N' 隔 思 導 遇 和志 格 事 ” 補 SRuH 図 9 
胎 G 肢 計 GAAAG「 絶 G 図 区 恨 わ 2Sy9 名 Q」 の ろう 信 脚 旬 2 ポ 愉 


所 SG 要 糧 和 時 KIT 本 呈 貼 作 准 7 胃 更 べ 控 識 晶 」 韻 格 志 人 痢 欄 」 R 前 時 抽 」 散 表 麗 壮 誤 紅 果 宮 :" 把 問 」 束 
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4 


拓 喝 基 記 に 、 吾 、 林 、 多 客 表 紅 9 
守 「 紛 叶 交 記 敵 か の 半 居り )G 人 4 」 の うろ 心 早 箇 有り 204Q 史 
ス 角 販 季 上 直 編 」 長 回 、 押 暴 、 取 拓 尿 央 、 巡 
「 炒 想 叶 抑 多 謝 つ 抑 QXQJ 交 纏 りり y@ 介 人 ぐ 」 の ろう 心 照 陽 りう 人生 家 の 電 ン 1 押 和 mn や つり 6 パ 愉 守 軸 8 及 の 
Os まこ 
か の J 座 応 明 0 へ 9 す トー トー 和泉 ヤー 上 ホーX%G 邊 SG 和民 競 つ 琴 G 選 表 倒 内 PS す ホ ーー 
首 鷺 叶 『 窒 押 結 』G 伝 窒 剛 人 @ ソ バン 4r 油 か he JJQG り の 余 4Q『 給 売 祝 』 で 直交 属 宗 鎧 手 (《 く SS や トミ ャ ハ ) 避 避 租 映 
人 ( ヽ ャ ー 必 かー ホ %) G 邊 人 GT うろ う 必 『 二 作 括 調 瞭 』 所 括 G 選 淫 令 普 人 6 り 短 本 0 家 党 守 立 G 半 うろ" 
嘱 之 『 兆 円 妥 編 』 対 刺 
選 革 避 輸 十 、 邊 融 加 ? 抽 半 凍 約 7 剖 間 唄 打 
ざ ぺ ぶつ り 愉 紅 QEG②J” 国 操 選 ざ 国昭 局 状 才 の 因り 陸 生 7 MG ろう 40 う Q 対 「 十 扶 」 GRG の 尽 紙 給 つ りう 6 
yy ひけ G 茶 季 二 扶 時 切 1 PSyG り 叶 軍人 る SQ やつ の 二 園 G 礼 時 G 心 人 人 1 失 届 1 1 婁 中 『 感 孝紀 』 ぐ 
> す ュ ホー ホーXAGMW 宗 の 斉 ン ] 滞 か )G? 
か 半 療 史観 思 つい 時 
岳 尽 琴 癌 ("9 長寺 衝 ,?「 泡 宏 十 台 基 、 医 現 把 jT 6 層 隊 早 編 *「 守 計上 反 装 ” 羽 穫 苔 抱 JR 釣 財 Min" 
「 突 、 抽 鋼 、 具 U 山 氏 塞 下 」J @RR 劉 時 M"「 半 二 共 、 器 」 突 味 遇 本 
PAS@ 穫 JJSn20O@9S1 拉 履 『 豆 才 編 』 ぐ GA 9 ホー ホー で や 家 の H マ | 共 和 か )G* 
% 選 婦 選 つり 叶 
提 尽 邪 団 ,? G 窯 了 折 料 ? 肥 節 」] 届 室 中 半 較 翌 敵 革 」 択 く 販 直 箇 交 用 装 抑 打 選 、 王 ? 民 泡 光 、 十 曽 粗 暑 図 」? 
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に た だ tb 胃 
8 和装 灯 居 対 下 っ 証 映 了 つ りう GAJ” 普代 選び ひ 約 起り 泡 征 環 導 筑 折 コン SS) 所 和 り 8y@ 家村 史 8*@ 9 
うっ” Y 宗 久 ぶ 炒 台 時 如 う びっ 
KK 虹 計 民 」 電 紀和 ) 翌 " 散 揚 鹿 和 を 弄 直良 押 7 団 揚 甘 定 夫 者 鞭 元 」7 当 拓 旋 、 舞 に 記 牙 半 」? 祖 殺 中 型 午 に 人 
括 」” 剖 寺 恨 持 涯 、 計 」 更 拉 」 
J 守 抽選 四 P 史 光生 環 性 りく 遇 交 当 で 記 に 対 音信 補 抑 つ 和 8 宙 5 っ う 必 握 普 給 Q 必 全 
⑲ 囚 坦 ( 窒 字 」 拓 強 著 競 間組 る 抽 図 泉 旦 宜 邪 誌 直 静 折 ” 区 提 福居 R 翌 幸 証 人 区 式 昧 図 」。 英 定 剃 衝 給 所 陣 邪 訪 
地肌 容 年 、 に 」 密 福 」” 避 民 虹 柏 韻 限 押 半 7 
民生 僚 字 ( 球 和 ) の 装 時 数 @ 困 対 拉 半 つ りつ 心 玄 4Q ※ 駅 叶 地 粒 つ 療 ろ の う 心 ? 宮守 る 0 如 1 由 G 泉 P っ の" 
田路 誠 る Y や 直人 年:G 区 立 ※ 対 答 螺 つり つい GS の SG? 
PE に EE 


どの と 


血 」“ SI 包 、 的 " 維 品 、 灯 寺 」 糧 農 ,」 競 」" 
⑨ 愉 名 具 抽 繝 半 , 卓 還 下 要 滞 相対 志 " 県 、 遇 措 い 拉 和 攻 由 "「 呈 、 抽 國 区 隊 机 玉 当 珍 」 靖 弄 
字 」 敵 回折 」 軍 僅 本 粒 映 沙 騒 交社 抑 井 」 表 相対 , 勿 職 、 穫 、※? 
SG 国 対 弧 郵 ye 集 WG 愉 eS11 婦 届 科 『 感 条 六 』 ぐ GA 9 ホー ホ ボー)4H り 4 約 y@ 9 8 つ 型 Q111 國 局 ^ 
9 ホー ホ ー&XG「 光 @ 困 叶 に 押 り 約 y@ 余 X0Q」 ざ うろ 妹 履 9 1 剖 つ 召 う 5 つ 人 放つ 占 功 @ 区 編 の 寸 乱 @ 尼 照 麹 殆 家 量 ぐ 
や の 斉 ン D り の うう ) 者 SD り の 人 AQ  『 庄 帳 慰 礼 』 せ S J@ 寺 鞭 叶 必要 店 人 『 豆 箱 編 』 で 総 洋 具 舞 生 
き ポ AAA す ホーー ベ PAS@ り 染 詩 負 多 MG” 由 押 り 得々 選 明 玖 GS 選 湖 呪 JG 定 酸 絢 衣 つ り 叶 円 箱 弄 計 赴 本 y6? 
攻 和 トー 下 上 ホー で 抽 国 罰 人 > 9 ホー ホーX%G 秋 隊 灯 編 "WS 邊 下流 交 逢 つめ 斉 屋 りう コ か 約 人 OO 入 7 


還 
2 


79 タ 4 


(③) 
AJ。 の 棚 征 G 遂 の つり 6G 林 更 対 移 掲 つ 8 表 り 洛 対 1 つり 8 AA 9 ホー トー 入 室 QGN ャ ー 必 上 ホーx%%@ 利 鷺 約 ト 


症 短 り 団 編 つ 輝 葉 負 つ 人 S 計 りり 筑 改 為 委 09 8 9 ホー トー 光生 舌 編 計 層 豆 つ 尺 宮 対 当 。 抽 流 洲 や 完 果 巣 
ぶろ 必 木下 表 寺 矢 びり お G8 委 有り 叶 提 上 激 (dharma) G 違 医 反 か )G 穫 鈴 -Q 隊 余 忠 麺 り 環 表 友 ye QG や 
ASNG? 


に 関 ま だ 


ペー6 挫 熊 人 る Q 宮 G り 巣 躍 揚 0? 

『 攻 紅 纏 』 ぐ 抽 図 祝 押 だ ふ ャ ー 必 ホー※ ペ や 穫 の” 普 基 昧 軍 且 2 リュ ホー トー ペペ の SN@Q つ う " 

JJQ1 1 舞 完 塚 十 状 品 区 家 つ 応 表 り 未 じ 和 y@ 江 "所 抑 先 福 押 総計 貢 や 。 必 囲 編 拓 "へ 弦 墨 史上 忠 っ 
人 0 

SA す ュー トー だ ぶ ト ー 心 上 ーX で 舟 由 P 和 ど お つう 9 JQG りす J『 簿 搬 結 』G 切 処 訪 Q” 多 ] 家 振 1 1 組 
IS つ 忌 『 皇 卓 擬 庄野 』 の 他所 ぐ 民 藤 司 叶 撤 飲 講 入 人 移 y@ 愉 尽 昭 太 GT 

『 困 地 四 六 統 』 ぐ 走 舞 状 有 > リュ ネー トー へ 完 @ く ツ [『 肖 編 』 ぐ で 半 舞 志 党 の 1 べり 短 \Qn? 

『 避 円 了 統 』 ぐ 寸 著 ^ JG 下 最 り 中 つ ソリ だ AA す ュ ホー トー ペペ の SQ 人為 Q^ 螺 ]1 組 乱 て 々 尺 六 静 G 民 虐 り 叶 撤 稼 
Ed 

ペーS 表 家 寺 欠員 へ " 『 才 礼 』G 紐 詞 秩 Q 詞 狗 拓 て S や 証 酸 め 人 Sy@G 羽 筑 緩い で 8 宗 お 1 1 編 昼 
いう ピ う て 必 人 @ 興 共 史 球 つ お り ざ JSONY 


(3) (2) 人 1) 


(5) (4) 
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(_) 回 更 宮 SG 外 器 叶 " 民 臣 謗 NR『 ペ ー ト S 症 対 寺 つつ お おき 拉 人 編 祝 』 1 ベ ざ 了 鈴 悦 " 

(Q) duhbkhayah duhbkhasyabhavenaiva dubkhata. 太 o5%Z, p. 329, 7. 6. 

(w) sukhaya hi vedanaya viparinamena duhkhata. な o%2, p. 329, 7/. 5. 

( ゞ ) aduhkhasukhavedanayah samskarenaiva duhkhata. 太 o%Z, p. 329, /. 7. 

(o) 沢 計 や 十 国 状 G 1 で 0 や 維人 選 講和 順 科 り 守家 學 っ 長 ンジ 4SQ 生 KN の か くじ 飲 十 状 人 SxQ” 眉 条 尽 各 応 皇 @ 
重 ・ 振 だ N7 太 ・ 明 AN 詳 る 玲 虹 せ G 画 刊 ・ 映 租 玉 の か で リ 沿 @ 沿 @ 飲 十 状 乱 D" 

(o) な が o5Z, p. 329,/. 23 一 /、24. 

( ょ ) 二 11 映 器 叶 押 時 地 坦 つ ろ うり 史 で やう 09 つ 作 つの つの 學 抽 G 困 因 の うぷ N 計 7 1 中 G 宗 の 抽 流 お や 先 地 欄 の 
っ うり SDG" 

(o) 炊 訪 折 G 図 の 京 計 ” 選 押 粗 中 光央 ン SG" 

(の ) た o5z, p. 330, /. 4 一 /. 6. 

() た o5z, p. 330, /. 9. 

( ロ ) os2, p. 330, 7. 10 一 /. 11. 

(@Q) た osZ, p. 330, 7. 12 一 /. 15. 

(@) osZ, p. 330, 7. 16 一 /. 18. 

() 忠 六 Q amsa (な os2, p. 330, 7. 19) 釣 な oz 775 区 や Y28oZz227Z 4 へ amsa A) 紀 円 を:G (た o5Z 72 の, Peking, 


Vol. 115, p. 242・3・1: Y25ozz277Z。 p. 518,/. 31)? 


( 選 ) 

に ち 
( 選 ) 
(で ) 
つり 
( く ) 


(S) 


o5Z, p. 330, 7. 18 一 /. 19. 

osZ, p. 330, 7. 19 一 /. 20. 

『 貴 電 祝 』 末 1111- ポ 1HRT 1 1 国民 
友 o5Z, p. 330, 7. 20. 

友 o%gZ, p. 331, 7. 14 一 /. 15. 

o5Z, p. 332, 7. 13 一 /. 15. 

友 o5Z, p. 332。7. 19 一 /. 21. 
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SS) 上 羽 yavad asau tadrsi kayavastha "ntardhiyate(w お 8 antariyate) り SG 穫 7 大 os5Z 72 (Peking, Vol. 115, 

p. 243.2.6), Ysozz27 ケ 2 (p. 522, 7. 1), zoZ227 な 2 775 (Peking, Vol. 116, p. 273・.1.2) りり る ひろ 448xn 9ntardhi- 
yate (8 z@ntariyate) り 記 円 の 諾 つり 提 っ 89 た oO5Z。 p. 992。/. 22. 

(1 ) だ o52, p. 332。7. 21 一 /. 22. 

()  Y25oZz277 の 2, p. 518,/. 13. 

( 因 ) KK で NN で 8 う 2 ツ 87 錠 年 A 了 A 人 トミ 生 誤 QG 還 り 緊 細 流 内 yeY[Derge] yan smras pa shes bya ba ni s/op oz 
gs727 の Z 222Z 722 の 2 7 の go. (SZ7777gZ2277。 Derge, Do 196a?). [Peking] yan smras pa shes bya ba ni s/o2 ヵ oz 
gsoz Z2 /eZ が 2 の o. (5 娘 27Z2677。 Peking, Vol. 147,p. 192・1.8) ) 京 先 科 四 G 功 計 の つつ 天 立 っ " 

() Y2iozz27Z 7725 8 の G 段 相 穫 bdun cu pa で の スス )6 和 光り 放 全て 全 功 届 交 流 皿 性 Q samtati 和 saptati 
J 握 G88S め 紅 QA YY25o の 22777 の 775,。 Peking, Vol. 116, p. 270・5・7. 

( 国 ) 23o222776, D. 517, /. 19. 

(所 ) ア Z7zgog7g の zz, Peking, Vol. 118,p. 14.3.3: Derge, Tohoku No. 4093, Chu 149b3. 

() YoZz277g, p. 518, 7. 3 一 7. 4. 8 りり Q 舞 守り 拓 和 tasya Bhadantasya 3)8 息 矢 X^ QB よ て と 衣 届 り だ tasya 
Bhadantasya 氏 umaralatasya っ) 地表 南 福 応 長 選 りう )G* 

る ) gan shig ces bya ba ni (slob dpon gyi(JG 箕 條 私 人生 緊 計 )〕slob dpon gnas brtan gshon nu len (Sthavira 
Kumaralata) 1a smras paho. (Zzz の g7 の ZZ, Peking。 Vol. 118,p. 14・3.8 一 4・1: Derge, Chu 149b?) 

( 記 ) ア z ヶ zog7 の 7g7g, Narthan, 選 表 斑 底 所 攻 Nu 165a*. 

(8) YoZ277Z, p. 518, 7. 21, ア z7z2 の 27 の 2 の, Peking,。 Vol. 118, p. 14・5・3. 

(@) 987ZgZ2g77。 Derge, Do 197b5: YZ3ozz277, p. 518, 7. 33: 7 の 27 の ZZ の 6,。 Peking, Vol。118, p. 15・1・7-8. 

(③) 『 ポ 虹 丈 訪 礼 』 郊 や く ” 本 円" 同 〇 1 1 民 

(8) 『 申 区 京 祝 』 郊 や く ” ド 円 1 マ " 団 〇 1 1 契 に " 

(⑤) 『 林 照 丈 葬 礼 』 郊 1 RT 円 11 や "や 1 回 民 に ? 

(5) 『 休 補 下 疾 全 庄 』 多 "円 1 |” 国民 " 
$) 国 抽 属 G ぐ 2Q 谷 GQG 1O 叶 『 失 所 祝 』G「S 台 箇 押 庄 臣 ? 近 勿 員 灯 抑 汚 民 四 感 」 ざ D り や 4SN@『 休 克 了 功 編 』 
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帝 " 円 1 1 マー RR 還 現に?『 和 窓 所 祝 』 郊 状 " ド 円 11110 11 夏 皇 ? 

(⑧⑤) 『 管 近 編 』 交代 円 17 111 1 三 ? 

ぎ ) 『 管 押 祖 』 郊 状 円 120 11 く 1 1 夏 ゴ " 

(③) 『 礼 学 徹 』 郊 人 円 1 1F 11 ズ 11 牙 芋 ? 

き ) 『 四 円 了 編 』 状 マ ド 円 11RT KK 状 敗 民 4" 

( き ) 『 罰 円 了 祝 』 殆 団 マ ” ポ ド 幅 1 RT 装着 民 -d? 

( き ) キ ふ ロー ンー 心 入 セー 心 か ーX%@ 刊 路 有 中 つり dubkha-samtatyam つろ いう)Q5 28oZ227776。 D. 517, /. 19. js 
『 屋 円 尉 祝 』P 訪 叶 寺 寺 史 雪 つ り "「 最 忌避 、Wm 淫 十 暖 示 局 抽 困 幸 遍 具現 抑 」7 問 問 伝 編 十 、 農 、 釣 」 ざ 滅 D” 抽 困 社 
当 結 G 虐 混 ※ 編 丸 切 | 悪 つ りう )@"『 眉 円 陸 祝 』 末 団 く "円 11RT 拓 慌 作 現 皇 " 


% 玉 光 曰 県 性 電 功 層 民 叶 忠 悪 (ASvaghosa) QG PTN AS 所 キュ X』『 ま や へ 所 政和 』G 革 計 「 選 冬季 坦 つ 如 う 」 ざ っ う 
心性 貞 対 つ "野中 の 記 曲 短 屋 @ 只 弓 史 県 うっ ざ う や 紀和 直 KS り び 対 吾 回 0 祥 お ( 手 電 工 「 了 明寺 能 G 計 人 る @ 映 
咽 牙 編 」『 二 度 』 上 Kー1 7 1R 国 民 ペ ビ )? 明 想 叶 陣 プ 埋 G 府 訳 玉 40J 回 四 人 | 振 思 @ 夜半 人 訪 Q 人 者 拓 思 @ 選 着 @ 軍 ぐ ズ 恋 
PS す ュ ホー トー ペ へ の 民 や ゴ 福 やり 約 M@ 余 4 JG「 突 玩 地 坦 つ 療 う 」 ざ っ う 作 性 瑞 中 へ す ュ ホー トー ゴツ 断 尽 幅 呈 人 る 必 へ 
ャ ー 心 かー ペ 凡 和 商 信 呈す ュー トー へ へ 尽 間 ソ " 和 野 如 肢 漏 合羽 操 20 宗 JO り 流入) 野中 全く ャ ヤー 選 
一 ふく G 揚 玉 足 " 暇 悪 G『 ポ 招 終 器 家 』 ざさ ふ ド トー 必 トー ベ G Kg の gzgzzg29 の 27722 JG 距 路 家 吉本 7 歌 遂 稚 *Q 記 酸 り 
4S@? 尺 沢 つ 晶 押 只 「 早 釣 喘 の つ " 編 記 喘 和 つう 」 べ つり 邊 刺 つ お 時 喉 @ 計 屋 5” > 9 ユー トー へ P4S@3 前 ポ り っ 0? 
や 祥 ふ < 申 直 有 お つる 局員 咽 若 G ボ 性 押 G1 べ ツ 稚 Y 居合 の つ 家 寺 う っ 筑 。 思 @ 反 だ りり が 明 咽 夫 の う 心 軸 叶 地理 つ 計 


テー 


※ ふ て トー 衣 り いう 名 畠 考 層 最 認 到 ( 親 表 ) 婁 必 考 丈夫 代 称 生 お 詞 つ り 観 閣 つう 
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濁 国 編 Q@ 北 親 


性 振り だ 二 舘 6 届 編 祝 @ 艇 赴 対 下心 人 つ 旧 う " 


| 史 ・ 低 要 但 突 ざ 球 豆 聞 玩 突 


き 准 せめ G 各 いり 玄人 6S 詳 県 中公 りう? 秋 装 妹 功 舞 時 邊 信 JJG り 9 交代 つり っ)? 紋 党 押韻 り 計 
X9-J^ 6 擬 規 だ 0Q 纏 解 買 如 垢 史 ので 昼 周り 記 7 紋 | 国 十 堪 Q 画 選 8。 コ ・ 信 宏 可 住 紀 洲 Py@? 

コ ・2 話 皿 人 a 窒 8 つ G 畿 環 釣 コ QG 性 縦 ( コ citta, cetas) の つ Q 起 臣 (3 技 caitta, caitasika) り で や 7 4 コ G 赦 羽 記 
JQG 提 る いか (回 号 samprayoga) め 編 世 生 no の GASG? つ Q 導 拍 (3) 6 1 0 も 維 へ の つ Q 走 中 (る 3 世 ) 
學 ン 誠 問 SYO" SG 虐 本 叶 / GU 軒 G る 3 放 染 杏 拒 つ (samprayukta)^ ※G 江 評 の NG る 旋 久 聖 寺 "の 
で 6 箇 補 寅 窒 負 の 0 の う ? 

紀 提 紀 鉛 農 要 必 S う っ 疲 Q 人 召 当代 委 公有 お の 昼 谷 か)y@ 人 装 人 々 先 つ 先 つ 完 里 敵 つり うろ 09 選 宗 多 N 切 1 
Q 選 生 。 多 08 尽 貴 如 や 臣 守 0 の うり 8 國光 つ 人 お うっ? 定 武 信 コ QG 導 性 QG り 中 午 きつ で 0803 
S 選 乱 対 移 恨 つ "WS 可 二 り コウ ココ 6 宙 対人 民 丈 必 の つ SG8 7 DJG お 計 の 人 SQ つ 余 つ お 0 JJSG5 必 召 ・ 
9 舗 要 垣 給 や 中" 導 壮 つじ 6G 必 筑 季 G おう 若 玩 玉 2 の GU ツウ つ Own 区 10G 所 マト ホッ ンタ へ 記 村 邊 < ぶ SG 


JA) 和 A の 半 シン:65 
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り GtQ 奄 欠 さ ぐ ③・ 人 宮寺 組 欧 表 つ いる の 銘 10G 二 紅 赤 で 科 Abe りり 害 褒 つ お く ャ 浅 る 0 か 理大 
『 本 照 次 飼 祝 』 ぐ 握 了 K (Baddhadeva) 化 鏡 釜 舞 (Darstantika) 詳 ら も 選 G『 答 押 編 』 で 走 押 大人 ST 加 の 8 が 生 叶 
世 Q 才 揚力 失 つ "守り ポ 綱 くじ ②・3Q 和 人 短 押 つ お 幼 K な っ 

剖 幼 了 を 長 、 遇 編 "「 舞 つる 者 遇 <③* 天 料 区 | 赴き 、3 湯 mm 朋 、 
也 記紀 刀 普 抽 " 3 広 記 3 つ " 吉 直 器 編 」"「 更 下 選 東 製 環 ” つ 放 語 唄 31 粗 記 

狂 IKSJ ぐ 守 鷺 計 下 叶 十 雇 り 穫 り 人 Q つ ンド 所 宅 QG『 ト SD 先 ミト ・ 條 で エース 』 の りり 守 応 世 つじ っ)? 

(mA 公 制 捧ぐ P 家 GA る お 5 選出 QRO )G ズ 填 (paruwapudgala) 話 (addhatu) PSG」 
AJ7 JG 和 改編 蜂 (vijmanadhatu) 誠 生 筑 窒 全う 5G9 DGG ふ ww コ 庄 史 コ る 貴 人 天 ひ お 2QG の だ る 7 る) 入 鍼 
IK (Bhadanta Buddhadeya) 8 うろ Q 2) 
評 租 地引 了 KG へ 只 の 記 1 巣 宮 の 臣 の G め 0 つろ 得 諸 誠 隔 揚 品 先 つ ピラ 握る 先 つる つ 抱 十 G る 記 
り 下 つり 了 綴 Q りり 対外 て ソス 5 
簡 札 、 若 ”「 昭 括 昌 3 長 間 人 箇 !" 選 編 "「 昭 橋 中 3 糧 計 ” 」 記 直 、 導 
令 選 、 吉 ”「 覆 中 硫 3jP 長 豆 全 避 
償 志 編 "「 了 中東 3 融 時 中 冶 民意 攻 所 球 胎生 本 想 ( 昌 判 下 本 最 衣 向 押 " 
交 G『 穫 多紀 』 爺 の 世宗 型 寿 Q 旭 ろり 304QU 下 揚力 つど ちっ 
細 ” 時 に 競 季 3 相 記 M ( 守 ) 長 、 昌 ② 1 回 揚 、 旧 導電 記 Ri 療 回 遇 12? 
Mn 可 本 立 和 3 款 人 7 昌 二 区 、 絡 "記者 忌 ” 所 紅 押 炉 昌 所 臣 吾 、 和 机 記 」" ( 馬 次 ) 親 、 応 ” 笑 忌 避 時 
つ 公 つ 『 有 近 編 』 で 走 押 の” 窓 (G 閉 ) の ろう 心 所 共 叶 愉 天 りう x6“ 本 


党 M き 抱 に ト 突 、 肖 」」 伯 問 」 避 仙 抱 に 、Mm、 光 」」 旬 閉 赴 7 回 窟 誠 当 畑 記 粒 志 電 」」 負 凌 」? 
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か 8.CAQ る 技 の うろ 必 枕 陣 叶 肝 和 ye 穫 02 の MS だ コ S 0 が 08 如 陣 尿 ( 舞 記 visesa) 和 い ^ 貴 お:e22Q の 
っ 7 JAG PNG りり 僅 そ が /『 筐 柳 紀 』G 足 韻 信 ′ 各 畔 G 王 半生 良 つ 信 作 < の 7 畔 G 拉 陣 頃 臣 つ お 
や 88Q 宮 計 羽 拉 売 計 頁 X@Q や 乱 )@" 

0 ペコ SQ 史 る 世 G 所 思 誠 季 失 つ お 密 加 Q な の 3 刻 G 避 弥生 恨 か nyO" る 医 公 の 3 三 糧 KeQ や な て 
つ G%0W90 吉 詩 限 PRDoSQ の SQ 染 司 怠 李 か )e ざ る ろ 必 の 仁 約 S 悪 信 ろ 9 の 節 表 証 只 め 経 剖 つ 7 家人 
味 く 釣 つい ひひ 過 還 6 の 窒 記 つが 生 祥 守 8Q 召 うろ? 編 取 中 うろ 心 ? 

加 | 午 押 ( 拓 示 直也) 中 長 、 遇 還 (" ME 緒 早 る 本 宗 潤 」 | 半 足 , 
『 本 量 商 信 編 』G 王 記 『 忌 限 礎 了 敵 信 紀 』 2 の" が Gd ヘ 守 紐 欠 筑 移 ye? 
斉 (9IK) を 眼 、 昌 回 「 摘 則 細 旧 " 疾 、 局 斑 毅 Ei" 1 皇 1 く K、 悪 1 草 く 坊 a" 
坪 忌 四 医 
JJ 8 考 G※ 能 周 冊 の 8 や 穫 りり 泊 ・ 畠 ぐり 8 急 く Q 家 ソ っ 筑 有り 家 の 和 和 KO 雇 り プ う の SQxn? 
刻 租 者 だ っ 
入居"「 づ の 放 選 居 骨 本,J。 后 藤 入 " 所 員 二 1" 「 の る 了 問 本 織 , 可 守 半 ” 岬 民 m 押 
江守 細 半 "1 1 司 隊 笛 は ("の の 丘 拘 加 胡 、 東 げ 
位 SHE、 者 "「 つ 所 天 家 又 居 恥 国 K 可 島 」」 長 上 仙 ,? 
人 縮 「「 提 の 才 史 記 dP 本 選 , 占 押 ,? 
, 部 向 池 祝 "「33 衣 引 選 衣 
旧 り 乱 て お へ U” 凍 身 地 だ の 二 1 没 祥 る 皿 婦 人 ろり きり 交 表 つじ が ろだ る 必 ポ SN の 7 


っ” J 守 選 上 地 更 稚 作 呈 本 ye ペ ゴー 編 本 の 視 mmP 人 SY お の 昭 六 * 


叶 ・ 紀 伝 @ 回 但 記 短 人 
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り 『 補 近 組 』 ジ 7 りり QG り 人 0Q 弦 暑 有り 代 0 り うっ)e9 生 如 RAQ 
則 本 本 才 " 恥 選 洋 の 閑 地 , 才 中 、 調 加 本 ” 季 提要 人 K、 守 臣 『 PR 還 豆 に 、 革 ? 所 拓 国 ” 
喚 K、 紅 | 間 攻 1" 拉 間 幸 ( ほ 邊 区, 員 抽 所 秘 各 昭 r 下 団 加 。 料 " 六 吾 民 紙 岩 
、R 、 半 居 、 昭 取 べ 計 、 各 昌和" 組 好 ※ 務 居 
聞 、 尿 ” ③3 束 走 又 選 計 _ 
際 所 1 る 革 想い G 束 規夫 宮 組 可 ” 話 ペ 宰 下 ” 終 i 1 Mn 最 K 長 陣 に 肖 皿 K 四 明 内 ? 長 、 遇 季 時 
江 民 "所 家 欠 居 

『 和 也 薦 』 り 意志 具 人 本 や が お る G 選 会 の 323 話 G 或 燈 叶 父 悪 如 る " 製 了 人 名称 ・ 幸 ・ 温 ・・ 

洲 へ 時 家財 和 mnG ttQ 入 区 (③) 光 陽 語 天 史 弓 剖 つり 半 明 he つっ 人 
ペコ 『 ポ 恒 時 全 幼 』G 棚 K 弄 向 箇 。 区 も 選 密 G『 往 拘 紀 』G 下 入 G 利 か 0 の 旋 衝 根 福 臣 鬼 休 恨 編 釣 送 じ 必 尿 


代 半 り G 計 品 『 六 恥 敵 忘 編 』 福 び 昭 大 『 弓 舟 団 麺 抑 盾 技 前 編 』 ぐ 持家 @ ざ パン 叔 和 きつ 選 神 員 計 か D6 


を で いい に S し いす 9 に くき こ てこ 放 や くだ くどい 「 
祝 寺 唄 紋 7 涯 、 抽 証 二 7 尽 式 志 " 回 夫 国人 に 融 時 記 ? 挟 起 如 」 誌 夫 朱 四 、 つ 緊 后 下 、 包 灯 近 、 選 購 上 "* 
結 可 規格 " 惑 で 押 器 8" 間 攻 所 に 、 中 (昌夫 (7 格下 由 2 長 、 昌 悪 涯 、 半 編 、 財 可 杜 "(人 補 ) 
時 9 可 二 時 只 人 6 召 っ や 家 2J< の 
選 (WO・ 礼 ・ 憶 ()6 亜 陸 叶 S*07 の ろう 心 級 涯 ぐさ か の 人 Sx@? 円 杉 如 職 政 足 社 淫 史 導 全 補記 っ 浅 抄 和 か yo『 組 円 
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<・m 「( や 家 P 叶 ) | 羽 @ 泊 (citta) 十 型 状 光 可 島本 yo の うろ の” 表層 拉 @ 聡 家 (niyama) 流 拉 仙 0 尺 XG (bhidyate) 
9 SE こ ) バ | 「 「 | 


GO 
〇 
QN 


マズ ・Q 「J@ 隊 志 8) うっ 信 SG 吾 究 は りこ Y の 礼 材 mh@G 玄 ど 」 

<Q 「 編 (sastra) 記 際 訟 つつ りう 5@@P 和 h@7」 

ズ ・… 「 倍 て 學 。 時 人 称 中 対生 yo の (satrapramanaka 吸 記 咽 - 和 eo2S) や 内 び ツ ^ 統 称 宮 対 の か)Q< の Q ($astrapra- 
manaka) の 8 うろ 2 如 物 央 4Q 排 (Bhagavat) だ G コパ 必 計 窒 人 お 信じ 人 SQ” WW 電 記 お ス 心 (satrapratisarana) 
生か SG』 2J7 2SQ う 如 8 旧 vg)” | 届 @ 当 JJ 1 の OS ポ 競 志 令 球 尽 地 埋 か XG (sambhavanti) つう 必 ぐ 寄 
層状 G 援 ※※ (mahabhamikartha) 8 如 ろ 9」 

< の 「 や の" 四 当 半 層状 @ 握 獣 太 G の SQ 旋 7」 

・ ず や 「COG 吾 (bhami) 筑 矢 XG? 札 陵 電 配 親 (savitarka savicara bhami) く ! 苦 本 醤 足 型 (avitarka vicaramatr& 
bhami) J 苦 本 肖 配 末 (avitarka Yicara bhami) 4SxG 04QU お 条 慌 (kusala bhami) ・ に 柱 弄 (akusala bhumi)・ 
上 涯 選 型 (avyakrta bhaumi) の 矢 NGP 04Q り 8 お 8 箱 環 (saiksi bhami)・ 岩 宮 親 (asaiksi bhami)・ 六 視 葵 岩 吉 翌 
(naivasaiksinasaiksi bhami) の 4SNGT や 家 欠 民家 人 Q | 選 @ 親 玉 光 うり 二井 生 yG (bhavanti) の G 江 ” 義 瓦 や 約 
X@” 箇 玩 @ 玉 地 電 mno の 6 祥 K 摘 層状 乱 y@7 宗 有 現有 G 避 直幸 か yo の @ 水 量 回 弄 才 人 ST」 

〇 及 @ べ (apare) う 尽 TAJJQ や PJ 4QG 総 状 玩 8Q 人 %G (yathasambhavam) 宮 い う ツ (paryayena 選定 つり ) 
し 圭 生 y@ SGP] 維 Y ソ 求 つじ | 屋 @ 策 切 表 史 (yugapat) 知生 \e で や 如 うう 7」 


A 


骸 0 祥 如 率 2 の 6 の 4S@7」 
中 ・ や 「 の つめ 時 @ 所 品 全 半生 GS で 補 7 @ 明 @ 詞 狗 令 箇 の 家 胡 8Q 如 っ (pariharya)? 生 學 人 0 『 政 
(③) 
員 尽 民 Y じ 嘱 玄 信 半 年 JGI 貸切 つの 6 冥加 や 称 駅 ・ 丹 ・ 昭 令 品 寺 生 Me』 ざ ろう 心 品 約 D@3」 


ズ ・ ら 6 「 政 天 生 XG (saha 招 ta) ざっ う RSNe SGP 約 り の < 回 の 悪 装 生 hG (sparsasahajata) うう 計 う 余 Q JG 
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党 り いう ろり SN 尽 つ の 細 w4Q 民 守 療 Q 半 うり の 案 穫 人 7 8 尽 (ca) 6 『 束 SS)@ (saha)』 つう 心 朋 叶 " 状 祥 
苦 想 り 知生 NG の の (samanantare pi) 中 人 QAG (drsta) GPS)@? 球 宛 『 失 (maitri) 王 及 (sahagata) 
信 幼 慌 (smrtisambodhyamga) 対 装 皿 生 XG』」 うろ 必 作り (回 ・ 己 ・ 回 ・ 映 江 切 撮 史 惑 計 hh*@ りう )) 対 民 か 2 SG 
うっ (a 台 apaka)“」 

mo 「 守 4Q 守 7 里 革 は 『 父 4Q⑬)O 駅 ・ 稀 Q の 9 丹 ・ 抱 の 9 昭 ・ 人 SQ 全編 時” 唐人 る ひい うお の (samsrsta) ツ 
内 りり QG 准 遂 叶 問 祥 お の (asamsrsta) だ おう 』 べ 総 全 家 ビ う )G 人 る Q。 編 僚 選 問 肪 じろう り 叶 約 必 
叶う "」 

ズ ・ に ト に 「 が 0 りす 7" JG『 提 SG う (samsrsta)』 のび う 心 抽 肖 集 尽 玄 の うろ 必ず 筑 7 簡 骨 20 祥 召 生 祥 玩 拉 Q8 う 
(sampradharya)? 8 宮 (0 DJG 尼 りり 暑 り (tatra satre: mdo de id las) 0Q 器 QG 放 必見 窒 全 史 ビ うろ) 人 評 や 
AG7 か SRAQ 『 衝 内 彰 か hG (vedayate) < の G( 表 豆 ) 対 困 つ (cetayate)^ 昭和 か か:G の G 計 バン 聞 つ (sampra 拓 nite)" 
コン 丹生 )G2 の 6 移 除 編 和 か AG (vijanatt)』 7 宗久 DS 〔【 時 者 調和 欠 ) 入り 宗 Q 編 所 ( 表 計 0) 筑 恒 1 
伝 隊 (8lambana 把 副 ) 訴 軸 *@ う 作家 恨 @ 8 編 康誠 為 RY0 うろ 學 導 8 月 家 心 泡 所 流 切 1 6 寮生 (ksana) 
寺本 の ろう 必 表 提 G 兄 信 福生 家 お 人 評 。 下り 叶 遇 人 Q 家 ろう で や 約 07」 


ペイ S 弓 狗 訴 め | 納 団 つ いま 7 5 年 人 SX0 光紀 窟 つ お 『 沿 屋 者 』G 里 科 玄 4「 聴 ・ 舞 染 敬 1 泳 府 紀 
逢い ^ 編 流 昌 1 1 深 府 計り SQ 筑 還 つの 6 染 時 人 和 y@9 や つり 多 昨 寄 稚 品 表 集 半 年 家屋 表 叶 早く 打 
り 計 yeQ め 36」 ざ うい G 兄 扱 つ ピ 四 客 「y 天 や 全量 激 室 区 龍 庄 和 0 つろ 心 十 半 蛋 必 G 避 吉 Ko も 
きっ 余 」 民 編 和 か xyG? か hG< マ で 「 送 補填 半 親 遂 G 聴 鶴 対 紀 (sastra) 尽 税 じろう 選 染 人 て 時 (satra) 庄 聡 誰か 
0. の GAS 償 々 @ に 現下 G 角 肖 時 竣 G パ 愉 | 羽 @ 光二 に フ 病 電電 my ざっ oe SG ツ だ 8 マン” 作 ( 
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醒 尽 ・ 苦 陣 間 中 ・ 上 厳 本 虐 中 へ ” 郊 ・K 神 ・ 湯 居 -” 首 ・ 湊 赴 ・ 谷 新茶 農地 )Q | 届 り 竹 坦 生 hG の 6G 光義 層状 ざき うろ へ GPS)0」 
総記 か )G“ 

尋 くく ャ 〇 6 失 中 筑 相 0 祥 り うっ? 問 ぐ 叶う 愉 「 4 包 伝 下層 つり 1 0 年 ひい 財 賠 和 か 0 SG や 弥 " 
か ソレ 6 必 語 抄 流 臣 普 玉 寺本 *@QGP 史 學 う 」 べ の 

航 起 下る や の ざり の oNS” GSG 還 の 選 S. で Sne9 本 委 「 の つぐ うか パ 必 時 G 据 り 表 令 半 年 hG SQ” 加 短 
SG『 沿 到 才 』G 詞 旬 り 『 時 和信 電 DO 駅 ・ 丹 ・ 照 貸 貴 判 生 XG (saha 馬 ta)』 うり sahajata で G 態 妃 区 うろ:G G 対 っ 
父 弁 世 和 か YG 全 」 の 本 うっ" りり 宗 青 つ だ 「 時 所 計 『 時 の 惑 講 か )G (sparsasaha 反 ta)』 べり 叶 給 人 玄 衣 うう づつ" 
お saha ろう 心 朋 叶 。 近 @ う か か 切 龍 半生 6 所 上 の 4 約 x9 筑 。 | 尺 余人 宮 く 旧 定 直 年 NO 握 送 の 移 X9%@G 
S ぐ JG 明 衝 叶 りり 4QG 査 前 農 渦 か がめ ASP Ap 写 駅 ・ 圏 ・ 困 時 1 ひ 和 で 上 定 周年 MG や 人 的 NG 」 ざ 季 ぶ 
NG SGAJ 村 入る @ 器 虹 『 后 居 生 』) 対 工 う ろり "「 級 り 『・ 初 ・ 昭 ・ 編 時 近 る ひろ う 選 2 の G (samsrsta)』 べ りう 心 詞 短 


人 SQ 人 家中 召 眉 舞 史 寺 年 ye GPS@ 」 へ 上 区 編 和 my07 家紋 家 つ る 8 「 写 の 中 束 G 持 め ” 羽 @ 攻 うっ 選 咽 慌 


S 掴 り 『 技 駅 ・ 老 較 ・ 守 昭 ・ 技 紀 尽 1 SGP4S@』 へ べり 窒 全 史 ビ ス )Q 計 Q。 六 G 甘 うろ:G 黄 六 - の 7 駅 ・ 回 ・ 昭 ・ 著 
SG 臣 義 ぐ 地 担 所 送 myeQP 和 ンー 人 QG 佐 除 (8lambana 宜 豆 ) 当 区 1 PS@ りり 対人 つう )@S PS? や 宗 
人 ふ ぶ 表 @ 早 所 ゆ 無く 6G 紋 m 量 の うろ 」 べ 地 G SGP 和 N@7 
0 じ JG 選 2 マ ・ ロ お 8SG「@S ペ ャ 」 つ の 先 総 人 SN 心 全 ” 級 区 縮 先 | 共 つり " り 家 対す ホー 一 系 尺 喉 つ ピ っ 
NO キ ふ ヘリ ーッ ー 必 午 ろう や 7 
(Q ズ ャ 叶う 心室 G 投 り 表 令 半 De」 史 基 加 へ 9 ペー 一 X (Bhadanta Srilata) も SG") 
K ホ で 選 ヤ て ホ で で) ドー 人 ミト 信和 気 才 う 必 ? 
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『 加 円 翼 礼 』 ぐ 導 親 斑 欠 有り だ JG 下 羽 距 応 医 20 うっ 筑 。 選 6@ 環 宏 (1 〇 ) 叶 人 へ 代 0 拓 っ う )@?7 生計 
際 直 (所 棚 " 氏 科 因 直 中 医 " 抽 所 計 、" 
JJG 揃 祝 叶 十 扶 明記 G 定 だ 0 天 じ ろう 0 玄人 DSG「 回 」 叶 二 憩 移り の 店 人 Q 人 人 SGT JJ 人 放 Oo の 7 
寺 棒 へ 9 ホー ホー へ の SG り 沸 衣 人 6)@ GPS)0? 
り 本 ・ つ お )@ べ 選 " 十 表 剖 状 G 惑 判 対 届 *QGP 和 約 )Q 人 人 Q” 本 零 ・ 虫 信 屋 じ 短 ye ツ 表 6 宙 @ 個 所 " 
『 王 4 電 祝 』 り だ Vaibhasika GAG 引 つじ yo 人 る 2 JJ うう ゃ MAQ 豆 和央 )@" 
20QJ@G 遂 編 当 る マ ・ ざ や | べ 凌 @G 写 じ 坦 シリ 8 所 曽 全 の 下 の 人 衣 P 和 Sy@T 天馬 SS・ の QG「 倍々 8 早計 
咽 へ ) 生 SG の Q (satrapramanaka) ツ 和 び ソ ^ 引 釣 咽 つ 生 SG 2 の G (Sastrapramanaka) だ ろう 」) 相 喘 和 mn ズ 可 人 2 す き ス 
ー ホ トー 和 % の AG り AJ。 の 半 全 り の の SS か の リキ > キー ッ ンー 選 時 誠 語 ジ 
《 因 丸 咽 つつ (satrapramanika)^ 引 釣 吾 つ つつ だ っ (na sastrapramanika) べ 々 和 ”。 時 画 臣 (Sautrantika) SN 
答 て っ 9 倍々 せり りす ーー 委員 最 人 hG 選 翌 前 G 民 作 0 人 名 筑 必 員 当 や onG? 
守り で ・ マ 昼 軟 うろ ツ " へ リュ トー トー へ 時 本 再 玉 G 祖 洋 い ろり” 八 幼 G 間 (bhami) 生 宮 人 2 可 呈 十 臣民 政 弧 翌 地 ^ 
釧 型 好 対人 人 穫 生 リ ぐー の か で ツ 6 更 地 坦 か SG の 6G 筑 本 更 炉 )@G の う 心 (ya  @25 ツ の 2 5 の 7 の の 5 ツク 2 りみ 2 の 
pavgzff te mahabhemikab)” A す ュ ーー へ % 党 抽 衣 史 丁 褒 G 半 現 居 で 職 製 堪 ビス 65 つ 名 つ り G 屋 品 い る ピ 
包 く る へ 玉 人 放心 征 阿 徐 移 編 所 6? 丁 紅 起 宮 玩 半 (bhami) の 先 泊 守 @ 選 て 監 礼 (gativisaya) の 維 義 音 塊 の 叶 | ‥ 
QS の J 考 坦 和 か no の Q や 人 ShG (tatra mahati bhamir esam iti mahabhnmikah ye sgzog/r ce:Z5? poogzr? 
お つ 為 表 麗 G 隊 提 G 押 陣 叶 20 入居 や 和 Syn つの 余 の つ A 9 ホー ホー で ろう 改作 編 G 翌 の | 選 ぐ GS 和 内 へ 所 誠 代 つ 
っ 9? 民 模 代 忠 ・ 藤 本 湯 中 ・ 上 涯 醒 光 相 弄 。 1 中 ( ま ・ 品 ・ 洒 因 ) 旬 和 や) 本 症 G | 尿 GGQ 矢 へ 羽 和 SQ? 聞 ・ に 
郊 ・ 湊 遍 謀 る 環 瑞 品 だ | 選 G コ 6 人 絶 必 羽 P 穫 "58 引 ・ 基 首 ・ 共 新 訪 苦 外 民代 嘆 ・ 央 皮 当 生 yG | 記 @ コ 6 人 約 


Q 
wt 
| 


民 交 民生 ooG PAS0 MASSGAJ” 丁 堪 @ 半 憧 状 Np 流 柚 天 GP 人 SQ 必 放 人 々 くり 鐵 杉 うっ" 

つ 公 つづ ② つ りり 6 障 掲 会 促 舌 蘭 如 Y レ っ 56 か 補 My 家 科 り 6 和 選 ぐ 編 知れ YY ツリ 明 X@ つの 全う" で ・ の 結 半 うろ 
> す ュ ホー トー 入 87 saha へ ) 叶 岩本 (samanantare) 半生:G か が o の 臣民)G 朋 り 2 人 SQ 人 4 也 ・ 回 ・ 昭 叶 尻 冶 り や 
8 ン 宗家 く 宗 欠 つ り 聞 居 和 か ye QG8 7 つう で ピス っ 569 DDQG り 4) 放 4Q 半 守 へ す ホ ーーA ホ で 下 刷 遂 G 隊 投 
8 ・ 結 G 尼 表 惑 人 的 寺 人 娠 ろう お SG2QG や の 給 *@ り 筑 回 可 多 尿 必 " 

や る sd 『 不 和 D 想 』 だ りり 22n 10OQG「 須 @Q マ ャ 」OG 相 諸 移 幅 有 つり 2)@QG も SQ 皿 .Q 2 尽 FSSQQG 
細 遂 叶 ^ 8Q 8G 羽 宅 つじ 好 生 he SGP 約 Y り [ 表 つり | 慰 @ 琉 眉 六 寺本 yeQGP 和 うろ 」(te punar yathasambha- 
vam paryayena na tu sarve yugapad ity apare) -J?" JQGOG 相 鷺 史 ^ 個 宮 QA すす ヘ ホー トーX ホ で G 下 聞 型 状 ・ 義 尋 騰 剖 
以 G 提 維 -” 軍 G マ ・@@ ポ に K 摘 層 現地 根 和 の う 心 | 電 @ 郊 里 和 XQ 鐘 編 G 写 堪り っ)@G 寒 評 Q。 A す ホー 
IN 一 AU 笠 0 集 尽 マ ャ GeG も SQ ホイ トー 應 配 P 彼 押 っ の 可 押 at 入 7 人 び oNDS りや 染 臣 多 まじ っ 
NG 生計 准 

gsZZz の gg 7 7e. de dag ni ci rigs par (yathasambhavam) rnam grans kyis (paryayena) yin gyi. thams 
cad cig car (yugapat) ni ma yin no ses ze 
つ 全 つ 8 記 | 慌 DGOG 柚 中 叶 " 掴 宮 GA 9 ホー トー で 本 親 吉 提 別宮 堆 対 電 が り 宗 対 選 や り S の SG や 約 G り 
_Jze 臣 人 評 や 3 AG 多め SQ 六 地 - の 抵 衣 > の " り G 型 で ズミ の 〇 Gty apare) 誠 嘱 二 つ じ 田 4Q 生 "りり G 括 咽 
> す ュ ホー トーKX&( ペ ・ つ )G | 環 @ 判 吊 G 革 有り 神 人 欠 じ つう 5 

浴 胡 世 冬 及 JJG 明 め いう" キ ヘ テ ーッ ーーNAJN 一 ミホ 私 トド くき 気 本 計 OG 表 中 対 ity apare ざさ ざ つ る 心 内 逢 如 没 4Q7 

JG べ 赤 約 へ リュ ホー トー つう う 7 つ 作 の 思 ぐ 8 SG 押 近 G・ の 人 玄 AG 鞭 紀 -2" や G 握り 


(⑧) 


宜 衣 つろ)eQ も 7" お 信 の マ ・o べ 窓 G 家 喝 67 JQ 計 つる 型 で ズ ャ 〇 GeG の 4SyG 作 員 層 4QSAGV KN で NT 
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J) ぶ 計 雪 つけ" O@ 指 咽 宰 ン の へ 穫 生じ う ろう で GP] ・ コ (へ 9 ネー ホー) で 衝 路 染 敵 うり うぶ 6 呈 否 記 地 所 ピ 
全 由 時 革 』 の ② 〇 6 掴 吐 唐人 染 半 全角 り 賜 | 玩 @ 冬 編 叶 十 舘 の 本 舌 ( 買 ) G 記 @G② ぐ SS@ り J 祥 下 
へ る P4S 

9 2 
っ の 」Gty apare) こつ ソリ ^ ヘ へ す ホー トー 摺 嘱 記 醤 孔 か yG@ 握 茨 や "有り 実 対 筐 人 く つ お 2 の 抽選 明夫 う ろり 3 叶 記 
つ 償 つ 『 呪 条 編 』 ぐ 慌 過 ざ よそ 信組 回 や DJQGO8A す ホー トー 等 貴 お び お べく 避 り 短 *@ 癌 舞 叶 近 ぷ お 
つ 公 つめ ふ 和 8 うく Po2 の JJS べ 層 へ リネ ホー トー 和 % 尽 骨 人 リ イン きき 選 相 暑 移 の ピス う 記 り AJ2 の 下心 人 じ 約 )@7 

寮 り <・o87 選 演 合 ( お の キタ アー ターNAJN 一生 私 よく 気 政 策 り 宗 計 〇 尻 い べ 剖 @ 失 中 の 豆 如 つ お 
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き 0 家 お や SQ 染 7 所 野 人 りり 宗 他 の 障 @ 路 早計 工 う ろり ” 臣 1 容 夫 史 半生 SG 給 @ 所 刀 選好 つり うっ GS の SG? 
SS 、 還 RNNSSR 語 RAIRSGSI っ 520 失 Q 家 りう)@ 7 人 選 時 才 記 
況 控 際 の 中 「 提 らい うお お 」(samsrsta) U 呈 0 りら つ 余 X@ 結 り G 析 へ 陽 匠 貞和 記 NoypQ や 科 ろ 9 JG 避 u 
Q samsrsta 叶 Q 人 り 尼 1 湊 筑 尽 直 欄 年 nG 9 誠 代 つう)09 月 の 太り D パ 作 選 6 早 狂 samsrsta へ ) 給 公 家 ビ 
っ )@G< の 2” 選 ・ 圏 ・ 編 全 眉 | 実需 史 穫 年 h@ り 8 民 愉 記 人 SG ろう 愉 で S の 人 SG つり 判 野 識 忠 天 り は 「 天 全 
< 光生 | 羽 @ 編 叶う うり” 回 7 軸 あ め 胃 べ の 呪 震 生 O 表 流 考 幸生 RG 届く 約 56@ 」 捜 く ツ ” 編 ・ 問 ・W 収 
篤 眉 冶 周年 MG JJ いひ 8 必 名 ・ 名 乱 染 案 避 本 y@ り 記 福 毅 刀 所 つり う ょ 6? 
ペー ゴツ 判 際 史 『 感 才 編 』 選 軟 う り ” 泊 ・ 包 技 可 本編 G 半 替り っ 0 る 染 人 YS お GPSD0 委 や だ 陰 ・ 
舞 ・ 編 で 肖 写 天外 忠 有り いう ろり 先 4 ぐれ 必見 失う お 6 PASQ 必 人 7 十 陳 G『 豆 者 編 』G 調 乱 PS 隊 ・ 剖 ・ 編 @1 
人 Se つ い 野 史 計 9 り -J 軟 の 人 め 編 ・ 里 ・ 表 流 眉 六 誠 生 @ 施 民 0 りう) 選集” 陸 ・ 押 編 滞 知生)M@ 普 @ 下 
ma 祈 所 貴 臣 叶 泡 生 つ ゆ 宙 で 人 る だ 計 ろう?) つ 全 つ 明 宛 呪 寺 松 々 (^ 9 ユー トー% へ つり 鷺 立 Y の) 提 項 へ 四 腰 了 ・ 抽 
ざ 編 号 眉 冶 電 年 hG の 近 選 リ う お べべ 昨 定 :e2Q PSQ? 
SQ 選 うり 『 惑 条 結 』「 品 本 」 矢 うろ 所 只 叶 惑 芽 委 (sahabhahetn) いう ソ 
《 つ 全 つ 完全 届 【 持 軍 や 〕 膳 人 SQ 家 う 9 困 明 お X@ 制 由 ( 押 〕 召 の いう PJ 【〔 四 上 困 隊 つ うろ 心 〕 狐 園 
演 臣 選民 宗幸 っ 公 Q” 玩 尽 財 格 つ お お ( 臣 普 兄 紀 わ お ) 削 示 【G 還 ) G 肌 諾 当 " っ ろ 全 つり SG 全 の うろ 心 り の 集 7 


() 
窒 公 表 守 如 で お うろ ?》 
0 
gnG 明 本 称 突 二 つ り " 忠 悦 叶 王 十 困 誠 門人 つり う GSG の SG 人 AAQ7 判 藤 學 蛋 普 軌 刀 肝 史 うお の 后 ピ コス 措 世 


< や ツ つ ソリ 『 庄 円 展 禄 』 ぐ JJ 記 聖 親征 細 諸 の 7 5 ババ 補 
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に ) 


「 盟 刊 」 表 か yG 葵 雷 で Q 叶 9 20Q 将 1 | 舞 敬 1 〇 振 P 愉 )@ 4 か 「 呪 半 図 」 記 季 押 か 6 編 押 昼 表 か xG 『 胃 
円 陸 社 』 ぐ 紛 監 る" 「 二 扶 」 過 やり 下 だ Q 宗 「 里 刊 」 必 詩 ン 王 生 ぐ 所 うう? あお 交 日 前 螺 1 | や 失 二 つ お コ 必 
^ 去 蜂 G 束 回 租 了 つ ^ 民 共 呈 隊 編 公知 直 G 届 騰 事 誠 \G We6 曲 AG ( 届 杏 @ 避 昔 ) つつ お G 約 表 つ "AS 1 
ュー トー へ 條 想 編 倒 り SQ 誠志 N 和 和 知 じ 隊 <G ( 憎 剖 @ 諾 4) 枯 路 つ お 9 や つり 判 藤 G 半 葵 史 抽 尾 天上 代 欠 べ 窟 
Xeo の G だ 人 るり す 8” JS り ANo の 団 染 附 ・ 手 の 編 G 表 図 也 記 所 態 つま り べ の 計 民生 如 過 On1 

ペー ゴーゴ S りり の 全 届 判 持 祥 吉 基 J 尽 D ン ” 際 ・ 痢 ・ 編 完 民 史 電 年 NO り DJ” 斉 め ・ 久 矯 喝 案 避 本 h@ り 計 慌 斑 つ ソ 
ろ お 博多 当 時 静 陣 (G 人 る お の お GS0 委 つる つり GS り 召 培 々 記 困 航 KO7 計 補 如 届 者 附 22 へ 9 ホー トー へ へ 
切り の ン 十 堪 Q「 人 川 所 押 十 」 給 史 区 表 つ "除電 GS | 宏 史 傘 や 6 電 誠 生 策 押 征 じ 和 MG の う 心 「 陸 井 十 考 ・ 環 暴 区 矢 」 痢 
交代 貞 つう:G 人 る 避 4SQ ( 無 1 | 租 菊 や 編 失 姓 

JJ の 。 の xn | 押 げ caksuh pratitya rupani cotpadyate caksurvijianam " ( 嘱 ぺ 各 史 憶 り じ 路 編 徹 陸生 *@) Q 中 装 誠 
ざ 心 紅 衛 り mn7 DJG 里 科 入 40 レ PA 9 ホー トー ペペ 57 夏 ( 吾 )) 誠 (舞う 流 昌 1 実 算 刊 D” 路 編 ( 絞 螺 1 1 湊 起 尽 
対生 RG 失 ぷ コ ・G 庄 Q 可 判 型 編 誠 下 お G め ANQ9 の つ 判 穴 巣窟 ・ 朋 ・ 編 Q111 令 恒 表 交 周年 刊 陸 つ お の 生 
りり P 問 G pratitya へ ) utpadyate G 融 @ 馬 札 僚 衣 本 の 0 尿 半 邊 衣 和 8 計 避 計 っ 提 An? 

所 ぐ 螺 1 仁 | | 肖 じ 還る 四 天 )% り ざり SG 祥 7 所 穴 @「 喘 弄 」(pratityasamutpada)G 秀 稚 江 臣 呈 「【 約 G 聞 父 ] 壁 
(pratyaya) 乱 現 つり (prapya)” 寺 弄 本)O りさ) (samudbhava) 」 の 人 SxG5 Oi へ 所 聡 叶 pratitya 汐 製 婦 破 履 J 台 
つ お で の Sn07 AM 守 外 所 選 昌 AG 時 杖 7caksuh ヵ ヶ 277yZ rupani co7 の 2 の yg7e caksurvijnanam " ( 孔 季 尽 層 いら ソ 
嘱 編 令 電 @) 所 失 @ ぐ 「 紗 掲 」6 此 維 肖 怠 の 叶 補 と 尻 の 拉 邊 さろ うぷ 7 所 潮 思 4QQ 「 品 更 」6 朋 和 江 選民 つ 
軍 六 "所 問 着 押 G「 願 環 つ (pratitya。 prmpya) < 廊 扱 履 S 態 上 信 やじろ x 式 "SG 下流 応 更 つつ 
る の 下 逆 凡 半 弄 和 か 0 りさ) (samutpada。samudbhaya) 父 琵 祥 っ 」 ざ うろ 信男 穴 選 掃 か 9 区 湿 久 現 和 り ろ S 吾 隊 S 
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% 必 訪 坦 G 1 寮 彼 史 提 生 xO 遂 G 近 十 史生 対 害 刺 杯 G 押 ざめ 7 SG 聞 染 「 属 携 つ り 」(pratitya) つ 余 や GU 
が 臣 普 「 壮 弁 か Xo」(atpadyate) GQP 生 S 先 如 8 る? 人 る つ 拓 共 G 聴 約 肖 攻 や" 羽 状 二 り G り へ 叶 放 0 尺 惑 
2^ の ろ 必 甘 滅 や 人 SYO ) 約 家 つ 所 穴 兄 ” 揚 表 生 履 G 骨 公 だ 0 りう ろ ピ < の 7「 字 表 つ じ 」 ざ 「 壮 弄 か 6 」 流下 
並 紅 MG り 計 所 際 填 旋 0 祥 XG 眉 編 つ りう 6? 

0 し 判 繋 G 胞 林 肉 窟 「4Qyo 状 染 占 め 軍 現 つ り (pratitya)” 周 弄 か \o り AU(samatpada) 」 以 認 つ 時 お 「 折 交 
つり 」 ざ 「 衣 弁 か hyO」 公 下 揚 め 和 \ ぐ つり > の 7 pratitya 記 更 表 不 履 ① 立 だ 征 隊 い " 隊 記 「 軍 環 つ じ 」 つ 余 の 「 計 因 か 
5@ 」 志 先 7 障 鐘 有 交 引料 か いざ う 中 豆 記 作 々 駅 69 本社.R2Q 昧 G 明 羽 矢 球 天守 "中 統 (caksurvijaana 
だ 刻 (caksus) へ 中 (rapa) J 原 期 つ 多い ソ (pratitya) 周 弄 か yO (utpadyate) G や 4SyQ る 4Q” 了 堅 編 呈 嘱 ・ 引 ささ 
選 散 史 地 坦 か @ パ 尽 昭 REG9 へ す ペ ネー 一 入 0 や 8 う G 人 近 0X0G 和 級 染め や ASX つる つ 判 
共 學 り G 近 QG 己 りり G 潤 医 せ の い 7 4SG 聞 寄 咲 玲 つ お 江 配 計 弄り 抽選 悪人 9 避 型 称 秋 つり っ お G や お 
AO 人 る 9 か 8S 凶 る 県 G 明 所 久 球 玉 JS 完 / 詞 編 生 隊 ざり 引 原 更 つ お 円 尺 G 小 語り 対 弄 か ye 0 % 孔 ・ 罰 へ 
編 僚 切 苔 寺本 hG の 症 ぶ G 届 親 計 谷 つ りう お SG のり お う 余 の 明 XY@ SPASG5 GS 愉 約 失 僚 う "所 喜 公 品 ・ 
掴 ・ 底 Q 臣 並 半 弄 多 除 人 6” % 届 維 ・ 甘 ・WG 尼 到 他 坦 い ふい の ・ の 話 杏 紅 窟 訪 悦 二 つ り ろ お 科 才 倒 編 下 0 尿 琵 儲 ろ り 
SG る 4 の SQ? 


国 選 


ペー ゴゴ S 帝 均 GSJ) 筑 鐵 の 人 お 84 困 愉 SQ? 
己 『 穫 編 』G 絶 視 記 縮 りこ バト"『 時 円 要 編 』Q「 十 材 」 人 だ 9 す ホー トー の SG りり 介 拉 愉 ジ 6? 


wp ン 


22 グ 


(2) 


(3) 


(4) 


(5) 


(6) 


(7) 


(8) 


(9) 


> す ュ ホー トー 『 肖 破 和 和 』 ぐ で 記 得 信和 十 K 音 抄 G 地 埋 対 改 S 和 を 巴 ・ 細 ・ 昭 作る 褒 @ 所 電 央 息 多 選 移 憶 

S 澤 つ 伝 昭 @ ぐ 906 如 陣 民 本 約 半 うべ ざ 刊 政見? 

> 9 ホー ホー ペ GQ@ 軸 @ 絡 窟 叶 ” 無 | 深 各 際 の 痢 染 逢 D” 多 11 窟 没 史 編 信和 寺 "上 川 深 箇 忌 静 染 "上 国 宗 

豆 李 集 ^ 無 国 守 穫 尽 昭 筑 刊 わ 7 式 選 昭 人 補記 の つり 0 者 08 放 6 走 攻 染 功 )@ の ろう x の SG 4S@? 

J・o 庄 @ 球 昔 章 弄 の ろう 心 藤 や"『 村 本 天 令 纏 』 ぐ で 煽 区 多 顔 光 宮 区 る 所 G『 管 近 結 』G 走 舞 ぺ 避 記 下 

のり ン 生 )6 穫 7 軸 4Q 染 和 か く 6 久信 対 衝 提 つり 宗 届 計 名 ( 織 )Q 畑 応 じ 和 X@ つつ NG 家 つ " nA すす ホー トー% 拉 人 昨 | 

る 守 @ 売 十 記 啓史 嘩 @ 鬼 叶 昭 軍記 の つ 選 形 巣 践 誠 ye? 

> 9 ュー ホー%S り SQG 章 鷺 補 ”『 畑 導 還 祝 押 的 宅 昌 思 』 下 G 品 編 "や G 揺 換 包 中 拓 当り の )G 為 の つ 
うっ? 

> 9 ホー トー で 刊 珍 ^ 塁 紅 り 昌 う ろり め 『 褐 了 結 』 ぐ で 走 抑 の 彫り 騒 き っ つ 時 時 染 稀 ye? 

つ 挟 つ A 9 ホー トー%8 人 で 玉 つ りり < の 記 舞 @ 飲 本 対 衣 史 上 お の 8 県 半音 下 」 を 「 感 寺 」G 衣 記 放 つ 大 集 Qse7 

J り SQG 農 世 応 据 綴 斑 り 全 堪 の 歌 如 べり っ 05 JG 晴 回 染 十 共 選 県 う 閉 際 史 穫 人 88 多紀 丁 洪 <@ 区 編 令 

『 窒 授 結 』 で 基 押 り ポリ に 組 模 り 符 お の ろう 心 り の 集 P*oyG? 

SA す ホー トー 人 % 和 「 早 対 咽 の つつ” 社 記 咽 和 つつ ろ っ 」 ざ ろ材 附 多 態 陽 つ S" JJQG り 7 罰 流 早 直 旦 (Sautran- 

tka) の 4S? 8 り 計 親 根 征 ye 1 ひで 除 対 8 や 4 的 0? 

拓 松 > 9 ホー トー へ 中 立 ” 定 江 切り ン " 避 ・ 独 ・ 編 ・ 駅 ・ 回 ・ 昭 半生 | 容 稚 尽 刊 年 x@ 箇所 対 

所 つつ お 生 で P コ ・ 伯 技 要 全編 G 閉 瑞 り 半 『 じ うる 拉 宮 の n5 


(ご) 『 晶 多 家 』 部 1 表 四 1 や ご 区 に "『 厩 了 工 要 懇 令 無 』 部 1 球 四 1 マ " K 臣 コ は " 
() 『 申 用 信 礼 』 殆 111 や 7 回 1 や 7 人 KKK1 区 に 
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(w) の z ヵ g, p. 76, /. 6 一 /. 7. 
( さ ) 『K 茹 敬 信 編 』 列国 17 円 1137 111 K 臣 旧 "『 選 臣 黄 昭 凌 信 家 』 北 11117 表 四 1 マ 1 KK や 区 に 
(@) 『 昭 欧 全 紀 』 避 還 117 K 四 1 1 や 111 ご 皿 に ?『 友 黄 隊 次 信 編 』 郊 17 表 円 1 マ < 1 KR 区 -d" 
(6) 『 昭 惹 信 家 』 聞 尽 O" 円 11 や 7 国 KK11 臣 に ? 
( よ ) 『 筐 角 編 』 郊 田 " 玉 四 1 1 11 国 区 に? 
(o) 切 弟 団 KT 11NK 基 中 
( ゐ ) 臣 弟 団 " 玉 四 1 11Y 国 欧 に ? 
() 『K 昭 癌 人 礼 』 多 | 1 円 1 や ご 皿 に "『 厩 職工 券 全 福 』 抑 1” 表 四 | 1 マ "KK 暫 dE 
( ロ ) 『 尼 限 黄 昭次 全編 』 殆 国 マ 円 1 マ " 11KII 欧 - ゴ " 記 っ 衣 臣 G『 に 違 券 例 編 』 や り G 枯 悪玉 宏 球 瑞 (Bhadanta) 
8 っ)6( 眉 症 1 国 団 ′ 表 四 1 197 や 国 則 匠 雪 )" 所 記 お ye『 皿 凌 信 宜 』 や 義明 G 枯 褒 室 ” 四 本 お 0『 尼 申 呆 下 銘 信 幼 
だ 記 暗 半 ( 編 了 K) 太い ひ じ ら )9 玩 史 う ? 李 六 円 都 第 重り G 博 肖 誠 隠 人 完 伝 Q の 7 有り ポ 叶 下 本 G 還 の る G 郡 や 6" 
還 刻 GK 如 朱 癌 (Dharmatrata) や 4SyG へ 音 唐 0 民 yo" 向 療 円 衝 「 豆 堂 捉 ・ 半 明 天 閲 ・ 舞 避 ・ 多 鋼 組 Q 朗 駅 」『m 性 き 癌 
癒 才 計 器 』 最 1 時" 1 や 国 皿 " 

JJQ や コ 詞 G 明 ふ " 持 衣 お yo『 半 了 其 名 編 』GK 明 補 の つ ・ つ 話 G 表 最 対 弄 丸 刊 遇 つ お GU 束 Q 編 所 や ちな Q・ つ 所 G 皿 
栓 誠 醒 6207 本 玉 .NAO 

表 加 編 " 臣 幸 皿 多 吸 加代 背 ” 編 中 3 つ折 」 団 事 地 了 惑 陽 居 寺 臣 楓 | 抽 " 層 唄 虹 地 " (『 表 了 凌 久礼 』 多 1 KK 尺 四 17 

1 了 ) 

り 玉 哲 雪 や yQ 世 版 G『 蛋 黄 照 類例 家 』 ど 移り 玉 誠 雪 議 事 次 ( 想 了 K) 人 hG 叙 。 地 呈 付 ン 盾 人 Sye" 

痢 束 記 曲 凌 窟 四 ” 下 培 編 器 宮 疹 ” 長 r 混 」 記 江 好 , 層 間組 SG 半 」 交 惑 計 7 里 皿 雪 導 ” (『 区 草 了 想 翔 餅 皿 』 抑 1O7 

表 四 |1 マ K 半 取 生 ) 

編 了 K り 門 計 民代 の 吐 十 欠 G ろ いつ ・ つ 守 G 臣 拍 の 史 想 へ 2G QA つう? 生玉 RA 避 要衝 拉 陣 史 臣 赴 G 所 や 約 ” 
名 誠 染 惑 財 か yeQG や ン " 篤 表 豆 ( 伝 隊 alambana) 応 皿 y@” 宗 克 必 技 ( 包 加 ) G 忌 対 Y の 想 祥 )@ の ろう 心 握 
Q つ うっ" りり 家 叶 所 G『 符 近 紐 』 篤 。 加 雪 逆 記 窒 包 の つ ピ 

四柱 天 軽 寺 、 貞 家 最 交 半 、 長 鴨下 」 遇 型 ”(『 人 泊 編 』117 表 四 117 11 還 11 葉 せ ) 


2 クタ 


ざ ろ ふ G へ 境 区 Gm 本 JRSyG7 『 筐 角 編 』 で 走 画 288 編 了 K 尽 没 生 お G も 2SQQ 全う 和 だ 玉 つり っ の 刻 屋 『 本 虹 獲 
信 編 』Q 半 吉 @ 架 編 窟 中 渦 量 つ じ 提 無 皿 G 欧 流 人 Sy" 

(ご コ ) 『 ポ 了 疾 信 統 』 抑 1 民 円 1 1 や や NR 越 に 7 計 移 十 氏 科 り の J 尻 の 導 筑 釣 臣 うり ^ 層 表 G 客 王 応 欠 りう xo? 
団長 極 四 約 」 下 宮 二 准 ” 長 。 愉 所 べく 静 可 赴 加 」 加 時 。 操 寺 J 久信 状 抱 回 長 、 更 ? (『 杯 隊 薄 偶 家 』 郊 1 人 KK 円 1 1 や" く 
〇 民 ベビ ヒ )? sahasarthikanyonyabalamargaprayanavat. ただ osZ, p. 88, 7. 21 一 /. 22. ( 泥 所 お 2Q 代 7 22 の り 回 GR 
4 の 和 半 所 つり ^ 環 釣 麺 区 長 つ ) 

( 選 ) 『 隔 次 信 祝 』 鐘 RROT 円 11 や ” 軸 交 II 販 d? 

( さ ) 『 本 隔 薄 切 密 』 弧 尽 還 " 六 円 1 1 や ” 国 R1l 展 に? 旬 映 味 )G『 尽 隔 隙 相 炉 引 』 ツ だ 
選 給 ” 寺 並 球 螺 区 | 7 長旅 貸 舞 :" (区 帝 還 "円 11 く 7 的 民 二 ) 

JA 人 SS 名 ・ 婦 写り 叶 だ マン | 崇 @ 周 更 誠 証 棚 りつ りう 6? 

選 ) 『 素 昭次 訪 統 』 親 1 同国 "KK 円 11 や "や 国 国 現 二 " 

( 己 ) 『 礼 塚 紀 』 親 人 団 ^ 円 1 1 11 や KK 倒 皇 ? 

( 詞 ) 区 鵜 団 円 117 11 や KK 大 に ? 

( 販 ) 切 和 因 "素人 117 11Q や KK 城 に ? 

( 局 ) 『 徐 近 編 』 親和 団 " 円 1 17 11 や KK 販 に 9 召 旬 りり G 弓 乱 『 本 限 細 念 祝 』G 藤代 避 G 神 束 の dH 居 り 約 yQ? 生計 GAQ 
氏 弱 押 給 拒 錠 捉 、 委 宮 光 , 葉 季 " 把 旬 捉 、 明 吉 上 」 表 恨 」。 所 コ 十 、 表 家 上 、 各 時 ” (『 本 照 導 信 編 』 郊 1 〇 KK^ 円 1 1 や ^ 
国 財 や 皿 二 "『 友 昭 限 功 編 』 郊 因 " K 円 1 1 く " HH 大 せ ?『 野 引 信 祝 』 交 11 円 1 1 く ” 因 1O の 四 二 ) 

YY 宮 届 < 『 礼 近 統 』G 競 導 交 押 G 給 記 鷲 臣 つ うり 入居 信 hQ? 
SS) 『 懲 近 編 』 交 因 "円 17 1 や や 冊 ? 
() 『 福 角 還 抑 的 伝 時 幻 』 親 11~ K 四 1 1 く ^ や ]RR 葉 本? 如 提 以下 G 炊 ・ 回 ・ 失 GS へ 0G< 提 。 了 (cetana) 43SXG りり 叶 
尻 稼 Q 十 状 翌 状 G 詞 委 人 玄人 Q 窟 人 る の 約 y@? 屋 絞 人 7 円 1 1 く ” や Q 還 〇 人 直 革 准 菩 * 
S) ぺり 避 や 競 臣 記 選 午 二 玉泉 ぐる 総 窟 QG 章 青 り いう ろり < 痢 玉 東 了 移 代 つ り 84QS)G5 生計 代役 貫 重用 完 緊 誤 
閲 叶 編 ・ 駅 ・ 桃 ・ 照 1 ぐ SG コ G 王 り 8 走 医 下 計 0 忌 り 拶 6 吉 刀 各 
編 つ 駅 一 還 昭 
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ざ う 信人 喜 ピン 3 御 Q 尺 お つ 人 る \O り G 思 喜 賠 史 じ 末 ろ Q や "トミ ャ SS 培 G 地 を だり 8yoA7 
K3 駅 罰 駅 天 
雪 一手 ー 壮 癌 


ざ う ヘ 必 約 ” 鞭 ( コ ) 了 間 上 彰 ・ 突 ・ 昭 壮 和 N 令 悪 更生)6 の 失 QSQ 8 お) り 宗 江 人 史 ・ 史 伝 可 但 編 管 桂 @ 団 坦 守 
うか 6G の 余 史 乏 寄 本 堪 QG 当 ・ 湯 富加 垣 福 時 所 品 門 陳 つ お 園 編 内 無 慌 北 狙 肖 軍 層 ら 『 念 押 編 』G 走 押 ①@ 
必 只 計り 応対 式 神 G 民 さ 拉 G 沖 民 恥 へ の か 6 舞 表 り 稚 NG 入信 )” 鬼 臣 語 1R『 ペ ベー ト 当 缶 対 圭 Q の つ お 沖 
S 信 編 祝 』111 1R 了 民 一 1 1 人 臣 稚 層 ? 
(人 ) 『 明 円 概 家 』 郊 1 〇 " ド 円 11R" 1 マ 団 了 せ ? 
くく ) 『 抽 屋 和 』 交 11" 円 11| や 11 民 に " 郊 1117 円 110 ご や 展 に ? 
(人 ) ペー ュ 5gzyz が 2 人 22yg 寺 り りき お 2 の 0G 時宗 G 早 羽 め Ay? 
Cakkhum ca paticca rupe ca uppajjati cakkhuvinmanam / tinnam sangatiphasso / phassapaccaya vedana / 
vedanapaccaya tanha / Ayam kho bhikkhave dukkhassa samudayo / Sgzzyz77Z, IT,。p. 72, 7. 5 一 /. 8. 
JG 辛 m" 政和 兄 了 り や 中 共生 刊 の ” 川 剛 雪 包 つ り 眉 流 刊 DO 回 4 や 。 羽入 2Y 製 流 半 弄 和 か \o ざ うろ の 6 や 約 
ゃ ^『 屋 和 』Q 心 史 「 貴 計 」(sahajata) G 衣 2 の ンー コ ・ 人 G 技 緊 垣 丸 黙 製 0 和 Oz の Q 避 尽 10 ひ 太り ろう? 恩 
ge gz gz772e 友 o5Z, IT, p. 105, n. 4 鈴 菩 ? 
(8) osg, p. 146, 7. 11 一 7. 12. 


(人 Q) 『 皿 円 隊 祝 』 郊 1O" 円 1 1R" 1 く 園 功 ? 


く ) 区 第 10" ド 門 |HR" 川 く 還 國 ? 
(人 く ) 区 第 1 の 0 ド 由 1 RT 川 く ド 民 -H 
(⑤) 区 和 1 〇 ′ 門 1 RT 上 く R 破 時? 
( 記 ) 区 弟 10′ ポ 門 1 RT く ド 敢 王 " 
(@⑯) 区 第 11 円 1HR" 上 ド に " 
69 ) 区 弟 11" 1HRT HHRO 葉 H" 
(⑳) 区 弟 11" 円 1HRT IRO 区 皇 " 
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IE 

(8) os2, p. 54, 7. 20j SZzzyz が ZTTT, p. 87. 

(5) 了 牙 詞 羽 福 刺 和 国 〇 田 工 に 避 勾 宗 信 代表 りう jn" 

る) 『 四 円 陸 祝 』11- 円 1 1R" THR 由 皇 " 

8 る) 『 屋 穫 』 親 11- 帳 11 1O 四 持 " 

( き ) Sgzzyz7o, THT。p. 63. 

(G) 5S 太 zzZz2272,。 Derge, ho 182b*-* 72 の 7 の ZZ。 Peking, Vol. 117, p. 149・3・7-8. 

S) 所 松 ※『 感 吉 』G 十 に 型 状 G 記 委 り kila( 民 福 ) G 算 妃 長 人 人 の” 獣 紹 世 科 必 祥 完 者 蓋 Q に 四 記 代 か の つう? 
Yoz2277 の 。p. 127, 7. 20 一 /. 21: 7 が 77g22 の 77。 Derge, Tho 181a7 : 7 の 27 の 7 の 。 Peking, Vol. 117,。p.149・1.4-5. 

( き ) 式 牙 記 羽 福 応 租 11 国 還 國 7 

( き ) JG 山 以 約 トー 朋 突 守 「 嘱 因り 隊 人 りり 路 編 "信吉 和 つ 8 瑞 7 惑 計 生 駅 の 林 和 昭和 流 状 生 )@」 の つり うろ 
yQ 各 / 編 作 どり ポ caksuh pratitya rupani cotpadyate caksurvijnanam だ で 8 へ utpadyate ) 漂 応 保 り 改 りう 
yQ る 4Q” 刊 弁 絞 caksuryijnanam 8 選 の SG 店 余人 SG 7 や 宗 人 ひ 所 「 路 の 邊 届 隊 り ソ ( 中 編入 半生 G』」 る の 喘 生 り 
3) 役 円 つろ) 昭 . で GSye? 友 o5g 72, Peking, Vol. 115, p. 179・1・2. 

唱 ) YY25oZ277 の ,。 D. 907,/. 17. 

( き ) 8S 太 27gzzg77。 Derge, ho 388b* 一 389a2 : zzZ の の 7 の 2zZ。 Peking, Vol. 117,。p. 232・4・1-5. 

(きき ) 『 必 円 園 祝 』 換 1 〇 " ポ 幅 1 IRC べ や 看 に " 
②⑤) な osZ, p. 145, /. 17. 

( 品 ) YY25oZ2277 の , p. 11, /. 29 一 /. 30. 

() 「 早 釣 瑞 つつ (satrapramanaka, sutrapramanika)′ 結 妃 咽 の 〇 だろ る 〇 時 規 量 (Sautrantika) の 総 y@」 の うろ 心 期 沸 
堪 Q 駐 提 了 QGAOD 財 人 人 S 生 余計 瓶 放つ 作 東 拓 誠 う ? 癌 舞 G 明 )G 中 さや ウ さり QG キ ヘリ テー ンーJ。 舞 G『 杖 江 沙 
手 坊 稚 亡 』 層 や うろ 加悦 必 『 感 和 編 』G 大 和希 補 も め 乱 hG つ 全 の 『 貴 者 編 』G 記 得 時 需 屋 Q 台 恨 誠 負 DP うう 7 っ: 
つり の ② り 6@G 怖 短 り の 所 うっ の G 先 『 貴 考 編 』 のり 稚 い 。 ツ 家 式 柱 避 叶 環 洒 人 ぐ 洗う れ 必 尽 昭 太 天 MT JJA08” 里 
咽 中 (Sautrantika) G 居 明記 秋 QQ コ の 環 落 豆 り の 湊 の 徐 QSnG? 上 1 棚 区 田 綴 ( べ や 区 ベビ) 鈴蘭 " 
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選 ) な osZ, p. 146, 7. 7 一 /. 8. 
8) な o5Z, p. 54。 7. 15. 
(8) ゴロ 和 ・ 素 映 | 人 窓 『 豆 箇 礼 Q 皿 私 江 密 一 填 軍 嘩 一 』1 1 国民 " 狂 ( き ) 維 菩 * 
( さ ) os2 7 め , Peking, Vol. 115, p. 179・1・1. 
to ) 。 T ダ 25oZ277 ケ ZD. 309, 7. 3 一 /. 20 j ア zZzZ の 27 の ZZ Peking,。 Vol. 117,p. 232.4.8 一 p. 233.4・1. 
(8) 5S7272zzg77,。 Derge, Tho 389a 一 390b*. 
() 『 皿 円 団 祝 』 末 11RT K 幅 1 1R” OR 国民 ゴ ペロ に " 
( 仙 ) 『 豆 考 編 』 郊 1 の " ド 門 11R" 国 則 硬 皇 
(@) 『 窟 錠 礼 』 親 還 "円 1 1 や 看 に 
(5) osz, p. 146, /. 14 一 /. 15. 
() な os5z, p. 146, /. 16 一 /. 17. 
(⑧) 『 填 硫 衝 』 親和 因 く ” K 由 1 NR] 民生" 
(@) /27772222, Tp. 293, 7. 19 一 /. 28. 
(③) 蓄 牙 刻 羽 邊 重 " JG 早 衝 包 人 ・ 介 佐 加 后 福 丸 窒 うお 2QG0S)Q? 恐 臨 品 羽 弓 不 秩 ” 1111 国 臣 共 に ? 
(@) 配 惑 今 馬 JJQ samsrsta 的 sahotpanna ( 下 刊 ) G 技 本:e7 YY24oZ2777 の , Dp. 309, /. 25. 
(る 8) ふ 4 ュ トート 一 稚 計 聖二 限 " 呪 堤 還 釣 飛 S 半 っ” か 
回 ( 革 拘 ) 改 約 千 状 に 本 普 出 」。 (『 時 円 祝 』 交 1 1" ポ 門 11RT_ HHRO 了 怖 に ) 
欠 二 二 編 「 治 選 求 恨 英 感 仁 國 」 (『 組 円 陣 編 』 交 1 国 円 11R" 周 111 了 后 ) 
(5) 『 皿 円 胃 』 郊 1O′ ド 幅 1 1HR” 敗 べ 慌 慌 革 " 
(⑧@) 中 尊 1 の "円 1 SR” 上 川 ベ ざ 四 に 
ら ) 区 弟 1 国 K 門 1HR" 軸 11 〇 O 才 に " 
( 選 ) 527 の 2 の 2752Z の 5 の 2 グ 2g7 の 722,。 D. 19. 
) の zzg, p. 47 一 p. 48. 
(SR) oiz。 p. 146, 18 一 20. ヨロ 粗 ・ 率 虹 | 窟 可 店 約 " 11 昌 区 査 " 
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(SS) Y25oZz777Z,。 D. 309, 7. 31. 

( ざ ) ge gz Yg/72e 友 o5Z, 華 . IT, p. 107. 

( 選 ) Y23oZz77 ケ 2, D. 309, 7/. 31 一 p. 310, 7. 3. 

() た os2, p. 84, 7. 18 一 /. 19. 

(に ) 『 胡 円 編 』 珠 "円 11R” 財 1 べ 牙 に に? 

※ 鞭 押入 1 0 中 褒 松 衝 人 90 PS 『 表 國 導 全 家 』 ら 前 向 押 ′ 療 撮 や 更 抽 つ お 上 史 明 つ "か て ピ G2 る 2 話 @ 地 電 久 3 
S 功 の つり 地 掲 対人 必 全う 心 り の の 0 要 状 器 雇 つ 紋 長 ン 『 ポ 照 病 社 』J8 SG り 8 下 租 0 じ うろ 計 う 9 の 
つ 搬 堂 押 凡 う ン い 全 り め 選 千 @ 地 埋 訴 詳 人 り うお 生計 昌 4 人 0・ 久 所 @ 宗 稀 直 国 称 入っ うう)@G や 人 SQ 玄 4 パ 0 A す ホー 
愉 一 入 Q 模 遇 り 同じ 思う 2 MSyG の AS 9 つの 全 つう りり 人 式 二 夫 家 生 0 へ す ホー トー 人 G 旬 編 紀 対 胡 つつ お りや 握 
羽生 mxG? 要 振 雅 つ じい 申 舞 史 " 避 臣 記 羽 般 重 『 く ベー ト S 製 和 圭 鉛 の つ お SS 所 9 編 引 』 尿 て 6 笛 民 応 玉 ” 記 つ じ 徐 癌 か )Q"* 

※ へ リュ ホー ホー%Q11G 据 角 電 編 叶 "所 G よ て トー 選 入 尽 の 選ぶ 4Q 天 っ)? 時 束 羽田 「 早 箕 最 K 映 dPe can J い ろり 」『 呈 
護 』 11Rー1 1 く や く 不 維 菩 " 


共 因 組 宮 唆 ・ 岩 虎 Q 窒 提 一 一 多 環 性 @ 郊 


揚 1" 11 や 誤 好 rapa)QG” 無 1117 還 最 じ コ ・ つ 庄 (cittacaitasika) G 写 還 釣 生涯 つ りお QG や < 和 必撮 7 コ J 
計 導 (名 笠 ) 家電 は いう のり 二 緒 6 枯 諸 訴 畠 引 つ り 層 7 本 若 集 怒 坦 的 M 愉 近所 うお 計 。 や 宮 区 青年 )G 十 扶 北 顔 
色 押 お 似 委 っ 余 お Ye 判 遇 學 つ お り 氷 人 NS の 心 完 本 松 の 人 で 遇 上 つ うお 信人 誠 「『 豆 条 礼 』『 皿 円 陣 幻 』 記 
余人 必 余 当り の 遂 おう? 赴 結 信 G 〇 多才 う 選 完 7 丁 須 叶 の 人 竹 対 京 宮 2 の つり 図 記 づつ" 世 竹 叶う っ 余 S*6 共 m 


の ② 也 寄 の ぐつ 聡 恨 和 myG7 有り 家 昼 家 つり 十 周 ・ 疾 消 押 ・ 遇 咽 江 ” の 束 送 対 応 條 引 %0 人 年 電 選 倒 油 際 人 か DO 紀 起 や 
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曽 半 の J2 の り 交 4Q 余 宮地 坦 り お K0 拓 暑 か ne7 や つの 利 葉 め 近 SG の り で GG べ マ G 譜 秩 層 つい や 庫 届 ぐ 僕 記 釣 
中 20n0 刀 定 療 ン り お 澄 盗 筑 六 の KG PS)G" 


| 電 殻 紀 dX9 定 農 ・ 涯 隊 @ 輸 電 


本選 上 ・ 岸 暴 G 忠 はい うり 生 選 り 放 か” asrava( 唆 "ベー ト 散 asava)-J ay/sru ( テ 括 富 ) ろう 必 祝 快 評 必 党 
雪 和 か ye” 国 避 て 人 眼 洋 時 環 G 四 路地 仙 明 生 ye 計 ・ 明 所 大 NSK 薄 速 対 得 つ お の 昭 y@ 生 か PJ 屋 補 @G き 癌 P 
國 低 (kilesa) | 剖 @ 京 WAN0 じ う おお" つ 余 の 葉 選 き 缶 一 至り 8" 余 競 必 乱 て @ asava で ぐ 租 流下 4QSXQ め 信介 必 
人生 NG 医 状 叶 所 奈 昼 品 ぐ 肖 りう)07 有り 家 誠 製 要 myQ 
②③ kamasava (% 嘆 )・bhavasava ( 民 唆 )・avijjasava ( 旧 下 叫 ) G]1l 暴 "” 宮 お ditthasava (中 嘆 ) 記 長 お 還 葉 
@⑥ asavanam khaya (「 箇 嘆 円 忠 」 ENAN 着 本) 

@⑯⑩ khinasava (「 吐 忠 澤 」 叶 N 張 号 約 9) 
SI 翌 り 下 完全 り oy" 

8 卿 軸 屋 穫 里 猟 じ 吉 只 ・ 洋 蝶 映 0 守 XG 附 6 民 唆 ” 甲 洒 か yo スー ト 態 @G 1 ドー キ 映 珠 じ だ sasava で ぐ りり 
ン 2AJQ2J asava 4 約 XG 4J2 の 得 握 つじ 胸 ン 泡 散 令 矢 Xe 宗 <% 守 導 喘 や 

選出 且 卓 導 、R 角 民 上 ,? 
下 泊 く ー ネ "だ 
bhikkhu arahanto khingsZvg vusitavanto. 


( ざ ) 


4 人 Sy@” 民 坦 曜 強 8 asava っ ) anasava 宮 っ 問 半生 SQ 宣 規 和 つり 区 っ う 避 忘 じ う S ぐ や "| 導 突 更 完 anasava で 蘭 
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暗 り 到 つり asava 記 語 の 喘 つ お SQ@P 人 SnT。 選 卿 喘 直 多 じ 「 蝶 」「 選 明 」 く 4Sye の QG 回 打 ベー 民 和 人 asava 
この Jre 給 っ ろ ? つ 全 つ 刀 信心 区 舞 里 到 sasava SG 態 沼 喜 っ や やじ 計っ う ? Sg2zyz77Z Az&Zyg P 国 配 
幼 (pancupadanakkhandba) に 泊 天 (appamade) 誠 癒 認 か 9 舞 記 9 で NRP 299 訳 玉 回 半 守 脚 人 人 る 守 っ 9 
ペ ゴ SG り 人 る 4Q” 散 宜 里 到 1 軸 じ 呈 守 QN ト 気 ミト ルウ っ sasrava ( 志 暴 ) Q 察 補 叶 的 本 りり 4Q 重 須 釣 asrava へ ) 
選 で や も" 天 計 1118 由紀 中 騒 つ ^ り 味 人 対 箇 本 AG JJ) (khaya, khina) 穴 咽 南 く QG 環 2SNG 詩 0 りう 8 
9 た りく る マル この か ゃ や 
当 鶴 癌 陣 @ 章 下 り の だ う ^ asrava 記 @ 婁 須 @ 避 民 G せ の 忠 っ つの 写 所 吾 の 6) 誠 如 20)@ パ か 半 選 編 抄 記 
「 交 4Q 人 る 2 の 2Q」 咽 足り で 如 沼 xe22Q」 JFA や ジ 8 うろ 22QG」 條 茎 生 *G 二 ジ < sasrava ( 嘆 )・anasrava ( 苦 明 ) Q 
牌 態 流下 の 表 お の うか りり の 集 P*n6 7 つ P い 宗谷 昼間 組 如 電 嘆 志 (sasravadharma) @ 台 恨 策 無 護 Q)O パ 愉 8 87 
給 | 対 提 蝶 じ 87『 林 陣 交 全編 』 り う ろり ※@ 国 で 対 代 つり っ)G? 
9 葉 呆 吉 " 細 民 (bhava) 対 級 っ 感 模 つ 地 か 下り 家相 麺 和 か :6 会 洋 嘆 正 " 
@ 世 嘆 示 ぐだ" 統 例 寺 展 6 着 蜂 器 問 電 豆 瘍 995@ 正 ” り 家 の 要 燃 か yeG 江 涯 只 状 
⑲ 選 唆 折 の " 字 時 1 1 衣 援 て 状 "有り 家 加 郊 和 か yeG 集 涯 虹 拉 7 
葉 明 塊 叶 ” 折 明 1 1 決り 感 和 和民 D 状 7 有り 家 の 聖 燃 か yeG 光 虐 暖 状 
@ 近 府 吉 が 課 暗 ( 因 ) 株 9 所 "所 前 記事 党 0 和 h0G 笠 骨 
『 昭 端 飼 祝 』 り @ 押 所 史 細 失 拓 (Vasumitra)・ 状 吉 (Bhadanta)・ 指 宮 外 了 (Buddhadeya) Q111 提 G 吉 嘆 ・ 岩 忠 
S 了 台 介 誠 ② 線 征 り う )@ 委 っ う PG 選 20S 無 了 KG 誠 編 計 応 工 つ り 喝 りり 計 害 療 4Q 回 @ 判 馬 叶 ” 杜 史 給 て )G 提起 @ 避 
恨 く <@ 民家 編 り 彫り 喝 っ 人 る へ P 約 )@? ーー 


絡 舞 格 KE 長 、 員 結 」"『 拒 夫 更 虎 寺下 送 時 麗 十 明 要 "中 、 加 交 員 岩 暴 」J 
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補選 諾 『 尽 暗 申 類 信 祝 』 り の 記 の 史 ろう )@7 生 内 4 
部 き 記 昌 半 "「 所 世間 、 医 虹 膝 加 " 塊 誌 に 昌明 昌 莉 下 」? 
2 本 江 @ 国 聡 恨 / 所 癒 (Dharmasrestbin) G『 尼 茹 貢 G 編 』J 千 ye WS 欠 国 學 区 うり 久 衣 史 須 記 0 祥 " 
HE 衣 趣 やり 多 うし 革 須 和装 列 OS 直人 SG) 
生玉 人 状 論 起 8 ズ 当 丈 @ 表 豆 學 飛 衣 つ お が や GS べ SG J 暴 妥 対 半生 つ SX@ 5 守家 隊 の きつ 人 装 対 電 
嘩 玉 の っ 愉 Q や 4Sxe9 JG 台 製 器 悪 沖 臣 羽 (Upasanta) G『 尼 要 紅 つ 社 明 』J の 尻 織 り 巴 股 介 呈 り っ )G9 抄 交 祥 記 
Q 還 C@ 屋 提 學 角 尿 如 人 る 0 お GE SQG 国 究 恨 流 内 うう や 答 條 お 螺 国 G 際 恨 9 因 ぐ 家 芝 0 の 近 宮 県 玄 届 
"SQ 愉 ? 
状 閲 (Dharmatrata) 『 毅 下 了 柚 家 』 昌 うり 6 台 介 計 人 0 避 尽 光 ソ 
(HE 諾 弄 " り 員 る じ 虹 選 衝 昌 負っ 公 需 や 3Q9?) 
ざ つ の“ 式 神 Q「 媒 肥 対 対 移 つ SXG」 対 「 尋 次 丸 覆 叫 和 あつ S*@」 の つの ピ う )@5 J@ 台 提 呈 振 監 G『 品 者 結 』 0 
《 民 虹 表 の 8 WWG 王 や 嘆い % 尋 須 集 更 刈 か *G (samanuserate, anuserate) 遂 約 うい へ GPS)@5》 
の 癌 Q 0Q 約 8 お 
( 剛 具 畑 表 つじ < の 時 須 史 誠 つ G (apajayante) 居 SO っ 2 お 拉 電 93 不肖 事 だ っ お 会 ① 紅 用 や 壮 お る ) 
維 負 20 っ) 所 共 Q 選 8 ズ 冥 表 豆 多層 編 か KO J あ 7 MMQG く で の J 三 須 当 箇 ぐ ソウ スン 5 心 完 表 貞 ざ つ ピ 
SQ 状 記 症 暴 表 の つう へ GPSy@? の つの 又 着 光 周年 x@8 和 たり 本 嘆 表 の うろ 如 中 ふ @ 皿 周明 誠 @ 押 着 史家 つゆ べ 
科 婦 妥 學 更 り か り 流 約 選 硬 Me 此 7 り Q の 提 睦 下 各 りつ Mn7 つの 放 つり 家 史 案 つり 恒 須 叶 圭 り ソ っ 腹 ぶ 
っ 人 放 っ 作 Q^ 岩明 捧 祥 QG87 の う 愉 GASGP つ 全 つ 判 松 Q「 湿 午 和 か YG (samanuserate) 」 へ り 羽 洋 Q「 提 串 か y@( 還 
届 ン 皿 能 時 vardhante PAS で SQ) 」 る ) 叶 所 肖 で 二 ジ 斉 ン 鈴 .Rye の Q ツ だ お っ ? 8 羽 判 際 叶 sasrava( 民 上 )G 朋 り ス 
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県 うろ samanuserate ( 混 拓 生 \@) 対 民 うり 租 虹 農 交 剖 で りか 的 療 う で の 懲 )"* 

ゴゴ SG や 兄 配 氏 じ 民 暖 直り いう りり 『 申 導 信 家 』G 国 究 提 人 此 べ 『 且 照 本 縺 』『 違 嘩 編 明 』 ぐ 「 屋 須 集 壮 

ne 」 昼 へ 0Q り 『 紛 地 限 礎 コ 編 』 刀 明り 『 感 箱 編 』 り 周 ふ 「 還 須 染 規 拓 mye 」 り 指 提 つの 記 の で 衣 ジ う で PASDG7 

意 久 倒 JJQG パ 心 完 職 掲 誠 つ 忌 握 切 玩 ” 1 で 0 尽 各 べく 証 @ 団 半 科 うっ 玄 8yG@ 附 入る 蛋 須 有り 肥 0 家 記 に 斑 豆 の 6P 穫 で " 

ES 
鍋 朱 り め 到 史 娠 抑 信心 共 間 久 WS 環 壮 叶 頑 喝 信 0 の 余人 届 の 給 ) 7 v 誠 馬 選 提 基 8" 
《〔 編 ・ 拒 ・ 遂 手 @H 交 滅 う お 人 へ G 芽 国 蜂 學 | 下 史 息 具 や SG) 

判 貞 か nx ズ 定 化 拓 蜂 史 秋 福本 か Ye 十 く 蜂 @ 心 世間 対し 史 十 国 蜂 只 っ 余 Sh6 際 m の 肥 宛 の で の 京 如 和 か GPS)G* 


っ 
3 


1 1 きき 熟 尽 牙 征 XO 細 稔 編 


けり @ り 23 所 宮代 る 胡 人 る の 還 肖 0 りう 29” ホヤ リ 『 本 肝要 
皮 だ だ ふい 」 ざ うろ 尺 肖 給 (Mabasamghika) G 利 只 如 へ 0 下絵 兄 つと り 選 誠 工 識 つ じ く 0" 編 李 や 将 息 お 穫 紙 G 
困 穴 掲 叶 。 押 史 りり 6 幼 括り 則 角 りう eo で SG や SG? 本 明 虹 QDG 知 刺 叶 "『 芽 飛 覆 娘 』 お の 民 s04QSxG 
り G 答 愛 @ 剖 物 G 革 寺下 吉 Q 10 や 人 QR 奈 肖 吉信 買 服 全 @ 枢 りす おき 愉 本選 所 疲 起 制 散 人 職 枯 りお で 
"うう )Q7 

JJ ツジ 『 村 隔 遇 信 運 』GJG 細 諸 家 G ス 宏志 棚 の 披 で り う :e? 生 S.QA 

因 坊 。 エ 思 必 」 攻 円 半 料 ” 騒 衝 二 閣 "「SS 癌 岩 風 』 長計 遇 7 ( せ 意 ) 提 に 冶 」 障 。 き 電 問 東 地 朋 . 

り ポ 0 の 使 が 『 ポ 本 用 全編 』G 上 り 和 昨 ・ 涯 骨 G 也 根 及 。 お 記さ 記 G 到 尊 り 惑 や uo 編 編 信 QG 記 
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い お り の 計 明 \@Q や 4SQS 6 振 了 呈 押 共 2B3.ARSAGO 調和 8Q 衣 区 史 拓く emU7 所 G『 貴 衝 幼 』G 部 り 誠 
9-J” 起り だ て 尼 虹 導 @ 委 垢 G 嘆 ・ 肖 蝶 令 配 症 リン eS の 維人 へ りり 約 ト 和 気 く ト S 缶 6 製 陣 @ 半 テ 中 対 
AO JJ 矢作 Sh“* 

つ 全 の 完全 Q『 呪 才 幼 』 の さき 慰 史 衣 征 6 雇 欠 集約 x@3 や 宗 叶 さ ・ 送 ・ 可 @ 作 個 喉 類 生 y@ 聡 和 和 皿 光 きき 天 6 必 部 
ざ 近 An@ 玄 の ろう 必 本 訟 和 い うり の SG? 半 穴 り り P 提 暴 GS 起 寂 記 多々 っ )G? 生計 

《 さ 昼 喉 送 か yo くだ 7 6 必 画 記 如 生 (buddhakaraka さき 多 祝 必 閉 お つ S)) 葉 首 示 (asaiksadharma) 喉 生 *e SG や 
矢 )@? JG 苦 弥 状 G 陸 制 填 り つい ソリ ^ SG 反 村 (atmabhaya) 公 き さろ.RSAG SG ASS SG ろ ぎ お りり で 上 六 
史 抵 人 )@G りあ の で ツー | 届 対 編 yG 員 信光 SG SGP 給 9” 0 じ J6 問 の 叶 忌 じ 答 9 余 
忠 暫 (ksaya 近 ana) 84JAJY 福 特 必 折り 短 y@? 各 芯 (rapakaya) 「 往 NG」 福 の 選 の 装う 計っ う 余 必 (SS 攻 央 
が お ろう 5) 

完 管材 和 多 つ 人 S9 必 時 区 逢 宮 NG 葉 症 送 稚 Y り ( 吉 垢 時 和志 守り うろ? 下 垢 叶 還 いり の ろう 泰 MG の で 紀 
和 か 名 半 う " りり リツ 「 回 玩 幼 G 編 < の 迫っ の 配っ 叶 計っ 人 為 」 の ろう 心 羽 叶 ” 提 基 @ 志 療 暑 訴 科 人 JIK つ PS う 0T JG 
所 G 聴 李 8 弓 敬 じ 抱 々 記 『 京 考 叶 引 避 利 嘆 り 約 X@」 ざ の う 必 首 片 流 和 NO 昭 民 DG" 

民 基 ぐ JG 交 選 8 お 下 億 の 編 攻 0 尺 XG7 本立 人 0 

《 趣 早 (samgha) 避 喉 迷 生 \G べく 叶 7 画 長 性 凡 人 生 十 ・ 茂 示 (Saiksasaiksadharma) 尽 喉 半 年 で PSG?》 
息 @ 性 画 ② 十 聞 ・ 光 交 G 状 和央 びり ^ 加 垢 史 ⑪ 補 うろ ? ※ 史 

《② つ 上 才 送 提 生生 難 Q7 尽 全 避 最 肖 家 つ り 周 伯 対 の りり 時 記 計 逢 つ SO り 余 上 虐 証 凌 染 約 MG? 

Gy 宗 叶 。 長 肖 G〕 徒 球 (asraya) 記 拉 半 和 か :@ 全 4Q り (SG 明 部 赴 ) の お 赤 瑞 0)eQG や 答 X@^ へ 弄 獅 草 忌 人 


(@) 
っ 72 


し コ 


や 
の 
Qi 


長 炒 くべ )@ ぐ 普 考 称 刺 いや 是 誠 ゴ 9)GAJ” 岩本 半 釣 寺 生 hG7 つつ 人 つ の つき 性 風流 光孝 電 約 や 7 所 手付 矢 う 
つつ 84Q 宙 約束 いや り < の 藤 写 半 如 MG 拉 移 豆 *@ 時 本科 うろ う や 時 誠 う 余 。 の う 心証 雪 つ り ” 可 氏 叶 誌 療 志和 束 
い 尿 完 / 86G 生 人 の 基 首 遂 の 悪い ン S 8) 箇所 りう 5@5 り G 頑 QG 半 有り の 節 婦 考 へ 本 近 り 稚 ふ ” 到 科 だ べく 認め 緒 
9 的 王 生 定 貴 つう)@G の GS@ 央 の う 心 電 堪 Q 昭 礼 訴 心 設 倒 必 り 全 Ox@7 

り 天 史 的 つ 着 虹 祥 G < の 区 幼 か 和 6 

《 つ る つ 纏 (Sastra) 叶 「 岩 直下 史生 抽 き どり AS 」 ざ ろう で うろ? やめ 8 和 ふう どう 5@G 為 5「 岩 者 状 玩 くき 
対 徹 へ お お 向 D6 性 呈 や 人 S\9」 ざ (所) ろう で PS)eQ や 49 AVS の 刻 半 (asraya) 穫 き お 0 完 季 提 つ り 
ろ っ なろ @G 宗 評 4 り 【G 半 G 刻 纏 〕 叶 祝う り 判 員 2000 ン りう 9 0 の 如 邊 尿 完 7 拝 定 租 本:G 北 下 叶 7 人 緒 
下り る や だ っ り お び ピコ eo 6 お 所 由 誠 舞 お 叶 9 失 天 生 光 "選出 の る RENG り AN 叶 お ひつ 9 

拝 聡 り パ 完 の つき へ 政 @ 尾 央 染 区 孝志 守 人 0 守 邊 Q87 綴 4Q 当 伸和 く T D 陣 上 選 " 提 人 る ぐり 四 る 拓 和 を ぐる 
完 提 8 か 上 基 剖 抄 玩 対 二 つじ うう で 信 Q きび 余 相 和信 ン ソリ つ 者 の 時計 ろう 余 の うろ 心 
SQS の ASM0? トト SG 操 准 り 起 宮守 下 へ G ( 層 首 状 北 二 引 状 ) 8 揚 く YP う )@) あ 中 つ 余 宣 で 家人 為 ひ ジ 
AS)G” ' 
りり 選 G『 王 培 編 』 昼 遂 二 か y@『 皿 円 置 編 』G 紀 梨 旋 人為 筑 人 J” 征 汰 の 員 六 6 判 貞 ざ つり ポ 買 江 ” 宙 中 器 (Vatsi- 
putriya)′ 料 競 一 負 息 (Kumaralata) G 郊 令 京 攻 0 居 "3 揚 @G 軟 @ 民 江島 附 玄 心 多紀 %0 玉 りう)@7 DSxn4QS ャ セー 
ホー%Q 首 具 學 忠 べ つり 昌 り 7 

絡 舞 明 提 購 息 寺 長 、 更 給 」"「 当 提 嘆 岩明 堆 町 叫 き 壮 ” 糧 氏 曲 編 "『Y 舞 党 骨 提 本 的 』” 層 判 畠 編 "『 師 個人 医 冊 
開 、 選 Wi』” 新 民 北 起 7『 半 人 a 衣 きき 宮 、 選 客 詳 題 回 暴 息 』" ( せ ) 多 秀 証 欄 志 所 悪さ " 半 証 粒 詞 」 抑 居 也 和 
紀 愉 統 当 攻 民 訴 」 憶 、 層 " 更 堪 赴 " 坦 回 紀 音 " 長 、 叶 懸 凍 明 W” 剖 員 骨 骨 二 に 代 株 雷 :" 音 茶 m 翌 央 
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呆 き 状 選 導 人 李 

JQN ャ トー 必 かー で 痢 喘 時 @ 藤 財 謀 暴 現 守 人 る いり 如 ン 本 明 競 240 思う の GSG 訪 Q7 0 紋 尼 
K 明 蘭 ぐさ ぐ 伯 の 把 導 の 涯 唆 つう 心 枯 刺 7 本 葉 G き G 往 『 (上 入 ) 叶 虐 嘩 集 雪 競 提 具 じ 人 y@ ざ う 心 本 歯 
Q 井 証 計 半生)@ の ろう 必 りり 策 和 2n7 つの 余 め 剖 @ 神 只 學 204Q 兄 弦 昧 史 必 余 代 人 JTS 染 十 嘆 ジ っ の ASX@ 9 う 心 脚 坦 叶 7 
9 所 壮 り 合 つ "括り 折 つ 層 化 江 じ 慰 筐 生 Q 十 謀 Q の G の 4SD@ 信 届 十 呆 じ 約 G 
9 当別 多 つ 時 ” 缶 周 計 鉛 抹 和 mn)G 8 多 7 水 党 療 NG 判 年 衛 (W 暴 入 ) 対 十 生 G 余 人 提 暴 和 G 
ざ ろ 110 8y@9 DS1 1 先代 蝶 Q 拉 園 忌 Q 観 Axe の 2QGP 計 9 8 誠 電 鈴 基 如 *@ 青 豆 有り 宙 的 当直 6 尾 暫 
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つ 衣 つ 放 記 天羽 J6 相 除 入 れ 家 家中 尼 瞬 尋 @ 切 療 ざり 款 蜂 Q 列 央 叶 ” 明 対 表 吉 か DO 半 玉 梁 療 う 人 Q 民 暖め 
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ベビ 『 疎 由枝 編 』 記 譜 じ 談 了 
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に 、 態 、 上 翌 代 。 計 、 結 ” ( 室 ) PX 吉 ( 外 飼 折 )Kr | 反 凶 時 」 地 林 抽 机 。。 所 NE 明 給 9 
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『 紀 帳 肢 福 』G 思 舞 諸 の 講 人 QRDG" 紙 | 抽 や 玉 熊 つ お 7 6 コ 普 な 冊 画 只 G 各 叶 > ュー ホー ホ (Srilate) 
S 眉 半生 ろう" 式 ゴ HG り る 人 為 4Q J@ 相 遇 叶 顔 爺 抑 ・ 明 咽 基 ・^A 9 す ホー ホー 信和 才 明 つり ゆり りう お の 6 の 約 SG 
揚 人 つじ ス ろう め SnQxn? 

PDG 攻 G 渦 守 所 避 明 ぶつ 選 提 中 守っ 名 料 9 撤 缶 絶 や つ ピ ス 衣 守 X9 東 朋 早 器 設 重り 簡 半 つ お の 
G 角 央 管 民 し 立 お る" 際 Q 外 負 押 先 / 息 欠 G 想 蝶 ・ 旦 峯 @ 台 良 巡 癌 人 9 り J 町 居 兄 揚 普 誠 の つ お SGP 名 大 人 
6 お DON AS 衝 か や 『 半 臣 半 全編 』 昼 介 ろ SNS 瞳 ・ 虹 暴 下 昭 公選 だ つ "や 6 肖 了 ざ つじ 官 給 G 穫 皮 ・ 涯 
麻 G 翌 痕 矢 令 壮 つ お 岳人 公 <Q の 間 誠 や OxG" 用 仙 画 ・ 吉 時 人 ぬ G 拭 抽 叶 軌 る 兄 / 昌 誠 吸 じ 婦 須 軟 〇 お くせ る 5 
公 ふ ジン 頒 手 め 骨 吸 NG の 対 民 つ お 人 お SG の AS WM つ PMS っ う 7 忌 時 記 『 照 敵 例 家 』 り の 拒 需 ぐ 皿 
痕 史 区 招 つ 所 炉 了 KG や ポ 誠 糸 臣 つ ^ meQG 共 唐 和 十 ひく 6 お GO 幼 取 G 良 培 .AG や まり 識 O く 和 N 区 ら 
へ 昭 .REGS 六 了 K 折 来 証 爺 和 G 1 くつ 層 克 ポ り 2 の 9 
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つ 全 つの 思 <QQ「 率 蜂 G 束 ② 涯 上 じ 乱 xe」 ざ の うろ 心 相 路 誠 つ 8 舞 叶 % 員 民 職 @ 示 り 人 S@? 夫人 〇 ン リ 完 閣 稀 
揚 ・ 二 鞭 お 0 紀和 内 志 必 握 決 G 短 \@ りり 8 人 98G の 8 誠人 SQ の 全 7 時 記 較 G 聡 提 全 G 御 綴 間 年)@ 
ざ 令 Q の つじ 北 ぶ 4Q 守 上 の 2 丁 移 競 人 お @ 過 の 昭 民 SD6? 

忠 紀 「 尽 瞬 装 @ 近 垢 叶 二 明 じ る 和 y@? 虹 包 家電 か G 筐 凡 り 時 如 う 筑 多 所 」 計 近所 mn 雪上 ペ ン リ 完全 計 
ぶ K 交 召 握 送 約 2 ひじ うお @G の 8 妊 う 人 5 家持 本 鍛 の ゆう 心 心 対 7 概 穀 先 民 居 りう いひ 為 限 筐 か)@ の うっ 心 押 角 尽 
67 つ 介 の 時 当量 の 語 シミ ャ セー ホー の xc の ” 想 G 迫 和 6 民 嘆 D 間 明 玉 0 対 乱 ン 6 団 り で Y 鶴 紋 つ り 
っ )@? 長 典 部 Q 近 志 交 4QT 詩 放 204QMWN や 9 っ 余計 「 暴 庄 表 直 生 6 筐 央 っ 寅 倒 」 の ろう 心 購 揚 8” 回 
人 Q 染 握 性 科 多 へ 尽 強 生 計 中 ea2QG ウ 8 うべ 失う お 信人 Q 居 AOn? 

り 必 失 ウ ンジ GAJ” 顔 鑑 舞 お 4 叶 / 強 搬 QG 下 取 を ペ ャ ーー ホ で 相 束 計 党 KS 鈴 生 りつ 如 私 4Q” 反 晶 静 Q 伺 導 
5 癌 人 る りつ り 旧 暖 り 4SyG 代 MS 叶 半 りう 50 本 QAJ3 や や 矢 ひ の 閉 先 じ 恨 窒 本 )G 2QGJ 琴 りう ろ お の る 心 
JJ 法 め ao の 4SyQn? 


較 『 豆 穫 結 』 JJ や やぶ 「 尼 半 」 2 坦 得 


ゴゴ 藤 筑 部 ・ 鞭 瑞 共 ・ 十 彫 G「 虹 須 釣 守 D 忠 つ お 友 瞬 装 @ 票 垢 史 の の 禄 り ン " 赴 近 中村 ン 約 江 で お 意 <Q 全 つ 
じ 上 苦 暖 怒 \ の G 仙 X@」 ざ うろ 心 相 路 対 雇 り 導 応 策 J6S 5 選 誠 迷 思 先 起 淫 謀 へ 赴 蜂 P 環 握 0 祥 村人 信 りお る 尽 昭 誠 
SG や で 相 喉 叶 トト 負 気 く ヤ 還 科 人 N り 半 願い や 4Q SMe SG や SQ の 人 『 避 者 編 』G ぐ 早計 吉 選 流 填 拘 は ひ 宗 
普 流 J の 避 疫 記 つ "で ろう 選 量 妥 対置 nyG” 親 洋 の 器 表 り 史 補 て 皿 つ う 環 旬 計 悪 )@ 何 X0 の うろ 必 突入 思 玉 )G* 
つ 余 の SQG 編 令 う 生 寮 の 明 喘 汎 お 震 際 G 下 YO の GPSQG 7 財 人 6 り 唄 表 旬 矢 Xe 閣 氏 箇 お 20Q「 尼 瞬 
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卿 Q 握 垢 計 岩上 唆 じ 内 ye」 の ろう 心 相 只 叶 下り QG 編 福 の 畑 細 大 散 忠 令 矢 Xe の QG り 昭 .RSyG ヒビ 『 惑 編 』 

Q 編 欠 対 咽 じ うり 心 ? 

選 世 舌 ピ 8" 装 過 交流 恒 脆 交 扶 の じ 牙 へ 和 悪 X@J7 画 湿 の ろう の 押 坦 G 抄 令 半 わり 7 り 宗 父 間 押下 昌 ( 師 ) J 貴 JRQ? 
J り ぐつ り 導 思 @ 突 思 (samtana, samtati) 正法 の ろう 必 上 の 対 提 5 の や yeQG87 号 (prapt) の っ う 心 守 6 飲 十 G 状 人 約 y@? 

JG 号 コツ < の 加 央 の っ | 再 @GRD 約 に 加島 選 つ うっ 太 Me の GPSx09 和 宗 多 間 過 押 G 加 昌 ( 記 つ ) 篤 7 
硬 ざ う 心 旬 に 回 尽 だ GRYP/ 画 潜 の ろう 苦 暴 @ 天 対 足利 征 家 守 J6 直 選 郊 叶 臣 尽 層 次 つ 一 押さ う 人 宗 
SP4SS@” りり で りあ 囲 法 の う 心 旧 只 下 対 古 yY@ 88 史 8” 避 揚 SG 1 順 釣 競 征 間 下 交 @ 可 交流 十 嘆 短 )@ り 先 計 て 青 
や SQ ろう " 密 江 うぷ 8” 肥 対 捉 嘆 @6 妃 考 り 衣 中 豆 ン コ 生 波 移 べ 玄 昼 半 必 苦 具 *@Q や の 約 y@? 拒 虹 尽 赴 
ぷ 人 当直 の 破 瞳 邸 の いや ) り り 尽 章 氏 染 錠 環 走 計 計り 和 選 作 や り 近 じろう お おり る 集 民 所 りう っ)? 

J り 神 家 つ リ 『 下 者 編 』 ぐ 走 押 境 起 "中 潜 北 琴 NS 近 提 G 状 訴 刻 6 療 っ ? 吾 法 の 叶 弁 須 委 だ ン だ YS 守 詳 
SG や” 政 如 NG 状 給 密生 Q 泡 財 競う ろう 9 や りや 配 堪 叶 「 画 肖 記 間 選 舞 G 加 坦 豆 二天 つ 訪 政信 誠 
や PS< 選 抱 宏 一 舞 玄 選 扱 玄 6 較 京 全 いひ 全 ン yo の だ うろ 余 」 つ 区 編 和 か ye ペレ ヒ だ 判 松 @ 邊 ゆ 移 @* 

〈 忘 (asraya) G 捉 応 は 4 ウリ 【G 尋 須 G 四 宮 飛 震 オチ 


の どー 〆 と アー アー の どー アー アー の のど どど の アー アー アア を 


交 環 で 尺 KS 政 ・ 疫 誌 軸 区 須 G 搬 集配 る 計 x0R 宮 2 ろ 招 AA4Q SA9 (parayrtta) 合 P4SYOY AP 
ぐ 上 信 玉 玲 @ 長 ン 全 殺 婦 胸 G 敵 刷 や お と な で 32JA0"「 虹 須 当 守 宰 Q だ お 」 ざ きろ.RSYOS や PAS) 

拓 陳 用 家 守 7 一 舞 選 扱 G 図 忘 史 技 G ろ りり る 6 の 政信 人 る の 称 ” 政 G 吉 斉 玉 や 給 認 か て 叶う の うろ 9 
誌 燥 (8Sraya) 先代 編 人 で や JP4Sy@ 余 Q 堅 ・ 革 ・ 呈 ・・ 球 ・ 握 @ 宮 "で 8 へ べく 記 @ 赤 G (Q 辻 療 ) や 約 
50” うり JP 落 宮 @ 各 丈 宗 S%0 屋 実 叶 六 由 G 人為 お や 慰 久 路地 多 表 じろう 0 の う 愉 JA 思 折 当 吉 過 対 紋 くり 三 


客 対 等 り 副 下り SXGA 電 過 半球 お JJ る へ 肥 G 避 コ ( コ 近 垢 ) 8 太る 時 須 公 財 うつ や 松 RG の ろ 衝 叶 
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ぺり 4SxQ? 再 貼 はい うり 鬼 狗 アコ 9 召 喝 民 G 羽 曽 P「 舞 G 底 (a8raya) 祥 的 MG(paravrtta)」 の う 必 近 
共 い うり り 宗 江 半 肖 衣 時 に 党 @ 田 (srayaparavrtt) で G 求 鈴 昭 移り 移 @ り の 徹 。 か P 尺 押 及び "や 回 20 
っ 9 
JJQ ジ JG 思 引 時 円 肝 』 ツ % パ 中 穫 (Satrakara) GAG づり J 明 た 0 りう 6 人 AO 『 惑 才 編 』 で 走 判 相 
G 拉 嘱 2S0 昭 AS) 委 7 『 四 円 囲 編 』 だ や 宣 意 や ソ 
思 ( 鐘 堂 ) 押 、 負 宮 表 示 維 飛 」 交 研 押 壮 」 較 」」 衣 晶 融 」 長 、 革 証 総 王 ( せ 稚 ) 映 振 穴 、 NNDS に 
明 、 伝 、 祝 ” 伝 者 製 中 妥 に 、 賞 粒 ” (宇和 ) 押 評 生 上 償 各 、 せ ELrm 攻 剖 吉 紛 辻 串 帳 針 に 不惑 9 
ざ 弓 つ っ)@ り ) 全 7 者 松 ざ の 絡 江 舞 學 記 祝 の じろう おり) 節 大 信 )G" 
中 潜 學 革 家計 MPG 握 史 量 須 策 沙 避 隔 り 心 年 1 | 押 の 家 風 訴 ン 人 N0 如 うち 必 詩 析 計 准 芝生 SG DJ 当り" 
だい 
《〔 早 回 @〕 表 混 (pratipaksa) 記 悪 X@ り 5 ソリ 時 須 び 失 十 (punarbhava) -JG 地内 の 届く 引 鷺 YO 4 
記 (asraya) 庄 本 O 信 る 7「 弄 級 和 本 有 お 」 の る SG や 36) 
J り SQG 判 責 『 豆 箱 入 』 時 咽 虹 り 喉 逢 人 ぐ り っ)? 
ら 『 貴 条 祝 』 で 肖 押 G 瀬 値 有 は” で 羽 円 可 衣 生 x6 鞭 鶴 法 \@ 促 堪 487 基 暴 人 恨 り は く Y り っ う X 凡 更 法 掲 ジ マ 
円 捉 対 距 が うろ QX@G 叶 茂 押 台 Q 地 坦 入 nG の う ヘ 7 計 宰 半 べ 掲 圭 ジ 叶 幅 押 多 着 年) 竹 対 宮 人 生生" 応寺 起 
8 選 他 my@ 8S6 才 N の つの 8 う 准 生 汰 全幅 際 ・ 円 潜 ・ 円 香 S11Hv 叶 地 坦 つう 人 征 PSSSG 流 ” 飲 衣 り 各地 提 
和 か 6@ 公 届 和 y@7 ツ 家 叶 上 岩 嘆 恨 G 壮 じ 全 避 避 涯 嘆 @ 厳 押 台 流 午 D" DSRgY PH 層 伯 忠 A7 皇 提 選 の 計 和 )@ 
っ ふぐ GP 約 x? け 愉 的 つじ 虹 員 虹 だ っ パ い 
おぶ 岩 隊 当 だ ン リ < の 舞 (R) 史 で おく が 7 


Z-Z の 


6 (asaya) 所 (asraya) 記 完 


な ヽ 
種 
類 ヽ 
の ゝ 
勝 
れ ヽ 
ok 
意 、 


クイ タ 


QS め 給 ど ツウ 誠 多 芝 Me りあ で や 揚 訪 必 抽 記 失 の 7 看 る 度肝 負 対 更 り 0 生 7 円 浮 如 N (GIIHR) 計 加 り か 
Q も 36?) 
時 咽 英 史 岩 人 回 誠 下っ シン リ <” 揚 圭 り 球 お 区 守 所 夫 の 記 りこ? の 給 包 じ ax6 JeyQ? 所 本 SG キ > リー ント 8 
JG 知 対 獲 は 「 り 計器 細 去 (asrayaparavrtti) の 4SG」 いい 世 つっ oc JJ ツ 叶 斑 Y お 副将 足 / 押 圭 り 和 う ろり ー 
S お 介 ( 材 療 ) 誠 豆 ” 提 全 べり 部 心 挟 召 戸 対 設 代 じ oe の う 必 明生 個 散 4 約 x@" 
204Q 尺 『 惑 直 編 』" 押 潤 は で うり 6110S 紀 乱 流 代 y@7 


の と どー の を 


(中畑 品 く 皇 る (人 5 1 評 @ 相 計 (G 時 ) 記 守 ue 入 全 0 【 編 )4 ご 拍 つ っ 


yaparivrtti) me 苦 MEG (nirmala) 下 娠 (samtati) : る NG)“ 


の どー アー アー 〆 


( 世 陸 表 明 へ 抽 お ズ ( 酸 間 )/ | 選 G 意 旋 安 〔G 婦 須 〕 丸 和 Q 光 例 7 【 肢 兄 只 ) 斉 ご 振 つ ろ 庄 く 6 答 
で (asrayaparivrtt D 0 揚 郊 婦 (saddhe) 吾 骨 流 弄 り 993. 
JJ 8 下 腸 卿 記 匠 史記 G 一 剖 (量り) 光 式 祝 の 中 村 ン 交 ? 翼 つ う 訪 送 (Q 括 立 ) 的 硬 り 奄 4Q 人 為 財 下 称 つ 
いで や 和 も)y@ の 筑 弓 人 0 選 じろう)09 JDG 際 G 避 融 時 洗 中 9 ト KAK 筑 半 改 全 " 環 急 計 所 瞬 本 SG の 叶 下 の 玄 や 
0 人 同 還 際 准 ANSRNINNRRG2O20 BROWNSNS 人 NSR 00 人 
G 加 答 公 表 肖 境涯 龍 起 G 下 OQ「 二 肖 」 編 で 東 旗 昭 須 人 80 りな や 避 宮 舞っ 
JQGt 心 宮 窒 叶 法 どり 如 0 お や の 絶世 心 全 " 『 可 条 編 』 ぐ 統 紋 誤り だ 引 天 ぐう だ っ う ? 軸 Q 〇 ン 走 部 幸喜 G 
福 太 ぐ の ASA お 本 霞 G 窟 如 全 8 りり 8 『 四 円 了 編 』 ぐ せ や 胃 碑 当 )G 六 技 対 ” 所 記 中 如 7 慰 所 了 応力 
の 鶴 っ ろ 2)0 人 る 4Q 下 の 人 る や 人 和 SK09 J)QG 抽 上り 四 X09 うろ 生玉 つり のり 4QG 詞 乱 委 人 必 抽 だ いい 信和 窟 


で だ 「 惨 只 朋 GS 合 還 疾 ANOJ つ っ の 本 秋 ・ ゴ 寺 お ぐ 相 貞 品 便 敵 相 らい と リ だ 拉 信 人 Sn" 
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国 判 松 ぐ 「 再 h」 給 の 「 避 回 G 下 半 仁 」 維 


ペコ ゴツ や 電 選対 聞 下 陳 い 人 釣 下 Xe 7 コ 完 人 る いり 如 世 坪 2 の -J2 の り 間 4 の るり 朱 生 ぴろ 必 選 引 称 立入 る 生 天 
SQ 際 て の 抱か )Q 戸 中 asraya( 伝 )G 能代 0 家 じ う XGA 尽 粗相 つり 軸 交 記 う " 

0 ゆり 弓 牙 紀 賜 や ye ご G 束 払 や 

和 伝 競作 器 妥 Q 再 刷り な ン 8 6 豆 りあ (abijibhnte Asraye klesanam) 
aJ4SNG りり 余 條 信人 6 必 計 炎 9) 染 G 8 ポ 量 妥 @ 下 維人 拓 導 染 恒 須 @ 制 店 ジ ン て お 4J が 7 記 半 
叶 交 べ 人 の SG 的 か や @ SGP)D@7 v 家 な へ N「 押 」 給 叶 「「 製 店 」 窒 品 殖 うり っ 0 ろう ぴり リツ 『 惑 者 編 』 
避 光生 xQ 刷 四 @ 選 水 的 蛋 く ツ 層 ax? 

ざり 選定 項 Q「 人 川 振 狗 十 」 総計 淀 誠 税 じ 衣 7 捉 紅 は 名 直 (dharma) 8” 映 玲 ・ 慌 沙 ・ 功 埋 ぐ 昨 拉 
太り 飲 坦 つ " 押田 眉 | 人 称 喉 りり っ):6 集 7 陸 埋 G 工 記 光 や つ 余 走 臣 人 対 振 つ り 缶 そ 紀 用 衣 20 如 ろう ざ う や ? 舞 お 周 
生 nG 状 令 。 和 か や J 環 多層 りお 麗 導 評 必 迫 *0 の 器 移 避 悪 如 う 7 8 応 冊 りり 8 うろ 民 栄 玄 避 淫 史 の つ 為 近 選 補っ” y 
応 多 選 状 先生 拉 肖 玄 心 陣 埋 史記 か 抑 除電 GS 1 農 過 や 赴 医 記 押 つ 人 才 々 及 際 編 %0 尺 お 汰 昼 映 准 尽 提 編 つつ 
Wi つり SG 叱 所 つ っ 遡 集 飛 表 全 心 功 電 史記 前 的 天 ON 生 GS や 約 y@? 丁 然 当 JG 意 軸 如 「 八 拉 押 
民 」 維 移 枯 中 つ お GS 10 紋 叶 浴 般 算 @ 妹 編 學 丈 表 給 包 か 6 お 恩 め 弥 。 | で 0 叶 映 履 は 尊 6 明 器 流 民 表 
J 半生 87 画 玲 G 抄 集 人 坦 立入 守 Q 如 ろう) 拉 加計 対人 の 乱 KQx? 

和 り の 本 江 呪 示 対 民 沙 公記 郊 つ お の 1 貴央 や 陣 埋 固 介 多 逢 5@R 訴 泡 肛 きつ 8? り 家人 硬 NG 包 に 豆 舞 だ 
ざっ う 心 天 り 人 約 y@? 東京 完 約 )@ べく 選 量 須 北 杭 泉 集 寺 年 hG が 8 YS べ ぐ 想 所 ( 恋 ) 選 暴 暫 化 郊 抄 対 嘘 民 逢 つ S 現 
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終 下 表 り 悦 剖 ン さ も ASye ろく 
り ポ 史 表 つり 判 孔 叶 「 限 斉 思 居 ・ 黒 来 識 竹 」 編 誠 利 具 つ お 9 か 詩 A 現 只 男 埋 G 1 臣 史 や 下 電 つと 器 沖 息 和 yo? 
来 抄 を 昧 朱 品 叶 地理 つ 祥 っ ざっ 杏 陣 つ お 泳 論 裳 @ 遇 鴨 と Se" 環 叶 来 求 り の 画 拉 入 の 了 埋 つ 如 る 2 お 補 弄 坦 S 1 臣 
3 や りつ 各地 幸 つる Q も 4Sxoo JG 迷 器 起 87 団 R242S0 くり 民有 数 と 称 沈 寺 りお 7 の 人 症 hG 系 
AG べく G 民 過 ( 東 の ) 中 電 0 SAo 避 赴 叙 装 必 の 来 肖 研 る 尻 忌 翼 S@ GPSX9 りり 兄 製 四 編 公 画 ポ Q 忌 
膨 電 流 稚 0 拉 隊 玉 っ 
ご 《 居 人 ひ ぶ 7 [SG 遂 G〕] 再 由 (bija) 令 り 【G 皿 楊 ) G 時 の 交 訪 寮生 7 地 人 0 実 征 7 簡 中 つり 齋 " 了 誰 R 計 のび ウス 56 
07 【 り 6 送 誠 ) 豆 下 か ye の る REyGQ も 4 的 (時 G 長 w〕 味 @ 作 装 久 稚 \%G も だ 吾 ろ " 0 じ り G 疫 人 へ 各 坪 
AGG 和 るり Rag (namarapa) PSP 忠 入間 生玉 分 ろ じ 掴 癌 尺 6 お 多 配 鉛 り 貞 ン 吾 民 G SDG (samar- 
tha) の GP4Sxe?【 普 軸 史 びり 〕 皿 帳 信昌 滞り 更生 yO 信 多気 玖 CJG 向う X0J9 り G 失 (parinama) 
引 も 2 人 避 思 amtat) 作 基 公 の ざ PSDGS )) 6 程 振 ざ 吐 忌 3RDG 衣 9 図 也 OSDG 和 | 提 で 舞 に も RG) 
判 穴 太 w6 生 本 暴 ぐ っ 心 本 G% 計 記 天 直井 多 絢 提 人 著 先 「 風 判 角 十 」 編 拘り 泡 了 2 光信 PAS 
J 六 皿 過 維 亡 つ リ 「 加 移り 7 隊 記 半生 hG の J 昼 喝 うり” 個 細 計器 記 六 可 ン 回 RG 和 )@ の 6 の SS@ 」 ざ の う 愉 " 
NG 還 IN な 還 編 GS ス 配 GNR3 (asraya) 計 閣 肖 や OO MS の 0 製 Nb の 仁宗 重 須 を 柳 規 室 マ G 吉 の 忠 塊 0 
上 ※ 直 りさ ソリ 味 G 功 訪 り ( 掴 癌 )/ 才 8 兄 証 対 喝 うり ( 下 癌 )7 隊 対 寺 D 釣 負 O 下 RG ASyG 2 で SG の 約 X0 の うり 
Jin09 JJG 豆 4m 感 肝 条 下 SQG 狂 骨 了 隻 べ S 避 コ (namarapa, asraya) 叱 利 20 尺 Q 天 個 散 り 和 SG5 や つ P 
制 h 祭 培 回 臣 誠 計 D%0 和 の XO り 07 避 札 G 韻 頻 如 僅 記 (samtatiparinamavisesa) つろ 皿 剛 先 「 図 随 守 1 
境 Q 泌 選 め 40」 べ 臣 %0 天 り う x9 入 和室 直 の つ 和 4m.NR 鐘 お 紅 う 抽 淫 り G 国 配 G 惑 団 へ y の 証 G 醒 ** つ ^ 
3 杭 コ ・ 了 申 コ SG 或 柱 " の 必 皿 思 和 や 対 毅 肖 つ りう お べり の 沿 4QSKQP 澤 祉 世 較 有り り 6 絵 負 策 如 う 集 。 つ 余 つ 
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『 在 円 陸 編 』 じ "上 硫 叶 拓 難 当選 緊 楊 多 据 図 つ つう 8 の 馬 や の び れ の SG9 生計 大 多加 人 衝 有 表 か 選 須 栓 ( 虹 刊 ) 
Q 欧 編 G 演 や 

了 K 抽 " 茶 m 選 江 , 敵 店 租 」? 弓 当 惑 幅 果 柚 京 粒 気仙 S 詳 欄 京 居 玩 7 硬 気 泊 二 人 翌 料 記 福間 敵 店 " 田 、 選 下 昌 則 幼 相 記 
ざ 衣 べ つっ" 弓 Q@ 昭 僚 00 和 8 史 押 つり 所 名 当 同 6 畔 R 約 製 店 の 給 記 つう 07 の つ 案 昌 全 国 組 GS の 計 舞 倫 
^*S@SP 弥 計 " 緯 SG つぐ PS 罰 加 ( 応 ) 染 間 上 史 押 和 mn り ざ SQ 余 Q AMAJ の 選 交 染 介 記 つり 比 迷 
^@ 給 名 叶 徹 当っ うう つ 人 つゆ つ 伯 加 理 冥 和 染 下 沙 的 や か の 生 家 8 僕 送 ポ め 所 か n ( 押 人 hy@) 肢 坦 記 不 
和 か @ 当 を 北 困 肖 和 07 の 放つ や 6 聡 m 己 可 守 の 名 坦 染 京 々 ツ め 人 当 叶 疾 居り うろ 0 の @G や 光っ う 余 避 
融 操 史 人 寺 の 直人 愉 の 近作 の つの 家 着 う ? 判 松 @「 弟 中 」 給 時 J り G 苔 り 補 前 周 職 久司 競う 人 う 征 祥 つ 
< ゅ 背 由 だ 志 加 和弥 ” 選 RG 人 SG 2 め の 約 NG の うろ 必 押 陣 対 粗 内 つ 分 7 

DXQ も 吾 澤 で り G 編 扱 つ "『 家 円 要 編 』 だ 鹿 飼 邊 G 起 つ 氷 理 つ る 8 腹 泡 沖 が お 曲 再 綴 で 舞 引 や SQ 

近 QSDQ? 所 穴 光明 画 臣 G 窓 症 P 稚 xQ 藤 敵 押 J 尻 | 究 0 じ うお りり 叶 骸 来 G 短 NG りや 4Sx@? 
S 罰 妥 撤 製 由 (bija) G 余 県 史 や 選 電 人 0X@ 8 NG 記 狗 の 功 居 りう )6? 

(お り (G 昧 折 " 陣 埋 ) G11C G 婦 肝 り い PDG 想 妃 (samtati) G 芋 必 症 G 放 ( 細 抽 btabhays) 叙 柚 人 る 

散 肖 で 感 須 Q 財 麗 色 eS や SQS 記 【G 責 jhG 居 】 人 想 和 Q 寄 釣り り 【(G 最 居 〕 の お 眞 間 QR) 
JGQ 究 4G 宮 吉 ② 記 コ ( 国 揚 ) 下 坦 信 つ 要 興信 名 っ ? 
9 っ JJ 以 染 苦 押 林 は いう PG『 呪 条 編 』 で 11 雇 掲 径 7 弓 失 Go の ぐり 本 人 大 補 ツ 03 揚 編 人 Q う 90 りり や 
8 包 品 散 角 当 介 ・ つ 6 壁 埋 り 史 召 ン 導 要 可 央 や 選 貴 地 0 家 り " 拉 肖 史 基 移 半生 OO の 迷人 Q 天 っ 9 本 鍛 り 足 揚 次 
( 昌 舞 ) 僚 台 提出) 誤 提 my の 職 売 中 策 講 わ ” 加里 集 回 措 剖 ぷり う ン ンー 生 yG 3 有り 祥 静 つ り 明 咽 沙 ” ボ 宮 明 
局 @ 宜 正装 約 拓 7 
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( ボ 宮 編 最 (Parvacarya) お 先 寮 G の な う 選 7 「 押 り 家 叶 志 粗 (dharmata) 人 SG@5 生 立 6 音 舞 G 畠 速 人 
也 も QSG 昼 起り 羽入 SG( 軒 De] 吉 6 組 応 し 時 抑 く @〕] 品 棚 軍記 @ 人 外宮 揚 失 流 記 の ( 糧 揚 誰 つ 記 
OU) 想 ひ お の 称 22 ひ うろ ピ 22” 6 記 隊 や SQ 揚 音 ( 絢 つ お お 並 ) G 昭 (cetana) 尽 洒 帆 0 尿 お (bhavita) 更 入 G 避 
震 (samtati) 気 / 朋 団 り 章 光 召 天 (parinamavisesa) 対 革 じ "MS6 で い 飛 淫 パ 四 ン 6 人 計 箱 *o お 人 SG 
翌 太 知っ の Q - の Q (samartha ) 9 
ぶ ど 宮 力量 8 揚 押 河 駅 舞 品 揚 間 つ お 所 "駅 押 染 藤 だ 選 失 御 中 間 記 に 揚 揚 対 つ お が @ 昭 冥 音 
抱 G 避 問 りり 央 皿 つ ^ 製 抗 QG 堅 問 史 柚 守 め 利 炒 如 多 和 つ "SG 近 叶 工 語り 共 握 つの の 選 ン 6 聴 里 の ろう 心 明 販 装 
^n@ SPA4SD@? 羽 作 中 苦 棚 知 史 総 下 生 @ 漠 落 史 誠 
JG 要 妃 の 叶 思 SAQ 必 人 親 明 「 溢 々 ぐ 容 昌 」 MG 環 思 計 環 生 @ 央 染 。 JG 聡 守り で 掴 据 り 「 当 ・ 師 乱 
G 杏 夫 (santana) 7 明 拉 時 半 9 室 料 」 JASNG つ "者 選 『 時 円 陸 祝 』』 十 虹 6 『 豆 者 統 』 で 選 粗 學 応 攻 つ 
応 近 避 


昭 凌 械 、 求 完 据 地 給 直 要 昌 」 旦 守 要 昌 導 人 缶 押 下記 京 居 聞 福 役 」 農 舞 人 7 盛 宇 記 騰 寺 、 明 並 球 R 准 、 握 給 夫 細 


うい りう 250G4JJ 和 人 AQ JJG 避 音 人 の 下 窒 生計 昌 つ 7 所 考 G 聖 理科 区 ぐう 計 ろり) 流 愉 人 評 X09 りや 
Q 選 幅 品 移 ろ ピ 
避 据 会 ( 避 底 壌 釣 玩 じ ) 随 誠 半生 お 分 G 避 RSyo の G お yo 
JJ” 0 品 製 由 入 いろ し 伏 生 お 所 帳 
NG 中 先 /( 聖 加 G 坦 熊 業 押 や GS 兄 ) 臣 誠 対 条 X9 お 人 SG 層 R4SyoeG PAS? 
學 ポ や GA 判 虫 染 CH( 還 る ) 人 る 可 振 (③) く 提 衣 巡 搬 じ らち yQG 兄 居 守 いて XS 表 り 尽 判 具 G 杏 人 吾 つ G 稚 
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3 康 最 xQ っ ) 衝 も ゅ Oo9 


守 当 べ 紀 上 紛 征 お 怪 北 桶 状 @ 制 由 の ろう ポ ぐ 蝶 拉 品 學 季 根 か 6 給 急 誠 ポ で )QJ” 弓 的 G 隊 だ ペ 紀 拉 間 上 恨 お 隊 


細っ 冬 2GJ” 所 舞 叶 紀 G 隊 コ 所 @ 可 人 所 区 り 箇 選 じ うい ピス 6 り の の 和 SGT 補 8 穴 りり 窟 和室 豆 藤 較 ・ 天 芸 史 G 
凌 皿 ①G 燃 ろう 計 護 X0 7 り 宙 生 模 表 貴 ジ 1 回 和 い G 困 衣 喉 り 和 XOG 雪 つ ^ JJSG お SS SG お 定 累 寺 中 回 ② 囚 yG 
中 臣 GS)G? 


ざり び 剤 ン 屋 り 下 頑 染 7 上 べ @ 製 昧 舞 環 提 (所 に 舞 ) JJG 淫 小 じ 編 い へ 家 じ うっ)? 提 舌 4 宗 完 表 軍 法 避 べ 対 静 に 
つぶ 農 写 人 玄 刷 ” 再 氷 舞 玉 叶 胸 @ 央 所 加 会 寺 年 ye7 いう 医家 舞 史 ろう 


の どど の し 


《 り 〔G 晶 ] は 4 ひ 7 思 現 ( 昌 押 ) G 補 べく G 粗 応 ぐ $ ぶ 部 京 押 悪 罰 可 加 G 韻 倫 貧 や 旬 判 の や 玉 バ 
と 


SD 求 静 和 NG 如 職 の 7 必 居 ご 忠誠 計 弄 あつ 人 0 翌 尺 人 SX0 の GU99% 
JG 避 2 の 個 梁 G つの G の 4H 尻 ど 答 y@ 衣 G 可 杏 ジ 稚 ふい ” 所 考 叶 和志 寺 う 5 
ら 『 感 条 編 』「 演 僅 叶 」 り 叶 判 嘉 @ 尊 礼節 代 20 家 りう )@? 配 虹 叶 机 膨 尊 ( 困 ) 玄 WS 器 ( 隊 ) く @ 環 回避 党 租 計 江 信 
ざっ 馬入 人 8 
PASy@” つ つ 判 圭 史 功 欄 G ] 工 守 も 筑 搬 坦 和 か XQ の 天 X6 計 7 図 評 4Q 明 く @ 里 麗 學 記 給 包 つ 和 天守 計 4Q 半 っ 
《〔( 来 @〕 臣 加 G 赴 螺 旭 拒 や ぐる 【 来 表 り 基 人 千 和 mxo)" 制 薄 で 長め SS 守 選 補 敵 信 で 臣 全 講和 ho (所 
品 | 叶 じ ] う 信人 か 8 の 6 や 人 SG? 可 叶 熊 宗 記 環 信 笠寺 りう つ " 8 お 共 叶 普 計 必 岩 記 (anantaram) 半生 
X%Q PS うり 82 愉 SG 余 ”( 凌 @〕) 壁 電 @ 間 半 償 や SG 信 ぶ 寺 年 xe GPSDG7 夫 上 8 合 の 【 編 玄 Q) 近 
半 「 才 人 公表 直り じ 帳 守 上 提 令 半 のり 委 RG 余 信 (人 窒 ) 0P「 握 」(samtati) 還る -「 設 


(parinama)) 叶 坪 放 7?「 意 義 」 (visesa) ) 先 信 7 某 対 選 ざ つり ※※ 々 さり 民 J)G る G 講 馬 " J 宮 委 「 下 宮 」 P4SyG? 
\YG 誤 公選 で 2G JJ 魚 つり 壮年 ne G 筑 「 鶴 お 」 の SN@? やつ の 岩 証 中 稀 壮 國 の 56 翌 R 乱 nyQ2G 江 7 監守 
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り 井 識 人 仙 SG 前 央 信人 9 人 <Q 「 昌 衣 な 向 」 PS06) 

拓 松 還る 必 隊 く @ 普 遇 史 /「 要 斉 @ 算 淫 如 旬 」 入 4Y の 給 記 0 の う 愉 7 生 守 Q 弧 周 半 記 如 和 か 7 
可 瘍 筑 部 直り ( 層 固 り 史 革 宗 人 征 ) 六 ャ 押 記 つう パリ 忠 拉 史 下 本 療 無 計 つじ 近 較 の つり 陣 寮 XS の SG? 
\ ツ つり 6 穴 選 (samtati) 8 「 表 巡 昌 の つじ 家々 べ 弁 Jo の 6 記 司 (cittaprasava) 」 の 4SNG うろ 7 拓 際 を へ 9 ホー 
只 ー% 叶 壮 @ 性 虹 計 昭 (cetana 搬 失 ) 和 うろ 心 旬 福 落 藤 県 6 全 Q WS 昭 応 忠 つ りう て 福音 稀 相場 の 上 お 6 Ph? 

20 ぐ 昌 所 灯 うっ 6 青 編 G 思 が ツ " 癌 国対 責 提 moo の っ か 天 の 似 9S 当所 だ だ ン ピ 紀要 思 り 約 8? 


(5) 
コ 染 的 X ら 札 居 の 的 か y6 還 級 典 詞 欠 りう 記 う " 


1K 、 寸 舘 @「 電 遇 」# 


『 民 円 団 娘 』Q 芋 り ” 二 緒 流 遇 相 。 8 史 還 吉相 の る 2 の G 計 社員 つ 約 り 0 筑 代 多 居 ビ 2)@9 り 応 計 押 引 つ り 立 る 
Ao 

二 舘 G 電 映 叶 " 名 人 移 忠 地 つ 抑 泊 ・ 膨 旬 競 N 対 門 史 起り 拉 陣 内 つ " 放牧 脆 吾 移 所 ぴり 半 里 対 区 二 09@ 机 和 や 
AN? お 瑞 折 G 弓 映 の 選 x6 禁 交 誠 2 の 209 や 宗家 各所 没 和 攻 氏 押 G 神 具 の 記 開店 の 必 JA 尽 D の ぐう いや 
うろ" JG 芝 評 Q 十 周 里 拓 夫 へ の 切 懇 本 需 @「 八 振 押 提 」 編 品 較 表 つ "「 葉 埋 征 立 ・ 遇 江 涯 和 性 」 給 品 村 『 ウ うろ う 
9 た さじ くま ずく いて 

着 王 有り SG パ 必 守 装 夫 @ べ ャ 江 記 めのう 8G 〇 つう ?『 胃 円 陸 細 』 提 うり 疫 面 史 
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か 宮 所 十 扶 叶 記 (KK 昌 ・ 回 枝 ) <W 導 対 更 里 間 で の 史 っ n0 染 。 貴 拍 知り 8WG 革 @Q@ 填 尽 制 々 G 史 福 散 骨 つ ソ 
Q 再 中 流 貴 提 家 り う )@ り 近 ぶ お 6 の AG 有り 家 叶 選 の 0 拓 夫 G「 端 店 」 総 べ の 間 記 1J 生 G? 所 時 史 押 北 恒 妥 @ 製 
巾 対 則 (namarapa) へ 竹 る 互 竹 誠 如 和 か N の 7 疎 壮 結 り G 愉 0S 6 回 坦 抑 ・ 暴 須 筑 路 間 20 
つつ 忌 り 98 提 兄 琴 り 交代 いや ASK0 To の YAJ の 振 際 叶 漂 対 提 心 員 藤 節 G 給 記 製 6 走 計 的 誠 う 和信 。 壮 
介 財 生 QGJ 半 「 下 札 G 下 刻 棚 」( 要 戻 骨 無 宜 宮 samtatiparinamavisesa) JJ 420@ うく ソ 2n69 つり)6 聖 瘍 対 
6 要 昌 准 っ う )G7 
③『 在 円 要 編 』 弟 | RJ^ 十 翔 染 規 区 中 時 岩 訪 上 り 和央 \@ 枯 貞 つ お おり 策 編 0 リ う 5G5 本 堪 Q 聡 掲 有 る 家 守 7 政 
中 模 り 8 弓 穴 穫 ぐ ・ 人 佑介 ※ 実 氏 G コ ・ 師 宏史 皇 皿 G 玲 対 虹 生じ 人 い @ 図 の 紅 D@7 和 か 召 療 多紀 湊 氏 ぐ 旬 ・ 介 千里 応 
浴 際 ぐ コ ・ 人 2 技 @ 邪 光 記 障 り 8X@ の うろ う 愉 7 や 宗 多 選 提 江 じ 叶 ” 邪 漂 記 嘆 だ ・ 伯 守 G 記 中 人 ぐ K07 つ 玄 X@ 届 十 閉 時 
中 (rapa) 紀 め 牙 基 軍 嘆 史 人 SS DSG れ 必 光 相 貞 叶 弧 表 筐 で で マロ イリ の 0 りう 8 ぐつ うっ"『 引 円 恨 冨 』 
ゴ 寺 @ 己 り 藤 常 環 G 改 吊 対 殖 衛 り う )G?* 
顔 箕 編 屋 給 ”「 浴 回 状 長 」 旬 守 状 」 穫 圧 写 懸 ? msy 凍 丁 志和 h 敵 軸 押 国 蘭 人 」 畑 届 涯 明 激 穫 二 
選 貞 絡 " 区 剛昌 福 。 間 つの 記 翌 電 選 諾 、 哲 拉 選 隊 良 玉 加 」 宮 製作 基 」" 
癌 筑 旦 り ス 完 加 の コ ・ つ 庄 臣 いり ン 第 湯 記 瞳 り 8xG うろ 心 ? 
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ざり や 『 末 編 』 の 本 堪 @ 閉 穴 信 Q” 如 補 還流 牙 甘 軍隊 り 半 必 芝 療 う 余計 短 )@ 装 器 (Bhadanta) 流 給 贅 つ うろ 
9 『 董 回 妥 編 』 滞 り 天 多 避 閥 店 世 つ お 届 史 7 招い G 二 租 G 層 着 抽 東 誠 稚 和 る ろ )G9 UG 忠 尽 G 犠 衝 抽 つ 
G 咽 ふも SG か 人 召 NA 

終章 園 表 mm 記 ス 」 叙 民 手 他 二話 、 舞 職 "「 品 抱 中 3 括 」 臣 ” (所 )」 
い WG 表 補 り ぐ H ポ 電 租 記 記 く (所 べつ や 計 介 つ 久 9P 人 9 移 。 拉 間 6 家 記 析 志和 所 
(Dharmatrata) ) 宮 つり っ JQG り くり 8 二 閉 当時 咽 区 Q べ や 4 人 SSG の 対 民 本 選 りお eSQ 必 9 

0P 十 周 中 牙 厳 定員 りり いう うふ " 

人 人 RE 員 加 ("「 各 固有 視 導 を 基 四 所 財 玉 本 幸 " ( キ 仁 ) 名 潤 本 nh の 由 " 惑 束 編 央 年 
夫 電 jm 加 還 療 、 

半 り 6 や 守 地 剛 証 虎 弓 鹿 G 環 守 洋 王家 寄 鈴 G 規 倍 醒 0 包 X9 人 G 電 92 の 0 Ap つり の 先 玄 圧下 
( 四 ) -2 | 揚 ( 感 り ) 帯 旧 計 頻 り 3yo 避 衝 糧 my JG 二 財 G 視 吊 誠 肖 閣 が 邊 つ 3 和 格 回 や G 皇 限 G 短 矢 和 
PSUIS り いま いい 

章 記 編 rg) の 回 各 農 本 諾 "人 絡 に 、 柏 、 転 」 回 可 、 江 札 !" 皮 可 中 、 筐 深 品 記 ” 長 下 回 吉洋 下 咲 9 

花 計 邊 の 叶 回 瑞江 宮 稀 Q 人 訪 Q 条 の 全 凡才 潤 記 嘩 8 り だ 人 8 で 本 全う りう J ぐ 角 G 十 拉 給 
軌 胞 " 十 彫 編 や SG の 2G 北 化 AQ 筑 AtQ 凡 昭 RSGS コ 結 編 当 四 の 委 惑 衝 侍 99 餅 昌 天 和 3 拉 つじ 
閉 泡 記 障 有り YP う 0 の ろう 必 摺 送 り 塁 の 下 ye うつ 放つ 買 顧 当 り @G 人 園 工 つ 6 史生 扶 梁 DGG れ 改 幅 り ソ め 放 
る つて 豆 う 半 紋 コ G 酸 旬 湊 燈 か お 系 8 お だ 親 到 十 周 6 利 除 き 貢 略 わ や なり G 人 表 AU4Q ま どろ お 訂 誠 昭 
SQ" 購入 較 中 相思 つつ 帯 可 和 層間 名 名 や 剛 人 6 香 m0.SXQQ PS 

JP 翔 G 埋 蜂 な ご 記 G 回 震 (K 避 ) 和 涯 衣 め 壮 弄 0 鐘 婁 や yo の GS で やつ PA 恒 坦 蜂 流 四 上 和 の 
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レ っ 人 全 届 P 約 ST つ 余 つ 丈 況 G 邪 泡 定 員 の つう の へ の へ 10 講和 交 対 學 害 長 ぶ お 6 PASN 心 余 ” 買 弧 の JJG り ざ 対 


op:】 


問 っ 
に 

理 し る 
て 
いい 
る 


SG 団 坦 叶 "人 ・ コ 6S 短 8xQ 要 回 花器 多 民 本 お 多め 約 KG5 性 振 G だ の 訟 計 / 十 周 SAG「 硫 骨 邸 @ 思 垢 の 苦 吸 
」 ざ ろう 忌 枯 除 を 。 り 祥 短 敵 如 路 中 で 矢 )@ 田 突 學 過 べつ お 節 。 り 家 の 筑 紀 尉 史 依 穫 0 慰 M@ 対人 6 紀 計 7 品 ・ 人 2 著 
涯 写 明 給 流 胸 散 史 り 86 宙 照代 X09 り 家 叶 所 史 失 二 和 や yQ 黄 喘 申 名 回 則 給 の 客 計 世 のり ン つ コリ っ 5@9 8 宛 つ 着 
8 加 Q「 紋 店 」 突 時 うろ ピ "SG りり 尽 外 給 つう 8 ろう? 判 松 史 較 G ン 環 間 庄 結 AU の 人 SOG 蛍 評 Q J@ 
の 8 隅 坦 0 シレ タバ う の ) 昭 ひび お QGP 紀 愉 5 

@ 電 路 補 お 千 隊 隊 (alambanapratyaya) 尽 路 玖 つ し 維 店 0 家 じ うっ が 99 や つり りや 叶 直 蜂 叶 表 責 庄 座 編 つ ^ 8 
5 喘 北 @ 地 尉 記紀 所 か 9 醒 示 対 所 0 祥 う 6? 短 隙 器 叶 二葉 起 宮守 泊 ・ 包 抱 集 宏 頻 (胡豆 ) 記 局 編 か y@ お 人 で 
障 め SQ 全 Q 1 屋 基 め QOS つ 人 見 二 径 時 の Sn 如 攻 詳 咲 G 地 揚陸 急 料 2 ろ " 計 宰 3025 拒 給 叶 表 癌 記 隊 組 か 
Xe-J ぁ 7 避 ・ 押 ・ 編 GII 需 染 臣 龍 り 他 揚 生 )G 近 XGS 昼 つ り ” 十 著 太 吾 の 前 令 上 1 湊 稚 局 矢 ” 編 叶 可 1 1 湊 府 史 
圭 和 SG か)G 信心 名 ・ 旬 舘 叶 家 責 過 了 咽 (pratyaksa) ツ 叶 蝶 Q 守 生 7 時 画 (anumana) ピリ つ 旋 隊 Q 家 娠 うろ S の 人 jQ5 
J ぐ )J 叶 1 1 掴 螺 国 紀 @ 后 じ 編 時 呈 編 いり” 十 期 6 紛 編 編 じ 叶 | 実 筑 明史 つめ 編 叶 間 本 @ 選 加 財 生 x0G 鐘 京 
Q” 個 部 叶 招 責 対 肌 弘 り か が 娠 ろり ざり 8y@? 十 扶 叶 り G 1 実 有 Q 証 @ 愉 編 記 乾 蜂 史 所 玉 逢 球 宏 除 ぐ 紅 の 温 昧 
PA 人 SQ) 紀 生 箇 か 禁 和 対地 ボソ う )0? 環 尼 學 選 親和 か xQ 附 旬 叶 DS 1 棒 只 流 釣 心 選 下っ 衣 丁 計 0 僚 7 混 蜂 G 柚 
SG 下 細 叶 眉 DP 約 *@7 JJG れ 愉 科 GA 電 蜂 足 癌 角 Q 尼 相 医 畿 り 県 う ② ぐ SG 1 か 尽 昭 愉 XG 筑 。 つ 衣 つ 湿 映 叶 息 
プール くう 9 た FNII2ES0 ルミ これ てこ 人 


< 。 泌 皿 へ 製 
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JGQ 皿 G 忠 据 り ” 十 寺 6 湿 映 の 判 踊 @ 六 軸 G 尼 欄 記 護り 昌 xn7 ジン 6 晋 PJ り 6110 上 騒 き つう)@? 判 台 距 十 憩 
(> へ 9 ュー ホー ペペ P4SQn) G 「 混 蜂 」 給 湿 一 9 「 製 四 」 給 記 香 食 つ SGP 紅 QY ANDQPYS 弓 史 ” 判 只 叶 『 下 
衝 編 』J 喝 うじ 下 逝 (biiabhava 再 由 G 癒 )J 疫 和 h (bija) G]1 1 識 學 灯り 8 所 肖 弄 う .R や りう お りり の 対 喉 つり 潟 部 計 
る 2" DITO SG 図 応 が " 専 赴 末 れい 癌 星 0 叶 お 9 居 仁 計上 ジ SQ 本 愉 SGS 所 梁 史 る が 28『 和 
運 』 ぐ 判 松 父 う じ 8 bijabhava へ 叶 ^ 環 拉 @ 板 示 北 量 次 學 思 ャ ぐ 抄 流下 埋 り 陣 本 つね の @ 対 うう” bija つり 
$\Q コ 王 意 東寺 ( 村 加 理 ) の 対人 約 で 科 お namarapa( 要 )yVGz の 2QG 計 うふ G の AS)? 

本 避 い の ろう 心 明り 8 軸 店 電 時 の G 北 電流 境 ン 尽 1 じ SS@” 判 松 失う り 史 映 措 G 罰 *G ぐ 沙 ( 品 落 藤 ) 流 
下 札 り 舞 也 つ お の G 対 bijabhava ろう 心 貸 コ 聖 理 人 二 ぐつ お 8 namarapa( 思 聞 = 環 つ ) 対 bija の うう 7 完 
8 詳 記 十 征 :G(samartha)” 填 鞭 喝 う 時 映 拉 @ 罰 ャ ぐ 炒 (G 呈 骨 肖 ) 令 コ 昼 岬 お の ②G 対 dhatu( 三 bija) の ろう 心 筑 
コ 京 導 ぐ 穫 つつ お sadayatana(K 思 = コ ) 記 anudhatu つろ うろ ” 月 完 国 上 ・ 著 央 評 釣 穫 本 xe9 OS bijabhava 
^AJ dhatu。bija へ ) anudhatu。namarupa へ ) sadayatana。samartha っ ) pratyaya 篤 交 人 完 数 揚 和 本:e で の 4S)Q? 

つ 玄 ご 判 避 宗 敬 り 名 柱 還 7 半 化 岩 近 還 SG 調和 作り 叶 握 矢 対 填 で 8 bija 上 記 層 召 人 い ” 反 Q 染 編 つ 
8J 昭 KG samtatiparinamavisesa 突 パ パソ か ダリ 約 給 認 和 か )G パ か SO? 國 4 人 パン J6S 責 4 の samtati 計 由 
nxG 思 々 6 状 叶 bijabhava の 4SG 失 ぶっ うお SQ 人 筑 ) namarapa で 選 先 剖 栓 りく 家 如 人 お 6 の SG 

0 居 抑 G 惑 尋 *o 層 "拓夫 喝 う じ 史 柱 膨 だ 6 機 湊 府 品 加 回 和 my@ 拓 は いう PS 京 bija で 朋 學 攻 う ^ 壮 G 
国 喉 ぐ 給 外 避 先 り 実装 攻 う っ 半 人 Y お 6 避 表 つ " 十 扶 呈 り D@G う 人生 6 察 和 和 り の anudhatu G 般 対 弄 りう っ je? 0 で 
寺村 @ 惑 角 国 ・ 貴 党 嘱 @ 郊 忠 叶 涯 写 財 の 湊 記 史 宮 回 生還 史 半 いひ で た De の 26 PS ” 所 没 @ 典 淫 拓 | 回 中 6@ 
図 喉 区 忠 だ 中 *22G の 人 SQ 用 勢 還 ペン J で 表明 計 内)@ 8 人 S 計 "samtatiparinamavisesa 維 記 日 求 つ 8 ぐ や 
AN 8 県 二 千 叶う P り 時” anudhatu 法 知 コ 杏 回 6 著 曲 記 嘆 じ 移 "204Q 遇 措 @ 表 陸 計 届 編 か 6 醒 示 対 揚 Y 味 
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KS る 生ま ん この 9 ま こい ニー そっ さこ < こと こく あう まこ ん 
anudhatu 8「dhatu り 起 心 22QG 」「dhatu 対 十 杯 eeQG 」G 滑 の 簡 QRDO 人 Q^ bija 所 和 か)G 反 雅 医 比 (ala- 
yavijmana) の 思う 2 の GA) 拉 4QSG" 


や 凶 当 回 区 給 


) 軍 考 G 甲 回 雅 潤 G 維 下 中 『 豆 培 禄 』 1 1 麺 値 交 で AS イ Me9 有り 実 対 簡 寺 つ り 表 る 心 ? 
ら \vG | い 學 江 黙 恨 (Asam 近 isamapatti)・ 抱 忠 恨 (nirodhasamapatti) いろ じ G 己 短 品 地 mye" 旧 黙 押 の 吐 思 来 ( 昌 
境 ペ GS 素 否 ぐ く *) 篤 / 豆 埋 G 無 章 の 阿 っ 葵 の Pe 上 る 舞 や 給 ふ ” 近 忠 舞 叶 牙 び お 一 贅 全 お 撮る 誠 基 人 8X9 8 
師 Jrxe 苦 狐 但 じ 穫 xeP DS1 1 人 9 8 て で U 7 時 境 ン 弄 りき うう? AOP DS1 1 光 コ 恨 人 の 王 )@ | 電 
Nm つり 由 る 本 の G 宗 嘩 の yeQ お 和 Q 必 会 下 蝶 ポ り いろ ピ " ス 製 編 で る 季 皇 眼球 G 36 帯 岩下 紗 (samanan- 
tarapratyaya) 89 貨 Q 因 の うろ 人 9 SNAS 完 史 取 ろ 記 洋 G 招 くら 2 巣 軍 胃 つ ろり <:2 の ・ の 話 G 臣 杏 叶 政 虐 記 上 
4Y ソリ 配 堪 だ 給 記 か 7 か 計 4 
《%0 り 碗 っ 定 守 罰 つ りう 叶 全 7 AS つり 記 外 る 名 流 天 年 xeG 評 ” 照 導 貧 最 (Vaibhasika= 衛 葵 ) お 4 和 
sn 昌 補 で 3 祝 電 mnQ 人 Q CUG 2 治 陸 る 半 和 っ G お 多 G〕 吉 農 隊 SQ」 べら) 
糸 計 雪 つ り 媒 @ べ ャ 全 区 表 和 か o? 
< 刀 S べ ャ 呈 っ うっ 「 1 麗 選 " 洋 逢 蜂 史 刊 6 史 お べく ャ " 還 作 お の 選 也 うろ 記 守 胃 つ ろり 7 加法 6 選好 る 半 
OOQ 人 9 AE() 科 の 人 Q 和 neQ も 人 約 P7 加 全 Q も 貴信 る 9 DSU 下 前 【 親 陣 G 記 隔 けい ろり 3. の お 7 
了 


Z-Z 


Q 央 生 x Q も ぶ お 6 っ 」 志 密 避 明 量 (Parvacarya) 


の 。 


6 二宮 (sendriya) G 中 (kaya) 名 羽生 理 0@ PS で や 
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と - の の どど どど の -。 の 〆 (③④) 


Nu で 人 まこ た っ F こ の り Q の AU 本 陸 県 1 10 叶 7 回 ) 細 N へ お >G (anyonyabijaka) 全 ひ 36」 っ J”》 

尋 @ ぐ ペペ 6 本 酸 細 ぶ ぷ Q 柱 史 ” 葉 因 時 寺家 お べ 策 下る 部 蜂 牧 回 蜂 G 提 癌 蜂 財 が 宗 押 YG 附 7 SNS 人心 
つり" 考 學 琴 yG 信 計 鶴 店 か ne JG 附 も 叶 証 堪 Q ろう 心 心 及 邪 光 証 隙 り が 給 政和 か 半 うっ? 如 争 84Q 牙 区 衣 隙 7 の ・ 
つ 記 G 下 振り 臣 QRAG 名 Q や RGO AS も 2 和 N 組 下っ QG 全 の る 議 天 早計)G 弓 G 記 ( 色 ) 沿 絹 NG 記 
P 涯 加里 SJ 倫 や WS 余 華 る 7 上 苦 呈 蜂 交 的 据 6@ 四 和信 半 年 h@ の う 愉 7 記 尼 懇親 固 Q 玉村 で うり 7 
此 つ 招く 6 弓 G つ 貸 湯 コ 抽 ろう XGAJ ぁ 0 中 ( 青 拍 ) り 引 つり 舘 む ” MG 加 人 玄 Q 華 る 掲 學 所 守 で くつ 光央 生 eS 
P 約 jnG? 

JJ ジリ JSKG 泌 や 球 客 所 旦 @ 編 つつ リ 「 の) 本隊 祭 ( 氏 替 ) ) 叶 7 回 う 器 半 *@」 選 0 祥 り うっ)? 
りり 応 先 起 球 民 志 き 楽 填 り 「 品 回 光 編 」 ざ 引 20 尺 ye の Q の SG5 所 引 人 4Q 表 完 り 忌 叶 昌 G「 刀 で く ャ 」 べ の 尼 1 
で Wo も で 天 e* トペ ロー ンーN 和 り G「 思 @ ズ ャ 」 誠 昌 上 鐘 の 層 太 つど る 05 ヘー さき 
渦 才 量 」 父 映 嗣 釣り つつ KTYNL ホ で 先 り 史 時 和民 滑 銘 (Parya-sautrantika) 肖 つ し ろ )0 JQGt 心 尽 細 
袖 可 棚 う 生 2 JG11 郊 対 1 べく 票 雇 如 つ " 映画 暴 り ポ 舞 つり うろ j@ ぐ や Ao? 

S20PJ ぐ G「@S ペ *」G 握 中 ぐ 弓 壮 ぐ 虹 べ 識 ” 刀 @ 編 持 じ て で 絶 曇 史 民家 りう )6? 
《⑳0P 選 J” り 【G 晒 名 四 〕) コト に (G・ 品 蜂 ) 及 填 わ お 7 門 倫 2『 じ 雪 庄 多 表 じろう 対 条 (Grapa) 余人 
好 る お 回 令 講 年 yeG 信 7 mG 壮 弄 各 の る で も 4Sye7 中 叶 の 中 人 る 人 Q 誠 yeQ 4 人 SS (G つ 中 G 惹 博 釣 (vipa- 
kaheta) りり 且 0. だ 9 (paribhayita) 信人 る SD7 品 G 得 琶 弄 Dye SPASe9 

か 8 人 単 町 蜂 地味 MG 柱 G 加 ( 任 療 ) 公 苦 台中 G の コ 光 由 つり 中 記 忠 地 人 0 あく ER 

お 回 和 装 害 つ SG SGP 答 )@9 DS 給 記 か 一 ー さ トト NNN 埋 和 G つ 0 や 攻 つ い つ 97 吉 じ 280 


障 編 -4m.R や 晶 曲 胃 @ 編 へ 井 恨 つっ 8 


Q 
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スゴ や 時 瑞江 倒 知っ つ 軸 8 応 叶 伯 つっ 向っ 6 銘 忠 誠 疫 由 由 千 コジ 半 政 つり の 対立 か 対 染 。 DS 
ざ 史 個 了 PSM の 昭 表 MG) 御立 Q 赴 洋 府 和 り か 尺 攻 常 沖 ・ 早 瑞江 ・ 十 期 6 相 喘 8 当 当 巡 送 め 貞 顧 的 中 <X@ 
8 和 Y ソ 2 YS 刺 器 誠人 Y 記 人 Q DASSG7 りり 絞 の 誠 じ 加 介 全 違 G 還 更 誠 ②Y り 眉 戻 叶 社 D 家 6 記 殿 
eoQ の Sn0? 

選 堪 時 の 把 療 対応 問 つ " 中 耶 り り る 要 終 里 組 り 肥 天 お の ぐる の 剖 思 85 り 宗 吐 表 つり 藤代 剖 ・ 品 咽 暇 ・ 十 彫 7 
コ 筑 下味 完 婦 性 め の 間 4Q 人 る SXGA 立 計 つ お 9 や つり て 礎 4Q 天 お 配 姜 じ 和 y@ 祥 。 庁 誠 の 臣 寂 史 員 ろ うじ 編 いい ゆ つ お 8? 
つつ 民 下 征 記 思 6 仮 祝 叶 名 名 回 洒 給 學 本 う 8 SG 回民 守 か 識 補 償い の PSNO の 叶 租 握 0 尿 民 計 誠 Q 
きっ う ? 映 喘 江 ぐ べ * 染 「 右 染 涯 上 ぐ くだ WS 所 送 め の 基 只 和 S\@ 」 る の) 枯 刺 9006 記 芝 競 人 る 867 所 垢 攻 和紀 
揚 や いろ り 提 ” 押 葵 史 尿 遂 り の 染め 召 ろ 地 坦 の 下 如 つろ 選 全 Q8XQnS 時 嗣 多く ソレ < の 引導 叶 穫 項 や 路 
ぶ ぐ 奨 直史 調 入 計 中 ye2G 8 誠人 る お 3 意 の 集 四 虹 郷 @ 辻 療 的 光 暖 つつ 完全 4 の 7 「 虹 対 表 吉 か @ 盲 統 り 如 う 
信 貞 。 間 嘆 の 約 X@」 ざ つり の 衛生 XO の G 江 人 穫 DQ* 

0 ツリ 6G 臣 @ 忠 拉 り 2 の 0 愉 1 0 雇 多 代 衣 療 召 う りや 集 舌 :e9 和 かそ リツ ロ 6 暴騰 対 夷 り DP 踊 上 晶 狼 67 GS 画 筑 
る 苦 皮 め つり 区 Q 信 召 地 坦 史 朱 mh@ の うろ 心 國 黙 和 7「 族 半 洒 拘 和 か MG 」(8Srayaparivftti 量 )) ろ 人心 拓 陣 玉 さ 9 
じ 代 60T DS り 叶 提 史 束 明 Py09 こつ 余 の 思 慌 避 員 う の 負 6 夫人 層 コツ ーー GS 剖 当 押 か 6 
JJ 矢 穫 KeG PD 時 詩人 る 選 心 全 7 近 各 早宮 生 用 の 夜 る 丈人 評 計 DJ@ 覚 選 計 民生 押 功 公 「 聖 映 染 下 貞 り 舞 か XG 」(sam- 
tatiparinamavisesa) 4ScY_ J@ 所 攻 科 羽 G「 府 所 策 押 和 pnG」 昭 央 和 の 還 昌 か y@ の ぐり 叶 全 選 心 全市 軒 つり う 
9 asraya-parivrtti( 忌 ) へ ) samtati-parinama ( 現 坦 井 拘 ) さ Q 表 うる の 的 R 中 おう る 5 つる つり G 無 束 
8 管 代 つ 半生 りお 9 8 つ 余 計 aSrayaparivrtti 學 7 所 緊 G「 紀 由 」 福 針 「 聖 桂 G 下 上 如 銀 」 福 204Q 二 扶 G「 更 
牙 」 容 忌 牙 忠信 稀 Xe9 つつ 人為 つ samtatiparinamavisesa 先 4Q 信 聖 杏 G 居 多角 肖 つう 0 役人 る で 089 ト S 
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所 くさ 【 統 はり いり samtati 5 asraya 名 映り 和 加 ( 忌 つ ) 対人 本 22Q の だ だ ン " つ GS 握 対 所 送 つじ う 89 
太 生 信明 瑞 臣 G「 引当 回 骨 維 」 く "二村 G「 台北 肖 写 衣 り 乱 )@」 ざ ろう 心 枯 馬 @ 的 ^ 赤 つ QG 提 ひか 入 癌 舞 0 
38Q ぐ の 4S)G@? 


べく 宮 江 @ 章 忠 窒 


4 oO 一 三 


Q 環 南宮 間 時 筐 11| 十 1 1 要衝 生じ うお GS 和 Q 作 人 ? 拒 赴 Q 記 工 の ざ う . で S)G 『 填 友和 』『 抹 区 和 D』 化 ト 
気 く ト 選 組 記 0 届 別 弦 つ ン 角 畑 か \@ 汐 著 集 央 XQn? 

『 下 和 L 編 』 へ ) 手 つ リ 『 四 円 了 編 』 釣 )@ 7 8 つ 長 兄 電 紅 だ ろう ン いひ 余 @ 晴 中 つり 机 つ ろ 晶 忠 編 令 崎 『 対 演 交 
公 代 XP 球 % 守 本 乱 つ お 終 G1 1 詞 補 診 つ り ” 走 郊 明 衣 だ 所 起 G 編 対 癒 手提 限 コソ 

正犯 でぶ 革 り お ye の G? 茎 太 マン @ 押 G せ 品 じ だ" 較 ン 1 全 G 肖 誤 韓 蛋 Q 抽 人 SQ@ 四 50xG 計 Q11 皿 G 家 遇 6@ 装 

選 G 政 性 丸 朋 SSG 舞 ふ わ り " 玲 輝 G 旧 G 了 農 思 ふり 財 い " 翌 ン 器 半 多 知生 

瓶 粘 さい ジ 02G? 芋 - ペ ベン SG 血 Q せ ロレ" 翌 ン 1 本 G 装 民 G 共 性 誠 有 る "だ 柱 品 綴 ン 信長 つ ? 
ざ つ りう 59 流 つ 信 つ | 中心 誠 悪 応 同 郊 梁 「 区 六 」 だ SG 球 送 対 征 つ 「 沸 半 」 対 財 生 MO 人 記 つ りう )@? 「 溜 狂 @ 萌 」 
涯 唆 @ 部 療 多 般 肖 つ りう 6 信和 へ 信 区 下 居 負 る 生 実り つり 。 の の 系 量 玉 守 下 状 の 弥 お の G 舞 か yo 所 や 3 
ざお つ 介 の 短 yQxn? 羽 つ 抽 記 信 析 掘 扉 ン 『 下 条 統 』QG「 志 」G 且 學 交 服 和 か)G の 計 紅 や 計り の 87 沖 机 0:Q ダ 
か 4SN@? 田 半 時 「 六 貼 」 突 史 措 WS「 製 中 」 容 だ 「 際 埋 十 垢 ・ 環 履 葉 垢 」 編 列 ろ スソ つ 為 画 Q4Q 選 定立 っ 為 届 


(る) 


PAS@? 症 拓 中 畠 涯 @ 態 多 皮 思 計 人 お 7 


NR 
〈⑤ 
Q 


お 名 3 回 則 編 いろり G 詞 短 品 昌 中 yo 議 引 時 人 る に 1 1 蜂 史 則 SO ズ 証 G 中 (加給 ) 下 つ り " 旧 度 家 G ス 
っ や " 
思 G 蜂 革 蝶 上 涯 加太 ふ へ 泊 22” 所 弄 つ に 』 計 征 尿 重 / 中 奏 の 起 必 計 征 の 誠 ペレ お? 判 訪 G 四 引 天 虹 叫 
@^ 格 揚 つ り 甲 ふ じ 更 X6 AUHyG 梨 粒 史 ” 肝 ペ マン の 避 人 の 公 着 り 四 G 畑 塞 生 ” 中 臣 官 ふじ 編 G 計 
馬上 8y の " 疾 り 戦 加 起 や 宅 に J 対 補 さ >9 癌 下品 皿 つ いつ G 皿 志 妨 刊 の し 租 和 か "回 G 束 提 ふ し” に 
中 Q 下記" 飲 2 の 前 朗 下 因り 6 NM 信人 Q 和 5 抱 昌 放 G 拓 G 加 の 惑 選 か yo る 下記 稚 さり 躍 き 相 つ ^ くつ ン 
田 り 筐 9 四 状 m@ 抽 由 へ 居 つ 生還 岳 只 因り 09 下 臣 困 な 咽 陣 層 0 り ざ 誠二 本 佑 粒 り * 
り G 羽 握 議 馬 や SQ 委 「 コ 本 炉 9 染 党 邊 6 舞 記 講和 」 ざ 人 る 「 和 0G 判 G 加 へ 惑 に 0 の 吾 湯 」 ざ 人 る 人 Syo 中 TS 
つ ン 軸 尽 窒 負 Q 避 対 mm で G 開 人 の 模 つ 」 ざ ろう 心 押 臣 る だ ンー) の 民 の の 6 得 如 多 汚 対 代 つり 計 人 の 所 導 財 計 
織 つ お 拒 や の 届 拝 り 章 隊 編 誠 蝶 生 太 史 守 時 人 る お 絢 諾 つう X09 SQ 叶 早 形 筑 G 族 組め 宮 肖 0 じ 剖 
A ぶ e 持 2 お 2 の 2Q の 紅 On7 
JP 協 判 で 胞 人 が ト SX% さ 所 狂 だ 『 洋 到 昭 商 づ 弓 』 り だ 人 S じ 了 S0 4Q 以 昭 REGO AV のり G 皿 放 


SG 懲 閉 だ 全 必 主 つ うろ の 帝 SKQ? 


だ 
< 


民 選 


ペー ゴ S 失 時 合 必 @ 間 紀 流 定 . で 5 


ご 葉 舌 G 芽 嘆 ・ 此 唆 @ 聖 介 層 区 表 つ < 頼 負 部 ・ 時 玉 迫 ・ 十 舘 「 忌 瞬 郷 県 圭史 央 吸 SG 」 り J 誠 界 つ お 8? 
SQ 思 QG り 6@ 守 喘 叶 『 林 照 表 信 祝 』 ぐ 手 K 帰 6@ り 委 和 OxG" 
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@J6G 害 貞 叶 『 下 条 編 』 り の )G 判 緊 ・ 早 咽 虹 ぐ 田 罰 本立 大 「 還 脆 計 殖 重心 避 庫 装 つ 財 研 舞 環 科 め 史 
の ② 門 淫 の 相 て 粗 り 慰 府 つう 更 の 人 評 考 坦 入 償 和 か y@ 」 の ろう 心 昭 因 の 鉛 Q 余 畑 銘 刺 里 集 穫 Ne7 
ぎ 協 守 昭 還 學 神 閉 約 負 h 舞 性 福 閉 頑 叶 所 際 ・ 顔 筑 卸 ・ 早 咽 臣 G 画 G「 選 」 突 "「 案 刀 @ 玉 鐘 」 給 ” 請 め 工 
著 G 作 貞 つ お 「 混 暑 」 給 の 呈 家 在 必 「 知 ( 転 ) の 政 葉 本 庁 り SG 」 の うぶ 偽 給 ” や つり 映 咽 落 ぐ 「 加 泊 回 泡 」 
PS)G? 
ら 前 肖 況 ・ 早 咽 虹 ・ 填 著 叶 十 堪 へ 村 す リド 信人 垢 く 良 枕 本 強 秩 講 全 如 必 生 柚 つ 尽 染 つ 余 つ 環 性 時 十 基 り 称 8 計 
呈 ふ 史家 つり 足 GR 較 守 0 誠 うべ の 党 宮 リ "「 長 卓 卿 QG 介 垢 叶 ” 京 @ 東 人 Q 生 家 玩 提 明 SN 」-J の 判 具 つこ お 7 
ら 四 4QGJ@ 刊 語 ヘ ャ ー ホ ー ベ で 佐 給 尽 譜 秩 0 家 り 飼 半 つ お の う 作 翌 直宏 移 y@7 
に 民 江 狙 徐 玖 ・ 盟 喘 江 ・ 填 園 @ 配 嘆 ・ 葉 暖 QG 台 伸 QG 交 ろ 8 揚 忠 妹 4QG 音 性 紀要 替 約 6「 作 拓 押 吉 」 窒 の 「 除電 
避 立 ・ 環 飛 基 垢 」 給 G 麺 ろ 器 揚 淫 生 ne? 
S 民 后 っ の 曳 咽 拓 誠信 潤 秩 40 祥 り ” 6 計 衝 くく @ 談 生 対 管 Q@ パ 愉 り 誠人 演 交 染 矢 x@? 
る 性 編 @ 填 甚だ 維 家 葉 弥 おり コ パウ A 9 ホー トー の SG り 染 村 玄 居る 県 洲 思 信和 る て Jo の 拓夫 ・ 顔 敵 
抑 ・ 早 玉 虹 り 閉 替 矢 X6@ りり 北 揺 の 乱 ne? 


(っ ) 守 wg 7Z が が zo IIL, p. 99.『 芋 区 引 』 交 1 1O7 円 1” 還 因 や 区 に "47Z が gz, L p. 35.『 区 旬 』 届 11K" 
回 1 国 RKK 破 = 

(Q) 宗 守 Sgzyz22。 1, p. 146.『 庶 記 姜 屋 』 素 "円 1" 国 1 1 区 dd" Sezyzfg。 1, p. 48.『 忘 過 屋 思 』 郊 1 還 
K 由 1 17 国 や R 了 - ゴ "Sgzyzzfo, Tp. 14.『 失 屋 ⑪』 末 1 1 半幅 1 1 国 国 臣 せく 

(…) JG 刀 く ー ト 以 了 親 足 称 世 る お っ 『 腸 | 区 4』QG 「 懇 江 拓 料 窟 状 ” 誌 工 抽 編 愉 編 則 了 KN 編 ” ※ に K 況 芽 欄 K 吾 」 皇 能 
飛 、 散 』 和 祝 人 (円 1 1 K 国 区 ココ K 装 団 区 "KK や 1 1 夏 に 7 KK コ ご 四 持 K マ 1 区 に "や O ご 四 寺 "や 困 昨 臣 ) 

( ゞ ) 守 ぶ 先 7 が が yg。 Tp. 7.(『 編 | 破 m』 新 国 ^ 表 円 1 1 や 回 O 〇 区)" zzyzo, TV, p. 125. (『 湯 臣 思 』” ネ 
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円 117 国民 に "82zzyz が の V。 p. 8.(『 失 破 和 和 』 交 1 1 マー ド 幅 1 


1 SR 克 - ゴ )? Az ガ zz6。 1 p. 490.(『 挟 破 和 』 郊 還 1 


KO ざ 四 せ )" 


(o) 


思 ぶ 8 chanda (Sgzzyz77 の , 上, p. 22) 一 総 虹 (『 没 破 穫 』 新 還 ベ ” ポ 円 1 1 1 国 団 破 圭 ) ア niramisa(SZZ ツ 7 の, 1 D. 


60) 一 区 名 暴 (『 京 路 没 選 』 新 円 11" 国 還 11 民 に )^ khinapunabbhava (Sgzzyz7g, 1 p. 87) 一 民 果 田 中 (『 生 破 』 
部 1R" 玉 帳 1" KK1O 還 に が 


(o) 


yam dare santike va sasavam upadaniyam (Sgzzyz77Z, TII。 p. 47), bhikkhu cittam rakkhati asavesu ca 


sasavesu ca dhammesu (S4Z2 ツ 77Z。 V。 p. 232). 


(に ) 
(o) 
(⑤) 
( 選 ) 
( 選 ) 


( 選 ) 


『K 了 薄 訪 祝 』 郊 や 代 " 門人 1 で" GR1 1 看 皇 " 
区 帝 や 人 K ド 円 11 や "TSR1 1 展 に " 
『 破 照 貢 限 交 信 礼 』 弟 還 び " ド 幅 11" 1 NRHHI 臣 " 
『 居 限 葉 礼 』 弟 1 円 1 1 くい OR 四 王 " 
『 太 要員 家 盟 』 親 1 円 | 1 ニー て H 還 皿 盾 " [ 
『 昌 友 國 葉 祖 』 郊 1" 円 11 く "や 1 展 ゴ " AOQ や 六 拉 6 疹 店 折 沢 G『 感 者 編 雇 』 SG 詞 寄 流 稀 \@G 叶 工 長 @ 


直角 め 約 \6 (『 感 者 編 訣 』 末 17 回 軸 1 1 1 回 2) 


当 


党 卓 OO 時 り Tukhara 較 G 装 問 幼 屋 公 『 恒 黄 人 編 』 丸 直せ め 利明 震 良さ つり 明 @ 混 講 (cpa 叶 yate) 
記 訪 祭 つ お 康 舞 人 KO 〇 〇 時 融 閲 伝 り 蝶 @ 当 宴 (anusete) 常人 お " まめ 吉江 G 台 痕 惑 信 ご だ "天職 < の 『 下 
外 編 』 やり 玉 訪 氏 皿 つ お ? 

る つり @ 鬼 沢 @ 選 厳 史 " 円 つ ン だ っ 2 の G 多 くち っ 6 揚 信 避 沖 器 所 妖 G 温 購入 更 つ 所 親 徹 生 天 誠 癌 多 虹 @ 相 中 旭 
9 過 洛 60 居 串 27 つる つや G め っ 形 問 宮 温 事 (anusete)G 朋 訪 天 医 つ お の ろだ 捧 了 わ が お っ ? 補 だ 人 Q『 疫 右 編 』G 


思 G 編 誌 や " 親 紀 anusete 昭 .GSyO 区 記 剖 叫 牙 多 和 弄 6 号 朋 學 甘々 じ う 9 人 る Q も 人 S" 眼 栄 anuSete(3 pl. anuserate) 
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anusaya っ JAJ。 の り 皿 4QSAG DA) 役 和 慰 ン 『 肖 ココ 禄 』G 映 軍 叶 anusaya 記 弄 "anusete 記入 弄 の 放つ ろう):G (『 衣 吉 暇 


上 ② 幼 』 避 国 ′ 円 | 1 マー RO1 1 臣 コ ほ に )* の つっ の 根性 G 揚 叱 @ 避 限 G 編 旋 史 anuserate JA 穫 で 8 上 避 区 いて 記 事 


AJ 
し ) 


喉 つ お りや SAY on で ウ う 2G め 8 民 朋 流 anuserate うろ うり) 民生 の GPS@” いく へ J 和 閲 各 
33 asrava へ ) anuserate 羽 提 らい やり 党 選 PD っ 人 YSP 乱 DG 7 お りり G 親 提 呈 虹 @ 婦 和信 〇 の 悦 電 人 0X6 7 KN 
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ルト で GT『 感 条 礼 』G 紀 棋 
(SQ 馬 史 や り 紋 委 う り 弁 妥 流 寺 生 RG (Skye bar hgyur ba)^ 宗光 代 嘆 や 約 y@ の ろう 愉 9 8 【 和 約 NQ 量 時 ] や り 異 う 
大須 反 事 れ 生 yG (bphel hgyur ba)^ 氷 光 電 嘆 乱 y\G 編 シン" や SN つり SG 5 必 上 所 東 的 凌 か SQ お 称 …… 〔 昌 条 和 か 
Xe (rgyas par hgyur ba) へ 窟 ろ お Q の 4S)@]?》 (S 太 7Zz2277,。 Derge, Tho 26b3. Peking, Vol. 146, p. 207・1・8 一 2・1. 
8 一 ミホ 私 トド くさ 気 本 7 柱 Q 最 釣 「 折 時 総 馬 」 さ 中 移 5 ZZ の ZZ の 7 の, Peking,。 Vol. 117, p. 94・3.8) 
JQGm4Q0 が いぬ SG 恒 信 抄 交 釣 所 Q 馬 流 状 税 称 間 つり ろう 5@3 層 0G 沙 牧 穫 選 の 7 MA 人生 補 7 近 Q 屋 Q「 打 状 生 \6」 
QG 改 職 当 hphel hgyur ba ふい で ろり rgyas par hgyur ba (anuserate) さ ぷ 毅 対 較 記 0 う 5@ 8 っ 玉 考 級 
な 入 や SQ? ペ 十 玄 中 税 器 怒 須 令 手 叫 生 DG ( 困 人 ン vardhate 4SXQ) り 0 誠 隊 了 つ SG 叶 提 人 る SQ 光生 家 叶 
anuserate ウパ 8 ン (本 明 @ 台 恨 は anuserate Q い の S り 中 うお SG だ 『 現 箱 編 』G 拓 喉 じ 約 \@ つう 愉 り 39 結 SN@ 【 現 親 集 
尋 須 当 「 窒 中 か や y@」 の つぐ 史 表 つ り 取 淫 到 りや 叶っ ? 蝶 宮 時 到 り か りり 加須 叶 折 <Qye の GPS 人 0 り 筑 民家 りう 5 
dvinnam bhikkhave asava vaddhanti. (4 ヵ gz77Z7ZZ, 1, p. 85): sava uppajjanti uppanna ca asavapavaddhanti. 
(Az77222Z, 1, p. 7) 〕 
(@ ぬ ) た osg, p. 3, 7. 11 一 7. 12. 
( ゴ ) osZ, p. 21, 7. 24 一 p. 22, 7. 1. 
( 白 ) 『 本 限 薄 念 家 』 郊 や 全幅 11 や 7 111R 1 式 に ? 
( 選 ) 臣 科せ や 失 " 太 門 11 マ "SR 1 看 に 7 1R1 1 ゴ " 
(=) osg, p. 216, 7. 15 一 7. 17. 
(@) osg, p. 216, 7. 18 一 7. 19. 
(③) 友 osZ, p. 216, 7. 23 一 p. 217, 7. 1. 
(S&S) 『 臣 四 限 編 』 なり G 神 員 誠 「 早 害 」GNEG 6 只 選 つろ)Q 人 る 抽 隊 G 引 くじ る 6 ( 臣 章 岬 マ " 素 回 1R" 時 国 
夏 后 )" 
(R) osZ, p. 217, 7. 1 一 /. 3. 
(3) 『 四 円 以 』 交 人 く ”" 円 1 RT 国 困 や 正 H" 
( く ) 友 os2, p. 197, /. 7 一 /. 8. 
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() osZ, p. 197, 7. 8 一 /. 12. 
( 較 ) YY28222777 る 2, p. 355, /. 28. 


( 還 ) 『 尾 円 団 幻 』 郊 1" 六 円 11R7 1 1 販 d?" 8 眉 弟 人 還 " 円 1 1R" 国 還 1 葉 ゴ め 契 前 史記 中 20 尿 りう )65 
(人 N) 回 物 1" 六 門 1HRT HH 1 民 ゴ 王 " 

() 下 惣 1" 義 四 | SR 11 1 販 持 ? 

( 仙 ) 回 惣 1 KR 1 1 眉 皇 " 

(5) 弟 17 K 門 1HR" 1 1 民 ? 

(8) 選 惣 17 北門 1 SR 11111 1 下 せ ? 

の) 契 科 1 11RT HH 1 了 破 持 " に ? 

(8) 中 1^ 円 1HRT 1 民 に 7 1 1 履 -" 
(③) 区 惣 1 北門 1 SR 1 大 

る) 想 競 1" K 門 1 RT HH 研 d? 

(る ) 臣 交 因 " 円 1 1 国 還 〇 因 ? 


( ぶ ) だ o$2, p. 63, /. 18 一 /. 20. 
$) 尊 ゴ 六 1 『 将 龍 G 地 』1 HI 国 ? 

(@) 『 四 円 半 編 』J 昌 ろ うり 『 下 直 引 』G 走 舞 拓 隊 「 暑 刊 」 先史 2)0 移 。 り G 砲 態 Satrakara や 4Sye?『 束 和 D 打 』 
り 家 mxeK ト で 改組 寄 胃 72 が の 27772 JJ『 性 円 了 纏 』 郊 1 や (円 1 1R" 国 II 国 陣 せ "KK 中 西 )G 応 臣 篤 典 い "「 早 
刊 」 足 mdo byed pa (Satrakara) J 記 0 尽 じ ろ )G (5 放 2z22227。 Derge, Tho 293b* ベビ)? 

マ ぎ ) 『 団 円 概 祝 』 交 111 円 11R" 1R マ 貝 王 

() た o$s2, p. 93,/. 22 一 /. 23. 

(S) osz, p. 198, 7. 22 一 /. 24 
3 ) YY23oZz777Z, D. 357, 7. 31. 

( き ) た os2, p. 232, 7.、23 一 /. 25. 

ぎ ) 龍 ゴ 六 | 粧 応 縮 「 11IIII? 
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( き ) oz, p. 63, 7. 3 一 /. 6. 

( き ) 8 つつ 「 べ 6@ 草 GSG2 の 2G8 び ツウ 」 の うっ 和 信 の つの 家 うど 

( ぎ ) 『 疎 円 祝 』 殆 111 円 1 RT 11R や 阪 寺 に ? 

( ぎ ) 中 御 111 円 1 1 1 マズ 了 皇 ? 

(5) 『 下 趣 編 』 旭 う ろり bija <) bijabhava 節 弄 2 や 4QSP 昌 "DJG 図 忘 流 『 感 直紀 』Q 羽 蛍 記 四 < ぷ G 二 や 個 散 じ 堆 
5@ JJ 光束 搬 1 求 「『 互 者 祝 』 り 世 s06 編 1 羽 捉 若 の 明 咽 洪 @ 品 革 窟 」(『S 缶 軸 回 下 』 7 KK や 克 ペ に ) 4 や 下 り 環 
所 0 お ” 起 栄 "『 下 才 編 』 介 も)Q 敵 編入 折 欄 り 思 咽 り 誠人 る GS J6 較 記入 次 うう 記せ 選 多気 妥 の 昭 選 7 誠 
堂 虹 避 呈 りり G 編 稚 人 る 必 乱 KS 製 民 称 豆 記 ? 過 つ り 拉 押 突 癌 つ お うっ“ 

( 選 ) Ko$Z, p. 92, 7. 25 一 p. 93, 7. 1. 

(8) 大 os2, p. 197, 7. 14 一 /. 17. 

(8) た 9$2, p. 198, 14。 お 848 samtati ふっ) santana G 網 っ 当 " 半々 藤 陣 緊 『 屋 函 萌 狂 了 器 朗 県 』1 1 国 国 現 に J 里 衣 
ぶっ う )@? 

(⑱) 『 在 円 民 編 』 末 上 国 ” 円 1 1R" 国 還 1 了 に ? 移り 0Q 羽 叶 『 感 箱 編 』「 拉 合 只 」G 応 臣 じ 稚 \G? 大 o52。 p. 477, 7 16 
ー/. 18. 

( 愉 ) 人 os2, p. 198, 7. 2 一 /. 4. 

( 衣 ) Ko5Z,。p. 477, 7. 10 一 /. 18. 

( 記 ) お お 潮 つ 飛 野 配 『 下 直 紀 』G 誠 公 「 半 臣 、 東 避 如 の 環 貞 」 本 概 1 代 穫 可 明 」」( 臣 人 IO 円 1 RS 1 合 臣 1) で つり" 
り @ 避 坦 釣 向 Q( 要 ) ざ つり っ)93 の QAQQ 悩 者 G 功 の 叶 昭 だ っ" 昌 @ 周 能 G パ ヘ 療 の 6 ST SSR 人 AS” 時 
迫 弓 計 落 か yG* 

( 仙 ) 『 四 円 陣 祝 』 郊 111′ 円 11R" 111R ズ 在 ? 

や ) 了 科 1 く ′ 円 11R" 国 団 〇 慌 芋 " 

(@) 無人 崩 1 編 (1 還 1 起 ) 准 蘭 * 

( 選 ) Y25oz2777Z,。 p. 125. /. 6. 

(@) 1 川根 毅 細 「 呈 混 里 編 い うり 」『 呈 きき 度 』 1 1 ボー1 7 11 国 了 ペ に 稚 菩 ? 
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(@) 『 四 円 陣 幻 』 郊 1" 円 1 "四国 1 1 慌 せ ? 


(③) 臣 錠 1 く "円 1 R" 国 國 〇 慌 寺 * 
(⑤) 切 帝 1 く 円 11R" 国 国 〇 四 せ " 
(⑤) 区 稼 | で 円 11R" 国 国 〇 皿 半 に 
(5) 区 帝 1 こ 円 11R" 国 同 | 克 " 
(る ⑤) 臣 帝 1 く " 円 1R" 軸 國 1 | 民 二 " 
(⑤) 区 多く "円 1 SR" 国 還 1 | 民 - ゴ " 


ご ) な o5Z, p. 300, /. 19 一 /. 21. 

に ) 『 皿 円 早紀 』 郊 1 く ” 円 11R" 同国 ] 貝 に ? 

(に) 中 科 1 く "ポポ 由 11” 財団 11 下 十 " 

に -) 中 物 1" 円 1 1R" 国 国 国 在 * 

( ざ ) os, p. 98. /. 15. 

に に) 『 回 円 陸 家 』 交 1 円 11R" 還 國 国 看 - ゴ " 

(や ) btsun pa shes bya ba ni mdo sde pa gnas brtan chos skyob bo. 5 妨 772zz277。 Derge, Tho 305a1: 7Z22 の 27- 
ggzZ, Peking, Vol. 117, p. 197・4・3. 

(に ) 『 胡 円 団 祝 』 末 1R" 円 1 1R" 国 還 や 由 -H" 

() 回 科 1R ポ 円 1HR" 回 冊 や 眉 -]" 

( 記 ) 1 川 己 明 血 握 応 礼 科 的 媒 " 

(5) 『 時 円 園 家 』 郊 1 円 1 1R" 国 国 や 皿 革 " 

(8) 『 野 円 園 家 』u8" 前 堂 郊 撤 「 伝 頻 嘆 伝 隊 Q 舞 りき うろ 」 り る 計 害 責 りり 筑 雇っ)( 匠 末 1" 国 還 や 由 圭 7" 
KN で IN セト で 8 りり 味 対 応 下 か NG (S 太 ZZ22277。 Derge, ho 309as)? 

(@) 下 拉 1 求 坦 応 編 穫 鈴 性 " 

(8 ) た 25Z, p. 72, 7. 16 一 /. 18. 

( あ ) osZ, p. 72,/. 18 一 /. 21. 
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(g) YY25oZ22777 の , p. 167, 7. 18. 

( め 8) YoZ2777 の , p. 167, /. 16. 

(5) ア Z27zZ の 27 の ZZ の, Peking, Vol. 117, p. 167・5・1. 

(8) 5SZ7727222Z77。 Derge, Tho 229a*. 

(5) os2, p. 435, 7. 18 一 /. 20. 

() ア 7zZ の 7 の 2zZ, Peking, Vol. 118,p. 73・5・2. 

ど ) 『 団 円 陣 家 』 殺 国 〇 "円 1 1R" 町 破 二 " 

(@) 『 相 昭 信 社 』 り 軸 @ 阻 流 王 MO 系 り 家 叶 涯 押 如 の K 製 @ 外 只 届 胃 う り 慰 Se の QG ツ [うろ 6G 衣 要り が だ おう パ 
昭 SXG (『 杯 限 細 信 礼 』 郊 1111E K 門 19 や 7 基く ざ 直 に 7 

(8⑳) 『 引 円 団 祝 』 折 や や ド 円 1 1R” や 回 や 直 に " 

(③) 『 没 下 四 薄 る 祝 』 摘 還 " KK 円 1 1 く ” OK 現 -H" 


蒲 代 編 舞 民 畠 


『 恒 円 陸 編 』 弟 人 十 緒 G「 | 対 拍 時 掘 忠 @ 括 ASy@」 ざ ろう 愉 枯 鷺 染 如 0 祥 じ う @? 間 蝶 は 4 宰 7 福 只 @ 狼 中 
十 1 | 亡 ・ 十 ご 蜂 圭 @ 抄 晶 の 状 路 じ 人 SS GS 切 血 器 選 ・ 回 ・ES1I 旨 の 涯 所 加 111 央 札 G 庄や 状 じ 答 \Q? 

ざり や 意 葉 入 4 祥 守 7 宮 ・ 手 ・ 統 Q111 凡 父 切 か: りお で の 騰 編 徹 穫 半 か *@? DDG 亜 7 補 叶 編 ぐ コパ ペ り 
QAJSQ 稚 編 路 地 鞭 じ 答 \@ 全 押 (8sraya) の 四 玩 家 手 (visaya) 先 編 りさ Y の 品 補 4 守家 豆 じ 短 y@ 玄 心 技 虹 
(alambana) 中 味 07 v 宏 へ 邊 ・・ 牧 ・ 水 ・ 回 ・ 所 @ 養 表 届 足 手 (visaya) の 所 隊 (&1ambana) Jo の う 太 YO 
つ 公 つ JG1 1 朋 G 医 状 叶 大 だ *G? visaya だ 古 vijnana( 編 )・indriya () さ G 人 る 人 いり 提 うり" お 8 alambana 
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が indriya WS 提 や Oo 誠 湖 ちり 経 舞 細 vana 捧 S や ン り や 避 人 移る” 正 2<QSQ 底 召 @P4Syes 
Q り べり 既 か や 尽 閑 下り れ 0 し 悪 手 多 ポス )09 編隊 叶 軟 G 更 GG 製 移 科 GPSDGV AS の 区 ・ 桂 G110 生 
め 「 押 か 02 の G 」(viayin 息 打 ) へ Ub2)o 

全 浴 や り 無相 握 Q 鐘 守 計 下 揚 めい)0O か SRA 忠和 寺 多 福 誠 謀 0 品 季 下 和 0 WU 表 誠 AN 
っ ^ 曹 先 開 刀 突 わ < 組 庄 着 約 ロ 生 hnO0 の うろ 心 史 7 十 11 遇 ・ 十 ご 中 で 導 只 6 せり 政 沙 り 背 可 0 記 りう の” JJ 


信二 彫 叶 り 宙 骨太 9 選 神 具 史 人" 『 必 円 団 編 』 弟 丹 叶 ” 6@ 杜 員 染 十 1 加 距 環 つ い 鹿 0 尿 じ う x 
| 十 11 思 品 外 環 つ お 和 宜 


電柱 急 Q0 か 短く 尿 叶 二天 6 視 喉 史家 G 其 いや JRG" か 調 AA | 屋 現 な 格 忠 G 押 め 3QG 名 7 掴 隊 札 導 
SA 十 ] | 忌 叶 48 紙 舞 桂 G 都 な 本 9 2 の 290 ペ 堅 選 間 人 邊 な PRDSG 缶 痢 の つり 呈 痢 選評 抽 和 詳 *Q 生 天 
^Jc の ” 舞鶴 叶 十 1 | 虹 斉 竹 対 絡 の つつじ 本 X@ GSG? 

AG 50 ASJ ES2 の 2QG の の の り 遇 っ 聞 だ ろう 22QG 8 おう 為 Q 十 舘 6 吐 叶 際 和 2006 的 豆 半 ろう の 紅 QAT J 天 
り 委 つじ 家 度 「 | 羽毛 缶 嘆 反 へ SQ 旭 る の G 料 太る 」 り ざ 央 騰 誠 守 公 の 製 く 雪 因 鉛 識 つっ 0 
に めぐ 編 下 対 応 7 

舞う 

に 寺 編 ”「 紀 規則 、 衝 机 誌 料 環 選 取 J 
「 押 内橋 聡 @ 表 華人 ベ 太る の G 叶 詩 ろう 余 Q 1 選 現 や て の 換 野 和 分 @ 悪 09」 
FC あす くい 
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(@) 


押 降 災 倫 、 負 | 夫 加 1 1 選 凌 症 抽 導 所" 
「 の つ 遂 G うろ 心 長 ン 如 べ 守 7 十 1 1 遇 如 計 半 じ うろ や < 人 所 届 対 閉 PXQ 過 もど う だ 計 ス 為 ?」 
REC す こい 
際 思 (中 ) 技 "「 音 明 1 時 」 昼 家 」 | 、 最 訂 記 皿 絆 r 二 11" 騒 選 記 格 mi 半 」 出 抽 思 格 i 舞 時 中 ※ 
加 垢 AG, 凌 民 」 
「 了 1 正吉 下 だ G 憶 栄 因 @ 1 1 選 科 DSOSG 志 和 役人 寺 0 角 Q 半 りお GPSDG9 か RS 陸 下記 出所 
so の 選 腕 だ GP の AS)Q 穫 7 忠 裕 G 状 鹿 G 居 状 鹿 G 買 釣 装 Py SG の SN03」 
押 庫 余っ 9 
所 降 馬 失 連 記 記 典明 直 時 編 !" 約束 箱 、 最 ? 次 甘 二 慌 ” 昌 十 | 応 甘 、K、 周 者 区 選 選 所 避 所 間 、 
記 、Imw「 堅 好 十 1 Am 葛 : 貞 選 」 
DS な 多 千 e 昌 編 史 規 必 光 全品 5 昌史 『 層 な 素 虹 も 人 P 臣 好 | 1 思 示 G 雷 や 人 SQ』 ざ る いり っ yo 
お お 著 り 史 記 々 りり 『 状 叶 摺 G 掘 どり 約 yeG』 編 信 表 り っ 0 穫 『 嘱 革 Q 1 | 筑 示 鹿 ジ 稚 )@G』 叶 狂う ろう 刀 ろ ?」 
*\> つ り 疾 功 史 十 材 S 論 記 
際 聞 ( 半 , 畠 剛 人 江 」 居 貞本 記 
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和 多 氷 ビ ^ 功 埋 G 編 刀 寺 多 つ ぬ SMO 近所 じろう お の や 4S09 で 必 名 回 理 り 忠 間 人 0 家計 映 飛 G 編 流 dhatu( 蜂 ) 史 皿 親 
つや 記 的 DL 員 朱 選 ( 旧 ) 4 終 入 anudhatu( 混 牙 ) へ 中 守家 お GASKQ? ( 無 1 | 舞 点 国 泌 鈴 菩 ) 

20 ソ JJS 愉 つ のり 十 凌 時 映 飛 6 編 令 更 昧 革 占 他人 0 功 坦 G 編 呈 りり @ 電 時 @ 編 中 Y ツ 半生 9 近 宮 う 
JAJ 篤 時 枕 下 人 Q 儲 り お 染 JJG「 湿 四 G 編 」 祥 陣 埋 計 掘 肖 和 myGG 叔 "| 実生 福 @ 映 失 記 所 肖 my@G 会 政 況 2 
つ 旋 の 藤 功 學 り 喝 軌 坦 の 議 どろ り 名 下 人 の 人 や SO 計 完 Q 語 守 電 で 羽 や 「 環 障 G 舞 め 表 つじ" 陣 埋 G 湿 蜂 G 
編 叶 計り お り 穫 半 ろ 人 衣 Q」 (名詞 掘 王 」 湿 暑 編 弧 表 、 寺 幸 ) 人 「 混 忠信 【 限 坦 G〕 総計 財 生 NO の うり だ の 
8 うろ ? 計 宮 4Q 【 電 中 だ ] 晶 珠 寺 り お 2 の G の だ うろ 全 4 」( に 、 宮 、W 圭 昧 境 * 編 ” 者 柱 幸 坦 ) の うう 56@ 余 ぐ じ )@“ 

骨 恋 り コ 祥 沈 坦 蜂 (6 お 先 「 混 暑 @ 編 」) 8 際 坦 乱 \@G 過 余 心 ” 画 折 記 提 Y 電 遇 で 編 へ の 功 坦 @ 編 NG11 編 流 | 苔 
引揚 生 )G 尽誠 の 本 暴 G「 | 並 11 畿 叶 陸 ろう 」 ざ ろう 人心 政 志 区 nne で PAS@7 『 抽 円 隔 統 』 ぐ J ぐ 時 叶 
り 上 家 年 x 十 扶 6 名 下 細 叶 呈 鐘 誠 うっ 委 7 還 ぐ ン 紹 時 7 遇 押 対 妥 心理 遇 6 編集 尽 心 仙 @ 困 只 り YS YS 
% 功 料 G 編 MG の SGS)G つり 拉 8S の SQS の の 電材 流 革 提 所 所 遂 か 家計 区 持 党 宮 避 家 競う 

0 ツリ ベ ゴツ や ゴ 結 @ 江 Ax@ 組 編 Q 財 更 6 早 員 父 半 考 政 の 此 叶 り 89 JP 交 1 損 上 国 編 じ 衣 お き 心 絢 十 周 時 国 
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隊 の 国 舞 流 地 坦 つ お 8G 涼 彼 品 弓 田 編 流 半生 0 の 枯 只 つ お 7 や 誠人 S り 家 完 提 選 穫 大 宙 X@J 十 扶 G 角 編 判 弄 @ 遇 瑞 
8 守 で 5 人 愉 S@ Syn? 
困 聴 ・ 田 手 ( 無 1 容 規 ) つ 弓 国 散 ( 最 1 1 宗 府 ) つ 握 編 ( 二 11 察 稚 ) つ 韻 ( 螺 国 湊 削 ) つ 回 ( 無 国 宗 欠 ) つ 昭 ( 秋 半 涯 欠 ) 一 昭 @ 家 宮 
( 最 や 察 欠 ) 
J 先 0 導 紋 和 和 8 
喉 ・ 掴 ( 螺 | 泳 替 ) 一 編 ( 上 1 | 宏 欠 ) つ 駅 ( 筐 上 寮 喉 ) 一 早 ( 血 国 涯 誰 ) 一 昭 ( 箇 国 苦 府 ) つ 昭 @ 畑 球 ( 虹 K 察 吸 ) 
SYS@AJ7 人 | 察 夫 生 0 生 家 っ )69 和 v 宗 多 選 折 G 抵 時 柱 国 編集 購 生 yG 明 遇 7 柱 押 G 螺 叶 舞 人 握 編 節電 年 x6 画 
凍 " の う 愉 S 当 へ 帳 欄 じ 4SyQnT つの 放つ う 生 つり め 編 の 舞 ( 抵 上 ) 流 弓 寅 筐 X0 9 う 愉 りか 召 似 編 で 
伝 史 叶 引 品 遇 折 史 Xo ざ ろう 心 帝 応 品 半 ろ 計 うろ G や 人 0? 


還 寸 緒 @ 禄 窟 


人 さ ぐ 舞 鐘 叶 十 革 G「 | 慰 飛 叶 缶 編 ・ 決 究 @ 押 人 SN@」 ざ の ろう 心 判 宙 @ 抵 握 學 泉 \% の 紋 SG5 つつ 放つ 『 抱 円 団 家 』 
多 111” 惣 人 KG 総 親 編 抱 及 叶 二 半 GJG 相 路 " 電 維 ( 胃 功 ) で QJ り 寮 品 掃 生 ye 「 十 ご 蜂 G 二 中 9 つじ G 手 ・ 民 掘 G 図 宮 訪 
滋 wmm0 yo の G PAS@」 の ろう 作 共 開 つ 玄 代表 じろう 如 う 7 家屋 ぶ 二 扶 当り 6 枯 論 多 療 つ お 106 要旨 中 配 紅 G 十 
ご 牙 G 導 G 貝 遇 対 環 舞 を yG 明 矢 0 お り 叶 埋 人 る AS つ 余 つ 電 維持 路 隊 @ 臣 り 喝 ろ ワ 「 1] 応 折 叶 握 編 ぐ 所 
隙 【 障 〕 PS@」 り へ 対 導 呈 つ ^ JGK 北 記 租 りう っ 59? 十 舘 6 拡 所 叶 史実 人 S7 り 評 守衛 稀 り 8 の 識 阿 .R 守 っ? 
J り 守 旨 つ う 証 姜 り 人 Sye9 つ 人 放つ 『 時 円 概 編 』 選 失う りり 実 時 和則 翔 つ お 鞭 家 江 上 選 天 お 紋 選 り 農 っ 書 揚 流 父 『 
お べ ) 近 2006 記 玩 うろ ぐ の 約 *69 DJG り 対 揚 揚 つ り 層 7 
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民 給 結 0 が 入 短 て お mA キン 蜂 G 直 作 均 ろり 製 竣 @ 舞 さ つ じ G 摘 里 (1 思 @ 半 保 太 で 玩 ) 必 が 曲 ・ 固 ・ 
選 ・ 単 拉 因 ・ 製 央 央 斑 ・ 度 代 涯 枢 ・ 匠 包 箇 岩下 6 や 交 0 多 0" J 星 十 ご 蜂 革 め 国 層 や 和田 有 誠 岩 妥 玖 お 
志 や QS り GK 可 人 幼 心 銘 史生 符 倒 頻 詳 G 翌 限 矢 識 や お り ざ 先生 や 兄 答 て お "NOXQP『 店 才 編 』 だ 人 隊 ・ 
K 無 衣 か 息 給 GG だ 利 只 広明 る つじ ら )0 

( 吐 吾 NG 田 〔 附 ) が 軌 電 (vartamana) G 〔 拉 ) 多 手 (visaya) OO 名 Q 東 編 各 SG つ 人 る つ 襲 〔 了 〕 を 所 
人 K 恨 (sniyats) AG? JSQ ( 抽 時 ) 配 得 (G 押 誠 打 つ つ " 4Q [ 朱 】 人間 【G 需 ) へ 結 提 (nadhvan) 
〔G 頑 〕 久 県 AG (人 る の 玉 編 信 0) 

寺 拓 な 涯 電 玩 多 下 や り ポ 中 二 銘 や な 「 弓 底 ・ 福 全 豆 限 糧 G 無 誠 展 "和久 ・ 缶 陸 呈 限 糧 ・ 県 指 ・ 来 肖 
Gll 埋 舞 -MI 議 科 G 舞 知良 *」 り べ 衝 明 QSOo か LNA 

0 

選 提 ( 夷 暑 ・ 環 記 ) = 昧 幸 ・ 拉 拉 ・ 陣 埋 才 NII 音 可 所 
ざる ぷり AN 史 YJS 「 選 痢 風 境 G 着 や 」 ざ る RSDG「I 卓 G 頑 」 ざ 書 / 1 革 和 襲う お 束 ・ 回 ・E 
柱 ぺ ① 央 選 紅 国選 生計 所 澤 yeoe GPS っ う ) 財 補 キミ アーッ ー 必 @ 紐 記 稼 科 りり 史 外 つ 
SG 〔 拉 窟 ) 人 出 直 (G 規 ) 多 首 OTNG 合 「「 1 記 層 (sarvadharmas) 挟 洋 谷 や SQ 」【 本 選 か 0 入 ) 長 P 

AG") 
ざ う YP ス 6 人 QP 和 *Q? J@ 附 m「 | 国 遂 呪 涯 人 箇 り Xe 」 昭 引か ye7 ろう" 「 遇 揺 ・ 拉 迫 ・ 窟 坦 G ] 対 
だ 蘭 僅 PSy9」 べ 本 奨 う 9 天橋 肖 か 0 り 下 Q 全 99 AS REG 可 絆 G 図 物 が ご 蜂 G 拍 肖 GI 最 人 
拡 紗 障害 で YP 円 つ 揚 明 補 GPX@ 昭 宗 Me" 


J 祥 尽 送 つり 十 寺 "上 11 掴 区 還 最良 る 導 明 @ 応 器 障 器 郊 か 選 科 編 品 雇 玉 で 心 


82 


Q 


思 尺 阿 時 G 国 用 = 昧 所 

半 ( 志 味 ・ 状 記 ) = 映 折 
是 % っ か SG 際 4mee 映 泊 直 や SG り ざ 訪 軍 禁 か yGV US の 8 二 周 洛 「 | 屋 現 叶 柚 底 G 揚 ( 畠 ) や SG 」 利 写 つ 
GS 交 Q ン 1 0 避 駐 穫 総 0Atoom 目 Q 十 ご 映 G 震 肖 GNH 矢 RG 図 必 や 帳 つ お GP3SDG 信二 ご 映 G 拉 引 
SG 壮 肛 G 隊 収 釣 滝 年 の つ 如 生 家 完 で うべ 疹 SG の SQ? の い 軍 避 十 堪 ぐ 十 ご 医 ぐ 遂 痢 ( 表 皿 ) Q 組 瞬 対 円 つ 8@ 
P4ShQ? | 「 

つる つ 思 半田 中 / Q ン 摘 前 当 ち SG 着 畠 客 か て リ 刺 指 替 や SQ りき) 誠 押 肛 か 0 お 多 各 計 信 りお 泉 昭 
人 RG とら 各 宮 つり 短信 提 鐘 G 愉 抽 兄 起 押 婦 選 ・ 初 ESIII 紳 べ 旧 拉 遇 上 涯 和 @ や 汰 Se" ココ 
類 だ り QAAG 其 隊 還 AI 則 避 折 G 入 二 釣人 根 和光 収 ・ 膨 ME( 昭 ) G 地 G 季 舞 叶 障 69 の つ 十 園 守 下 織 G 
良 APG 上 生 くま S 補 注 舞 科 選 ・ 回 ・ 昭 GI 環 講和 や は の ゆ P つ ono つ 公 つ 十 鋳 用 幼 人 陸 殴 か YO 表 癌 | 選 
贅 SS や 叶 缶 衣 抽 天 G パ どの 1 宏 誰 誠志 晃 失 欄 K7 の ろう の の 計 祖 講 つ 必 人 る 0 お SPA 
お お 電 給 G 医 識 G 冊 答 交 十 ご 蜂 G 条 肖 G 下 0 の つり 紀 り お G わ 信 人 AO 

PS も な 富 現 顔 全 か て ピ 黒 下 や SQ り 多 視界 つ 選 人 る お G 名 PS 人家 撮 や 拓本 較 G「 和 震 近 」 
編 て G 上 編 で お 人 AShQo 編 用 っ 2 想 欠 Q「 境 押 還 」 編 倒 叙 半 か ye 珠 G 1 0 中 「 勿 本 9 除 ・ 無 ・ 編 GII 
枯 諾 り れ ゃ り 且 稀 法人 半 Vp ま SA 織 装 0 JO (人 愉 人 隊 儲 財 Oo) 半 和 舞 激 征 の つり 斑 電 か 
yo JJ や 虹 束 中 叶 区 り ひじ 了 租 % ポ 悪人 0 会 Q 遇 隊 で 中 ( 刺 拉 6 否 ) 稼 還 健 G や 3AG」 ざ びろ neQ も So? 
JQ 豆 4 「 求 G 庁 」 釣 補 Q 総 呈 角 編 P 和 XG7 ( 提 葉 り れ 家 完 二 失 @G 太 ン ” 程 国 編 陣 埋 求 計 や つ 人 る 玩 Q 家 療 う の) りり 守 
家 つ り 寸 著 叶 陣 埋 S 1 容 訟 ぐ 天 G 地 坦 つ 余 論 人 如 ろう ? 遇 了 G 回 生じ J 牌 和 つ りう) が 0 全 Q 近 征矢 ろう ぐ の SQ 


Z ZZ と 


( 苦 つ お 二 彫 G 過 臣 ろ S 守 所 や っ の 上 や つっ 」 の うろ の ) つる つ 雪 彫 有 せま 守 握 毅 叶 宗 去 さて 悪 吾 G 場 誠 昌 
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AGQ や 4SyG 人 0 本 欠 Q 家 時 史 懲 半 つ 旭 ろ の ろ 必 りき 約 結 09 ( 田 抽 底 晃 陣 守 る や て 来 来 G り いう 
の 飛 編 Pe だ 本や 人 SO7 や SS 二 合 叶 握 編 @ 表 男 史 泡 生 只 導 改 や 短 oN うっ" 扱 水 @ 吉 學 隊 べ 6 昌 瑞 叶 ” 暖 
P 包 ぐ く おう べつ 昭 選 ) 


に 関 ま 


半 舘 G「 1 届 状 叶 所 編 Q 表 握 ^ いひ w 授 括り 称 6@」 ざ ろう 心 刊 富 @ 撤 毅 ” 『 要 円 団 家 』Q 世 細 人 る 心 め 貴 考 叶 環 
なり の 染 交 生 8 お 刀 @ 紀 細見 で や)@G り 筑 交 ろう で の 人 SO 穫 る の 8 本 況 @ パ の うろ 改 り び 色 POG 近 
SO@” 820JG 定 柄 尽 郊 和 6 十 佑 6@ 組 隊 叶 
ご 尼 項 QG 十 ご 牙 ぐ 肖 @ 峰 虹 記 玩 且 つ ^ 臣 並 
S 必 堪 Gl 着 飲 吉 給 @ 編 鶴 対 季 恨 生玉 筐 Y8? 


(m) 健三 準 「 編 1 慌 十 霞 @ 愉 編 礼 」『 補 堪 環 K 赴 層 元 江里 落 』11” や 臣 一 ご 皿 " 

(Q) 『 時 円 國家 』 交 人 円 1 1R” II 国 国 四 皇 "* 

(@ の ) 惣 1" 円 1 RI 国 國 皿 芋 ? 

( ゞ ) 尊 1 円 1 RS 1I 国 國 下 芋 ? 

(6) 第 7 円 1 1R" 1I 団 国 陣 芋 * 

( 〇 ) 御 " 半 円 1 1R" 1II 国 団 了 葉 芋 * 

( ぃ ) 鐘 1" K 円 1 1R" 1I 国 国 現 芋 * 

(o) 『 照 絢 念 統 』 郊 11 く ^ 円 1 1 や" や 1 国 牙 | 才 8『 挟 尼 根 つ 纏 』 郊 1 半 円 1] く <ー ペ や や 倒 持 ? 
(@) 『 皿 円 構 社 』 親 代 1 RT KT 正 ゴ " 


同 同 同 同 同 


29 ぞ 


( 局 ) 
(ロコ) 
( コ ) 
( 選 ) 
() 
( 己 ) 

ご ち 
( コ ) 


( 己 ) 


『 尾 円 枝 家 』 郊 KK” 玉 円 | 1R" KK1 臣 -H 
区 素 四 1R KT 臣 - ギ 
区 素 四 R7 KK1 耳 
区 素 表 四 人 R 1K1 了 区 
婚 1 掴 最 出 (同和 了 に ) 稚 堅 
『K 虫 時 飲 編 』 列表 四 ] 1 や" 1 や O 四 に 
『 下 照 刑 内 表 礼 』 郊 -" 末 円 | マー RKR 克 生 ? 
浴 前 『 下 直 編 G 語 県 』 KK 区 ベビ に ? 
た osz, p. 100, 7. 3 一 7 5. キリ ーッ ー 了 N 午 りさ ろ ツ 7「 和 ホン リ G 流 旋 嘩 わ 稚 yo 中 観 区 角 つじ ろう ゃ ピッ 


SQ の ASSG 」J 記 つり 2)Q5 YY25o22277 の 6 p. 236, 7. 8. 


(ご) 
く ) 
(SR) 
Q) 
( く ) 
(くく) 
Q) 


() 


『 暑 円 陣 祝 』 多 1 円 1 1 国 団 や 慌 后 " 
孔 科 1R 円 11R" 同国 や 了 二 に " 
契 惣 1 ド 幅 11R" 加 還 や 了 帆 に " 
尻 惣 1 ド 幅 1 1R" 国 還 ズ 契 - ゴ " 

だ os52, p. 15, 7. 23 一 p. 16, /、1. 

YoZ22777 の 。 D. 50。 7. 29. 

Y23oZ2277 ゲ ZD。 50,/. 27 一 /. 28. 


薄 | 据 虚 国 紅 ( く 11 幅 ) 拭 1 崩 朱 国 振 (11O11 臣 ペ ヒ ) 稚 菩 " 


失 や 所 「 上 川 振 遂 十 」 窟 く @ 編 


給 | 届 提 需 信 必須 人 十 」 給 庄 呈 が" 航 策 時 飛 ・ 散 沙 ・ 功 坦 尽 お りや 打田 | 的 号 いり る 計 枯 只 つ 記 り 時 時 
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G 振 飲 や ASy 可 座 当り 尿 鐘 下 % お G 叶 1 で 以 如 規 G 社 論 息 多国 芝 兄 窟 軌 か 0 銘 や 人 8 の | で 兄 刺 替り 詩 0 
細 剛 幸信 尿 水 革 局 訪 剛 和 か 昧 指 @ 上 染 角 相 や 財 や 尽 守 の 健 う へ 間 選 貞 人 の や 4SyOS り 避 扱 つり 判 隊 ・ 申 
訟 や つり 二天 " 限 坦 G 1 湊 論 押 生 Xo 規 G 飯 思 つ 名 隊 計 奄 久 び 8 尾 編 や だ 7 和 か 本 欠 G 革 陽 銘 民 つ ^ や 判 菩 
べ 財 逆 6 神 只 眠 べつ" 屋 癌 G 規 っ 対 必 全 仙 さじ 衣 お っ 9 


| 葉 江 @ 編 


「 作 幸 近 民 」 給 はい うり @ 夫 @ 礼 刻 及 『 感 箱 編 』 委 ろう” 110S 捉 詩 satratas) 110G 半 圭 (yuktitas)! 
KSQ 倒 。 飲 訟 8DG 選 AG11 編 史 交 りう 69 天 り あう 7 うり 誠 交 晶 衛 り ま の 7 
弄 記 | 
《 手 (visaya) 僚 二井 yG が 7 編 (vi 近 ana) 計 計 わり” 所 当地 坦 つ 娠 うろ が 7 編 叶 填 D う っ? 8 お の つ 弄 痺 (atita)・ 
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下り 人 S)@」 ざ の うろ のめり ASyG 5 物 4Q 拓 G 区 中 玉 adhvan や 約 ふ りり 補 本 門下 歌 民 汰 全 4 パ や 答 y09 人 ぷ 宗 等 映 
憶 (atita) の 叶 表 衣 の だ ン 本 札所 G の GPS)@ 全 4 「 映 慌 倒 地 坦 和 か)@」 器 つじ うり の JSyG7 有り 宗 史 いう の” 田 
寝 環 窟 「 宮 1 尿 電 堪 Q『 作 振 飲 十 給 』 ーー 一目 幸 の 塊 十 G 民 態 の 宣夫 一 一 」『 向 御 や ッ ホ ー』 環 11R 耶 鈴 憧 " 


(Q) 
(の ) 
(3 
(Co) 
( ぐ ⑤) 
(に ) 
(o) 
(③) 
(ご ) 

ピ ) 
(ご ) 
( コ ) 
( 記 ) 
( 選 ) 
( 己 ) 
( コ ) 
( 巳 ) 
( 選 ) 
( く ) 


(SN) 


た o52, p. 295, 7. 17 一 /. 18. 
だ o$2, p. 295, 7. 20 一 p. 296, /. 1. 
娠 酸 「 捉 肛 押 加 一 一 日 境 押 吉 窒 @ 鷺 計 一 一 」 條 三 演 邊 重 世 索 弓 界 礼 時 『 当 冷 昭 屯 @ 決 本 本 』 還 こ や 四 一 因 び NR 皿 7 
公 o5Z。p. 299,/. 21 一 /. 25. 
公 o5Z,。p. 300, /. 12. 
KosZ, p. 300, /. 19 一 /. 21. 
1 | 棚 上 国 綴 (| 財田 正 ペ ヒ に ) 鈴 悦 " 
『 組 円 早 編 』 殆 還 ” 円 11R" 国民 
中 弟 11K" 素 門 11R” 還 べ や 夏 -H" 
尻 帝 田 1^ 円 1 RT 共 1 武 に" 
婚 | 掴 無 川 把 (国人 現 )^ 尼 押 還 振 ( 人 K 1 了 ) 鈴 崩 " 
上 菊 1 | 柱 上 国 紀 (| 〇 や 民代 に ) 維 悦 " 
『 罰 円 陸 祝 』 末 還 ” 義 円 1 1R" 人 国 1 皿 皇 
太 科 団 ” 円 1 SR” 1 国 | 三 " 
四 帝人 央 1 円 11R” K1 1 ご 契 に ? 
量 | 般 上 国 引 ( | 国 ズ 皿 ) 欠 菩 " 
上 | 抗 頻 代 蝶 ( 1 や 国民 共に ) 維 菩 “ 
『 屋 円 了 紀 』 弟 因 17 玉 由 11RT 半 1 1R 克 -d? 
抱 | 租 螺 国 堪 (1 11 1 民 ペ に ) 鈴 展 " 
『K 陣 疾 京 編 』 交 冊 国 ~ KK 円 11 マ "1111 ズ 夏 皇 ? 
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S) 所 孔 <@ 区 前 り 拓 っ)G?『 四 円 陣 編 』 半 O" 円 1 RT KK1 1 硬 皇 ? 
() 『 ポ 限 部 信 編 』 弟 昨 や "円 11 や "1 和 看 皇 
( 計 ) 抽 功 の 眉 懇 旬 り っ 6?『 四 円 園 礼 』 親 則 O" ポ 1 RT KITI 峰 
(SN) 『 裳 稼 礼 』 親 1 因 - 幅 1 KK 國 履 - ポ 

Q) 新車 作 伏 団 陣 せ " 


こ 紅 憶 規 @ 穫 電 


福 | 慰 十 葉 史 岩 爆 志 (asamskrtadharma) ささ つり“ 尊 天 (akasa)・ 宗 窒 (pratisamkhyanirodha) ・ 給 回 往 (apratisam- 
khyanirodha)G1l 計 閉 り "うろ 生 天 の 角 G 融 き 和 he 具 選 下り 叶 表 語 時 晃 玖 6 び P 稔 周 党 つ お っ 送 G 抽 肖 り 約 ゃ "7 
民間 遂 (samskrtadharma 農 弘 ) り 反 和 か :G 際 替り 約 y@9 天心 時 征 蝶 Q「 人 1 拓 飲 民 」 突 弄 ろり 近所 お 2 の 6 へ り 還 
AS か や 『 和 本 記 中 編 』『 潤 史 編 』 WS 電 胃 涼 民 痢 0 や り る 200 つる つが お 『K 昭 交信 幼 』 ペ 求 り SQG 地 
坦 學 穫 提 か Yo の SGS や 和弥 ” 十 寺 の GAAS 1 で の うり 9 流 P あ On07 共に 赴 基 可 状 的 押 引 つり で て" 


| 製 直江 


剛 電 態 枢 各氏 守男 状 父 皿 揚 りり 半 選 征 nG 共 り 邊 | 宮 画 首 G 軍 府 谷 皿 洒 つこ 7 『 惑 箱 紀 』S 6 
YY に ル < 
《 意 才 〔 苦 人 〕) 前 ぷう 4) (anavarana) 対 押 穫 く つ の 喝 上" MPG 革 も 中 室 還 押 り 睦 AP か ye QP4S9") 


GO 
〇 
QN 


JJQ や 明 宮 きき 無 べ 表 。 ズ 記 称 逢 ・ 藤 ・※・ 下 ・ 因 ・ 編 G 人 K 臣 や 和 約 Q 愉 人生 民 志 光 燃 y@? JG せ @ 若 蜂 (8kasadhatu 
押 財 蜂 ) 計 ^ 束 完 吹 ぐ くに NG べ 拍 せ 6@ 知 軍記 据 表 か)G 介 ^ 鍛 臣 さき 失 じ だ か JJ『 六 四郷 偶 統 』 ペ 押 。 り 祥 叶 台 
(rapa) 記 提 穫 和 くつ” 旧 選 下 Q 移 時 (akasa) 識 惑 如 XG 十 遷 授 り 稚 y@ 提 史 ぐ 家 り っ お 9 

J ぐ 110@ 人 提 求 G 心 釣 陣 財 中 6 搬 二 人物 明 り 味 押 補 7『 缶 薩 限 葉 祝 』 選 周 @ ポ や 革 家 りう 計 うっ? 有り 家 史家 つり 交 因 
虚 世 G 地 坦 誠 季 恨 つね く ャ 叶 『 胡 照 郷 念 家 』 で 半 瑞 (Bhadanta)^『 肥 四 貢 職 次 人 家 』G 皿 昌 強 (Buddhadeva)^『 重 
導 信 家 』G 隙 疾 交 虹 (Dharmatrata) の 和 ふ 204Q り に ゃ ソリ 『 沿 到 限 了 つ 軍 』@ 顔 堂 押 (Darstantika) の 給 Y 記 " y つ 
P『 下 才 編 』 移 うり 所 臣 史明 玉 芽 Q 半 穴 症 つり kila( 民 容 )QG 態 妃 臣 うろ" 曽 寺 路 G 近 十 付 季 介 つ " 才 選 六 時 瑞 
浴 Q 編 暇 定 り 処 枯 岩 可 作 時 記 本物 旭 る りり 移 吾 振 つ お 9 SQ り び 先生 や 7 総和 史 光る ろり 編 お 9 

0 りー 扶 2 の 拝 随 の 区 尊 や SQ? か 召 .NRAA『 董 円 枝 編 』 末 尺 

粒 妃 二 周 共 | 尺 顔 多 需 旦 偽 邊 了 給 」?「 財 只 環 に 、 泊 」 則 則 7 公 問 則 寺 特 共 航 坦 人 2 半 交 間 時 夫 抱 内 、 拘 』 
紅い 家族 や 二 同 叶 交 央 時流 環 周 光 相 の 尽 心 責 *@2Q うり)" つ 介 の 賜 震 湊 可 叶 飲 十 ジ だ うっ 余 Q” 交 
期 下 の 台 や ろ り 対 枯 除 つ り 和 明 へ 寮 XG7 お 統 郊 1 や の 

寺 鞭 に 、 昭 人 7「1 1( 因 区 ・ 則 S) 戦 、 記 」? 

JASNG り J 玄 oe 民 G り 祥 拉 論 07 召 論 『 的 塚 結 』 の 

引 "「 製 時 Nm 岩 境 " 回 苦 、 還 思 A 寺 則 遇 、 

ぺ 答 ふ ^ J@ 財 叶 羽 堅 人 る Q 急 人 兄 交 枯 剛 相 記 思 つり っ う )G 介 4 『 彼 艇 祝 』 の 押 角 相 @ 飲 十 學 箇 失 つ お りや) 入 


人 Q 祥 KG? 
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1| 加算 涯 


時 窒 肖 林 の 足下 齋 @G り の 多 y@? 利 虹 移り 家計 折 生 所 雇 如 か 7 『 加 和 統 』U う ろう? 
( 守 (pratisamkhya) の 7 折 尋 GS 【 国 〕] 全編 記 円 つ ン 邊 思 和 か YG りく J(pratisamkhyana) 約 " 生 シ 妥結 (pra- 
近 avisesa) の 乱 X@7_ JG 〔 皿 三 肪 苑 ) リコ YD 定 人 Q 守 KG ダ (prapya) 筐 宏 器 向 (pratisamkhyanirodha) 4SG*》 
電 嘆 G 拉 稼 り コ ポ 先 7 国 掘 ント 人 る っ 名 由 つ 書 職 か yo ざい の 論 お 次 洛 購 *O" り G 屯 角 呈 1 製 GR や 
3" DGRJIO ドニ で 民有 居 交 1 0 かい 理 い 表 戦 多 玩 %Q PyQ RG 拡 笛 や 「 記 りか し 守 GG て 吉 郷 」 つ 
JJG 組 上 じ 乱 MG 
二 給 @ 下 Q 元 本 RG 才 ざ つじ 6 喧 戦 Q” ※ 振 や 短 て 0 の K 怠 相 せ G 悪 へ G 李 癌 大 具 米 や ル 1 和 還 編 や 
恒 玉 お りお 補 G 提 和良 つく く な 『 橋 全 無 』G 部 仙 字 人 RY か 人 
EC 
り G 人 畔 綴 舞 な 況 玉 で 療 起 誠 思 授 つろ)G hpG 缶 " 寂 辻 釣 軸 良 hOQ ぜ 『 臣 才 編 』 せ G 晶 画 冶 や 3 
《 周 瑞 和 Q マ ャ だ だろ 愉 9「 | 届 Q 苦 違 〔 表 ) 足 押 坦 G 矢 Se22Q ウ 8 おろ (adravya)? 刀 守 QMS ( 茜 想 送 ) だ 7 回 
MG バ 心 史 8 雇 @G 考 揚 ( 表 ) 層 うっ 全 QP 和 SYO て だ SG 人 か の 壮 則 つ お (utpanna) 乾 嘱 (anusaya) 
-J 対 細 anman 球 守 6-) 幼 つ レ ^ 了 (pratisamkhya) GR で P” 尋 〔G 電 嘱 の 半 畑 〕 公 講 弄 つ お うろ 
G (anutpada) 法 。 色 須 や 96* 1) 
か か. 時 咽 暴 り だ 生か や り 計 弄 つ お 婦 習 -J” 購 改 つつ っ っ 馬 選 Q 製 G110 多 玉 次 GRP 党 つ お 家 宮 


筐 (加湿 ) だ QGP 移 ^ 本 堪 Q@ パ な 尽 記 G 押 療 計 材 Py@ 泡 散 科 半 う ろう 必 " 


17/// 


め り 『 四 由 肢 宜 』 絢 多 タ ツ 。 下 迫 認 す っ り 昭 @ 弟 玩 家 G 県 So 
い コ 組 綴 ”「 明 提示 加 」" 長 、 昌 足 繧 、 直 、mR 上 馬 1 居 琉 科 突 池 旬 選 壮 赤 ” 遇 、 長 台 載 明 豆 戴 、mR 
。 款 表 財 a 杏 "」 

り 叶 基 衣 ( 家 党 ) 宙 3 世間 ろり 過 短 て お 2 の G 羽 先 。 表 閣 や G 舞 天 
展 下 時 本 、 編 rm 示 (" 還 芝 m 表 肖 吉 貞和 誠 
つり 7 押下 鞭 了 志 だら べ 則 遇 つ お りや 誠 稿 間 つ PXGG も コ 連 拓 悦 下り 財 電 る 愉 り 誠 y0 
明 謀 的 生 り 血 生 ざ 刊 上 *uG 幼 弧 史 ” 十 短 で 『 曲 時 人 家 』 移 癌 る くだ 『 往 赤 無 』 羽生 補 馬 .REDOS か 料 AA 
0 「 舞 近 只 李 剛 7" 昌 箇 世評 才 」 直 
細 ”「 部 鑑 還 、 吉 引 史 9 上 は 広げ 


鐘 提 坦 」 民 回 」 坦 、 給 」 紙 性 人 尽 癒 麗 民 ? 
つ 余 つり 宮 先 お つ 放 画 足 G 手 天 あり 対外 8 う 0 策 7 当 結 G 軍 宮 の 叶 肢 由 公 王 宮 KG? 


中 共 誤 愛 


『mK4m 編 』G 敬 回 舞 岩 想 G 結 密 叶 寮 G 隅 いや 約 y@? 人生 如 
《 履 沙 G 弟 遂 G 壮 弄 (Gtpada) 対 栄 親骨 和 yeG 策 7 眉 洋 ( 団 愛 )) 史 机 8 筐 り 移 へ 家人 交 陸 個 人 稚 y@? 応 計 
人 Q り 家 叶 記 り ソウ 8 感 で 守 うっ 玄 〇 の 約 DG 9 PJ 上 放 ” 嘆 (pratyaya) 人 長生 NG りり (vaikalya) 記 
ぐ し 宗 SIGQS の AG5 思 守 10G 加 中 る ひ うり うろ:6 路 毅 計 (CMS 央 写 普 史 財 弄 つ 8] 己 6 四 多 伯 ・ 
移 ・ 遂 ・ 講 記 〔 底 忠和 つつ り 層 4Q 生 ) 遇 抄 < 捉 史 りつ no MM 味 Q 対 千 隊 の か て 先生 国 編 叶 半 更 か YO@ ら り 筑 
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計っ 9 如 宮 4 SO 休 編 ^ 弄 玲 G 掘 訴 責 年 nG 私 如 ろ 人 人 Q や 人 和 Sy@9 AM 味 ひ り 染 国 編 G 茶 明 谷 や 

人 STD 喉 汰 長 G り 見 や 貴人 ASYGG や 39 

い 8 必 緑 長征 0 4Y の 琶 沿 末 電 D 半 ろり の 4SS@? 丁 氏 足 「 八 振 角 十 」 給 包 下 お SGPC DSG パ 人 
守 筐 刀 近 snQ 骨 お G や 絶 選 選 

20J く で 居 表 突 中 "時 舞 QG 聡 世 尽 D ン 『 了 問 肌 編 』 ぐ 莉 沙 和央 X@T JG 医 叶 弓 職 じ 民 つ お 7 涼 時 『 三 
衝 編 』 訪 6 明 咽 葉 ぐ べ ャ ツア 4Sh0* 

(( 昌 画 組 G ス ャ ろ 愉 )"「 到 儲 つ 虚 流 民 長 Q り 5 P 計 D 信 る 衝 。 血 家 租 や SGS 1) 

寺村 つの お 判 松 の 尻 札 じ 約 y@7 征 如 

銘 二 次 編 ?*「 共 時 答 記 澤 副 握 下 彼 旧 」 編 記 ? 回 諾 候 京 画 計 遷 、 十 ? 寺 開 編 : 拉 、 選 ni 皮 

JJ の 二 著 半 時 答 G 所 4Q20X@ 光紀 周 史 民生 8 宙 き 直 6@ 明 編 窒 人 じ っ う っ 長 Q の うろ 心 購 坦 賜 
I 代 つ っ: 『 窓 搬 編 』 お へ N 器 尻 半 区 表 編 呈 下 の 家 如 う ? 


還 雇 


ペ 志 二 園 Q1l 洋 臣下 G 押 民 玉 4Q90n6 判 加 計 下り 交代 。 WS 判 剛 『 下 箇 紀 』G 判 棟 講 ン り や 約 y@9 つ 余 つ 
『 皿 円 脚 編 』 中 央 下 下り い うじ ぷ 二 扶 6 社員 學 祥 玩 和 ン 乱 ン 頒 つ ろう う 7 つ 為 のり 宗 中 如 符 8 必 壮 閉 ? 県 判 語っ め 
さっ? 買 包 流 突 ン 常 滅 つ お SS 史 判 窟 G 突 つ DP 弥 7) 守り 入っ うぷ ポコ 7 
ご 届 周 肖 想 流 多 二天 じ 豆 ろ り ざ 中 か PJ 『 本 照 薄 信 統 』 で 懲 ” き 起 只 束 ( 起 )・ 障 狼 尿 晶 ( 送 癌 ) 貢 こ る 『 迷 不 

了 員 つ 纏 』G 顔 光 避 で の 邊 刺 多 家伝 近所 法 多雨 期 / 環 因 蜂 G 選 十 計 ② 写 普 衝 根 つ D つ en り 


JJ ト M 和 ミル G 牙 軍 G 1 ひい 対 麗 Xe 4 衝 和 0? 


S 回 党 ・ 


区 各位 岩層 @ 司 幸 史 穫 提 生 yeG だ" 『 六 照 郷 京 家 』 ぐ 閣 渦 舞 令 咽 尽 P 和 ” 憶 容 


\@-J 困 . 太 SO? 
S 十 結 A『 谷 近 編 』 ぐ 上 穫 ” 農 小 瞬 い うり 約 吉 必 肪 所 如 2G 時 う 


( ワ ) 
(Q) 
(の ) 
( さ ) 
(6) 
(⑤) 
(に ) 
(o) 
( ) 
( 選 ) 
( ロ ) 
(ご ) 
( 選 ) 
(3) 

に ち 
( 選 ) 
( 司 ) 


( 選 ) 


『 杏 貴 記 相 編 』 交 17 門 1 HKT HIHKR に 7 『 肖 柏 相 編 』 交 1O" ポ 幅 11HKT 財 O 〇 O 四 に 7 
公 o52, p. 3, /. 23. 
『 本 照 区 飼 幻 』 交 や 国 " 円 1 1 や "人 ベ で 牙 皇 ? 
簿 | 授 上 区 1 把 (11 民 ペ ヒ ) 堆 君 " 
『 持 円 妥 纏 』 交 "KK 円 1 1R” 1 国 や 阪 芋 * 

中 綿 1 や "円 11R" 軒 O 工 - ゴ " 
『 偽 近 編 』 交 11 円 軒 現に ? 
な o32,p. 4。 /. 1 一 /. 2. 
玩 所 「 看 導 く @ 衛 一 一 引 1 選 給 G 双 到 一 -」『 財 応 』(「 ミ 3 痢 昭 國 」o)* 1 還 1 了 ペ F 
生 1 | 舞 多 国 弓 (1 | 国 1 1 下 ) 維 悦 * 
『 本 照 薄 介 家 』 親 人 1 円 1 や" 1 天 1 破 " 

中 交 昨 1 由 11 や "1 拓 1 販 持 ? 

だ o5Z, p. 92, /. 3 一 1. 6. 
『 抵 円 了 祝 』 交 1 や "円 11SR" 還 lllll 民 に ? 

臣 科 1 マ ” 門 11R" 思 lll 牙 に ? 
『 筆 勿 礼 』 紅 "円 11117 人 K マ 区 に ? 

切 第 1 民 "円 1117 11K く 区 に ? 

区 弟 11 ポポ 由 1117 1 人 K ペ 民 に 7 1 居 尽 下 二 ? 


・ 十 財 ② り 家計 般 やじ う 
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(③) 友 o52, p. 4, 7. 10 一 /. 14. 
(SR) os2, p. 92, 7. 7. 
QR) 『 時 円 陣 統 』 表 1 や "円 1 


IR" 軒 旧 国 民 -H 


民 虹 QQ に 軌 拒 釣人 李 提 か yo ベ ャ だ 明り 人 約 hG? 


| 『 ポ 時 導 信 引 』G 


ト ′ 窓 玩 電 融 "「 鷺 判 租 洋 訴 圭 」 李 


錦 泌 舞 


長 市 所 


(Q) 


て 代 半 電 次 "「 映 党 窒 に 営 窒 租 」 遇 彰 掌 舞 」" 


か 箇 玩 電 宮 "「 営 手 本 im 症 現 李 


(w) 


ICE 


HH 徹 融 "「 幼 症 枯 要 茶 箇 電 壮 了 坪 顔 向 押 回生 ( 麗 編 7「 世 洒 加 吸 に 妥 二 に 援 訟 品 


( ゞ ) 


癌 編 枯 要 党 jp 静 電 送 7 


(@) 


KR 龍 沙 撮 窒 "「 聞 直 縮 要 導 款 普 」 了 


尽 ” 竹 世 融 "「 川 利 相 束 革 | 潜航 」」 
絶 潤 膨 、 回 下 凌 癌 "的 、 編 光 


長 」 絹 穫 押 7 回 邊 」」 更 給 」 「 把 | 1 ※ 際 ul 昌 所 
ZZ ーー ーー ZZ ZZ ZZ と と 2 


所 尽 更 S、 寺 突 忠 南 、 和 覚寺 穴 S、 失 」 


(に ) 


サ 徹 電 部 * 「 GE 六 環 款 ii 濁 穫 下 J 長 頭 答 抑 」? 


ざ 
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Mk 
。 っ 生 家 の 餅 民 拓 じ が 拓 う 年 x9 閣 堂 G 諸 窟 PANG7 つ 人 放つ 紋 人 Q)@ 4 萌 横 舞 叶 に 四柱 だ か 

P 航 竹 穫 立 うめ 近 りう お つう 7 選 過 『 閑 楼 晃 編 』 紋 買う 藤江 失 流 症 革 ・ 共 琴 ” 人 川 ( 由 ) 丁 相 加 " 葉 ・ 足 ・ 択 
記 GI 人 BS で うり G 近 民 ぐ 400@ り 交 枯 具 つ RG8” 需 @ 堪 科 肖 GS せ ジリ で SG1 倒 也 る の 個 落 如 店 編 対 つ ソ 
っ 9 全 届 DS? 違 届 祥 ・ 若 鞭 芽 林 宮川 振 災 電 突入 に SG 上 肖 及 GS? W 選 悪 ・ 共 悪 当時 獣 (回 党 ) 釣 


(@) 
配合 穫 人 玄 @ 写 机 學 給 外 か @ お 誠 愉 持家 誰 り 8 か や 纏 新 押入 の りや 環 回 0 りう )G"* 


11 『 究 搬 祖 』 


『 和 松塚 編 』 の 8 応 @ 顔 毅 押 へ 匠 D ン " 生か で 6 に 加 柱 に 拉 人 @ 塚 民 筐 対 季 恨 和 か y@ 染 7 間 揚 菩 要 はい うり 回 衝 
Yu と (た こん 


装 揚 還 部 直 否 坦 境 iR、 寺 ” 範 否 坦 判 iA、 演 " 珍 培 坦 " 了 坦 搬 坦 中 札 直 本 17 区 a 応 志 m 融 SG 店 租 千 1 区 き 環 
尋 搬 朋 家 憶 葉 鍋 穫 組 導 圭 17 麗 問 剛 朱 憶 邊 の 基 下 6 ( せ 寺 ) 層 祝 ( 団 環 晶 | 疲 寺 7 搬 導 1 並 半 記 筐 更 尼 諸 、 


(@) 


江 必 ? 己 、 昭 j」 更 軍 」“ 
JG 心 多 帳 拘 G 所 持 @G「 恥 揚 震 」 ざ の 中 「 べ 筑 半 交じっ 6 証 」G 棚 肖 悪人 6 昭 愉 SG 人 4 「 国 相 」 や ズ 記 対 宮 
か の 昭 MOT YA 近 ぶ AGANJG『 飼 売 礼 』 ぐ 枯 只 叶 「 半 ・ 直 ・ 貴 ・ 油 中 ズ 証 会 G 判 品 対 り 限 餅 や ぐり 
約 う Y ツ SDQS DSG 余 Q。 間 汰 ろう 心 愉 半 刊 ・ 直 ・ 惑 ・ 箇 の うろ や 京 現 集 地 坦 か y@ や や 議 ろ 」 の ろう 心 拉 奨 品 
AN@G 生 加代 P 人 SAY JJ J6 首 路 補 相 だ 2 の 2QG 叶 『 半 照 薄 偶 紀 』 尽 時 赴 屋 QRG の べり 尽 記 0 表 っ ょ 05 生 記 
0 
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(性) 


代 RRE 者 "「 呈 理 還 林 半 所 R、MP 民 拓 旧 R、 直 " 朋 氏 門 G、 旦 案 世 RG、 和 P 章 虹 呈 ? 
つる つか や 避 季 1 統 提 ろ り 幼 妥 つ お 7 う G 典 測量 癌 当地 で 普 根 や RG 本 ARGS 叶 僚 HG『 笛 了 
坊 』G 害 較 へ MS コン 暑 き きつ P る hG" 2SDG る 外科 乾 G 普 袋 JG『 稼 』G 隔 短 用 で Ph 人 "時 肖 G 
m 馬 JASSQxn? 

JJQP『 飼 了 幼 』 で 「 給 計 摘 整 | 普 引 "柳下 | 紀 対 放 近 東生 剖 忌 折 、 誕 」G 拉 隔 編 区 G『K 申 類 
全 幼 』G 政 仙 鶴 太 せ G「 抄 1 須 只 二 ml 相 , 畠 地 」 | 失 | 紀 拘 半 可 抱 堪 『" 毅 江 選 膨 」 コン 皮 き つり っ 50 次 
Q ン 『 管 了 編 』G 足 舞 太 『 計 時 全 家 』G り G 畑 旗 鈴 更 昼 つ お も SQ 

20QU『 管 也 幼 』GAE・ 忌 ・ 所 部 兄 惑 キ hG 記 乱 誠 寺 稚 ど 介 て? 

選べ 過 " Np 地 胃 (GR・p・ 羽 部) 遇 3 葉酸 6JP 所 入 区 、 綴 東吉 G 地 半 導 く 放 冊 

『 禄 了 編 』 足 思 ・ 足 ・ 羽 環 雷 (Sabda) 対 近 肘 ざ つ りう 0 の ろう つの 放 つ りり の 提 江 交 人 く ( 表 虹 ) 及 和 和 が XG の ろう 必 G 

旦 郊 史 周 職 じ あう 


1 『 豆 者 級 』 ぐ 時 瑞 芽 


『 下 電 紀 』 移っ う 判 隊 ” | 還 @GK に 加島 9 提 人 誠 " 思 罰 くべ @ 閉 聡 信 Q。 志 先 早 喘 虹 直交 臣 ろ ピー っ 生 
穫 提 つう @7 DJ@ 心 所 机 絢 区 時 移り 思 選 中 交 雇 じ 誠 mn? 
《( 因 叫 臣 ぐ くべ ャ だ うろ うふ) 「JG 【 帳 堅 G〕) 心 A め < 下 栓 (pravaha) で G 思 父 筑 購 (otpada) 和則” 堅 理 Q 皿 答 当 無 
(vyaya) の 4? MC い Q4Sx@ り G 下 過 人 YQ の 6G 篤 直 (Sthiti) 内 ふい JG 避 揚 G 枯 所 Q 組 雇 節 直 G 
忠 (sthityanyathatva) PASG ”」2 


〇 
〇 
6 の 


JG 件 由 ” 0 交 結 玉 『 村 限 導 切 紀 』G 痢 江 況 給 RQG せ Q「 吉 、 鶴 涯 遂 忌 更 思 、 寺 扶 中 献血 区 直 、 掲 」 べ の "還る 
国 避 G 幼 ろ 記 応 の か 尿 完 。 放 必 PA 人 SyG9 お 判 穴 信 『 下 穫 家 』 ぐ JG 六 据 め 
《(( 時 咽 芝 ぐ くべ ャ だ ろう 心 ) 「 人 状 集 | 並 判 わ Gata)” 直 つ (sthita)” 航 < (Girna)^ 筐 か ye (nasta) つろ 心 り 4 紋 記 
いつ eS の ポ Q 感 庵 埋 つろ 0 光 RU 
欠 々 P 2:6 染 月 穴 民 G 顔 稀 舞 編 玉 G「 押 1 抄 1 並 抱 壮 抱 更 抱 箕 」」 の 4H 区 り 和 内” 所 難 箕 \@ っ 叶 早 咽 洪 ぐ べ ャ 
人 『 本 了 薄 信 紀 』G 秋 氏 舞 窒 伯 瑞 い くり 応 完 記 工 つ 計り 寅 愉 全 y@Q や 人 Se? 
志 ・ 足 ・ 羽 彰 有 で うす 所 共 
《 味 103 0 30 
人 人 NT 中 〔 世 ) 誠 m 埋 AG2Q も 多 斑 る る 
狗 て り Q 染 坦 計 加須 の か Go の GPS の 枯 中 つり ろう 69 だ 民 G『 徐 人 細 』 | 共 流 眉 い 4Syo? 


還 填 峡 


『 屋 円 隔 編 』 ぐ 負 に 加 人選 G 正 避 う 8” 宜 面 義夫 届 称 『 惑 条 紀 』 ぐ 判 時 <@ 更 用 6 うっ)09 や つり 二 彫 
表 つ 8” 定 枯 要 0 走 ・ 足 ・ 羽 晋 下 つじ G 居 幅 区 つう)09 に り 対 護 n? 
% 生 押 看 だ" 所 蝶 征 選 『 豆 箱 編 』G 早 喘 汰 給 學 志 G ヘ 応 皿 本 he? 
Sa 才 千 飛 Em 長 、 更 給 」"「 決 過 加 栓 忌 更 民 、 寺 泡 填 紀 想 、 演 王 記 要 埋 坦 冊 選 、 粗 弓 所 宮 応 刀 ( 胡 
星 」」" 
りり 家族 家 8" 所 喉 (時 拓 ) せり 6G 早 天 編 和 「 十 翔 QG 償 (paksa 拉 嘱 ) 画 つ 」 り 乱 て お の ろう 愉 5 生 如 RAQ 十 結 の り G 
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窒 學 枯 褒 つり ろう お や や 称 ” 判 野 ぐ うろ の 早 咽 江 で 呈 り り じ 十 結 計 環 か GP8 う 放つ の 静 和 や NG 3J 入 あ T 
っ 生 神 つり の 二 結 拓 琶 へ 眉 懇 有り 『 に 虹 薄 余 祝 』 で 萌 交 的 編 避 譜 評 りう お りり J 徹 礁 人 KG? 
20Q 紀 二 周 先 う 選 " 
| 還 写 "「 決 に 基 、 直 所 選 、 直 時 机 る 王 1 走 幸 に 、 遇 可 下 下條 時 幸 直 7 華 三 図 。 拉 " ( 補 寺 )」 
寺 扶 4 家 腕 7 芳 選 だ 査 h@ の ろう 愉 り 染 避 っ? 忌 直 生 *@ 当り の y 家 叶 園 人 6 思う 下記 PSy@? 講 
SQ 細 過 刀 直 科 つ SQ\Q0 必 妃 思 G 困 ( 三 直 和 の う 心 丁 枯 要 ) お 人 8 地 坦 つ う 人 評 Q の 穫 hG? 

JG 二 扶 G 神 鷺 叶 ^ 本 零 QG 促 選 可 の つり で 直久 季 提 つ お 2 の 26 の SQ? 十 甚 多 填 臣 G 閉 替 叶 " 求 G 終 租 刀 際 地 1 福 身 
S 窒 P 和 Y お 89 ツ 家 な 『 下 穫 結 』 や 総代 応寺 臣 を 二 G うろ 心 粗 "判定 | 講じ 医 う 所 肖 移り 導 往 誠 状 
SG 怠 抽 は る る CAQE う 2 の 0 で の SG 缶 XG り 光り 6G 握 送り 『 補 塚 引 』G 編 ン 「 提 の) 叶 / く 宝 委 周 ポ 
ぶり 良 尽 が の 計 ろう 愉 」 で のり 7 者 ン 人 ふ だ うっ う ? 204QU『 窒 飲 編 』G「 財 状 誤 央 王立 人 」 7 十 舞 SG「 映 」 貴 工 」」 る の 
SH ン 眉 り 握 肖 80 つう ツウ コ ス ? 十 周 の 『 委 塚 編 』 で G 赴 押 叶 お つ 余 絢 散 控 天 上 き 人 上 玉 の MG 人 4Sy@" 

二 扶 G 臣 ・ 足 ・ 慌 萌 @ 弓 欠 交 選 一 7 生 宮 礁 

父 思 租 守 、 お Rm 「 据 半 想 、 臣 、 壮 李 装 他 誤 泡 寺 」 表 記 宜 記 、 ペ 筐 iR 革 人 9 所 庄 康 李 」 宗 醒 」 還 穫 時 に 、、 

琵 J 
JG ぐ 寺 だ 内 記 「 抽 漂 移 選 つり 半 年 N 完 @ 電 人 @ 装 」 べ 応じ っ が 6 全 Q 限 て SS)@ 搬 掲 ( 柚 半 三 昭 ) の 
傘 和 PO JJ れ Y や 宮 同 品 握 肖 計 人 刷 害 X60 J う 宜 獣 り 半 @SSQnT り 家 全 0 『 徹 飲 編 』 ぐ 「 状 人 く G 伝 革 
へ 」6 福 狗 和光 忠 当 約 MG 玄 N か 計 人 於 誠 う うつ 余 つ うっ 生 表 つり 2 の 7 十 閉 貸 矢 ・ 足 ・ 民 画 叶 電 対 押 未 き つう 
9 J 近 県 弐 計 " 半 ・『 祝 近 編 』 へ べり 加 記 区 の D ン コリ う 567 

寺 斉 合 滞 天 @ に K 回 島 選 釣人 愉 失う 記 全 に 密 答 D@ 全 所 松 を 『 令 塚 紀 』 へ つり 蛋 閑 か その 販 押 穫 りう 


09 


如 つり うお へ 和 ぶ ぷり 夫 Q ン 写 殖 う 天 ろり SQ 
に 関 


ご 汗 鞭 6@ 悪 札 加 の 貢 ・ 足 ・ 状 G 近 電 対人 季 掲 か )G 昭 回" 着陸 ・『 谷 押 編 』 尽 り ン 『 村 遇 導 訪 澤 』G 藤 筑 抑 給 尽 
王 拉 my 

SQ 人 赴 避 拒 可 要り 誠 つ り 叶 ” 十 千 ・ 所 際 ・『 礼 押 六 』 の" 『K 照 区 餅 編 』G 攻 帝 宮 給 記 個 郊 据 送り 宗 計 本 い く 守 
ら " 記 医 つ お ふつ お 伺 給 染 下 SD" 


(") 『 ポ 四 功 編 』 鵜 由 還 "円 11 や 7 11H 1 国 皇 " 
(Q) 中 物 II 玉 帳 1137 還 や ド 民 -I" 
(m) 中 絢 | 還 や "円 1 や "や R 失 民 壮 
( ざ ) 想 弟 川 く ” (107 1 て 民 ゴゴ " 
(o) 区 帝人 川 く ” 六 由 1 や" 1 マ 展 に 


(o) 『K 照 問 人 礼 』 親 人 RT 11Y7 11OO 皿 ゴ ド 庄 委 『 情 限 員 限 壮 餅 統 』 の 放 避 や 人 SS” (『 屋 昭 虹 陣 薄 信 礼 』 弧 1 1 
K 門 1 1 く " | 国民 に ) 

(に ) 『K 照 功 編 』 郊 1 国 " K 円 11 や 7" や O 皿 ゴ " 

(o) 癒 筐 役 『 政 才 編 @ 唐 款 』R 〇 皿 " 

(の ) 『 准 飲 紀 』 親 で ド 門 1 11 く R 慌 王 ? 

( 選 ) 『 ポ 皿 区 父 編 』 弟 川 マ ” 円 11 や "1 マズ 由 皇 ? 

(ロコ) 上 | 角 上 代 振 (| 1 国民 ペ に ) 稚 肖 7 

(ご ) 『 祝 近 編 』 郊 や "円 人 1 11 く R 皿 に ? 
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(@) 人 osZ, p. 77, 7. 5 一 /. 7. 

( 語 ) た osZ, p. 78, 7. 11 一 /. 12. 

( 選 ) な osZ, p. 80, 7. 22. 

選 ) 『 明 円 陸 幻 』 弟 11 円 11R” 財 〇 や 厄 に ? 
() 避 弟 1 周 円 IHR" 國 1 1 民 
に ち 尽 弟 ] 財 ド 門 INR 財 ]1 財 峰 に 


葵 1 〇 編 吐 垢 図 @ 和 鬼 


性 握 じ 二村 父 束 計 財 多 提 つり や つり G 搬 近 流 十 周 G 愉 編 紀 隊 る 坦 叶 回 @「 八 拓 押 筐 」 編 く @ 層 編 の 
上 ン 路 . で いう)@ 表 4 対 狗 の 立 め っ? 


| 呪 電 図 呪 社 冊 


『 下 和 和 編 』J 家 絞 本 需 Q 現 証 剛史 所 6 コ 愉 見 隊 伸 人 0 
( 貴 十 〔 了 ) へ 先 回 2 中 Eo の 6 も AG9 回 る (mithas) の 先 税 回 史 (paramparyena) の ろ 必 編 表 や 4Syo? 
宮田 上 喉 0 押 か マリ" 下 配 国 P4Sy) 
か 如 A 惑 十 図 (sahabhahetu) へ 各 下 癌 め 好 担 和 hG 押 倒 回 る 紀 困 ・ 明 召 給 ひっ 0 必 完 較 人 Sy の 0 か 8.RA 


区 普 加 回 困 明 Q 外 里 記 代 つっ)6? 宗 選 詩 回 本 疫 ( 更 ・ 穴 ・ ペ ・ 恒 ) 召 加 っ う 尽 現 十 農 じ 准 ” 吉 記 負 旬 軍 ” 避 可 遂 


。 民 想 窒 Q 喉 の 眉 関 人 稚 bQ? 

B り り 守家 つじ 『 眉 円 要 家 』U 叶 7 所 局 表 )@ 4 改 7 十 翔 集 惑 購 陣 @ 柱 地 対 和 掲 つ 計り る 筑 民 0 表 じ う 7 悪 填 了 
トト M 気 くけ 選 油 | 宙 じ 計 和光 % 必 医 う Q 家 っ 回 態 り 移 い PS 明貴 ゆめ 明 Q 氷 う " 軸 ふ ン sahaja-hetu, sahajata- 
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短 Y^「 包 々 表地 押 (Abhidharmika= 王 較 ) ” 映 ・ 来 栄 ・ 陣 坦 G1 境 ぐう 生玉 の 環 室 糧 埋 ON 間 AO 
拓 電 」 胃 ) 合 Q 尿 抄 で 逆流 隊 り 応 現 つ ” 下 靖 糧 り 前 了 和 や @ り J” 内 下 を る GSG」 ざ 相 具 か ye で や 4Sye" 

ペコ SG へ 避 胃 功 " 判 障 G 朋 秀 由 世 避 表 か 所 沢 外宮 G 区 編 ” 架 富 か yo 購 K 交 中 SO@ り 入 や お 9 y ま や 計 
聞 只 所 際 G り G 剛 峰 m4QG の G ざ つり 鷲 医 つ お GO る MeA も 吐 お る で も 4 詩 宰 信 " りや 倍々 叶 音 
Q 農 棋 誠 "の 必 押 下 相生 6 泡 落 染 稀 y@" 

判 松 内 世 り コ ポ 先 7 枢 - り な 「ASyG 現 完 咲 大 夫 つ り ” Mu9 @ JJ」 め 父 び お 9 生玉 NAT 岩 認 る) りあ 
選 ( 中 ) 父 ふ 」 誠 宮 玉 AS 守る 現 () 公 岩下 の ろ 心 器 ( さ ) 拓 現 つ "店 要 *y@ り J」 や AS り G 聡 47 
「 写 競う つじ 」 さ )「 衣 弄 か か Ko」G1 1 走 臣 流 臣 散 め SQ つつ P2 の 7 る 生玉 つり の 「 隊 」 コ だ 窟 前 「 応 州 つ ^ 計 馬 か 
oe」 の る 証 癌 品 0AGO OSND (AR)8 旧 軌 (で) っ の 届 王 下 電 本 0 吉信 麗 も NNE 生生 9 と く aOS9 
ズーG 写 り 叶 "反証 叶 断 据 衣 忠 史生 流 舌 X0 バ 愉 団 職 0 宗光 人 5@? 

JJQ め 答 つ お き 必 生葉 G 十 1 1 責 恒 呈 串 民 涼 国 机 誠 中 お 不 習 頻 醒 や 称 ” 1 RS や な ご 配下 埋 G 家 量 詞 証 記 
柱 窓 認 喉 め 窟 切 つ ^ 思 所 やせ 「 編 一 邊 因 」「 悪 一 也 」G 長 ソン 障 組 @ 早 員 硫 記 臣 王 品 認 喉 や 窟 茹 つ 政 Xy 世 如 弟 天 
計 本 つり っ ろ )Q” つ 届 作り HG 晶 醸 G 泡 戻 や 呈 串 羽 G 普 衣 詞 所 所 族 兄 い ろり 旦 側 着 か AO 穫 下層 G 尻 草 政 時 0 
っ だ 可 S 挽 つ 全 拭う の 症 宮 お G の 紅 Qn1 
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りう り P 家 古 の 和 @G パ 心 り 筐 馬 6? 
( 青 ) す "SG せ " 畑 詞 包 m 叶 7 弁 - ペ ン 夫 記 錠 (prati) ^ 遇 天 限 弓 G 抑 や 間 半 (5) 想 叶 果 人 
SG 釣 ふい ? 1 地 臣 @ 壮 "中 維 矢 y@ 法 准 ? 羽 G 益 寝 災 りり 環 ふ ソ ” 他 半 時 「 弄 」 記 福生? 紀 里 (ktya 三 tya) 糸 だ 7 
隅 玉 円 G 稼 太ら SS 束 諸 球 J4m つ り 鬼 祝 か < 濡 S 負 (abhisam) だ 7 S 玉 記 れ G 板 お" 副 (ut) DA っ IS 
刀 ら ? 維 章 ( ツ pad) 相 史 融 呈 G 導 大 " 頭 交 さじ 昌 の 想 生玉 田 ふ ピ ^ 益 章 蜂 空耳 」 刀 筐 SG 鍛 疹 7 
「 孔 G 陣 田 兄 邊 つり 六 生 ふじ 中隊 0」 昌 天 「 鷲 恒 」G 折 が 
りり 48/ 衣 扇 糸 弄 和弥 pratitya-abhisam-ut-pada 3) 着 ぷ で ソ うお コジ 人 SG JJQGx 尽 407 prati 「 皿 
坊 』 ji 先 「 提 了 tya SPPSNHSh2N 「 軸 」 abhisam 「 綱 和 和 JJ ut 詳 「 二 直子 Ypad 補 「 丁 」G 組 
P 和 *@ っ 7 生 半 大 AA 憶 同和 87「 憶 く 陣 福田 渦 和 和 つ の” 半生 さり 周 賠 か G り ざ 」 の 人 SSG やり G 聡 4 れ pratitya 
以 表 償 履く 租 虹 対 民生 nQ 信心 「 限 福 つ “ P」 SS 「 丘 負 」(abhisam) の 弓 並 史 坦 0 4 愉 昭 大 ) 入 7 
羽 G「 ロ 丸 蛋 や り " 中 Xe」G 完 区 り ン "「 話 加 」G 居所 藤 坦 ふ "「 限 弓 」G 失 当選 毅 坦 9 ざり 聴 区 つ お G や 4 
XY JG 弁 葉 足 玄 如 上 較 か 昭 大 O 集 や り 敵 面 G 舞 賠 流 心 評 GSG PS5@7 
か 8 で 胃 功 G 骨 医 及 X@ の 7「 立 肖 和 か り 記 つり 地 埋 つけ う )6 作 8 お だ 陣 握 め 地 坦 か 0 AMG の 和 め 尽 "所 染 
財務 か X@ りり 」 和 隊 弄 や 稚 Xo 皿 も や 「 上 岩下 (G) ヘレ 選 (回) 約 ふ 」 計 宗 完 「 岩 ( で ) つろ 心 糸 和 和 か や 史 地 井 
つり っ) 人 お 8 條 地 坦 本 :G7 0 結 め GJ 郊 結 忠 (9) の ろう 間 貸 財 更生)y@ りき 」 の SG? 抽 扇 有り 中 つり < 
( 泉 訪 ) 窯 叶 惑 財 握 埋 G 避 多 悦 礁 か 公 燈 ” 層 @G 陣 福 叶 " 亜 寺 隊 學 隊 ボ か " 隊 G 記 4 れ 守 詞 寺 虎丸 司 .A や " 
移っ:6 計 4Q「 基 誰 ( マ ) 委 和 かじ J 條 欄 つ りう 0」 附 m 叶 上 鈴 公 弓 逢 隊 り 療 Y ウ 「 だ () 流 財 剛 か :@」S や 内 ^ 
マーG 定 昼 叶 証 如 柱 気 魚 喘 染 地 生 GO や つじ り リド ズ 証 司 幸 G 尾 冊 @ 維 負債 下 選 8y@5 上 | 羽 「 旧 
( る ) 没 す 地 坦 か ye 」 附 包 だ 7 苦 鈴 令 呪 壮 訂 療 ど リ 「E() 流 財 和 か: 」 で の 移 へ マー 叶 了 普 誤 外 中 計ら 7 


うお 筑 び ソリ 「 還 一彰 」G 長 刻 除 編 QG 艇 赴 G 宮 鐘 波 避 眉 り SXGA ? 
3 JG 民 己 學 包 下 の 近 snQ 余 穫 評 中 応 つ つり” 胃 訪 叶 志 堪 Q 紗 更 編 Q11 個 紗 現 和弥 U パ ひ の 作 人 0 く ⑳ つ 〇 お 6 の 維 
いて 


2 タ を 


() 
co へ A サ ヘー トー く G 筐 戻 (大 o2, p. 138, /. 21 一 7. 23) 


《⑳ り 刀 ぐ べ Y (anye) 8 JG 〔(R 装 御 軍 G] 共 謙 記 穫 忠和 や y@ 県 誠 8 粗 史上 相 語 和 nhnoP (か 誠 
QA2Q] prati 個 球 (vipsa) G 角 表 ASKQ5 itya 8 記 ン と リ り 昼 掴 つ お 2QG7 〔 生 8. 愉 AA] に 直 Q 2 の 2G (anavas- 
thayin= 基 引 如 yeeG) の AS ut 油 的 球 人 6 pad 店 弄 (pradurbhava) で G 角 肖 SnKO9 (りり 
じ 〕]「 称 り 家 6” 壁 較 @ 明 邊 装 め 鶴 つり " KK 宜 G 2G ( 涯 組 癌 ec の で ) 導電 手 ざ つ 下賜 和 か)y@ り の 」 筑 「 品 更 」 
P4ShQ?》 
か 8 人 RA 9 ホー トー ペペ 家 287 嘆 賠 0「 押 暑 理 り 宗 多 家 半 和 れつ 計 隈 加 数 つり 補記 丈 守 称 守 能 れつ お 
上 征 SS\G の GSG 答 倒 財 更生 *6 り 0」 Py@? 冠 選 計上 泡 軌 届 介 和 や 個 机 和 8 の 08082 の 6 策 早 上 苦 陣 の うふ 
1 志 釣 堂 鶴 つり うろ)@ 対人 つり っ 505 導 お 選 っ の 尼 尊 P 約 ye? か 8.RA「 和 シン SeG 策 均 思 つう 6@ 砦 外 (る) 尽 表 つ 
ソリ り 実 8 お 和 ン 6 の G 策 引 包 つう)@ 選 () の ろう 必 上 経 誠 *@ の 6 筑 間 同 か h@」 の ろう 心 握 表 8y@38Qn? 
JG 悦 「 選 の 6 人 時 刀 つり っ:6 岩 恥 」 へ 8 宮 堪 @ 償 壮 嘆 更 当 本 y@ 人 如 「 国 揚 多 践 所 記 」 択 送り 器 如 うろ 
2000 洗 1 守 の 其 婁 や G 想 還 QOS お Eo の w ン で 消 角 ぐ 筐 や 半 ひ の)00 AS の 86 上 導 験 衣 叶 ” 
J り 狗 お TA すき ホー トー 愉 暗 士 1 選 G 異 @G 光 誠人 征 家 の 入 16 選 雪 つ お の ぐる) 座 誠 つり うう)@」 ざ びろ 必需 塚 尽 加 区 
生 ye-2 の で の 8 計 う ろり 昭 民 SNG7 8 記 り G 民 世 信人 Q マーG 尼 記 外 忠 の りり だ ろ 昭 愉 寮 XO7 人 SA すき 
ーー% 染 りり で 人 居 能 抑 職 刀 誰 つ お GE 『 豆 才 編 』 当 うか バ 必 J” 漂 め 所 監 @ 緊 別表 和 か *@ 羽 状 細 区 編 刀 鵜 生 
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お 人 め S で 8 生 宮 る 30n 
JJXQP『 箱 幼 』 
(お 男 (panar aha)?「 尽 志 XGAJ。 肥 (smin satidam bhavati) り 叶 / 下 明 (karya) 役人 XGAUA7 
民 較 (karana) G 筐 (vinasa) 光 二 hG" ろり 4 ~」》 
補間 多 葉 つじ 委 " 衣 箇 り 民 完 ぶ ュ ー か ー さ 忠 つろ XG" 才 お 『 攻 由樹 無 』 り が 区 い 社 品 人 
「-』 翔 」SAEG の 記 つり る 近 中 妹 ) 政 ” 臨 図 人 か や 写 千 つ る )@ の る 必 居 鷺 玉 7 AS す ペー 一 尽 移 尻 
苔 G 困 中 妃 届 6 半 人 ひ 0 おり 誠に パン 民 つ りう っ)@3 昭 6? 


谷 周 詩 抽 


『 貴 L 引 』 い 十 1 1 楓 同 異 Eye 涯 思 G 図 貸 如 物 療 う 6 全う 心配 ろう 対 維 や " り 表 家 か ye「 詞 @ ぐ べく 」6 約 鑑 を 
つり うっ )@? 本宮 愉 約 
《 刀 S ぐ べ 呈 うっ 愉 ?「 葵 軒 握 (ayoniso-manaskara) 穴 区 鍋 @ 還 PD 移 yGJ” 誠 @ 映 勾 本 
軒 掘 ) 史 お 時 で 到 及 〔 坦 征 *G] の 窒 全 呈 ビス )Q? ( せ 志 ) WW 紋 泡 征 G 普 避 甘 鈴 令 地 坦 つ 和 や 家 完 召 G 計 っ 
( せ 準 ) や 誠信 ぶ 明 ぐ 表 見 全 埋 つ いで 46 交 膨 十 握 だ WAJAN の 終生 y9 涯 刻 @ 棋 OU 梨 儲 村人 Q” 虹 
軌 @ 図 信 地 坦 つ 三 ろ の ろ 愉 の 如 る ( 電 窟 )9》 
JG 利 鷺 想 だ り G 舞 競り 理 膨 中 損 移 戦 否 全 の mhO の ろう 必 橋 誠 乱 て っ) 人 る 記 提 限 。 稀 脱 定 杉 ご 涯 革 ざ ろり 
ざ 纏 S へ ” 十 1 障 更 洋 境 G ポ 中 うろ の ろう" 
J ぐ 首 具 學 緩 世 租 うっ 本 の > リネ ホー トー へ 尺 忠 つ "『 圧 円 胃 』 の つの 「 二 園 」 GREG ② ざ YS 8 誠 べ 釣っ 


926 


yo 計時 直 据 当 岩 字 の 回 々 J 明 店 喉 史 SO つろ いり @ 章 政 玉 か も やり 『 送 青 中 紀 』『 細 疾 馬 食 彼 半 原 下 編 』『 本 照 基 
信 引 』( 剖 光 政 G 窟 り だ うっ) 『 桜 了 寺 』 衣 4QSAO 和 つる つり 尿 提 時 RG の 六 半 年 0 の うろ 必 和紙 つ うる 給 下 叶 吉 園 
ーー%) べ 款 だ 放 う パ 愉 昭 RS)G9 二 彫 還 県 G 肖 所 誠意 中 祝 コ 玉 り あろ の SO? 


ン へ 
ジ 
ユ 品 


に 図ら 


ご 填 持 G 十 11 民 天 Q 肛 記 民需 Q 在 半 蝶 更 り 層 委 生 ne の 2QGP 訟 ひで 8 心配 堪 G 耳 普 困 明記 休 掲 本:@ お SG の 
SG や PAS? 
Q 填 扶 G 交 園 直角 給 だ 7『 本 昭 導 葬 祖 』 顔 科 避 の だ 人 ぬ 当 改組 咽 的 ②J 約 7 反 人 Q 間 中 0 天 お 2 つり 失 届 MG? 


(m) 陸 三 『 で と 婦 失 弄 』 十 "111HHI 民 に 稚 選 

(Q) 『 皿 円 妥 礼 』1 や" ド 円 1 1R" 由 民 還 由 王 " 

(の ) 区 弟 IHY ポポ 幅 1 HR" 還 べ や 蝶 に 

( マ ) 区 第 1HK 円 11R" 財 べ や 四 に " 

( ゅ ) 区 弟 11 ぐ ポポ 門 |HR” 軸 べ や 由 に 7『 品 箱 編 』 り ペレ J『 四 円 概 礼 』 流 応 攻 や)G 判 松 Q 客員 叶 ” 直幸 つ お 
っ ぱぴ や 史 田 大 YOT 計 護 朗 県 対 落 hG" 

(o) 『 皿 円 陣 幻 』 交 1 人 K 円 1 RS” 軸 べ や 履 に ? 


( い ) 中 物 11 人 K" 円 1 1R” 還 べ ざ 夏 王 * 
( o ) 居 摘 113^ 円 1 RS" 思 R 1 革 "だ 252, p. 132, /. 16 一 /. 17. 
( ) 区 弟 1HK ポポ 円 11R" 還 RO 起 ゴ " 
ご 人 区 弟 IHR ポ 幅 11R" 還 O1 1 契 に 
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( 品 ) 
(で ) 


< 


『 医 円 団 礼 』 末 1 1R” 円 11R” NO 則 恒 " 
攻 弟 1R 11R" OHI 皿 生 " 
ペ ヒ 性 牙 避 当 や ye『 現 才 編 」G 記 届い うり 8" ゴロ ・ 昌 凌 | 笑 『 下 条 編 @ 眉 才 朋 恥 』 1 や 直江 め 周 環 所 


者 「『 編 』 級 緊 箇 選 多 や Q「 上 了 」G 能 橋 共 中 」( 計 三 避 程 打 選 幼 難 『 ミ 境遇 団 G 手 記 明 』 1 1 区 に ) パ ゃ 
だ 幸 民 多 玩 "大 つ 翻 才 ho? 


() 
ご 
ご ) 

( 司 ) 
1) 
ご ) 

( く ) 

(S) 
く ) 

() 

(くく ) 


だ o52, p. 138, /. 3 一 /. 6. 
だ が o52, p. 138,/. 19 一 /. 20. 
JG 往 届 補 ゴロ 和 ・ 呆 虹 | 守 柱 応答 1 11 1 国 了 G 紀 梨 記 坦 信和 補 下ろ 7 
た o5Z, p. 138, /. 12 一 /. 13. 
『 在 円 枝 祝 』 郊 1 1 因 " 円 11R” 軸 べ 1 民 に " 軸 1 1 下 - 二 
暫 惣 11 国 " K 円 1 1R” 団 べ 1 帳 に " 
切 御 11 国 "円 1 1R” 還 く 1 也 
切 科 11 国 " K 由 11R” 団 べ 1 民 -]" 
回 科 11" KK 円 1 1R” 還 べ 1 破 早 * 
YoZ2777Z。 p.。 296, /. 22: S7727ZZ2277。 Derge, 芽 ho 375b7 : 7zZ の 27 の 2z2, Peking, Vol. 117, p. 227・1・5. 
『 貴 4L 編 』「 判 写 呈 」J「 人 So べ 8 G 人 愉 尽 閲 <e5 一 一 上 涯 軍記 G 尋 須 (klesa) 4 人 SyG@ 」( た o52, p. 141, 7. 24) 


ASS AS ロー ルッ ーN8 応対 Bhadanta Srilata つり っ)G ( Yasozz277Z。 p. 302。 7.。 2)9 の つの 表 史 計 由 本 8 へ 
1 ュー トー へ 8 和 状 ンジ 6 必須 筑 茂 下 移 但 依 つり っ 0 所 りう 記 り 4 纏 SM" 


(SN) 
() 
(N) 
() 
( く ) 


(5) 


が o52, p. 139,/. 17. 

YoZ2777 の 。 D. 298,/. 32 57777ZZ2Z7。 Derge, 芽 ho 377b% : ア Zz ヶ 7zZ の 7 の ん 2z2, Peking, Vol. 117, p. 227・5・4. 

『 四 円 団 編 』 殆 1 NN" 円 11R" 還 べ 1 1 皿 に " 

友 o5Z, p. 135, 7. 10 一 /. 15. 

oz, p. 135, 7. 15 一 /7. 16: TY28o22277 の 2 p. 290, /. 6 一 /. 7. 

『 下 円 國 組 』 鐘 1 1 マ ” 円 1 1R" 回 尽 や 大 圭 ” S 太 272Zz277。 Derge, Tho 367a7: ア z7z2 の 7 の Zzz の, Peking,、 Vol. 
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117, p. 224・1.6. 


潤 |1 紀 由 時 区 


JJQP『 皿 円 妥 家 』 ぐ 革 史 詩 「 十 樹 」 ざ 叶 00 家 年 選定 村 必 」 で SG ② ざ 史記 攻 信 6 枯 只 流 ” 統 紀 柚 
籠 0JA サトー トー の 4S)6 束 祥 移 x@9 ろ 層 りり @ 形 釣 定 和 つつ 計 生 完 療 Q 如 うっ? 

『 感 穫 編 』「 革 喉 」G 辿 時 菊 Q 欧 尽 得 想 つ る 必 ? 十 ご 蜂 Q 愉 AT SN 誠 6 融 信 部 ・ 四 ・ 茜 因 S1 四 史家 丈 家 嘆 つ 
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層 8 うす ホー トー へ 巣 装 選 押 G 填 提 和 は くく YY 天 縮 和 スパ ウー JS り る 識 代 和 < さ ざ つ お りく 9 史 人 S)@? 時 尽 毅 恨 王 
G 下 計 時 誠人 生 お りさ 叶 坦 悪 吾 ど 3Syo 

選 品 全 鍛 @ 吾 的 へ の 貴 6 忌引 講 梨 移 *0 の 和 か 家 守 や 守 装 他 (prasrabdhi) や 4 約 Qn? 本 給 忌 完 7 械 他 叶 半 押 詩 
拓本 Tue 1 る 区 PA 1 居 織 KG 肌 人 GT1O 史生 和 7 神宮 焦 柱 田 編 ① 概 挟 つ " NR 遇 人 机 用 で 役人 
本 SG ろう 生 家 の コ 守 (caitasika) 暴 や 3QiG 民 氏 り 京 対 | 吊り U7「 コ 6 打 四 穫 」(cittakarmanyata) 中 さや 2569 っ 
SX0 衣 時 選 党 (Yogacara) 8" 当 細 人 改 「 6 打 軸 租 」 や 移 YP 当 守 和弥 ( 寺 NM 


ea( ノ 
karmanyata) の 和 び ソリ 「 可 G 意 詳 太 明 」(kayasya sprastavyavisesa) っ り 怠 提 20 天 っ っ 


の の どー どー の の 


JJXQPA 9 ホー トー で G う 心中 全 り いう ウキ ヘー ンー 必 計量 全 JAJ- の り 恒 りお る 計時 析 JAJ2 の り 半 り お 7 
(@) 

[で Q 押 四半 2 の り りお 7 の うろ 心 所 表 やり 和央 Xe」 ざ つの” J6G 圧 他 稚 「 計 G 理 由 示 」 識 つう)65 

の つ キ ヘリ ーッ ーー 必 G 対 季 征 9 ホー トー 私 G ろう 心 回 殆 。 雨 GWS この 6 つ X 机 長 選 党 QW 玉 県 


- (⑤) 
ざ う 愉 り 人 選 和 め パ 心 介 6 記 酸 いう のり 叶 ” 守 肖 0Q 史 紅 つ ン 臣 で)N 泡 落 祥 移 X@ 過 世 
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還 気 斗 虹 @ 剖 縮 


0 ソー⑧ ぷ や 記 完 着 葉 の 上 表 如 つ り ^ 抽 引 つつ 7 J@ 密 汁 箕 叶 「 央 皿 史 物 ・ 迷 ・ 鷺 綴 ・H 編 当地 坦 つ お う ペ ゴ 
野 聡 ・ 宮 の 地 揚 つ 如 っ 叶 生 や 叶う 余 」 の うろ 心 閉 附 7「 北 先 1 | 政 叶 地 幸 和 m)@」 ざ ろう 心 痕 附 6 殺 祝 答 M@” 
S 久 8 リ CK ホ で 選 て ホ で キキ ヘラ ーッ ンー 層 

《 り JO ろり Acarya ( 判 枝 ) ぷ ^ 義 加 へ 9 ペー トー ベ ペ G 握 下記 才 屯 本 (anadrtya。 ホイ トー 衣 宙 8 khyad du 
bsad de 細 つ じ )^ 8 醒 薄 念 屋 Q 抗 史 〔( 籠 編 myG) 避 親 人 約 *@ の G へ) 殿 旭 つ ピ ]【( 綴 べ 絢 表 つ り 〕 地 人 6 抽 較 Y 
只 柚 正吉 狂 て AN つ P らち )QG や PAS"》 
ぶつ" ポー ミホ 私 トミ 気 不 叶 
( 編 屋 ^> ! ユ ーーX%G 維 外層 選 要 次 信 量 Q 総 入 ( 鈴 統 @] 愉 末 約 X@ 多 雇 り m 目 で 角 咽 學 導 0 史 拶 
つの っ )95) 
放つ 2 っ)Q9 JGAQK ホ で NT ホ で キキ ヘ テー ッ テ N 門 8 守 7 振 穴 だ す ュ ホー トー%G 抽 喝 學 細 個 逢 生 " 問 
つり 記 本 りつ 半 全 すり M SSG9 MM の 計 光 所 可 梁 所 控 G 壮 及 で 査 中 似 弄 和 失 006 記 半 人 りお Q8” 着衣 
G 知 鷺 当 1 誤 征 RP 穫 9 お 信人 3DQ 愉 人 計 5 SAO うお ポー ミト ホホ よく 気 生計 赴 守 7 半 可 策 者 個 征 紅 搬 つ 必 
玖 皿 控 革 史 昭和 y@ 器 征 叶 ンド リ 守 106 症 悪 箕 @ 害悪 の 琴 療 つ 選 信心 際 お GPS0 近 QSOT つ 余 つ う 
生玉 つり < の 7 選 松 球 G 宛 9 ホー トーX%G 維 纏 詩音 ン 計 人 りお りり 叶 皿 人 玄 P 約 0? 胃 庄 陣 導 人 切 騙 記 信 区 
表 つ だ 筑 4Qo の 7 問 4Q 写 り 舞 紅 各 っ:05 やつ のり 団 Q 革 纏 つ 流 ぐ mm 四 で 撮り 選択 中 (viniscaya) 旋 々 
ぐ -J 和 SQ SG や ASye9 で へ 6 寿康 人 玄 Q 判 法 昭 咽 虹 選民 の 中國 20)@A す ホ ネー トーA%G 給 ② の 7 が 呪 斉 
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多 貴人 立 ン ” 員 つ 届 了 壮 人 訪 量 へ 居り 畠 弄 閉 ば つう お りり 策 公 0GP 和 内” 伯 沢 )o『 下 才 涙 』 ぐ 「 妹 中 相 
飛 」G 議 豚 訴 癌 人 @ り 昭 ろ 更生 り 染 じ ax05 信和 選 汁 堪 G 鞭 編 刀 > す ュ ペー トー 名 講 ン 外 忠 如 ン ” 判 
松 ① 隆 念 時 JJG 和 祝 じ 稚 \@ り の 倒 太 人 XP4SQ 愉 7 所 聡 QA す ュ ホー トー 枚 具 史家 年 G 細 押 入 大 人 玄 角 決 貴 
っ ? お ペ に お 7 地 礼 臣 給 冥 別 つ お 四 晶 耳 G 枯 瑞 環 り 乱 ye? 本 豆 AA @ Acarya (エキ > アーッ ーー 躍 ) @Vaibhasika- 
desiyah kas cit( エ > リー ッ ー 心 )^ @ Acarya( キ > リー ッ ー 選 )^ Vaibhasika-desiya( エ > リー ッ ー)” G Acarya 
( キ ふ ロー ッ テ 選 )7 Vaibhasikas( エ > リー ッ ー 選 )” 人 Acarya( エ > リー ッ ツー ト ポー ミホ 私 よく 気 本 )7 ③ Vaibhasikas 
(キロ ーッ ター テト 生 ー ミ 私 よく 気 )。 Acarya (エキ > リロ ーッ テート ヘー ミホ 私 よく 気 生 )^ 人 Vaibhasikas ( キ > リ ーッ 
4N ヘー ミホ トト さ 称 居 )7 @ Acarya ( キ ふ ロー ターN ポー ミト 私 トト さ さ 私 )/ 人 Vaibhasikas ( エ > “ーッ ー)7 
Parvacaryas(hー ミ ト S ト SN) や 答 ひ 7 りさ G り 人 Q の 所 汗 統 料 隊 へ つ 暴 人 最 G 記 @ 記 地 や RSy0 り へ 洛 切 で 公 
P4S)G* 

PIGG 攻 幼 史 衣 らし 本 交信 敢 だ 7 台 叶 料 OG APG 下 信 医 直 2 か つろ)6 誠 や 4SG ざ る 全 召 人 A 
蜂 尽 克 ・ 由 際 筑 直幸 か yeQG 8 り 61 1 調和 信 べく 定 @ 環 竹 対 閣 つ ン つ "暗記 幅 給 計 卓 年 NO の う 愉 避 攻 租 染 約 X@ 過 丈 や 和 O 
(@)? り 宗 史 下 つり 判 松 JJG れ 必 完 避 必 穫 68 人 紀 8 1 | 戻 G 送 記 ( 缶 鶴 ) 財 生 符 実 玩 十 お P 和 Sx@ つう ろう Y ツ ” 丁 四 
謀 記 癌 征 (@)7 や つり mQ 際 江 半年 x6 民 図 (hetu) 記 窟 ye SG の Sn 生 立 RA 回 は 4 家村 7 悪 筑 陸生 *eQG 8 除 避 衣 
和 か)e 製 (trsna) 対地 ひい 玄人 的 y@? JJ 選手 昼 家 か X@ 製 丸 終り うっ" 避 家 生 YO 製 対 毅 MO り 入 Sh07 NO 
生 家 宮下 寺 り っ ? 吉 蜂 史 う っ うり" 物 ・ 送 1 1 手品 表 和 か Q 製 称 旨 居り うろ Q 信 Q 酸 ・HH | 吾 史 表 か NO 抽 対 の 回 家 じ 
っ 2)@ りり SG9 WM 守 全 灯 蜂 只 礁 ・ 由 1 1 補 呈 逢う 叶 逢 だ 半 うっ 人 のり 611 春 倒 直 年 y@ の う 必 りり 入 計 
X@-J” 朴 宮 の 知遇 史 寺 の ソリ つ ポ 必 りり 玉 8*07 さ 共 湯 つろ je(⑨)? 

J り 上 青 つり 了 薄 乏 旦 史 区 編 和 か 7 拓夫 叶 「 畠 家 和 か DO 製 記 閉 祥 家 玩 」 つ 「 吾 表 和 か )Q 製 記 問 つ 時 染 サ ジリ コー 
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「 臨 只 講 り 如 っ 」 ざ うろ ふ 附 和 8 生 も 窟 下 か 人 JG 型 り /「 狂 史家 か 9 製 誠 細 だ の 」 つ 「 局 選 表 か 9 製 訪問 だ だ っ 
yyS の 所 」ー「 化 叶 必 忠 玩 半年 n0」 の うろ 心 際 れ 2 の 粘 坦 か nyO9 ゆ つ ゆり エ 忠 叶 所 押 及び の 突 欠 20 尿 / K 隊 史論 軍 入 “ 
" 絵 記 0 と 講和 つり うろ )@(⑤⑮)? 

守 軍 り で G り 3) 対 0 人 Q 史 宅 つ ン 維 外 つ ^ 所 監 当 ⑧Q 選 中 品 和 う ろり” 区 補完 対人 民 つ お だり る J 誠 閥 つり うろ je5 生計 人 
AO 

K 導 貞和 、 周 了 較 " ( ほ 飼 ) 信和 鐵 抽 " 提 、KR、 天 8 Km 下肢 」 格 に 、 筐 用” 王 癌 恥 、 

製 犬 洗 に 、 恨 9 所 」 放 下 楼 人 大 製茶 衣 、 狼 更 」? 

JJO や 四 蜂 史 呈 ・W 窟 沈 召 補 地 坦 か y0 る の ろう 必 維 編 ^ か や 『 に 昭次 例 富 』 選 限 だ ビ う )95 完 .RAO 

配 " 所 用 呈 四 間 格 李 、 上 * 赤 況 巡 振 」 料 ” 地 ? 秦 | 愉 冬 、 間 本 、R? 弁 缶 所 人 区 隊 u 邊 編 人 7 ポ 虹 野 を 

癌 醒 還 い "所 上 枯 時 , 押 明 細 IN 
ざ つ のり"「 庫 記 所 終生 y@ 94」 る の 「 由 給 計 更 りか り 39」 対 周 環 移 征 り 2505 り 家 叶 『 可 者 編 』 当 @P り 記す 8 あ の ぐ ツ 
SQ 8 お 拓 阿 ふい ルル ペ 梶 G『 の 編 』 よ っ の 

配 " 志 江 ロ 地 肖 格 灘 悪 底 , 提 陣 蜂 由 映 島 、 涯 * 地 忠 細 了 , 料 舞 也 陳 加 中 所 
つり り G 想 野 學 計 ひ る y9 の 系 紙 つ ろ 給 政 叶 大 る 9 WS の 0G 宙 着 紅 ら て ⑧G 蘭 組 G 時 WS 先着 際 G 章 だ J 
で だ の ぬり 交 忠 つ お 2 の で) 閲 所 リピ ゴ う や の QAn5 つり 明 幼 当り 福 区 祝 計 長 J6 凌 紛 叶 臣 至 り 村 本 yG 宙 7 
NSKS ャ ・N マ ー く 』 や な か も 1 屋 洋 賠 %0. ポ 1G9 

だ 代 拓 隔 G 槍 到 / 加 蜂 上 号 ・Wa1 | 杏 2 の 庄 坦 つ お る 名 Q 下 蜂 議 克 111 要 の ろり SQ 治 。 天 時 譜 
1 11 蜂 9 る 刊 具 " 思 紀 ぐ 『 電 鹿 必 和議 編 』RyQ 拉 征 補 生か 誠 NA 

選 人 K 里 交 ” 砲 蜂 ・ 才 時 ・ 砲 劉 四 ・WO 時 ・ 肖 時 ・ 四 識 里 。 叫 SmK 里 藤 ,9 


292 ぎ 8 


JJ ツウ 下 の 余部 蜂 菊 @ 民 計 源 う 記 111 蜂 湾 下 蜂 苑 人 SM@ り J 約 准 つ りう 0” 家人 ぶ 拓 松 時 知遇 菊 己 店 つじ" 
J@ 箇 GTK 材 の ける. 


田 間 


ペー ゴ > 9 ホー トー ベ で 首 貞 計 寺 負 昼 ” 吉里 菊 @ 記 概 交 舞 引 つり 誠 光夫 @ 客 呈 誠 翌 編 地 司 呈 か りや 
い 89 つる つの 表 G り 3) 先 ろう AnG や SQn9 

類 蜂 菊 尽 散 か y@ ふ へ す ホ ペー トー NN IE ENP ttESRS JpQP4So 

巡 @ 神 貞 穫 \@「 紅 作 」 対 ” 弟 野 に 党 @ ぐ ④②@6G 史 県 うさ か 尽 農 世 か y 組 柚 舞 染 

妃 @ 守 馬 史 『 抽 円 陣 編 』 陸 : 和 2 
ー ふ GS 総 流 外 くく Q 表 う 6 尼 織 天 入 hG? 

拓 聡 JG 記 分 い うり 8 > 9 ホー トー% 編 史 叶 相 ご 中 集 
か 8. 所 棟 だ 十 り > リュ ペー トー へ へ J 尼 航 嘱 や 和 ひ 8. やり 8 
ら 央 時 別 陣 ・WHI 1 補 流 計 害 地 電 本 yQ 全う 心 証 酸 中 7 『 六 照 区 信 祝 』G 民 人 る 握 編 信じ うお 徹 W6 所 由 路 逢 生 7 
判 聡 ・ 明 顧 ( つ お 節 YP> す ュー トー ベ ) で 反り 半 戸 入 稚 社 令 下 融 り 競 の ^ NR 8 ぐつ っ 
ら 地 蜂 菊 尽 郊 和 か XG 判 松 G 更 祝 補 『 和 U 誠 搬 屋 國 嘩 祝 』 べ つり 則 対 区 D り ンコ つう 

ペコ A 9 ホー ト 一 和 % 光 『 四 円 陸 家 』 選 史 ろ ピ 「 二 扶 」 の AR00 選 書 う 宗 多 穫 和 お GP 和 KG つ 全 つり り の 8 9 へ 
ーー ふ 染 親 介 は くく Y 選 半 選 押 G 僚 洋 移 個 突 つ " K 肖 @ 底 長 選 党 県 ろう 給 誠 害 貞 つ お りり 直下 つつ お おう ? 必 応 拉 怠 史 
SA 9 ホー トー 光生 つ やめ 握 喝 筑 区 の や だ 人 る おり の の 舞 肛 り 総員 必 ? 


(3) (2) (1) 


(4) 


8 ンー 6 つ 員 四 商 例 屋 切り 揃 衣 閉じ りう )6? 
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(っ ) な o52, p. 20, 7. 19 一 p. 21, 7 17. 委 0G 想 器 史 中 つじ” 窒 箕 航 『 貴 穫 編 G 証 包 』Q せ G 連 届 ( 臣 秩 | RR 国 破 一 1 
ご 克 ) 鈴 菩 各 攻 ろ うお? | 

(Q) 引 ※ 呈 統 味 論 中 営 窒 (『 如 罰 編 』 末 KK” 円 11K” NR 還 や 起 ゴ )" 還 地 遇 殴 " 直送 中 編 h 共 " 」 事 独 遇 」 料 (『 夏 四 
落 行 購 送 編 』 ゴ "円 1 く ^ RKR 了 せ に )? 幅 肖 只 編 W 編 叫 | 足 十 " ( 革 癖 ) 泊 , 剖 正犯 」 糧 (『 尽 陣 呆 旬 編 』 郊 1 KK 
幅 (1 く <" マ 1O 直 ゴゴ)” ペ ヒ 『 昼 昭 臣 祖 盟 』( 郊 17 円 1” 人 国 四 に ) つ 2『 肖 恒 陣 尊 裾 』( 多 17 円 | 1 や 居 
由 圭 )@ 臣 DD? 

(ww) kamavacarani gandharasasprastavyayatanani sarvany eva kavadikara aharah. た os2, p. 152, 7. 17. 

( さ ) 『 没 下 陣 模 コ 祝 』 交 1 K 幅 | |" や 国 慌 皇 " 

( ぃ ) samasato dviyidhani dhyanany upapattisamapattidhyanabhedat. な o5z, p. 432, 7. 5. 

(o) KTN ホホ で ポー ミホ 私 よく 気 生 AJ2 の 9 へ す ペ ホー トー 人 必 喘 は いう りく 「『「 り 衣 」 守 「 問 距 妥 ろう ソ 子 「 加 記 下 
3Q」8「 降 中 で い リウ 了 「 揚 釣 負 ン 」 対 「 了 K 罰 は コリ 」 る の 組 選 つり っ 6 入 りり 家 先 箱 沢 @ 維 包 の 4 ン 攻 り や SG? 国人 Q ン 
半 表 『 三 者 紋 』 映 皇 G0 う 2” 尽 Q 人 GA と 6 組 医 籠 妹 現 じ う おり 結 うろ 如 う "87 Peking, Vol. 146, p. 237・ 
3・6-7 (1 くさ 呈 緊 史 章 ): Po の g7g の gzo。 Peking,。 Vol. 117, p. 115・2・5.『 下 起 編 雇 』 交 1 1 素 円 由 1 111Q 克 中 

(に ) アア zzZ の 27 の gz, Peking, Vol. 117, p. 115・2・6. 

(o) Y25oZ2277Z。 p. 61, /. 3 一 /. 4. 

( ゅ ) 5 妨 zgz277。 Peking, Vol. 146, p. 237・3・5 (1 全 ミ 和 壁 史 提 じ )) アア 7 の 27 の Zzz Peking, Vol. 117, p. 115・2.・3. 

( ヨ ) 『 夏 埋 裕 調 』 親 11" K 帳 還 17 や 由 持 

(コロ) Y24ozz277Z。 p. 1, 7 11. 

( 品 ) 『 時 円 団 編 』 末 国 ” KK 円 1 1R” 1I 国 眉 芋 " 

(@) 772zZZ2Z77。 Derge, 華 ho 185a3: 72Z の 7 の gz Peking, Vol. 117, p. 150・1・8. 

( コ ) prasrabdhis cittakarmanyata. og, p. 55, 7. 8. 8 名 KKTINT ト で トー ミホ か よく 気 本 Ao の 9G 握 寺 はい うろ 
ソ ^ 所 狼 『 間 維人 年 区 区 』 で つ折 賠 朋 Q 給 刻 訴 6 応 昌 つっ)Q7 67 が 2 ヶ 722 の 72。 Derge, ho 184b6: アテ 272 の 27 の 2 の, 
Peking, Vol. 117, p. 150・1.1-2: 77zz23262, p. 27, 7. 17 一 /. 18. 散 臣 代 『 く ーー ト S 都 計 つつ お きき 褒 G る 欠 禄 』K 
IIR 工 に 答 君 " 
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( 販 ) 772228262, p. 27, 7. 14 一 /. 22. 世 課 記 " ゴロ 数 ・ 由 郊 局 『 ボ 者 組 型 紀 QG 時 致 工 包 』11 や 1 軌 " 

や ) YYZ5oZ22777 の 。 D. 61, /. 4 一 /. 5. 

( 厨 ) ざり J 届 や 弓 狗 @ 明 ふ ” 箱 沢 有り QA 9 す ホー トー ベベ G 衝 具 対 「 疾 例 @ 基 編 」 ざ 迷 所 じろう 選 ( 組 ( 選 ) 失 悦 ) 流 。 WS 妹 電 中 
『 円 隊 編 』 入り 6 編 対 操 つり う 時 っ 人 為 Q ろう o2QG や の” 回 m 球 『 本 馬 舌 隻 編 』G 立 親 弓 伝 対 宰 ン 衝 じろう” 早 舞 @ 
牙 個 る J@ 客 GiG 侯 ウ 『K 照 敵 訪 祝 』 天 誠人 る 選 7 
施 抵 1 1 棚 頻 川 明 (1 | 皿 ) 光 う り "『 才 編 』「 訪 一 嘩 」 忠 べ め 0 家 上 「 宗 羽 叶 地 埋 つ 療 っ" ] 慰 @ 台 叶 反 羽 や や 約 5Q」 
( 普 骨 ※ 編 捉 ) つう 心 辛 具 当 ぶす ュ ホー トーAXGcoG の 筐 へ " 8 計 りり 筑 『 国 細 照 導 偶 編 』 応 攻 0 家 じろう)@ り 4 対 避 回 つ 
お 8? JJ り 選 や 『 国 細 型 次 例 編 』 叶 所 庫 ジ 「 絢 琉 地 坦 つ 召 ろう の っ 尽 84Q 図 委 如 っ 為 Q 紅 層 っ の 地 坦 つ 如 る 先生 や 叶 う 
公 』( 層 損 村 表 甘 」 豆 十 筐 」 但 、 周 表 」) ペ 、 洒 、 図 糧 ) う 心 缶 本 称 隊 代 つり の 08 結 り 6 准 涯 ※ 礼 押 称 幸 つ りう )@ ぜ 国 
張 照 功 編 』 閉 ” 円 1 1 RNN 国 下 に )? 加里 菊 区 生 ye 4 ュー トー ベ AG 刊 負 史 。 敵 他 いう りり 6 れ 必 娠 回 人 の 
だ ルレ (た ここ まく の いた 

(@) 5727ZZzg77。 Peking, Vol. 146, p. 237・4・1 (人 1 人 生 層 史 提 中 )) YoZz277Z。 D.61, /. 5 一 /. 6. 

(9 ) ア zzzZo27 の 7Z7zZ, Peking, Vol. 117,p.115・2.8 一 3・1. 

(人 く ) トー ミト トト くき 気 玉生 り 天 約 Parvacaryas ( 志 密 避 所 量 ) ぐ お GE 『 弟 長 量 江 福 』 選 「 名 只 欧 叶 | 国 じ 稚 X@」 ざ 弓 
0 うお 爺 全 2 の つ 宮 う 〔【 宜 ( 代 ) 鈴 君 ア 赴 押 GS 完 『 融 編 』G Parvacarya G 辛 貞 叶 時 JAU 楓 長 選 党 @ 中 
ぶ 計 細 で や MG の う 心 ( 控 旬 摘 工 「Parvacarya 挫 」『 呈 S 朗 』 1 同一 11- KKK 下 ペ に 鈴 君 )" 

SQ) 5Sz27gZzg77。 Peking。 Vol. 146, p. 237・4.2 ( 全 さ 人生 隊 弄 )) ア 72Z の 27 の ZZ Peking, Vol. 117, p. 115・3・1. 

() 『 鬼 円 団 編 』 新 国 " K 円 1 1R” 1 國 R 下 に " 

() 『 照 基 念 編 』 交 ROOT K 円 11 や ” 財 民 1 四 7 8 刀 6 六 守 の 尻 毅 G 給 令 護 OX の 7 生計 大 

串 呈 WU| | 可 人 衝 、 加 岩 攻 ” 慌 尽 豆 、 伸 ” 処 研 Wa1 | 窟 宮 、 間 芽 、 民 "や 翌 綱 理 区 mw 収 工 聡 十 翌 級 勧 / 違 禁 唄 替 ”( 交 
国 " K 円 1 や "や 國 状 了 十 ) 

() 『 結 区 申 嘩 人 Q 礼 』 交 1" 素 円 11 く "や 国 在 に に" 

( 加 ) の zzg, p.17, 7. 11 一 7. 13. 6 22 ん Z 2772e 友 o5Z, Vol. 1, p. 55, note 1 区 も がめ Z, p. 17, note 2 JJ 色 2772- 
2 が z。 VIII. 7 く @ 由 層 光 和 \0? 完 軟 交 明 中 党 G『 机 明 屋 憧 礼 』jJ 叶 
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アー の の の の の の 


品 ” 寺 避 蜂 」 提 田宮 前 想 」 居 玉 、 交 ” 尽 上 時 夫 WM 恒 宮上 7 細 " 濾 、 生 」 記 肖 環 性 敵 」 幸 " 区 中 皿 持 数 | | 製 」 来 、 細 、 ぷ 
幸 ” (理財 KK 回 和 IO K1O 直 に) 
AS 『 豆 休 編 』 で ぐり 6 維 祝 臣 腰 給 yG 入 所 聡 G 編 中 太 ン / 照 導 全 旦 QG 福 1 押 つ り 2DQ9 KKTNKTG『 貴 
和 編 』Q 可 り 「J り Gt 愉 J 1 還 稚 宮 ン QG^ 交 長 全訳 (Yogacaras, rnal spyod pa rnams) の )e 」<J4SyGG 7 
JQG り 3) 対 下 生 Q る の つの 史 如 う 5 8 が 7ZZZ2g77。 Derge, Tho 92a6. Peking, Vol. 146, p. 238.2.8 一 3・1. 
( 加 ) Donc il n' ya que douze 27zs dans le Rupadhatu. ge gz 2772e 友 o%Z,。 Vol. 1, p. 56. 
(SN) り い で うり 路 ・ 革 ・ 赤 ・ 名 ・ 提 ・ 軸 ・ 墜 編 ・ 革 座 ・ 選 編 Q 名 菊 ・ 品 時 苑 ジ 矢 ” 拉 路 ・ 指 編 ・ 状 四 QIII 條 
誤 四 菊 ・ 過 中 誤 ・ 湯 品 蜂 菊 ・ に 菊 り 人 SG 詞 0 家 りう? 全 如 で 中 蜂 欧 作 111 牙 うり 叶 8KQ(『 才 案 搬 直 陣 隊 編 』 拍 
117 円 1 く ” 国 還 1 1 現 ゴ )? 如 委 『 電 記名 直 虹 薄 祝 』 冥 問 手 堪 (DRarmaguptaka) り 隙 か no の うふ 編 嵐 。 民 刻 語 R「 電 
写 独 屋 昭 嘩 統 り いう り 」(『 橋 無 午 填 世 胃 紀 神社 時 』 1 OR 工 ペ に ) 鈴 層 " 
( 代 ) 『 眉 円 団 編 』 喝 うり 敵 訪 叶 "「 十 舘 」 流 上 「 科 長 量 」(Yogacara) G 給 記 器 泡 つ り 区 うろ)G^ へ 茶 衣 つ りう x 畑 伝 祥 堆 
SQ (『 疎 由 園 編 』 郊 代 11" 円 1 RT 人 て 団 看 ゴ コー 人 KK 夏 二 アア 


世 編 ( 無 1 棚 ) 


性 掴 盟 咽 蝶 ぐ 褐 量 ^> リュ ネー ホー の 4SNGJ う RSAG 『 杜 円 購 家 』 買 や y 十 財 G 困 棋 和 " 『 杜 円 団 祖 』 GS の @ 
区 SS 『 品 者 編 』 を を 選 G 幼 家 没 科 " ツ G 刀 6 紋 稼 釣 民 うり 名 Q 玄 つれ 作り つ お の ぐ や 4Sy0? 

螺 | 統 旨 うり "時 選 寺 G 伝 末 回 徹 了 二 下り だ 如 ろ の ろう 心 寺 材 6 枯 路 対 下 の 人 る の つ お お? 宮 < 守 7 定 沼 目 ぐ 衣 長 
引 J 交 妹 MO5 性 7 丁 江 Q 下 (dharma) G 将 層 三 如 い ” 六 家 つ り 壁 表 叶 下 択 絢 つ うろ)O 明 尽 半 叶 筑 穫 XG" 
SS 則 能 だ 『 ポ 昭次 飼 漏 』 で 択 癌 第 『 祝 折 編 』G 著 附 の 加 的 1 か hG 


Q 
ぺ h 
6 の 


銘 1 | 据 光 ろ じ ぷ 8” 十 閉 @ 提 ・ 遇 加 十 " G 局 押 二 の うろ 心 折 近 玄 4 電球 判 馬 当 7 十 舘 6 除 編 編 咲 て 坦 ら の 
っ ろり の 対 認 人 つ お 7 本 大 人 奈 蜂 で 避 画 対 肝 編 か XGA WG 北 窟 人 R 角 め 答 彫 懇 的 才 の 人 穴 層 X@ 民 対 
福生 編 避 中 尿 記 対人 約 ” 間 舌 (で の 弓 国共 @ 机 才 染 | 面 K が て 計 の う 心 り 当 Py@? 

螺 川 拓 8" 宗 選 つう 心 旬 技 叶 折 馬 @ K 明 弘 じ ” 所 思 ぐ う の ろう 人心 十 材 6 害 貞 6 洋 也 内 85 6 管 
sz の 抵 | 撮 QG ス 愉 記 可 表 窒 豆 お 下 り AS 9 如 当 りり G 症 補 『 福 趣 』 の 林 ン NG 上 きき 対 代 つう)G5 8 
JG 編 P" > 9 す ュ ホー トー 名 ぶ ト ドー 必 上 ホー で 秋 由 PS@ の ろう 必定 翌 穫 G 筐 X@ り 対話 か 瓶 案 計 頒 つ お ? 

拘 国 幻 8^ 十 扶 G 陵 編 礼 刀 肪 畑 つ 8 天 り nhGAJ 回 先生 恥 ・ 圏 ・ 虹 1 人 2 技 @ 表 @ 飲 提 釣 刻 る 6 媒 @ 人 る 乱 
か と リ 昭 G 9608 記 和 SQ 泰 ( 舞 束 ) 本 的 完 う 0 失 宮 8? つじ 際 編 叶 ^ 多 1 湊 訟 器 窟 ・ 独 令 ^ 螺 11 湊 徐 品 編入 7 
昌 川 容 符 選 避 ” 螺 還 寮 般 忌 礼 ” 上 困 宏 附 史 昭 染 購 DD7 宗 容 稚 公 届 時 昭 @ 0 が 8 記 軍 忘 つ つぐ 貴 @ 旬 走 攻 筑 矢 心 愉 
SS の ろう” 包 ・ 包 抱 点 震 賜 給 対 画 じ 提 基 @ 旬 ・ 旬 重要 坪 綴 昼 区 表 つ 3) だ 『K 申 次 偶 祝 』 ぐ 握 了 K 北 前 釜 的 ^ 
巡 ど ぐ 『 穴 押 編 』 べ の 騒 き つぶ お 昭和 聞 り SGT つ 玄 の 昨 窒 @ 押 十 叶 届 Sy@ 明 め ” 電 虹 へ 紅 負 詩人 材 附 叶 誠 YY おり 和 心 急 
公選 お お 枯 当 「 早 釣 瑞 の つ ^ 編 多 咽 コ つ 大 うっ 」 視 束 8 民 6 癌 誰 の 玲 作 つ お ? 

細 田 統 則 うり 8 札 導 6@ 窟 対 の 必 符 衛 お 5 や つり 所 封入 尽 電 嘆 既 ふつう 心配 葉 G 神 政吉 つり ” 十 華 ・ 
早 咽 湊 ・ 一 多 況 公 「 尼 瞬 卿 Q 記 考 史 央 嘆 り 稀 Xe 」 亜 選 対 JJG 相 政信 『E 条 編 』 尽 胃 和 や KG 拓 緊 ・ 品 瑞 牙 ぐ 「 蜂 
江 」 給 引 ら いて リロ あお SG「 細 所 」 各 叶 志 聡 @「 制 由 」 突 ”「 要 時 G 利 貞 如 多 記 」 給 詳 る 二村 G「 混 蜂 」 給 
環 ン "やつ の で 必 鏡 丁 基 G「 作 振 飲 十 」 給 尽 家 生か Ye 回 AG「 陣 揚 十 送 ・ 瑞 涯 竹 」 突 列 ンタ の S P 人 SG 
悪評 史 つ 8? 8 対 十 寺 G「 電 覆 」 ざ 中 半 虹 (上) や 絶 選 ” 還 紳 @ 折 周 コ 対 壮 更 07 8 記 青 誠 須加 節 踊 本 咽 
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窒 記 栄和 偽 つ りう で 84Q つ うろ りり 的 組 履 つ 7 二 寺 叶 十 堪 マリ” 当所 考 @ 似 所 記 和 欄 くり うお 7 8 計 十 財 @ 
「 湿 四 」 給 中 押 1 1 級 じ お 思 @ 率 皿 S 可 販 @G 陸 へ 羽 多 国 胃 じ お 四 で @・ 人 9 舞 @ 宗 鬼 壮 弄 編 の 農 う 外 只 流 内 DO" 
J 宮 避 史 6 で の 二 翔 6 庄 幻 編入 人 評 奈 名 欄 避 8 昭 -R 誠 KO? 

晶 人 K 最 喝 ろ うり 器 ” 十 園 G「 1 屋 朱 叶 所 編 G 舞 乱 X% 」 の うろ 心 枯 遇 当 。 征 共 ぐ G 十 ご 映 Q 導 中 QGK に 手記 幸 定 和 か)@ 尽 
表 選 " 十 鞭 6「K 編 G@ 手 か その 環 折 塊 Xe@」 の ろう 心 首 具 學 幼 衣 和 my)G 選 SG の SGP 移 ぶ "ひい 8 心 叶 本 堪 G「 作 握 交 
征 」 維 G 幼 記 包 季 條 か ye の 2Q の 約 YG り 計 症 若 つ 記 ? 

上 で や 紀 避 買う "本 堪 Q「 川 所 飲 十 」 給 尽 表 か 9 十 千 ・ 拓 際 ・『 懲 近 礼 』G 工 編 學 の 必 二 生 り 家 心 染 財 S り 懸 
きつ お 2G PASG り 区 る 十 鞭 りり G 層 編 G 持 及 ②「 更 蜂 」 給 過 沿 臣 つう 0 り 9 対 代 つ 9 

ご 最 ・ 虹 R 最 ^ 促 堪 QG「1] 振 塚 丁 」 給 避 舞 ンマ 症 悪 如 如 癌 准 り 稀 y@「 央 想 送 」「 人 に 聖 配 選 」 選 表 和 か) 十 扶 6 区 
表 刊 員 學 語り 7 つの 人 つり の Q 叶 時 JNN 拓 際 ・『 飼 近 礼 』 ぐ 刊 品 の 招 :0 の 6 ツン 選 記 四 Q 和 うっ 生か の 『 村 昭 
殴 餅 統 』G 痢 谷 押 給 り 學 う 議 征 対 選 や ピス う 選 控 押 流 宮 Q 玄 史上 7 

婚 1 〇 反り 中” 十 舘 @ 品 刊 図 G 季 押 全 回 @ 陵 編 家 農 ン 交代 Y の 軟 ^ 揚 呈 浴 Q@「 作 振 飲 民 」 給 記 季 根 和 か )Q 隊 
時 りう )@ り 7 葬り 誠信 『 窒 売 祝 』 の コバ ン 騒 き つり 買い 世家 縮 層 4Q 宗 大 う ろり 7 か 立 多重 
甚 G 到 密 泥 内 狼 〇 だ おう 表 究 及 乏 所 お 皿 つ うろ 昭 圏 り 答 0 対人 紅 つ お 8? 

螺 | | 統 父 うじ ” 十 扶 @G 落 更 給 集 。 北 計 必 写 普 困 隊 記 季 掲 か 6 装 穴 人 玄 避 半角 りう が 0 り AJ7 層 め 党 昧 赴 摘 6 神 
愚 流 ” 十 結 G 主 つう 彰 除 編 じ 短 X@ り J 対 挫 基 つ お " 

人 111 明 じ ^『 回 円 司 編 』 地 考 史 二 惹 G 四 訴 記 つり う 療 うっ 江 7『 下 禄 』G 袖 共和 給 流 > 9 ホー ホー で 邊 瑞 り 約 yQ 
詞 生 1 宗 多 机 将 征 沖 胡 つ お 9 つり > 9 す ホー ト ー%G 央 映 苑 いう P@ 刊 只 提 ” 胡 長 選 辿 G 引 県 ろ 層 6 王 話 
交 肛 つ 忌 ? 


JG 心 包 区 | ・11・ 作 ・ 軸 ・ 人 KK・1 1・ 0 隊 RM 拓馬 『 避 才 裾 』 @ 維 視 己 秩 当 > す ホー トー% 昼 喉 つ 
りう っ )G2 の GS)G 染 。 @ 最 尽 軟 や YO 枯 責 用 や ヘ や だ っ? つ 人 放つ 綴り 諸相 遇 @ 細 叶 " 避 AJxSN 和 か を や 要 
回 避 銘 玩 全 記 \@QP” 組 英 秩 史 揃 ン 式 『 抱 円 隙 礼 』G 二 合う ホー トー 篤 の SS) 扶 恨 つう の 失 hG? 

YESEt そい だ し くだ 3 
己 周 贅 叶 十 霞 @ ろ 心 表 (dharma) G 聖 掲 刀 拉 Y じ 逆 過疎 表 や つ ( 箇 1 ・ 八 最 )/ 才 応 十 堪 Q「 作 拓 棚 吉 」 総和 落 ペン 

人 玄 Q09 組 下條 井 誠 和 島 つり ( 多 く ・ 玉 最 )” 提 孔 丁 波 @ 塚本 G 授 @ 里 応 窟 Q 生 二宮 史 宮 人 り 7 
SQ 填 頑 叶 功 揚 G | 容 需 @ 選 計 邊 染 飲 坦 や 給 X@ ろう 必 「 陣 坦 征 百 ・ 画 拉 難 知 」 編 記 束 じ 本 其 QG「 川 振 稼 民 」 給 鹿 

穫 提 つ ( 無 や 編 / 拒 葉 G 介 ・ 師 伝 加 垣 窒 講 区 つ り 当 ・ 信 舘 完 貢 寺 隊 編 移 枯 患 つ " つ 忌 染 じ 補 ・ 舞 集 惑 | 実需 

圭 り ” 鞭 呈 上 1 1 容 需 財 年 MG 全 ① 愉 棄 G 表 豆 ( 舞 ) 和 か D 映 折 品 間 伏 地 坦 の つ 半 っ の や 約 6 ず 枯 具 つ り " 拒 虹 ぐ 
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Resume 


Traduction francaise par HUBERT DURT 
Ecole francaise d'Extreme-Orient 


Dans le Bouddhisme indien du Petit Vehicule,。 es Sautrantika sont 
1importants: ils sont consideres comme ]a derniere secte issue du tronc 
Sarvastivadin et leur doctrine est iee directement a celle de 1]'&cole 
Yogacara du Grand Vehicule. Cependant, leur doctrine comme leur 
histoire sont encore entourees de mystere. D'apres une tradition rap- 
portee de 『Inde par Hiuan-tsang,。 le “doyen' (chang-tso 上 座 )。 design6 
dorenavant ici comme “Sthavira'", dont les theories furent souvent cit6es 
et critiquees dans |42772727Z2227 ツ の な 22745 の の 。 abrege dorenavant en 
ygygzzsg7 の ( 工 . 1562) de Samghabhadra, serait Srilata, maitre de 
6cole Sautrantika. La valeur historique de cette identification peut 
etre confhrmee par les commentaires de 1 4277Z727ZzZo5Z de Vasu- 
bandhu. Dans la premiere partie de cette etude,。 mon souhait serait 
d'6clairer de exterieur histoire des Sautrantika,。en faisant usage des 
documents disponibles. Dans la deuxieme partie。 c'est de interieur, 
en faisant usage du / ツ gyZ7z5 の 7 の 。 ue je souhaite rendre explicite la 
pensee de Srilata. 


re Partie 


Dans le chapitre 1, 1 examen de la tradition concernant la composition 
de 1 4277727ZzZo5Z。 abrege dorenavant en osz( 工 .1558) et du ygyg- 
ZS の 7 の emmene d'abord a degager trois sources concernant leur origine. 
Ensuite。 & partir du contenu du osg。 de ses commentaires。 et du 
ygyg@22225 の 7 の 。 la recherche se porte sur le sens du terme “kila" 
(16gende) dans le た osz. Linvestigation s'etend en outre aux structures 
stylistiques。a des particularites grammaticales et a ordonnance des 
strophes du texte du 友 osg. 1] en resulte quil semble assez clair que 


Vasubandhu a, dabord。 redige les strophes (を gz7 を る) seulement。 et。 


plus tard, le commentaire (ZsyZ)。 et quil a accorde une attention 
notable aux maitres Sarvastivyadin du Cachemire. En consequence. 了 ai 
juge que la tradition bien connue sur la composition du 友 osg et du 
ygyZ72225 の 7 の Douvait etre assez Droche de la verite historique. 

Dans le chapitre II sont passes au crible les fragments attribues & 
Kumaralata, fameux en tant que patriarche des Sautrantika。 et les 
traditions concernant sa vie. On peut ecarter 1]'assertion de IKouei-ki, 
disciple de Hiuan-tsang。selon laquelle Kumaralata aurait ete un per- 
sonnage Dosterieur d'un siecle au Nirvana du Bouddha. ll est avere que 
Kumaralata est posterieur a la ZZo757252 ( 華 . 1545), qu'il fut le 
maitre direct de Harivyarman。 Tauteur du Sys2 の 7 3577 の 。 abreg6 
dor6nayvant en gzyZs7 の 7 ( 華 . 1646),。 et de Srilata, enfn,。 qu'il a vecu 
de ja fn du III* siecle a la premiere moitie du IVe siecle et quil 
appartenait a |ecole Saryvastivadin. 

Dans le chapitre III, si on prend comme hypothese de travail que 
Srilata est le Sthavira dont il est question dans le ygygzzsgrg。 時 
est clair,d'apres des passages de cet ouvrage。 qu a Tepoque ou Sam- 
ghabhadra le composait au Cachemire, Srilata 6tait un personnage 
d'un age asseZ avance。residant dans IEst de Inde. 

Dans le chapitre IV, sur base des recherches faites jusqu'ici。 il est 
fxe tentativement la chronologie suivante pour les maitres auteurs de 
traites d'Abhidharma (Sgs7zg) notoirement en relation avec les 


Sautrantika: 
Kumaralata AD.280-360 
Harivarman 310-390 
Srilata 330-410 
Vasubandhu 350-430 


Samghabhadra 370-410 
Il sagit。 il est vrai,、 dune chronologie bas6e uniquement sur des textes 
中 Abhidharma. Une etude minutieuse des autres sources s'impose 
asSurernent. 

Dans le chapitre V, Texamen porte d'abord sur les Darstantika dans 
la 7Z7Zy75725g. 1 sinspire des travaux de Peminent savant francais 
Jean Przyluski. 1] en ressort que Darstantika est une denomination 
usitee par les Sarvastivadin avec la signification d&preciative de sectaires 
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ayant detruit le systeme.des dharma des Sarvastivadin par leur vision 
du monde (drstanta). Au contraire。la denomination de Sautrantika 
dans le が o5g semble etre assortie d'une nuance laudative voulue par 
Vasubandhu. Cependant。plus tard。au temps du commentateur Yaso- 
mitra。une distinction d'une telle nature entre Darstantika et Sautran- 
tika semble etre completement oubliee. D'autre part。dans le だ osg. il 
est fait 21 mentions de theses Sautrantika. Pour autant que la doctrine 
Sautrantika soit identique aux theories de Srilata que nous considerons 
comme le patriarche des Sautrantika。 certaines de ces 21 mentions 
different totalement de ces dernieres. IL] semble donc qu'au terme 
Sautrantaika soient accolees les nuances suivantes: “oppose a la these 


29 《《 


Sarvastivadin de la r6alite des trois temps。" "conforme a la raison。” “de 


3 


bonne apparence.” C'est pourquoi les theses Sautrantika du 友 osZ 
semblent bien representer les opinions de Vasubandhu lui-meme. On 
peut penser qu eu egard a ses precautions Vis-a-vis de ecole unifee 
des Sarvastiyadin du Cachemire,。 il a presente ses theories avec une 
circonlocution euphemistique pour dissimuler sa propre personnalit6... 
On en deduira que la denomination de Sautrantika sapplique moins 8 
une secte qu'a uneori entation scolastique. 1 ne s'agit cependant pas ici 
dune orientation scolastique en tant qu'ensemble structur6。 mais seule- 
ment d'une rterence commune a une position da 抽 rmation de la 
realite du temps present et de negation de la realite du passe et du 
futur。 par opposition & la these de la r6alite des trois temps. Sur ce 
point precis。on peut supposer que la denomination Sautrantika n'a pas 
ete qu un moyen de couvrir des opinions personnelles de Vasubandhu. 

Dans le chapitre VI est examine le sens de Sautrantika dans le 
SgZZ2@ ツ の の eZ ( 華 .2031) qui fait 6tat d'un groupe Sautrantika-originel. 
II n'est pas question en fait des Sautrantika qui nous interessent 
ici。 mais de Texistence。 ant6rieure a la ZZo727ZsZ2。 d'une secte 
denommee “Sutrantavada'"” ou “Samkrantivada"。ayant pour patriarche 
Uttara. C'est la secte "Sautrantika"”。ayant Ananda comme patriarche, 
et dont le slogan aurait 6te “adopter les Sntra。 mais pas les Sastra”, 
qui est 6tudiee ici tout en tenant compte que cette elaboration pseudo- 
historique est visiblement assez tardive. 

En conclusion, histoire des Sautrantika commence par les Darstan- 
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tika, etc. de la 7Z7Zo7 の Zs52。 se poursuit avec 氏 umaralata dans la Ir* 
moitie du IV* siecle。 et se continue avec Srilata, qui。 au milieu du IV* 
siecle。 subit entre autres TinHHuence de Harivarman。 auteur de la 
Sgzygs7 の 77. C'est alors quapparait le nom de Sautrantika. A ces 
Sautrantika revient la theorie de 1a r&alite du present et de la non- 
realite du passe et du futur。qui divergeait de la these de la re&alite 
des trois temps. On peut penser que cest sur cette base que les adeptes 
de cette theorie donnerent le nom de Sautrantika a des propositions qui 
leur 6taient proDres. 


IITe* Partie 


A Taide du パッ gygz25 の 7 の 。 de 1 45777727Z22 ん o3Z et de ses commen- 
taires。 et de quelques autres Sastra, cette deuxieme partie devrait 
eclairer la pensee de celui qui。 dans le /?gy47zsg7Z。 est appele le 
Sthayira,c'est-a-dire Srilata。 le mattre-theoricien des Sautrantika. 

Dans le chapitre I est exposee la theorie du Sthavira selon laquelle 
la "matiere derivee'"' (upadayarupa) des tangibles (sprastavya) n'est pas 
un dharma reel. Par exemple,。 au sujet des sensations qui sexcluent 
comme le froid et le chaud, le Sthavira s'ecarte du systeme des dharma 
des Sarvastivadin. Sa theorie reunit les positions de Dharmatrata dans 
la 7Z7Zo767Z5@ et de la SgzyZs7 の 7 カ 7. 

Chapitre IT. La theorie du Sthavira sur la yerite provisoire des 
agregats (skandha) et des bases de la connaissance (ayatana) et sur la 
verite absolue des 616&ments (dhatu) fut celebre des les temps anciens。 
mais son sens profond ne fut guere etudie. Cette theorie est。 comme 
on le verra。profondement iee a la “theorie de la connaissance'” du 
Sthavira. Celle-ci peut se resumer comme suit: au moment de connaitre 
un objet materiel du monde exterieur。 on attribue aux cinq connais- 
sances (vijnana) 1i6es aux organes des sens la force d'apprehender en 
groupe les atomes qui sont ]a structure originelle de objet materiel. 
On peut dire que pour Srilata。 activit6 des cinq yijana sensibles 
est devenue progressivement plus importante qu'elle etait pour les 
Sarvastivadin. 

Chapitre III. La sensation agreable (sukhavedana), qui est le mental 
(caitasika) oppose a celui de la sensation douloureuse,。 est expliquee 
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par le Sthavira comme ne diff&rant pas de la sensation douloureuse. 
Cette conception deriye de la destruction du systeme Sarvastivadin des 
dharma,。 qui a 6te traitee dans le chapitre I. En outre。cette conception 
montre une similitude 6tonnante avec la Sgzygs7 の 77. Dans cette 
perspective est tudie un document montrant ]a possibilite que Srilata 
ait ete disciple de 氏 Kumaralata. 

Dans le chapitre IV se poursuit la recherche sur la theorie de la 
connaissance du Sthavira. On yoit que celui-ci ne reconnait d'abord que 
]a r6alite de trois mentaux: sensation (vedana)。 notion (samjna),。 
volition (cetana). 1] considere que les autres rmentaux ne depassent pas 
etat de “particularit@"” manifeste du mental “cetana". C'est de la 
maniere suivante que peut se resumer sa theorie de la connaissance: 

production du 1 instant (ksana): organe (indriya) et objet (visaya) 

2 instant: connaissance (vijana ) 

3e instant: sensation (vedana) 

4* instant: notion (samjna) 

5 instant: volition (cetan8) 
A partir des instants suivants。 les autres mentaux se manifestent 
comme diverses Darticularites de cetana. 

En proclamant la these de la naissance en succession de la pensee et 
des mentaux。 le Sthavira soppose 8 la these Sarvastivadin de ]a relation 
spontanee entre pensee et mentaux (cittasamprayukta). Sa position a 
des similarites avec celle de Buddhadeva et des Darstantika dans la 
人 722o727Z5Z et avec la Sg7y2s72277。 Cependant。yu la reconnaissance 
de la re6alite de trois mentaux。on peut se demander si la position de 
Srilata avait encore un len 6troit avec les Sarvastivyadin. Dans cette 
perspective, il est fait 6tat de documents d'apres lesquels la doctrine 
du Sthayira aurait te dadopter les Satra mais pas les Sastra (sutra- 
pramanaka na Sastrapramanaka). 

Chapitre V. Par contraste avec la theorie Sarvastivadin selon 1aquelle 
le corps est toujours impur。 le Sthayira。les Sautrantika et les Darstan- 
tika proclament que le corps de IArhat est sans impurete (anasrava). 
Cette theorie est mise en relation avec la these de la “purification de 
appui” (asrayaparavrtti) de Vasubandhu et des Sautrantika, exprimee 
dans le だ osz. On verra ici le rapport de cette these de 1'asrayaparavrtti 
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avec les theses du “germe'" (bija) et du “changement particulier de la 
continuit6" (samtatiparinamavisesa) de Vasubandhu。 et de T&1ement 
d'accompagnement ( 随 界 anudhatu) du Sthayvira. Ces theses。 en se basant 
sur 1a 他 rmation de la r6alite du present et de la non-r6alite du passe 
et du futur。s'opposent a Tafirmation Sarvastivadin de la realite des 
trois temps. En outre。 Tanudhatu du Sthavira。 groupant les six bases 
de la connaissance (5 ayatana corporels。1 ayatana mental), produit les 
pensees bonnes ou mauvaises ordinaires。 mais。 en comportant ]'acte 
(karman), il se transforme en momentaneite (parampara). De ce fait, 
comme anudhatu est en meme temps corps fondamental groupant 
connaissance et memoire。 on percoit la proximite de cette doctrine par 
rapport a celle de la “connaissance receptacle' (alayavij 損 ana) du 
Yogacara. 

On yerife ensuite que Vasubandhu connaissait anudhatu du Sthavira, 
que sa propre these du bija en a recu 『infuence et que Tanudhatu a 
donn6 forme a la these du samtatiparinamavisesa. Par comparaison 
avec les Sarvastivadin,。 le Sthavira etait entre dans la consideration de 
inter-relation entre corps et esprit. En outre。la these de 『anudhatu 
du Sthavira a de profondes relations avec son expose de ] apprehension 
de Tobjet materiel du monde exterieur。 examine dans le chapitre II, 
et avec sa these de la naissance en succession de la pensee et des 
mentaux。 examinee dans le chapitre IV. On peut donc degager de 
anudhatu。avec assez bien de precision,。 la theorie de la connaissance 
du Sthavira. 

Chapitre VI. La theorie du Sthavira: “Tous les dharma sont du 
domaine (visaya) de la connaissance mentale (manovijnana)。” tout en 
critiquant imperfection du systeme des dix-huit 616ements (dhatu) 
Sarvastivadin。met 1emphase sur la theorie selon laquelle tout 『objet 
(visaya) des six connaissance (vijiana) est dharma du passe. Cette 
theorie nie donc la these Sarvastivadin de la realite des dharma dans 
les trois temps. 

Chapitre VII. En examinant la rfutation par le Sthavira, par 
Vasubandhu et par la Sys27ZZ77。 de la these Sarvastivadin de la 
realite des dharma dans les trois temps。 on constate d'abord que ces 
trois critiques se ressemblent beaucoup. On remarque aussi que le 
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Sthayvira a adopte sa these de 616ment daccompagnement ( 随 界 arnu- 
dhatu) comme axe central de sa refutation. 

Chapitres VIII et IX. Les dharma non-conditionnes (asamskrta) et 
les dharma non-associes a& la pensee (cittaviprayuktasamskara) sont 
des doctrines particulieres issues de la these Sarvastivadin de la realit@e 
des dharma dans les trois temps. Leur refutation par le Sthavira differe 
a peine des theories de Vasubandhu et de la Sgzygs2ZZ77. En fait 
chacune de ces refutations a 6te profond6ment inHHuencee par les theses 
Darstantika de la ZZ2o727ZsZ. 

Chapitre XX. La negation par le Sthavira de la cause simultanee 
( 倶 生 因 sahajatahetu) est en dependance 8&troite de sa theorie de la 
connaissance. En de6fnitive。 c'est le fondement de sa negation de la 
these Sarvastivadin de la realite des dharma dans les trois temps. 
Cette negation est tres proche de la Sys77Z77。 mais napparait Das 
dans des traites d'Abhidharma anterieurs a la Srygs7ZZ77. Il doit 
donc sagir d'une pensee nouvelle dont la formulation ne remonte pas 
a une epoque anterieure au Sthavira. 

Chapitre XI. La these du Sthavira sur la production en dependance 
(pratityasamutpada) est en fait constituee a partir de sa negation de 
la cause et de T'effet simnultane (同時 因果 ). NNous examinons aussi sa 
theorie du jugement inexact (ayoniso-manaskara 非 理 作 意 ) qui est une 
these developpee de maniere originale par le Sthavira. 

Chapitre XII. Examen dun exemple de th&orie pour laquelle le 
ygy@22245 の 7 選 ne se refere pas au nom du Sthavira,。 mais que les com- 
mentaires du osg mentionnent comme theorie de Srilata. Sont eXDOS6S 
ensuite des documents montrant que la the6orie de Srilata sur apparte- 
nance au mnonde du formel (rupadhatvapta。 rupadhatupratisamyukta 
色 界 繋 ) est proche d'une these Yogacara. 

Dans cette II* partie, les chapitres 1。1II, IIT。IV,。 VI, XX1。XII traitent 
de th6ories que les commentaires du osg font remonter a Srilata. Ce 
qui n'est pas le cas des th&ories exposees dans les autres chapitres. 
Ne6anmoins,。comme le contenu des theories embrassees dans ensemble 
des chapitres forme un enchainement presque coherent。 on peut suDp- 
poser。en se basant seulement sur les commentaires。 que le Sthavira 
du Ayaygzzs の 7 の et Srilata ne sont qu'un seul et meme auteur. 
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Conclusion 


1. Le Sthavira, contredisant la de6finition des dharma des Sarvastivadin, 
considere quelques dharma comme relativite mutuelle (Chap. 1, III), 
et niant tous les dharma dont 1'existence est rendue indispensable par 
ja these Sarvastiyadin de la r&alite des dharma dans les trois temps 
(Chap. VIII, IX)。s'oriente fnalement vers une diminution du nombre 
des dharma reels par rapport au nombre propose par le systeme 
Sarvastivadin. 

2. Le Sthavira nie la these Sarvastivadin de la realit& des trois temps 
et proclame la these de la realit& du pr6sent et de Tirrealite du passe 
et du futur,。 ce qui signifhe la realite exclusive du dharma de unique 
instant (ksana) present (Chap. VII). ぐ Sopposant a la these de la 
relation spontanee entre pensee et mentaux。 le Sthavira avance la 
theorie de ]a naissance en succession de la pensee et des mentaux. Ce 
qui consiste en naissance dorgane (indriya) et dobjet (visaya) au 
premier instant. Parce que la connaissance (vijiana) nait au2* instant。 
objet (visaya) de la connaissance tombe entierement dans le passe et 
n'existe pas. C'est donc une negation du fondement de la these Sarva- 
stivadin de la realite des trois temps (Chap. IV。VI). C'est aussi une 
refutation de la these Sarvastivadin de ]a simultan&ite de la cause et 
de 'effet ( 倶 生 因 , 同時 因果 ), c'est-a-dire de la simultaneite de la cause: 
indriya et visaya et de Teffet : vijnana (Chap. LT, 又 ). Quant a la 
production en dependance。nous avons aussi essaye de ]expliquer 4 
partir de la refutation de cette these Sarvastivadin de la cause et de 
effet simultanes (Chap. X1). 

3。 Dans la structure de la connaissance basee sur la these du Sthavira: 
realit6 du pr6sent。irr6alite du passe et du futur。” ]a theorie de 
existence de 161ement daccompagnement ( 随 界 anudhatu) est proche 
de Talayavijnana des Yogacara (Chap. V). En outre。une autre theorie 
du Sthavira comporte encore des similitudes avec Tecole Yogacara 
(Chap. XIT). 「 

On ajoutera encore les deux considerations suivantes. 

4. Parce que le Sthavira (Srilata) est 1a premiere personne que des 
documents presentent comme ayant professe 1'adoption des Sutra mais 
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non des Sastra。peut-6tre est-il 1e fondateur du groupe Sautrantika. 
Cependant。dans le o3Z。son disciple Vasubandhu s'affirme souvent 
diferent de lui (Chap. IIIT, IV, 於 , 区 IT). Par contre。 Vasubandhu 
dissimule sous le nom des Sautrantika des opinions quil approuve 
lui-meme et qui comprennent des theories du Sthavira. 

5. Dans ses theories et dans 1'expression de sa pensee。le Sthavira 
presente souvent dextremes ressemblances avec le contenu de la 
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Srilata, qu'on peut supposer avoir vecu dans la 1* moitie du IV* siecle 
apres 本 .-C.,。 aurait recu TinfHuence des Darstantika, de Buddhadeva et 
de Dharmatrata,。tous trois connus par la 72ZZ の 757ZsZ。 de Kumaralata 
et de Harivarman, auteur de la Sys7ZZ777. | aurait developpe leurs 
enseignements et cree le terme de “Sautrantika." Par sa propre 
reflexion。1) il a esquisse une transformation relativiste des dharma 
reels des Sarvastivadin et nie ]'existence de plusieurs deces dharma. 
2) En outre,。 il a, pensons-nous。concentre presque toutes ses theories 
dans la negation du fondement de la these Saryastivadin de la realite 


des trois termps en refutant ce que les Sarvastivadin ont appele la “ cause 


et effet simultanes ” sur la sirmultaneite organe-objet-connaissance 


(Gindriya-visaya-Yijnana). 
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